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改稿版まえがき
❏私は梅原猛研究で、彼のスーパー歌舞伎を理解するためには、自分も戯曲を書いてみなくてはと思いたち、『ヤマトタケルケル』の続編のつもりで『夢の翼ーオキナガタラシヒメ』を書いた。その時は本格的な歴史研究をしていなかった。その後、古代史研究を深める中で、歴史認識が非常に浅かったことに気づき、この戯曲も大幅に改訂しなければならないと思っていたが、なかなか手につかなかった。やっと最低限度の改訂をしたので、改で公表する。改訂した点は多々あるが、特に重要なのは、住吉明神との関係である。その結果、住吉明神、特に上筒之男命は准主役的な位置づけになっている。


「夢の翼」を追って
　私は梅原猛の戯曲『ヤマトタケル』を読み終わって、興奮のあまりなかなか眠れなかった。ヤマトタケルを懼れ、彼を単身で熊襲や蝦夷征伐に追いたて、大王権力の安泰に利用しながら、ヤマトタケルを大和に入れまいとしていたオオタラシヒコ大王（諡は景行天皇）は、大和へのヤマトタケルの凱旋を引き伸ばそうと彼を、伊吹山の山神たちの討伐に差し向けた。ヤマトタケルは草薙の神剣を嬢子の床辺に置き忘れてきた為に氷雨に打たれて病になり死んでしまう。 

　ヤマトタケルの霊は白鳥になって大和を目指すが、大和には入れない。河内の妻の土地に降り立ちそこに墓を作ってもらうが、やがて再び白鳥は飛び立ちいずこかへと去っていく。ヤマトタケルの魂は大和を目指しているが、それはあくまで「国のまほろば」である大和を取りたいからである。ただ大和に舞い降りればそれでいいのではないのだ。だから白鳥になったからといって、大和には降り立たないのである。あくまでも大和を取る英雄に転生するために飛んでいくのだ。 

　しかし大和を取るというのは一体どういう意味だろう。ヤマトタケルが父王に代わって権力を握り、それを守るためにライバルを排除することか、それならヤマトタケルが目指す本当のまほろばとしての大和ではあるまい。 

　梅原戯曲『ヤマトタケル』は、父子の葛藤と最終的和解という、演劇のおさだまりのパターンに囚われてしまった。それは猿之助劇団ファンの感動の涙は誘うだろう。こうしなければドラマとしてまとまらないのかもしれない。しかし現実の歴史のドラマは、ヤマトタケルの満たされなかった望み、ヤマトタケルの怨念が白鳥となって、天かけり、新しい英雄となって再生する形でさらに展開する筈ではないのか。でなければ梅原怨霊史観の展開としては不徹底である。 

ところが、梅原戯曲は、叶わなかった夢を父王の計らいで、ヤマトタケルの息子にいとも安易に叶えさせてしまう。ウームどうも納得がいかないぞ、ヤマトタケルの息子はそんなに簡単に大王の位を継げたのだろうか。 

　『古事記』では明らかでないが、『日本書紀』の記述をたどると、ヤマトタケルが亡くなった時に、景行天皇は存命だった。景行天皇没後成務天皇が即位し、その後にヤマトタケルの第二子である仲哀天皇が誕生している。なぜそういう矛盾した記述になったのか、それは仲哀天皇の即位を後にずらすためではないか。そうしないと成務と仲哀が同じ時期に帝位についていることになるからである。成務は志賀高穴穂宮で、仲哀は長門豊浦宮、筑紫香椎宮で天下に号令していたのである。ということは大和政権に対して筑紫勢力に擁立されてヤマトタケルの息子が対抗していたことにならないだろうか。これは三輪王朝から河内王朝への転換の歴史についての新しい解釈だ。なおこの場合の河内王朝の初代は品陀和気大王（諡は応神天皇）である。大和から河内に移るのは二代目の大雀大王（仁徳天皇）からである。 

しかし眠らなければ、明日も朝１時限目からの授業だ。こんな時のために梅酒が用意されている。だが今夜の梅酒は、かえって胸が焼けるような気がして、寝付けない。「夢の翼」よお前はどこへゆくのか？いつのまにか私は夢を見ていた。
「夢の翼ーオキナガタラシヒメ物語ー」 
第一場　葛城山の河内側の麓 
登場人物 　　日子、日売は天照大神が主神、皇祖神であるという七世紀になってからの神道改革に基づいて日子、日売と表記を変更したもので、元は比子(彦)、比売(媛)であったという解釈を採用した。
息長宿禰王（オキナガスクネノミコ）ー息長帯比売（オキナガタラシヒメ）の父、台本で父、宿禰と記す。 
葛城高額媛（カツラギタカヌカヒメ）ー息長帯比売の母、台本では母、高額媛と記す。 
息長帯比売ー台本では比売と記す。 
作者ー幕間に出てきて宿禰に質問する。 
  幕が上がる
息長宿禰　息長帯比売は本当にみめ麗しい乙女になったのう。そなたと見まごうほどじゃ。 

葛城高額媛　私なんかもう皺くちゃですわ。娘が美しくなればなるだけ、母というのは老いさらばえていくもの、娘に若さと美しさを吸い取られていくものですね。それでも娘が美しい女に育っていくのを見てうれしくなるのですから、因果なものですわ。 

宿禰　それはそなたが優しい母だからじゃ。中には鬼のような母がいてのう、娘に吸い取られた若さと美しさを取り戻そうとして、自分の娘を殺して、娘のきもを食べたという話を聞いたことがある。 

高額媛　なんと恐ろしや、あさましや、私の心の奥底にもその鬼母が隠れ住んでいるのではありますまいか。 

宿禰　滅相もない。そなたほど優しい母、貞淑な妻はこの世にはおらぬわ。ところで日売も、そろそろ頼りになる男に添わせてやらなくてはな。私のような葛城山周辺に宮があった大和古王朝の没落王家の者では、比売の行く末が心配じゃ。いい結婚をさせないとな。 

高額媛　そう御謙遜なさいますな。あなた様は今では丹波地方では土地の人々に慕われて、豪族として勢力を誇っておられるではありませんか。 

宿禰　いや大和葛城に顔がきくので、なんとか大和と丹波との交易で御役に立てている。それで、丹波の人々から宿禰王と持ち上げられているだけだよ。 

高額媛　比売は勝気でお転婆な上、何か夢ばかり見ている子ですからね。鳥が好きで鳥を見ては未だに子供のように何処までも追っていくのですよ。それで大怪我をしたことも一度や二度じゃありません。 

宿禰　そういえば、そなたも白鳥を追いかけて谷に落ちて気を失っていたことがあったじゃないか。 

高額媛　大きな美しい白鳥でした。あの白鳥はわたしを呼んでいるようだった。わたしはあなたがはじめて訪れる夜の約束も忘れて、ひたすらかけたわ。 

宿禰　もう十七年も前のことになるのかな。あの日のことは昨日の様に覚えているよ。そなたを見初めてからというもの、丹波には戻らず、大和葛城に居座って毎日山を越えて一年近く通いつめたからな。そしてやっと色よい返事をもらったのじゃ。わくわくして妻問にいったら、そなたがいなくなったという。そしてしばらくしたら、そなたの父上がそなたと白鳥の骸を運ばせて戻ってこられた。なんでもそなたは白鳥の骸を抱きしめたまま気を失っていたそうじゃないか。あの骸は翌日埋葬したそうだが、噂ではそなたは、父上に切にお願いして、その鳥の肉を食べたそうだな。 

高額媛　どうして今頃になって、そんなことをお尋ねになるのです。 

宿禰　ずっと心にひっかかっていたが、何か立ち入ることが憚れたのだ。踏み入ってはならぬ、秘め事があるような気がしてどうしても訊けなかった。でも日売がまた鳥を追いかけているのを知ると、訊かずにはおれなくなったのだ。 

高額媛　あなたに隠し事をする気はなかったのですが。言っても信じてはくれますまい、そう思って心に秘めていたのです。でも日売の生まれにも関わることですので、父親のあなたにいつまでも秘めておくわけにはいかないでしょう。もしそれがただの夢の話にすぎないと思われるなら、気に止めないで下さい。そして私の申すことが本当だと思われたら、どうかそのことにお気を悪くなさらないでくださいね。 

宿禰　話を聞いてみないと分からないが、そなたが美しい白鳥を追いかけて気をうしなったこと、その際、白鳥を抱きしめていたことを聞いて、そなたのことがますますいとおしくなりこそすれ、そのことに気を悪くしたことなどなかった。もし比売に関わっている話なら比売にも聞かせることにするか、ちょうどこちらにやってくる。 

鼻歌を歌いながら比売が登場する。 

息長帯比売　お邪魔ではごさいませんか。 

宿禰　どうして邪魔なものか、そなたにあいたくてたまらなくなってこうして尋ねてきているんだから。今ちょうど母上の秘め事を聞いていたところだ、そなたにも関わることだから、一緒にお聞きしよう。 

比売　それは興味津々だわ。お母様は何をその小さな胸に大切に秘めておられたの。 

母　そなたが生まれる前に、白鳥を追いかけて崖から落ちて気を失っていたことがあるって話していたでしょう。 

比売　ええ、その話を聞いてから、私も白鳥を見ると胸が騒いでかけだしたくなるようになったの。 

母　その気を失っている時に、私は夢を見たの。白鳥が舞い降りてきて、倒れている私の側にきて心配そうに私を見ていると思ったら、凛々しい若者の姿に変わっていたのよ。 

比売　まるで夢みたいな話ね。 

母　そうよ、夢の話よ。 

比売　分ってるわよ、どうぞ続けて。 

母　そして私を抱き起こし、こういったの。「わたしはヤマトタケルの霊だ。大和に帰れなくてEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さまよ),彷徨)っている。」そこで私はこう答えたわ。「この葛城山を日の出るあちらの方向に越えれば大和ですわ。」するとヤマトタケルの霊は「それは分かっている。私が帰れないというのはそういう意味ではないのだよ。ともかくもう私は力尽きてしまって、これ以上は飛べない。そこでそなたに最後の願いがあるのだが聞いてくれるか。」わたしはもちろん否むことはできなかった。 

宿禰　すごくドラマティックだな。 

比売　そうよこれはドラマよ。　 

宿禰と母はズッコケル。 

母　「皇子の霊の最後の頼みとあらば、大和の嬢子なら命にかけてやり遂げないものは，一人たりとはいませんわ」と応えたの。すると「白鳥は私の霊だ、その霊を引き継いでおくれ。私がそなたの子に転生し、何時の日か大和に還る思いを遂げるために、白鳥の肝の肉を食べて欲しいのだ」と皇子の霊が言われたの。わたしは美しい白鳥の肉を食べるなんて、人として犯してはならないものを犯すような怖さを感じて、体がぶるぶる震えたけれど、皇子の望みを叶えるためなら、たとえどんなに恐ろしい罪でもあっても、成し遂げなければと思ったのです。 

比売　それでは私は、父上の子ではなくて、ヤマトタケルの子なのですか。 

母　そなたはヤマトタケルの霊はひきついだかもしれないが、決してヤマトタケルの御子ではない。日売、子ができるためには男女のまぐわいというものをしなければならないのだよ。その言葉を言い終えるとね、ヤマトタケルの霊は力を失い、白鳥の骸に変わり果てられたの。私は思わず白鳥の骸を抱きしめたまま、再び気を失っていた。 

父　とても大きな、とても重い、とても不思議な体験だったんだね。とんだとりこみでその夜は妻問は中止になり、私もそなたが元気になるまで、少し間を置こうと思っていたら、そなたの方からあくる日使いが来て、「どうしても今夜にも来てくれなくては死にます」というぶっそうな文をことづけたものだから、あくる日から五日ほど、そなたの閨に籠もりきりだったな。 

母　私は必死でした。どうしても子を授からなくてはとね。白鳥の肉がこなれて、出て行けば、私の体に皇子の霊がのこり、それが息長宿禰王から戴いた命の元にとりつくと思ったのです。余り日を置くと、皇子の霊も薄れてしまう気がしたので五日の間に、ひたすら子が授かるように祈り続けました。 

父　そうかそうだったのか、そなたは私の腕に抱かれながら、心ではヤマトタケルのことばかり考えていたのではないか。 

母　そう思われるのではないかということが恐ろしくて、今まで口に出来なかったのです。ヤマトタケル様の死んでも断ち切れなかった思いを遂げさせてあげたいという気持は、色恋などは超えております。女として愛される喜びを与えてくださったのはあなただけです。わたしがどんなにあなたのことを心の底からお慕い申し上げ、心の頼りにしてきたか、私の真心が通じていなかったのなら、たった今でも私は死ぬ覚悟はできているのです。 

父　これは私としたことが、あさましいことを口にしてしもうた、許しておくれ。私とて神倭伊波礼毘古命（諡は神武天皇）のお建てになった王朝の最後の大王若倭根子比子大毘毘命（諡は開化天皇）の曾孫だ。御真木入比子印恵命（諡は崇神天皇）に大和の支配権を奪われて、今は丹波の地方豪族に過ぎない。それでも何時の日か政権を奪い返す日があるかもしれないと思い、あるべき政治の理想を常に胸に持って夢は失わずにいるのだ。 

母　それならこの子こそ、ヤマトタケル様の霊と大和古王朝の血を引いていますから、大和に還って、ヤマトタケルの理想と息長宿禰王の理想を実現するに相応しいと言えるかもしれませんね。女に生まれついたのが残念ですが。 
父　その上、高額媛は新羅の王子、天之日矛の末裔だと聞いている。 
母　ええ、天之日矛様の伝説がおもしろいのよ。女の人が昼寝をしていると日光がそのほとを照らされたので、赤い玉が生まれたのですって、天之日矛様は、その玉を手に入れられたそうなの。そしたら、その玉は化生して美しい女になったので、天之日矛様は御自分の妻にされたの。 

その女の名は阿加流比売といったそうよ。阿加流比売は真心を尽していたのに、天之日矛様に文句を言われので、プイと飛び出して、自分の父である日の国に帰ってしまわれたの。

比売　その日の国がこの大八嶋だというのはどうしてなの。 

母　そりゃあ、お日様は東から昇るからでしょう。新羅からみて、東はこの大八嶋なのだから。それで天之日矛様は、新羅の国を弟に任されて、その比売の後を追って、大八嶋のあちこちを探し回られたのよ。結局見つからなかったようだけれど、この大八嶋に住み着かれたの。但馬の出石神社には天之日矛様が新羅から持ってこられた八つの宝が納めれているのよ。 

父　新羅は宝の国なのだな。 

比売　私の体の中にヤマトタケルの霊と大和古王朝の血と新羅王家の血が宿っているのですって。私はただ鳥のようになにものにも囚われないで自由に空を飛び回りたいだけなのに。 

父　「自由？」自由なんて言葉は、この時代にはない。やりたいことをするのはいいけれど、自分が生まれ育って引き継いできたものがあって、はじめてやりたいことが何だか分かるし、自分が試せることも決まってくるんだ。自分が引き継ぎ、背負っているものを、自分の意志で引き受けてはじめて、自分の理想や可能性に向けて鳥のように飛び立つことができるんだよ。 

母　そんな難しいお話をなさっても、女にはわかりません。ともかくこの子が自分で納得できるような結婚をさせることでしょう。そうすれば、それが踏み台になって新しい人生が開けてきます。もしこの子に何かの運命があるのなら、必ずその時に現れずにはおれない筈です。   

ここで作者が登場し、息長宿禰に質問する。 

作者　「大和古王朝」という聞きなれない言葉が出てきましたが、カンヤマトイワレヒコ大王（諡は神武天皇）からワカヤマトネコヒコオオヒヒ大王（諡は開化天皇）まで九代で王朝が切れているというのはどういう根拠があるのですか。 

宿禰　ミマキイリヒコイニヱ大王（諡は崇神天皇）は「初国知らす大王」呼ばれ王朝の初代大王という名を持っておられるのです。これはカンヤマトイワレヒコも同じです。それに地域的にも古王朝は葛城山から畝傍山にかけての大和盆地の西南に集中しています。ところが現王朝は盆地の東南部の三輪山周辺に集中していました。もっともオオタラシヒコ大王（景行天皇）の晩年から現大王にかけては志賀高穴穂宮に移っていますが、古王朝を葛城王朝、現王朝を三輪王朝と呼ぶこともできます。 

作者　同じ「初国知らす大王」ということで、古王朝の方は虚構ではないかという解釈が私の生きている現代の歴史家には有力なのですが。 

宿禰　ぎょ、それじゃ私などは架空の人物だったことになりますね。古王朝架空説には、王朝が連続しているという思い込みがあるんじゃないのでしょうか。 

作者　息長宿禰王が架空かどうかわかりません。といいますのが息長氏は後に近江の大豪族として栄えますから、その系図の中で存在感があります。 

宿禰　少しホッとしました。でも古王朝が架空だというのはどうしてですか。 

作者　あれ、質問者が質問されている。まあいいか。それは、中国式の暦で十干十二支の大きなサイクルで一蔀にあたる千二百六十年毎の辛酉の年に大革命が起こるとする辛酉革命説があります。それによって、イワレヒコの即位の年が決められているからです。 

宿禰　なんのことかさっぱり分かりませんが。 

作者　ともかくこの辛酉革命説は、この場面から二百年以上後に大陸から伝わっています。大陸の西の果ての暦を西暦といいます。この場面は、西暦三百年代の後半です。その西暦六百一年が辛酉年にあたります。その年から大改革をしようという意気込みだったのです。それでその年から千二百六十年前といえば西暦で紀元前六百六十年の辛酉年が大和古王朝の開始になります。 

宿禰　それじゃあ、古王朝は随分長く続いたことになりますね。 

作者　ええ、古王朝の全部で九代の王で千年以上になってしまうのです。だから一代の在位期間が平均すれば百年を超えることになってしまいます。 

宿禰　それはたしかに長すぎます。でもあくまで年数の問題です。年数が実際の数倍になっていようが、その王朝が存在しなかったことの証明にはなりません。それにイワレヒコ大王が日向から東征されて来られた経路や逸話が伝わっています。当時とは湾の形などが現在でも違っているのですよ。後世の人が作り話で書くのは無理があります。 

大阪湾の古地図を見せながら、観客に説明する。 

作者　それはそうですね。南方のところから河内湖に入れるようになっていて、イワレヒコたちはそこからいったん敗走していますが、そういう話は出口が塞がり、湖が小さくなっていった後世からは作れません。しかしそれはイリヒコ大王の説話を架空のイワレヒコ大王の説話にしていたとも考えられます。 

宿禰　しかしイリヒコ大王の説話では大物主を祀らなかったので祟ったいう話があります。それで三輪山の祭祀が中心の三輪王朝になるわけです。これは元々は葛城王朝の祭祀だったのです。葛城王朝は、東征して前の王朝を滅ぼしたわけです。その際、相当ホロコースト（大虐殺）してるわけです。 

作者　その時代にそんな横文字の言葉あったんですか。 

宿禰　無い、無い、そこはアドリブですやん。 

作者　その時代にアドリブなんて言葉あったんですか。 

宿禰　無い、無い。だからこれはお芝居やからよろしいやん、固いこと言わんかて。 

作者　その時代にお芝居なんて言葉あったんですか。 

宿禰　無い、無い。え、お芝居なかったやろか。無いわな、まだ。とにかく、古王朝である葛城王朝では、その前の大国主とその守護神である大物主を祟らないように祭ってきたのです。 

作者　けれど、葛城王朝が倒されると、祀らなくなったわけですね。 

宿禰　はい、それで三輪王朝に祟って疫病がはやりました。それで、また祀るようになったという話がイリヒコ大王のお話の中心です。 

作者　なるほどそれで後世になって崇神天皇の諡を贈られたのですね。 

宿禰　ともかくイリヒコ大王は、自分は東征していなくて、東征王朝の葛城王朝を打倒したことを示唆しています。 

作者　なるほどね。もしイリヒコ大王が東征したなら、自分が征服し、虐殺した人々を祭ることを始めているはずだということですね。でもイリヒコ大王が東征していないのなら、葛城王朝から三輪王朝への転換も説明できないじゃないですか。 

宿禰　だからイリヒコ大王は、西の筑紫や吉備などから東征したのではないのです。三輪山周辺を中心に勢力を張り、優勢な武力を背景に葛城王朝に対して権力を譲ることを要求したのです。そして実際は歳はあまり変わらないのに、ネコヒコ大王の子供ということにして権力を禅譲させたのです。その際は、ほとんど血を流していないので、葛城王朝の王たちを神として祀ることはなかったのです。   
第二場　葛城山の河内側の麓
登場人物 

比売（ヒメ）。息長宿禰王。 
帯中比子命（タラシナカツヒコノミコト）ーヤマトタケルの第二子、台本では命と記す。 
帯中比子命の従者Ａ。同従者Ｂ。
建内宿禰大臣（タケウチノスクネオオオミ）、台本では大臣と記す。 
伊都国王五十迹手（イトコクオウイトテ）の君ー台本ではイトテと記す。　　
河内葛城の白鳥塚の前に大きな白鳥が立って日売をじっと見ている。 
比売　お前はいつからそこに居るの。まるでずっと昔からこの庭を棲家にしていたみたいにじっと立っているのね。その白鳥塚の白鳥はヤマトタケル様の霊だったそうよ。お母様の話では私にはそのヤマトタケルの霊が宿っているそうなの。あなたもその白鳥塚にお参りにきたのね、きっと。ひょっとしたらヤマトタケルの御親戚の方の霊が白鳥になっておられるのかも。 

　白鳥が首をふる。 

比売　あれ首をふる。私が話していることが分かるの。ひょっとしてまたヤマトタケルの霊が墓から白鳥になって出てきたの？あれ頷いている。あら、飛び立った、何処に行くの？私も連れっていって。ヤマトタケル様の霊が鳥になって私を導いていくわ。私は運命の白鳥を追って、新しい人生に踏み出したのだわ。 

背景はスクリーンになっていて、白鳥が飛んでいくにしたがって、比売は花道や観客席を白鳥を追いかけて駆け回る。ところどころでつまずき何度も倒れては、起き上がって、走り続ける。白鳥は葛城山を越え、纏向の日代宮跡に降り立った。 

葛城山を越え大和盆地を横切って走り続けたので、比売の草履の緒はすり切れ、裸足で走り続けたので、足は血だらけになっていた。着物はしどけなくはだけ、幾度もころんだせいで全身泥だらけになっていた。日代宮跡にたどり着いてそのやっと白鳥を捕まえて、抱きかかえようとした時、比売は意識を失って倒れてしまった。 

日代宮跡はかつて大王が住まわれたので、今は誰も住むことは許されない。それで、だいぶ傷んでいた。しかし、その敷地内に小さな屋敷を建ててヤマトタケルの皇子帯中比子命が住んでいたのである。それは大王がいつでも大和に宮を置けるようにと保全の係りを命が申し出て、大王の許可を得てしていたことである。 

命の従者Ａ　だいぶ宮も傷んできたので、大王のお許しを得て、修理したほうがいいな。 

従者Ｂ　それにしても大王は、国のまほろばである大和を捨てて、志賀などに宮を建ててだいじょうぶなのかな。 

従者Ａ　なあに、またいずれ大和に戻って来られるさ。だからわれらがご主人様がこの宮跡の敷地内に住まわれて、保全係りを買って出られたのだ。そして大和の豪族たちの監視もぬかりなくされ、彼らの離反を防いでおられるのだ。 

従者Ｂ　それはまた随分大王もわが君を信頼なさっているのだな。 

従者Ａ　なんといってもわが君の父上はヤマトタケル様だ。熊襲タケル、出雲タケルを討伐し、さらに蝦夷を平定して大和政権のために大活躍なさったからな。その御子息が大和政権に背いて、父君の名誉を汚されることはありえないじゃないか。 

従者 ヤマトタケル様は、父君である大足彦大王を熊曾や蝦夷に殺させようとされたので、恨みに思っていたというもっぱらの評判だ。その父君の思いを受けて、ヤマトタケルの息子たちも大和政権に対する怨念を晴らそうとするかもしれないじゃないか。 

従者Ａ　それはないだろう。わが君の許に大臣である建内宿禰がしばしば訪ねて来ておられる。わが君の動きは全て大王に筒抜けなのだ。 

従者Ｂ　裏を読め、裏を、裏を読めないと出世できないぞ。建内宿禰は国造・県主制度で豪族たちを格差付けして、統制しようとして豪族たちから総スカンを食らっているそうじゃないか。このままいくと地方豪族が一斉に反乱を起こしかねないということで、大王は、制度の撤回と建内宿禰の更迭を検討されているともっぱらの噂だ。そんな時に建内宿禰とわが君の親密な関係は大和政権にとって問題じゃないのか。 

従者Ａ　おいみろ、あんなところに行き倒れだ。 

従者Ｂ　泥まみれだが確かに女だ、まだ生きている。こりゃあひどい出血だ。だが助かるだろう。屋敷に運んで手当てしてやろう。 

スクリーンが除かれると帯中比子命の屋敷に日売がこぎれいな身なりで座っている。 

命　一晩でもう元気になったのか。若いだけに回復は早いな。どうして宮跡で倒れていたのか、事情を聞かせてくれぬか。 

比売　お助けいただきありがとうございますーーーー。 

比売は緊張し、ガチガチに堅くなっている。 

命　どうした話せぬのか。それにしても私の家来が見つけたから良かったようなものの、普通なら乱暴されて、どこかに売り飛ばされていたところだ。 

比売　白鳥です。白鳥が私をここまで導いてくれたのです。 

命　なんと白鳥を追ってきたのか、一体どこから来たのじゃ。 

比売　葛城山の向こう側からです。 

命　そんな遠くからよくここまでかけて来れたな。余も幼き折、三重のノボノで父ヤマトタケルの霊である白鳥を追って、足が血だらけになりながら、母に手を引かれて泣き泣きかけた覚えがある。 

比売　まあー、なんて不思議な出会いなんでしょう。あなた様はヤマトタケル様の御子なのですか。それではきっと私を導いて下った白鳥もヤマトタケル様の霊に違いないと思われます。あなた様とお会いするために私を導いてくださったのです。 

命　なんとヤマトタケルの霊はいまでも活躍されていたのか。 

比売　私は、運命などに振り回されて生きるのは嫌なのです。でも美しい白鳥を見ると胸が高鳴って、何もかも忘れて走り出してしまうのです。 

命　父上の霊のお引き合わせと聞けば、不思議な縁を感じる。私の人生もそなたの突然の出現で大きく旋回するのかもしれない。 

従者Ａ　建内宿禰大臣が、わが君にお目通り願いたいと参られています。 

建内宿禰　急ぎの用ゆえ、お許しも得ないで入らせていただきます。ア、これはみめ麗しい嬢子じゃ。どこの媛であらしゃいますか。 

命　これはぶしつけな。（少し照れ笑いする）それが不思議な縁なのじゃ。父ヤマトタケルの霊である白鳥を追って葛城山の向こう側から宮跡までかけ続けて来たという話なのじゃ。 

建内宿禰　何と、本当に本当でございますか、まことに不思議な縁でございますな。その大きな凛々しいお目、さぞかしやんごとない血筋を引いておられることとお見受けいたしまする。　 

従者Ｂ　息長宿禰王が、媛を探して見えられました。 

建内宿禰　これはたまげた。あの葛城王家の嫡流で、今は丹波の豪族である息長宿禰王の媛だったのか。では母君は天之日矛の末裔葛城高額媛と申されるのじゃな。命様これは良縁でございますよ。 

命　大臣、落ち着きなされ、そなたを訪ねてきたのではあるまいに。それより大臣は急用ではなかったのか。 

大臣　はい、しかし息長宿禰王が見えられたとあれば、話は別です。命様のご縁談と私の急用とは深いところで結びついていますから。 

命　これは縁談なのか。なんだか急にふってわいたような縁談じゃな。うるわしき嬢子ゆえ、胸ときめかぬでもないが、まだ夢の中にいるような者を相手に婚礼というわけにもいくまい。ともかくお通しせよ。 

息長宿禰　この度は娘がお救いいただいたとのことありがとう存じます。オオ、日売、大丈夫だったか。探した、探した。心配したぞ。心配したぞ。 

しっかり比売を抱きしめている。 

比売　ヤマトタケル様の霊の白鳥が私を御子にめぐり合わせてくださいました。ついに運命の時が来たのです。 

宿禰　これこれ、そんな勝手な思いを命様に押し付けても、お困りになられるだけじゃ。婚礼の意味もなにもしらない箱入り娘で、申し訳ありませぬ。よく言い聞かせますゆえ、どうか御無礼は御容赦くださいませ。 

命　これはわが父、ヤマトタケルの命のお引き合わせとあらば、このご縁ゆめゆめゆるがせにはできませぬ。とはいえ余りに突然のことゆえ、こちらの心の整理をしてから御連絡いたします。悪いようにはしませんから、ひとまず媛を連れて葛城にお引取りください。 

大臣　まあまあ今参られたところではありませんか。宿禰とお近づきの杯をかわしましょうぞ。 

命　そなたの急用はどうなったのじゃ。 

大臣　ですから、この御縁談と急用は深い関わりがこざいますので、まずは不思議な縁に乾杯いたしましょう。 

命　それはそうじゃのう。杯の用意を致せ。 

杯の用意が整い、すっかり打ち解けた宴会がはじまる。そこにかねて打ち合わせていたのか、筑紫の伊都国王イトテと随身が登場する。
大臣　海原倭国の棟梁のご子息が参られましたので御紹介いたします。 

イトテ　この度は大臣のお話ではヤマトタケルの霊の白鳥の導きで素晴らしい御縁談がまとまりそうだというお話、まことに恭悦至極に存じます。是非新婚の御夫婦で筑紫においでください。筑紫の国の大王として喜んでお迎えしましょう。 

大臣　それは素晴らしい提案ですな。わたしもお供したいな。 

イトテ　それは心強い。筑紫としても大臣のような改革のリーダーが必要です。ただし国造・県主制度の実施は筑紫でも反撥が強いですから、当面は凍結してください。 

宿禰　アッハッハ、これはおもしろい。筑紫の国から大王と大臣を引き抜きにこられたのか。アッハッハッ、こんな素晴らしいジョークは生まれてはじめてだ。 

命　大臣、そなたが急用と言っていたのは、この話なのか。大和政権での地位が危うくなっているので、筑紫に身を寄せようというわけか。まさか私の筑紫大王就任の話まで本気なのではあるまいな。 

イトテ　筑紫で実力ナンバーワンの私が直々に参ったのですから、ヤマトタケルの御子、帯中比子命を筑紫大王に擁立する話は本気も本気、一世一代の大勝負です。 

宿禰　そんなことになれば、大和政権からみれば筑紫の離反であり、大反乱です。まさかそんな大それたことに加担されますまいな。 

命　あな、恐ろしや。あな、こわや。えらい企みの渦に巻き込まれてしもうた。きっぱりお断り申す。 

大臣　それがもう手遅れでございます。私がこの宮跡のお屋敷に足繁く通うておりますのを怪しんで、挙兵の準備を進めていると大王に我らの関係を讒言するものがいまして、大王の兵が直ちに発進して、明日中にも纏向を取り囲むはずです。 

命　ギェーーー！ 

一同、命の悲鳴に驚いてずっこける。 

命　何故そんな重大なことを先に言わぬ。高穴穂の宮に出向いて申し開きを致しましょうぞ。 

大臣　申し開きが聞かれる段階なら、私が宮を抜け出して参りません。今にも捕まえられて、斬られそうな空気を察して、脱出したのです。これは反建内派によるクーデターなのです。明日夜明け前に大和を脱出しなければ、命のお命が危ないのです。 

宿禰　大臣は大王とは同じ日に生まれたということで、大王が兄弟のように篤い信頼をよせておられたのでしょう。それを悪者どもの讒言にのせられるとは、口惜しいことでございますな。 

大臣　かわいさ余って憎さ百倍というか、大王が特に怒り狂われて、命と私を殺せと感情的にがなっているようです。 

宿禰　建内宿禰様と言えば古王朝の時代から代々大王のお側近く仕えられ、要職を占めてこられたのに、突然謀反人に仕立て上げられるとはなんとも理不尽なこと。お気の毒に存じます。 

大臣　そういう息長宿禰王もかわいい娘さんの為とはいえ、えらい席に居合わせましたな。ここにいたことが知れたら、乱に加担していたということで、大王の兵を差し向けられましょうぞ。 

宿禰　ななななななんと、それはあまりにごむたいな。私は、娘のことで参っただけで、ただお近づきのしるしということで酒をいただておるだけです。 

大臣　さあそんな言い訳、しても言い訳？ 

宿禰その場にへたり込む。 

イトテ　情勢がそれ程急転しているとは夢にも知りませなんだ。それはかえって筑紫には好都合です。現在筑紫は大和政権に貢いでおりますが、志賀に宮を移されてからは、次第に大和政権とは疎遠になってきています。 

大臣　そう言えば、熊襲の乱と大嵐を理由に筑紫からの荷がめっきり減っていると聞きますな。 

イトテ　熊襲の乱に手を焼いても大和から討伐への援助はありません。この辺で大和への貢物を止めるべきだとの声が大勢を占めております。また筑紫全体をまとめる筑紫の君の血筋が絶え、筑紫の君に熊襲征伐に活躍されたヤマトタケルの御子を擁立しようということで意見がまとまりました。大和三輪王家は筑紫王家の血を引いているのです。 

宿禰　でもそれでは大和政権への反乱と受け止められるのではござりませぬか。 

イトテ　ええその危惧もございましたが、大和政権側がヤマトタケルの御子を追い出したのですから、こちらは受けて立つだけです。現在の大和政権にはとても筑紫攻めの力はありますまい。 

宿禰　筑紫攻めはなくても丹波攻め、葛城攻めはあるでしょう。 

比売　お父様、かえって好機ではありませんか。お父様は葛城王家の嫡流なんでしょう。いずれ政権を奪い返す日がくるかもしれぬと、この前おっしゃっていらしたじゃないですか。その日が遂に来たのです。私はわが君ヤマトタケルの御子帯中日子様と共に筑紫に参ります。そこで筑紫の国を強くして、きっと大和を取りにまいります。それまでこちらで潜伏して、大和政権の弱体化を工作してください。 

大臣　パチ、パチ、パチ。これは勇ましき御覚悟、まことに筑紫君のお后に相応しい。命もお覚悟をお決めください。 

命　私には大江王の女，帯中津比売命との間に香坂王・忍熊王がいる。まだ十二・三の子供たちだ。この者たちのことが心配だ。 

大臣　御心配には及びません。私を陰ながら支持してくれている豪族もたくさんおります。すでに手配しておりますから、潜伏先は確保してあります。 

命　あまりに急のことで頭が錯乱しそうだ。 

宿禰　いつでも大和政権打倒に立ち上がる覚悟はしていた筈だが、こんなに突然訪れると、さすがに胸がキュンキュン締め付けられるようじゃ。生まれついてこの方、平和な暮らし方しかしていないので、さすがに恐ろしいものだ。 

大臣　それではそろそろ亥の刻（午後十時）で神の意志を伺う沙庭の時刻です。日代宮にて神の意志を伺いましょう。 

命　神の依代になるのはどうせ建内宿禰であろう。 

大臣　さあだれに神がかりするかは神の決めること、私は琴を弾きまする。 

舞台は暗闇になり、琴の音が妖しく響く。沙庭には命の従者Ａ・Ｂが両端に立ち、命・大臣・宿禰・日売・イトテが座っている。やがて暗闇の空に白鳥が妖しく飛んできて降下して消える。すると日売の体か前につんのめったと見るや、何度もけいれんし、立ちあがって、手を翼のようにして飛ぶまねをする。

大臣　息長帯比売に神がかりしておられる神に伺います。先ずあなたのお名前をお聞かせください。 

比売　（低い男性的な声）われこそはヤマトタケルこと小碓命の霊なるぞ。 

大臣　それでは小碓命の霊にお伺いいたします。この危地を乗り切るためにここにいるわれわれはなにをすればよいのでしょうか。 

比売　先ず、わが息子帯中津日子よ。このヤマトタケルの霊が引き合わせし息長帯日売とともに筑紫にまいり、熊襲を討ち、筑紫を強めてから、大和を攻め取れ。 

命　私にはまだ戦場で戦った経験がありません。そんな重大な戦いの指揮が取れるでしょうか。 

比売　覚悟を決めよ、息子よ。ヤマトタケルは常に大和から追放されていた。いいかよく聞け、本当に討つべきは熊襲でも出雲でも蝦夷でもない、嘘で固め、言葉で自らの悪と醜さを隠している大和なのだ。その虚飾の国を倒して、皆が信じあえる国を作るのが大和を取るという意味だ。それが私の血を継いだそなたの仕事なのだ。 

命　ああお父様、私にはあなたのような単身熊襲に乗り込んでその頭を殺し、堂々と生還するような超人的なパワーはありません。とても御期待にはそえないと思いますが。 

比売　なんと情けない物言いじゃ。それ故、息長帯日売をそなたに添わせたのじゃ。日売にはヤマトタケルの霊が宿っておる。比売と力を合わせて苦難に立ち向かえば、必ず道は拓けるという信念を持て。いつまでも性根が座らぬようなら、そなたを呪い殺して、他の者に希望を託してもよいのじゃぞ。 

命　ヒェー、恐ろしや。父親に呪い殺される息子にだけはなりたくありません。見事、熊襲をやっつけて、大和に挑戦いたします。 

比売　次ぎに息長宿禰に申し付ける。そなたは丹波の地盤を固め、また葛城王朝ゆかりの者たちを糾合し、さらに建内宿禰派と連携して大和政権の弱体化を工作せよ。そなたの子孫がやがて新しい王朝の大王となり、息長氏は長く栄えることになろう。もしわが命令が聞けぬとあらば、息長帯比売の命もないものと心得よ。 

宿禰　ハハーー。ヤマトタケル様の霊が守ってくださっているのなら、何も恐れるものはございません。なにとぞ比売をお守りください。 

比売　ほかの者は、既に覚悟は決まっているようなので、何も申すことはない。もし途中で寝返る様なことがあれば、ヤマトタケルの霊の祟りがあるということを忘れるな。 
イトテ王の随身に間諜風の男が近づき耳打ちする。

イトテ王の随身　大変です。皆様を筑紫にお連れする手筈になっていた船が海賊に襲われて、積荷を奪われた上、船を焼き払われました。筑紫の反対派の仕業かもしれず、若帯大王と通じているやもしれません。住之江からの船便は危険です。紀州の德勒津に行って船を手配します。道中も危険なので、二手に分かれ山道の間道を逃れましょう。イトテ王と大臣は私と紀州に向かってください。息長宿禰王は葛城高額媛の出身地の角鹿に帯中日子と息長帯媛を連れて潜伏してくだい。そこから筑紫へ行く船便を用意します。

命　イトテ王、あなたの随身は何者なのですか、大八洲の表裏の両方に船を用意できるなんて。

イトテ王　これは紹介が遅れましたが、海原倭国壱岐の棟梁のご子息です。私達の計画にあくまでも陰ながら協力頂いています。


宿禰　この話には海原倭国も絡んでいたのか、ということは高海原の意向も働いているのではあるまいか。

イトテ王の随身　いいえ、滅相もございません。イトテ王や息長宿禰にはいつも海原水運をご贔屓いただいているので、ほんのご恩返しができればと存じております。
第三場　角鹿笥飯宮から穴門への船の中にて
登場人物　息長帯比売(比売)　壱岐の棟梁の息子(息子)
甲板に二人で立っている。他人から死角になっていて見えないところに。

息子　やっと二人に成れましたね。

比売　帯中彦皇子をわざわざ山道を德勒津へ行かせて、そこから穴門に向かわせておいて、こうして私を後から向かわせたのは二人切りになって口説こうという魂胆じゃないでしょうね。

息子　とんでもない、そんな余裕はありませんよ、誤解されては困ります。比売はこれから穴門に着き、そこで帯中彦様と合流され、筑紫香椎宮に入られて、倭国西朝の建国式に臨まれます。帯中彦大王と王妃息長帯比売の誕生です。

比売　そのようね、私が王妃に成れるのは、あなたたち海原倭国のおかげだから、海原倭国の意向には従ってもらいたいと言いたいのね。そんな話は大王に言ってよ。私はまだ15歳の少女よ。

息子　15歳の少女にしてはいろいろ気が回りますね。それにしても日代宮での斎庭でヤマトタケルの霊が取り憑いたのは見事だったな、今まで沙庭を見たことはあったのですか?

比売　母上の沙庭は見たことがあるわ。本当に私には霊が取り憑いてくるのよ、母上の血を引いているからかもしれない。というよりヤマトタケルの霊は元々私の中に入っている、白鳥に導かれて日代宮にいったことからも分かるでしょう。

息子　なるほど、ともかく比売は今後も斎庭で大切な役割を果たすことに為るだろうから、世界の動きについて正しい判断力を持っていていただきたいのです。帯中彦皇子は早く熊曾を片付けて、志賀高穴穂宮の倭国東朝を飲み込みたいと考えておられるようですね。

比売　そりゃあヤマトタケルの御子だから、熊曾を撓むけるのは自分の天職だと思っておられるでしょう。それに父の叶えられなかった熊曾も蝦夷も大和もともに栄えられるような平和の国造りの夢を実現しよう願っておられるのでしょうから、倭国東朝の統合は是非とも果たそうとなさるでしょう。

息子　熊曾は侮れませんよ。平野では互角に戦えても、筑紫は山が深くて山に誘い込まれると見えない敵に脅かされて、知らない間に味方がどんどん減っていきます。ヤマトタケルの父帝は、熊曾内部の内戦を利用して筑紫征討を成し遂げられましたが、それまで数百年続いた筑紫倭国は高海原や海原が国力を消耗させて支援したにも関わらず、熊曾に滅ぼされてしまったのですから。

比売　これは我が父息長宿禰が常々語っていますが、熊曾や蝦夷は自ら国を建てて運営する能力は低いけれど苛政に対して抗う力は強い。力で押さえつけるのではなくて、彼らに果たすべき仕事を与え、恩恵を与えることで、朝廷に尽くさせるような政治をしなければ国は持たないということだそうです。

息子　さすがは息長宿禰ですね。比売はその血をひいて名君の素質がお有りのようで頼もしい限りです。実は私が比売にお願いしたいのもそのことです。せっかく倭国西朝を建ち上げても、熊曾にこだわっていたら泥沼にはまってしまいます。再び熊曾に飲み込まれて滅亡させられないとも限りません。となると高海原や海原も衰退せざるを得ないのです。熊曾に滅ぼされた時に、高海原や海原は多くの兵を差し向け国力を挙げて支援したものの滅亡したので、その時の痛手を未だに恢復できていません。

比売　これも父宿禰の口癖ですが、最近新興の新羅が高海原の衰退につけ込んで勢力を拡大しようとしているらしいですね。

息子　新羅は元々大八洲から渡来した倭人も建国に関わっていたのに、倭人にとっての母国である高海原(任那・伽倻)を脅かしつつあります。このまま放置していると徐々に蚕食され高海原の崩壊に繋がりかねません。倭人にとって高海原の崩壊は、大陸から文化導入の拠点がなくなることになりますし、倭人通商圏が崩壊して、大八洲に新羅・百済・高句麗の人々が押し寄せ、倭人の優位は一気に崩れ去るでしょう。そうならない前に新羅の動きを食い止める、そのためにはかつての高海原・海原・筑紫倭国の同盟のようなしっかりした同盟が必要なのです。

比売　確かにその同盟で出雲帝国に奇襲をかけて一気に滅ぼしたようですね。でも熊曾には歯が立たなかった。

息子　比売は15歳の少女にしたら、軍略にまで関心がおありなのですね。頼もしい限りです。なあに海と陸から一気に攻め込めばひとたまりもないでしょう。そのためには倭国西朝軍の加勢が是非とも必要です。

比売　そりゃあ熊曾の動き次第ですね。現状ではとても大軍を派遣するのは無理でしょう。

息子　熊曾に手を焼いているからとても加勢は無理だと新羅には思い込ませる必要はありますね。でも水面下では熊曾にお宝をつかませて、空戦(からいくさ)を続けるのです。

比売　あなたもまだ二十歳ぐらいの若者なのに老獪なことを考えるのね。ところであなたにはどれだけの権限があるのです。海原水軍の全権を握っているのですか?

息子　海原倭国は対馬北島・対馬南島・壱岐の三島にそれぞれ棟梁がいます。三人の棟梁が合議して海原の水運と水軍を指揮しているのです。私は壱岐の棟梁の息子ですが、父は大怪我をして動けないので、遠からず代替わりして私が棟梁になる予定です。格でいうと高天原が中心で次いで水運でまとめている海原です。大八洲の倭人諸国より海原の方が格が上なのです。

比売　ええ?それはおみそれしました。水運ではこちらがお客なので、お客様は神様かとおもっていましたわ。

息子　ア、ハ、ハ、ハ、そういう面もありますので、普段はこちらがへりくだっていますが、いざという時になると強権をふるって倭人諸国を従わせることもあるのです。

比売　帯中彦皇子は大八洲のことしか関心がなさそうなので、心配です。

息子　そこのところは一緒に相談して、海原と倭国西朝が衝突しないように比売と知恵を出し合っていきたいのです。あなたの知恵と沙庭の天才的な技を使えば切り抜けられるかもしれません。お近づきになれてよかった、比売は驚くほど聡明で15の小娘だからどうとでも言いくるめて利用できると思っていましたが、とんでもない、今後ともよろしく同盟と倭国西朝のために力を合わせましょう。

比売　あらとっくに同盟が出来上がったかのように話を持っていきますね。帯中彦皇子が大王に就任されてからの交渉しだいではないのですか、私など何の力もありませんよ。でもあなたは嫌いじゃないから今日の話は楽しかったわ。

息子　わたしも比売が嫌いじゃありません。互いに好きあっていれば国と国と同盟はできてなくても心の同盟はできたも同然です。

比売　好きだなんて言ってませんわ。

息子　いやああなたは既にお妃ですから、そういう意味の好き嫌いじゃありません。一緒に倭人世界の将来を担って行く同志として、私はあなたを尊敬しています。大好きです。

目と目があって見つめ合う。顔が近づこうとした時に「比売様、どこにおられますか！」お付きの者が呼ぶ声がして、ふたりは苦笑する。

第四場　筑紫香椎宮
登場人物 

息長帯比売命、帯中比子大王の大后ー台本では大后と記す。 
帯中比子大王ー台本では大王と記す。 
建内宿禰大臣ー台本では大臣と記す。 
伊都国王五十迹手の君ー台本ではイトテと記す。 

息長帯比売命（おきながたらしひめのみこと－諡は神功皇后）　大王（おほきみ）はいつまで熊曾征伐をなさるおつもりですか。 

帯中比子大王（たらしなかつひこのおほきみ－諡は仲哀天皇）　もちろん完膚なきまでにやっつけて、きちんと貢物を出すようにさせるまでじゃないか。 

大后　あーら、わが君、熊曾のゲリラ戦は何時果てるともない泥沼の戦いじゃないですか。父君が女装して単身もぐりこんでクマソタケル兄弟をやっつけたように簡単にはいきません。 

大王　ああ、お祖父様も筑紫まで参られて、ずいぶん手間取ったようだな。やっと平定しても、大和に帰ればまた熊曾が背いたということで、ヤマトタケルの熊曾征伐になったのだそうだ。 

大后　もう熊曾征伐なぞ切り上げられたら。第一、熊襲などが差し出す貢物など、たかが知れてるじゃありませんか。 

大王　額の多少など論外だ。貢物を差し出さない連中を放っておくと、しめしがつかんのだ。 

大后　私が伺いたいのは、わが君は何を第一の目標にされておられるかということです。まさか熊襲の平定じゃないでしょう。 

大王　何事も先ずは熊曾を抑えなければできはせん。 

大后　わが君はヤマトタケルの皇子ではないのですか。大臣（おほおみ）建内宿禰の計らいで、伊都の五十迹手（イトテ）の君を頼って豊浦や香椎に宮を建てたものの、何時になったら、大和を取るというお父様の悲願を果たされるのですか？ 

大王　そうあせるな。大和攻めをしようとすれば、筑紫の軍勢を一挙に投入しなければならん。そのためにも熊曾討伐の軍功で権威をつけなければならないのだ。 

大后　イトテの君がわざわざヤマトタケルの御子を筑紫の王にしたのは、筑紫を纏めるためだけじゃありません。その本当の狙いは、わが君が大和政権の大王として大和に凱旋されることです。それを期待してイトテの君はお力添えをしてくれていますが、熊曾にてこずって何時までも香椎宮に居座られたら、イトテの君とて我慢には限度があるかしれませぬ。 

大王　ヤマトは国のまほろば。父の想いは何時の日か、はたさねばならん。しかし背後に熊曾がいて、荒らされていては、大和に乗り込むことなどできぬではないか。 

大后　いっそ熊襲と手を結ばれてはどうですか。大和攻めに加わればその功績により、重く取り立ててやると約束なされば、ついて来るでしょう。いさましい熊曾のことだから、さきがけで大和の山中に入り、敵を撹乱してくれるかもしれません。大和政権は近江の志賀の高穴穂宮に都していますから、大和での撹乱は成功の確率が高いですよ。 

大王　何と、女だてらに勇ましき物言いじゃ。熊曾の関心は大和になどありはせぬ。奴等は自分たちの土地から大王の権力を一掃しようと考えているだけなのだ。反乱しておる者が、その憎き相手の手下になって、相手の約束を真に受けて命がけで戦う道理がない。 

建内宿禰大臣、琴を持って沙庭に現れる。沙庭とは「審神」とも書き、砂敷の庭で神がかりした神に伺いをたてる儀礼である。 

大臣　夜も更けてそろそろ亥の刻です、琴を弾き、神託を承る時刻です。 

大王は琴を弾き始める。はじめはスローで穏やか琴の音だったが、次第に妖気を帯び、琴を激しく打ち鳴らし始めると、暗闇で大后は座ったまま体をくねらし始め、頭を床にこすりつけ始めた。そしてやにわに立ち上がり沙庭に降りて巫女特有の乱舞を始めた。 

　乱舞がクライマックスに達したところで、大后の顔はグニｭと歪んだように見えたが、口元に怪しげな笑みをたたえと見えると、バタリと倒れた。 

大臣　オキナガタラシヒメに神がかりなされし神にお伺いいたします。どうか熊襲を平定し、大和に乗り込むための良き策をお与えください。 

大后は、唇を堅くとじたままゆっくり起き上がった。普段は見目麗しく、可憐で気品のある感じだが、神かがりすると凄まじい形相になり、年齢もかなりふけてみえる。低い声で、少し怒ったようにわめいた。

大后　海の向こうに新羅という国あり。金銀をはじめとして目にもまばゆきくさぐさの珍しき宝がどっさりその国にはある。吾、今その国を大王に服属させてしんぜよう。 

大王はうるさそうな表情になり、すっくと立ち上がって、怪訝げに言った。 

大王　高いところに登って海の彼方を見ても、何処にも国土など見えない、唯、見えるのは大海原ばかりだ。なんと詐りを言う神だ。 

と言うと、大王は琴をおいて黙って座り込んでしまった。 

イトテ　わが君、なんと神に対して恐ろしきことを申されます。わが君はヤマトや河内の地におられて、ご存知ないかもしれませぬが、海のかなたには吾らが筑紫の倭国と交易を致しておる国があるのです。鉄が取れる豊かな国々でございます。そしてはるか西にはこの国の数百倍はあろうという大地が広がっているのでございます。　 

大王　朕は、倭国の大王でありながら、そんな海の向こうの国との外交や通商についてなんの報告も受けていないぞ。

大臣　ええ、ここが日本古代史は謎の多い部分でして、大王がこうして大和から筑紫に来て豊浦や香椎に宮を置かれているところを見ますと、この四世紀末の時期には大和政権の下に筑紫も服属していたことになります。 

イトテ　元々は筑紫の王家の分家の磐余彦一族が饒速日王国を倒して、三輪周辺に住み着いて大和政権を建てたのです。それが四世紀前半に筑紫倭国は熊曾に滅ぼされ、大和政権の大帯彦大王(景行天皇)が熊曾の内紛を利用して熊曾を征伐して西日本統合を成し遂げました。

大臣　しかし熊曾は十年足らずで貢を怠ったり、城を築こうとしたので、大帯彦大王は息子の倭建命(ヤマトタケルノミコト)を差し向けて平定したのです。そして若帯彦大王(成務天皇)の時代になると熊曾の抵抗も再び大きくなったので、筑紫から朝廷への貢の余裕もなくなり、豪族格差付の改革の動きへの抵抗もあって、大和政権から離反する動きが強くなりました。それで、帯中彦の亡命を受け入れて倭国西朝を建てたという経緯です。

イトテが小声で観客にヒソヒソ話をする。 

イトテ　ここで九州王朝論の立場から一言言わせてください。いや、だから『古事記』や『日本書紀』は、あくまで後世の人々が、大和政権の力がずっと筑紫を支配していたことにして、歴史を書いたものなんです。ですから『古事記』のヤマトタケル伝説を踏まえるとしたら、その続きはこうなるというのが、このお話ですから、筑紫の国は大和に服属していたことにし、その上で大陸の宋の国や半島諸国ともつながりがあったことにしておかなくてはなりません。しかし筑紫の方が大和に軍事的・政治的に遅れをとる必然性はまるでありません。『古事記』や『日本書紀』の記事を鵜呑みにするのはおかしいのです。でもこれはお芝居ですから、我慢してください。 

大王　ともかく急に新羅征伐せよと言われても、熊曾との戦いで一杯一杯なので、海の彼方に乗り出すゆとりなどない。そんなことをしたら、それこそ留守中に熊曾にやられてしまう。
大后　熊曾には話をお宝を握らせて話をつけておくのじゃ。
大王　熊曾は元々新羅と通じておる。そんな連中に怪しい動きを見せたら、新羅征伐にも失敗し、戻ってきたら熊曾にも負けてしまう。

大后　ええい、何と。とにかくややこしいことをぬかす奴だ。この神の言うことを素直に聞けぬのなら、汝大王の支配できる国はどこにもないわ。さっさと一道に向かい給え(黄泉の国にでも行かれるが良い)。 

大臣　これはあな恐ろしい。わが君、はやく琴をお弾きなさい。そうでないと、神に命を奪われますよ。 

大王　分かった、弾けばいいんだろう。 

やけくそになって琴を弾き始める。弾きながら大臣にヒソヒソ声で話し掛ける。 

大王　熊曾でも手を焼いているというのに、海の向こうに攻めていけとは、とんでもないことを言う神だ、ところで大臣、あの神がかりしている神は何という神なのた。　 

大臣はうなづいて、大后に話し掛ける。 

大臣　ところで神がかりされておられる神さまにお伺いいたします。 

急にそろばんをはじきながら、トニー谷の物まねで歌い始める 

大臣　神さま神さま、今晩は、あなたのお名前、なんてえの？ 

大后もツイストを踊りながら 

大后　えええええと、忘れちゃった。（みんなドタッとずっこける。） 

大后　わが神の名は天之御中主神である。天から見ると新羅も筑紫も一望じゃ。またこの神託は、海の向こうもよく知っている海原の神々底筒之男命、中筒之男命、上筒之男命三柱神者の意志でもある。 
作者　ちょっと割り込んですみません。記紀では「天之御中主神」ではなくて、「天照大神」になっているのですが、それは七世紀の神道改革の結果なので、四世紀には「高天原」は「高海原」と呼ばれ、その主神は「天之御中主神」だったという私の解釈なのです。

大王の琴の音は弱弱しくなり、やがてやんでしまう。大后は我に帰っている。 

大后　わが君、いかがなされました。 

近づいて肩に手をやると、大王は倒れてしまう。 大臣は灯をかざしてよく見ると、びっくりして腰を抜かす。

大臣　大変です。大王はこときれています。身罷られました。これは天之御中主神の祟りです。 
作者　ほらね、灯をかざして見るから沙庭は夜中ですね。つまり天照大神が憑依するのなら昼間の方が相応しいですね。
イトテ　ウーム、これは大変なことになりましたな。私はこの目で確かに天之御中主神の祟りで身罷れたと見ました。でも、果たして世の人々はそう信じてくれるでしょうか。昨日まで勇ましく熊襲征伐の指揮をとられていた大王が今日は骸と成り果てられた、これはきっと何者かに暗殺されたに違いない。熊襲の刺客か、大和の喇叭か、それとも筑紫の者に嫌われたのか、さもなくば大和からきた后か近臣と揉め事を起こして消されてしまわれたのかと、あらぬ噂が立ちましょうぞ。 

大臣　大后が神がかりをなさっていただけに、天之御中主神の祟りだというとますます大后の立場が危うくなりかねませんな。 

大后　それにしても神さまに死んでしまえと言われたぐらいで、あっけなく死んでしまわれるとは、図体ばかりでっかくて、あまりに素直で小心なお方じゃ。もともと天の下をしろしめすだけの器量がなかったということじゃ。ヤマトタケルの御子というのでもっと凛々しいお方と思うていたに、情けなや。口惜しや。情けなや。口惜しや。ウェーン、ウェーン。 

大后が声をあげて泣き出したので、大臣が抱き寄せてよしよしをしている。 

大臣　イトテの君、暫く大王の御逝去は伏せましょうぞ。御遺体は豊浦宮に移して、そこで密かに仮に埋葬しましょう。葬儀は、お世継ぎが決まってからでいいでしょう。 
大后は泣き止んで、厳かに言った。
大后　情けない最後とは言え、妾が唯一人操を捧げた愛おしい君じゃ。一人静かに分かれの時を持ちたいから、一時(二時間)ほど二人だけにしてくれないか。

大后が遺体の前で暫くうなだれていると、壁から上筒之男命(住吉明神)が現れる。
上筒之男命　大后、何も呪い殺さなくてもいいでしょう。ちょっとやりすぎじゃない?

大后　何言ってるのよ、あなたが何か仕掛けで殺したんじゃないの、私はただ情けないこと言ってるから、つい「汝は一道に向かえ」と言ってしまっただけよ、よくあるでしょ腹が立ったら「てめえなんか死んでしまえ」という台詞。
上筒之男命　大后、あなたにはヤマトタケルの霊が宿っていると大王は信じ込んでいたでしょう。だからあなたが神懸かりして言う言葉はヤマトタケルの言葉と受け止めたのです。彼は人一倍ファザコンだから胸にガツンと来たのでしょう。

大后　ともかく私にとっては、帯中彦大王を支えて、ヤマトタケルの夢を実現させるのが生きがいだったのに、大王に死なれてしまったら、私の命運を着きたからまだ仏教も伝わっていないし、出家するわけにも行かないので、後追いで殉死するしかないのかしら。
上筒之男命　大后、それはもったいない、女として生まれたのだから、王子を生んで大王のあとを継がせないと、それが女の幸せでしょう。お腹に王子は宿していないのですか?

大后　このところ熊曾との戦況も思わしくなくて、ストレスが溜まっているので、大王は酒を飲まないと眠れないようで、何ヶ月もご無沙汰なのよ。
上筒之男命　大后、それはお気の毒ですね。それで大后も充たされないものだからイライラが溜まって、つい「死んじまえ」なんてとんでもないことを言ってしまったのかもしれませんね。

大后　それはあるかも。ああ、一体どうすればいいの、やっぱり死ぬしかないのかな、自分で死ぬのも怖いので、あなたが殺してくれる。
大后は上筒之男命の持っている剣を引き抜き、剣を持たせようとする。

上筒之男命　大后、私にはあなたは殺せません。あなたを殺すぐらいなら、自分が身代わりに死にたいぐらいです。言ったでしょう。私はあなたが大好きなのです。愛おしくてとても殺せません。と言っても男と女の惚れたはれたではありませんよ。

大后　私が死ぬほど好きというのなら、私を抱いて、そして私にあなたの子を産ませて、その子を大王の子ということにして後を継がせるわ。
大后は上筒之男命に抱きつく。上筒之男命は大后を離して諭すように言う。

上筒之男命　大后、それはいけません。それは大王に対する裏切り、不忠です。大王家の血統が紛れてしまいます。

大后　あら、それじゃあまだ子供の麛坂皇子・忍熊皇子に後を継がせて、熊曾との戦いや新羅征討ができると思うの、それより私が大王の遺児を生んで、成人するまで、私が後見する形で新羅征討を成功させた方が高海原や海原にとってもいいでしょう。それにさ、大和大王家の血統より、海原の血統の方が格上じゃないの、血統が良くなるのなら、別に問題ないでしょう。まあおおっぴらになったら臣下がばらばらになるから、あくまで表面的には帯中彦大王の子だって言い張るけれど。

上筒之男命　大后、それは無理です。まぐわったからと言って子供ができるとは限りません。大王の子だと言い張れるのは限度があります。一月も遅れてしまったらだれも信じませんよ。

大后　だから今すぐから初めて一月も毎日続ければ、子供ができるでしょう。ともかく頑張ってみるしか、私の生きる道はないのよ。私のために死ぬと言ったのだから、私に子供作らせて、生かしてくれてもいいのじゃないの。

第五場　やはり筑紫香椎宮
登場人物　イトテ。　大臣。　　大后。 

イトテ　筑紫の倭国では大王が身罷られたことについて、その事は厳重に伏せていますが、神々の怒りを和らげるためにありとあらゆる罪穢を祓う大祓を行っております。 

大臣　突然大王が身罷れたのには、驚きましたなあ。イトテの君も大王をお引き立ていただいただけに、筑紫の国でのお立場も苦しくなるでしょう。 

イトテ　ええ大王の後継ぎが決まらないと苦しいですね。大王をお迎えしたのは筑紫の倭国では内紛が続いて、強力なまとめ役が見つからなかったからです。そこで倭国王の血を引く大和政権のヤマトタケルの御子を倭国の大王にお迎えした次第です、しかしこの度の大王の崩御で筑紫内部の内紛が再燃する恐れがあります。それにこれを機会に大和政権に攻め込まれないとも限りませんから。 

大臣　大和政権も相変わらず内紛が続いています。というのが大王はいったん撤回した国造制度の実施があきらめきれないのです。それで反撥が強くてうまくいっていません。 

イトテ　それはそうでしょう。筑紫の倭国内でもそれぞれの小国の君達が一方的な格付けに反撥していますからね。それで大和政権の支配から抜け出すためにも、ヤマトタケルの御子を立てて、対抗しているようなわけです。 

大臣　大和政権は、私が抜けてからはガタガタです。息長宿禰王と比売との関係は、未だに露見しておりません。それを利用して宿禰が巧みな情報収集と地下工作を行ってくれています。 

イトテ　大后の父上ですから、さぞかし知略に長けておられるでしょう。 

大臣　それに私は、有力氏族からやり手を引き抜いてきましたからね。大伴武以連、物部胆咋連、大三輪大友主君、中臣烏賊津連などです。大和政権の内部にも私の勢力がしっかり根を張っていますから、筑紫攻めはできないでしょう。大王の世継ぎもご心配はごもっともですが、大王が大江王の娘大中津比売命にお生ませになられた麛坂王と忍熊王が大和に潜伏していますから、まだ十四・五歳のお若さですが、お連れします。ご安心ください。そろそろ沙庭にて亥の刻の神嘗です。 

大臣一人で沙庭に降りて琴を弾き始める。するとど派手な格好でケバイ異様な化粧をした大后が滑稽に見える踊りをしながら、観客席を通って現れる。大王が亡くなってなにか解放されたような、吹っ切れたような、無理に明るく振舞っているような，ヤケにハイな踊りを見せ、ひとしきり独壇場の観がある。

大臣　今夜のとりつかれている神はアメノウズメの神であらしゃいますか。 

琴のメロディーがあやしげになり、大后がストリップを始めそうになる。 

大后　馬鹿な何をさせるのじゃ。我こそは天之御中主神なるぞ。 

大臣　こりゃまた失礼致しました。あまりに神の踊りがハイテンションだったもので、つい。でも一体何があったのです。 

大后　喜べ、大后には皇子が授かっていたのじゃ。 

イトテ　これは、これはおめでとうございます。それにしても、大和の女子は妊娠していてもこんな激しい踊りが踊れるのですか。 

大后　じゃかましい。天之御中主神である私の命令じゃ、よく承れ。凡そこの豊葦原水穂国は、大后の御腹にいます皇子のしろしめす国じゃ。もう世継ぎの心配などせずともよい。」 

大臣　まことに恐れ多いことです。ところで大后の腹にいるのは、皇子でしょうか、それとも皇女でしょうか。 

大后　心配致すな。立派な大和男子であるぞ。 

イトテ　では御子が大きくなられるまで、海の彼方の国を攻めるのは延期ですね。 

大后　何を言う。神の言葉に逆らえばどうなるか、大王の姿を見てまだ分からぬのか。海の彼方の新羅の国は、大后の母方の祖先が王子だった国じゃ、大后自身が出陣すれば従うかもしれぬ。そして大后の腹の中で跡継ぎの皇子が初陣を飾るのじゃ。早速出陣の準備をせよ。 

イトテは独り言のような口ぶりだが、大きな声で観客席に向かって言う。 

イトテ　これは聞きしに勝る豪傑女じゃ。本当に天之御中主神が神宿りされているのかもしれぬ。筑紫の倭国としても海の彼方の岸にある加羅の国に置いている拠点が、百済、新羅、高句麗の出現で危うくなっていると聞く。救援を求める加羅から使いが頻繁にきているので、すでに補強軍は送り込んである。それだけでも新羅と互角に戦えるだろう。そろそろここらで大軍を繰り出して、半島での覇権を打ち立てなければならないと思っていたところだ。ここは一つ神の力をかりて新羅や百済を攻めてみるか。それにしても気がかりなのが熊曾の動きだ。留守を攻められては困る。 

大后　大后が熊曾をなだめて、従わせるであろう。大后には、ヤマトタケルの霊がついていることを忘れるな。熊曾タケルはヤマトタケルに名を贈ったぐらいだから、ヤマトタケルには悪意はもっておらぬ。ヤマトタケルは熊曾の人々の方が大和の人々より、素直で嘘がなく、心優しいから好きだと言っていたそうな。大后がなだめれば必ず味方につけることができよう。 

大臣　神よ、大后には吉備の国から来ている鴨別をお付けします。彼は熊曾の族長と姻戚関係だそうですから、パイプ役になってくれるでしょう。こちらの方向転換を伝え、よい条件をしめしてやれば熊曾もなびくかもしれません。 

第六場　新羅征服　
登場人物　倭国西朝の兵士たち、勝利の歌を歌い、舞を舞う。 

　加羅の民衆Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ　倭国西朝兵士Ａ・Ｂ 

倭国西朝の兵士たちが勝利の歌を歌い、舞を舞っている。   

灰撒き撒き、箸撒き撒き、葉盤撒き撒き、灰撒き撒き、箸撒き撒き、葉盤撒き撒き 

船は行く、船は行く、波頭を蹴立てて、船足軽く、新羅をめざして 

鮫こぎこぎ海豚こぎこぎ鯰こぎこぎ亀こぎこぎ鮫こぎこぎ海豚こぎこぎ鯰こぎこぎ亀こぎこぎ   

先行く船には神がかりの大后、大きな腹抱え、宝の国めざして 

その腹にいますは戦の神、ヤマトタケルの生まれ変り 

民衆Ａ　どうも解せないのだが、後につくられた高句麗好太王碑文によれば、倭軍が新羅を攻めたのは辛卯の年、三九一年の筈だが、『日本書紀』では仲哀天皇九年ということになっている。辛未（三七一年）の年が仲哀天皇の元年で閏年があるので、三八一年ということになる。どうも十年程ずれているんだ。 

民衆Ｂ　お前はどうして後世に作られた碑文の内容を知っているのだ。記紀の年代のずれで史実を疑っていれば切りがないんだ。ともかく高句麗好太王碑文から言っても、倭軍による大規模な新羅攻めがあったことは否定できないだろう。ただし神功皇后のような女傑の話は、後世の作り話かもしれんがな。 
民衆Ａ　ところで倭軍という場合、倭国西朝の軍を指すのか、それとも加羅・伽倻も倭人の国で加羅・伽倻や海原つまり対馬・壱岐もひっくるめて指すのかよく分からんが。
民衆Ｂ　今度の戦は後世の倭国の歴史書から見ると、大八洲から攻めてきたことしか分からないけれど、実際は加羅・伽倻と海原が企画して、倭国西朝に加勢してもらったのだ。ただ海から攻めた大八洲の軍勢が圧倒的だったので、倭国西朝が新羅を侵攻して、加羅・伽倻を救ったというように宣伝しているわけだ。

民衆Ｃ　おいおい聞いたか、倭国西朝の大后は、今にも赤ちゃんが飛び出しそうな大きな御腹を抱えて、倭国西朝に凱旋されたそうだ。聞きしに優る女傑だったな。 

民衆Ｄ　赤子を孕んだ女体には神秘的な力があるというのは迷信ではないかもしれんな。それにしても新羅は倭軍の前にひとたまりもなかったな。このまま高句麗や百済が放っておかないだろうから、当分半島では戦乱が続きそうだ。 

民衆Ｃ　百済や高句麗も恐れをなして、倭国連合への貢ぎを約束して災難を免れたという噂だ。 

民衆Ａ　そりゃあ倭国連合側が流したデマだろう。 

兵士Ｂ　皆さん、加羅は何の被害もなかったでしょう。その上、筑紫からたくさん兵士がきて大賑わい、大変な戦争ブームじゃないですか。 

兵士Ａ　私も海からの新羅攻めに参加したが、海は見渡す限り倭船だったな。それがまるで津波のように新羅に押し寄せた。 

民衆Ｄ　先に加羅に来ていた連中がどんどん船を加羅で作っていたらしいな。 

兵士Ｂ　我々は、新羅が海から攻め寄せる倭国軍に気を取られている間に、加羅から新羅に潜入して、あっというまに新羅の城を攻め取ったんだ。ほとんど抵抗出来ずに、新羅王は降伏されたそうだ。 

民衆Ｃ　ところで新羅王は殺されたのか。 

兵士Ａ　私の情報では、新羅王は、これからは倭国連合に貢物を絶やさないようにし、馬飼いとして倭国連合にお仕えすることになったようです。 

兵士Ｂ　いや私の情報では、新羅王は殺されて砂浜に埋められたようだ。新羅王の后が埋めた男に色仕掛けで近づき、新羅王の遺体を取り戻した上で、抱かれたくないものだから、遺体を埋めた男を殺してしまったということだ。これに対して大后が猛烈にお怒りの御様子で、また新羅攻めになるかもしれないそうだ。 

民衆Ａ　えらいことになったものだな。今は加羅・伽倻は一時の繁栄があるかもしれないが、これからは半島全体が国の興亡をかけて、総力戦の時代になるから、いずれ戦で荒れ果ててしまうだろう。 

兵士Ａ　こら、倭国連合の悪口を言うとしょっぴかれて殺されてしまうことになるぞ。 

兵士Ｂともかく戦は無事我ら倭国連合の勝利に終わった。これで百済や高句麗も加羅に侵略してくる心配はない。 

民衆Ｂ　これからは半島が倭国連合に貢物を要求され、どんどん搾り取られることになるんだろう。 

民衆Ａ　それが嫌なら半島の三国が手を結び、倭国連合を撃退しようとするだろう。そうすれば当然、倭国連合の拠点である加羅が危うくなる。 

兵士Ａ　大丈夫だ、倭国西朝が加羅を守ってくれるということは、この戦いで実証されたじゃないか。 

民衆Ｄ　それは甘いぜよ。倭国西朝は海の向こうの国やいか。そいで戦ばっかやっちゅうろ。ほいじゃけん加羅くんだりまで出兵はえっころ難しいぜよ。おっつけポイじゃいか。三国のどれかに呑み込まれることになるかもしれんぜよ。 

民衆Ａ　おみゃあさま、どこの国で生まれんしゃったんかいの、さっぱ分からんわの。 
作者　かなり混乱していますね。倭国連合で実際に作戦を指揮したのは住吉三神です。
つまり対馬・壱岐の棟梁たちです。数量的には倭国西朝の軍船が大部分だったでしょう。加羅・伽倻は陸から新羅に侵入したようです。それで後世の歴史では、加羅・伽倻が大和政権(河内王朝)に服属してしまったので、本当は倭国連合の勝利だったのに、大八洲の倭国の勝利であるかに記述しているのです。しかも大八洲の倭国は東西に分裂していて、息長帯比売命の倭国は倭国西朝だったのです。

第七場　穴門豊浦宮
登場人物　大臣。イトテ。大后。物部胆咋連（モノノベノキモクイノムラジ）。中臣烏賊津連（ナカトミノイカツムラジ）。 

大臣　大后、この度は宝の国新羅の御征服まことにおめでとうございます。倭国始まって以来の大手柄でございます。その上、若君のお誕生まことにおめでとうございます。さすがにお父上からはヤマトタケルの血を引かれ、お母上からはヤマトタケルの霊を引き継いでおられる。生まれついてのヒーローです。既に腹の中で見事に勝利を導かれた。まことに凛々しい表情をしておられる。 

イトテ　実に見事な戦でした。大后は全く神々しいお姿でした。新羅の王も神を相手に勝てるはずがないと全く戦意を喪失されていたのです。海から津波のように倭軍の船が押し寄せてくると思えば、どこからともなく侵入していた倭軍にほとんど押えられているという有様でした。 

大伴武以連　大和での破壊工作も見事に成功しております。熊曾の懐柔に成功され、すっかり大后のお人柄に心酔した熊曾の連中が、大和での撹乱作戦を展開したのです。彼らは大和の民草に紛れて破壊活動や奇襲をするものですから、討伐する大和政権の方は、多くの大和の民草を過って殺めてしまい、孤立してしまいました。熊曾たちは討伐に向かわれた若帯比子大王をおびきだし、山中で待ち構えていた麛坂王・忍熊王の伏兵が見事に大王を討ち取ったのです
大后　なんと麛坂王・忍熊王が大王を討ち取ったと。それでふたりはどうしたのじゃ。 

物部胆咋連　早速、志賀高穴穂宮に進軍されておられます。あちらの大王には有力な世継ぎがいませんから、あくまでお二人に抵抗しようという者もいないようですね。宮では既に御二人を歓迎する方向で根回しが行われている由です。 

大臣　大后、いよいよ念願の大和入りです。何もかも万歳、万歳、万万歳です。 

大后　大臣、あなた参謀でしょう、馬鹿じゃないの。皇位継承はまだおわってないのよ。麛坂王・忍熊王の方が兄だし、家柄も悪くない。向こうが先に大和勢力を固めちゃうと、この子の出番がなくなって、邪魔者の私は消されちゃうてことなのよ。 

大臣　そんなバナナ。大丈ビですって。なにしろ大后と品陀和気皇子は新羅征服の実績をお持ちですから、逆らえるものはいませんよ。麛坂王・忍熊王はまだ十四・五のひょっこじゃないですか。それに命がけで大手柄を立てたばかりの皇子たちを、不具載天の敵のようにおっしゃるのはどうでしょう。味方の士気をすっかり低下させ、裏切り者を誘発することになります。どうか軽率なお言葉はお控えください。 

大后　そんな建前ばかりぬかす者とは共に謀はできないではないか。私はね、ここにいる者達をこれからの国造りの同志と考えている。それゆえ腹の底を割って話しているのじゃ。 

大伴武以連　たしかに麛坂王・忍熊王はけなげな立派な皇子です。私も信じてさしあげたいのはやまやまですが、生まれたばかりの赤子の弟の下につくのも辛いものでしょう。その気持をお察ししますと安心できません。それに麛坂王・忍熊王サイドの参謀から大后の子は帯中彦大王の子ではないというデマが流されているようです。
イトテ　宮中というところは女官たちの目が光っていて、大后にプライバシーはないのです。他の男と同衾する機会などあろうはずはありません。それに大后は新羅征伐と重なったので、壱岐の月讀神社から月延石を取り寄せて、出産を伸ばされた結果、一月ほど遅れたわけで、苦しい思いで堪えておられたでしょうに、本当に罰当たりなデマですね。

大后　もし月延石に効果がないとしても、大王が亡くなられたのは二月で、品陀和気命が生まれたのは12月14日だからぎりぎり10月10日に間に合っておるではないか、出産予定日から一月遅れたとしても他人の子である決め手にはならない。

それに後世の歴史では大王家の祖先神は天照大神だということに成ってしまったようだが、須佐之男命と宇気比して忍穂耳命をお産みになったのは、月讀命じゃ。従って月讀命は祖先神なのだから、月讀命の月延石でお産を伸ばしたというのが疑わしいのなら、月讀命の血統が紛れてしまうのだから、罰が当たらぬ筈がなかろう。ところがどうじゃ有史以来の大勝利ではないか、それがこの子が帯中彦大王の真の子であるというなによりの証拠であろう。
もし素直に麛坂王・忍熊王を信頼して、のこのこ大和に乗り込んで、無事にすまなかったら、その責任はだれがどうとってくれるというのじゃ。すべて後の祭りではないか。だからこの子の命を守るために、この子の兄たちの心を試したい。 

イトテ　大后の御心配よく分かります。実際、とんでもないスキャンダルが麛坂王・忍熊王周辺から流されているそうです。つまり品陀和気命は実は帯中彦大王の子ではなかったから、月延石で産み月を伸ばしたように誤魔化しているというのです。どうも大臣か住吉明神の子ではないかという噂を立てています。
大臣　住吉明神のことはいざしらず、私は身を覚えがありません。

イトテ　確かに大臣ではないでしょう。だれもがそれは納得ですね。住吉明神もあの時期は高海原の使者として香椎宮に来られていましたが、王妃と話されていたところは全く見かけませんでしたな。戦争の準備で一秒の暇もないという御様子でした。
ではこう致しましょう。 

一同　そうしましょう。そうしましょう。 

イトテ　まだ何も申しておりません。（一同ズッコケル。）替え玉作戦を使うのです。皇子たちは幸い大后様にお目にかかったことがありません。似た者を送れば誤魔化せるでしょう。赤子も抱いているふりをすれば人形でも充分間に合います。大后と品陀和気皇子は漁船か何かで民の身なりで別に出かけて謀反の動きがないのを確かめてから宮に入られればいい。 

中臣烏賊津連　麛坂王・忍熊王を甘くみてはいけません。彼らには相当の策士たちがついている筈ですから。それに大和に乗り込む際に襲わなくても、いずれ謀反を起こされれば同じことです。そこで大后に対する忠誠心を試すためには、帯中日子大王の棺の船ともうひとつ別の小さな棺の船を用意するのです。ええ、品陀和気皇子が亡くなられたことにするのです。そうすれば、大后さえ亡き者にすれば天下は自分のものになると思って、謀反を起こすでしょう。 

大臣　そんな無理やり謀反を起こさせるなんて。 

大后がむくれているのを見て一同大臣を睨むと 

大臣　ううむ、なかなかグッド・アイデアですね。やりましょう。 

　　　　　　　　 第八場　山代の戦い 
登場人物　忍熊王（オシクマノミコ）軍の兵士Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ。小隊長。 

大后側の伝令。大后側の兵士数人。 

敗走してきた忍熊軍の兵士たちが、整列して態勢を立て直している。 

忍熊軍の兵士Ａ　棺の喪船を攻めたら、そこから軍勢が出てきた。あの棺は空だったらしい。ということは、大后は品陀和気皇子が亡くなったというデマを　飛ばしていたんだ。 

兵士Ｂ　そんな小細工をしなくても、麛坂王と忍熊王は乱を起こすつもりで明石で待ち構えていたんだ。なんでも母君から父王はオキナガタラシヒメに呪い殺されたと教えられていたらしい。 

兵士Ｃ　父大王の御陵を明石に作るという口実で、淡路島の石を船団を作って運びながら、待ち構えていたんだ。 

兵士Ｄ　しかし相手が悪かった。なにしろ相手は新羅を征服して帰ったばかりの息長帯比売命の軍団だ。自信たっぷりで、堂々としていたな。 

兵士Ｃ　斗賀野で謀反の成否を占う<うけひ獦>をしたとき、大きな怒った猪が出てきて櫪の木に登って避難していた麛坂王が襲われたんだ。なんと櫪の木を倒して、香坂王に食いついた。とうとう香坂王は食い殺されてしまわれたんだ。 

兵士Ｂ　せっかく占いで凶とでたんだから、あの時諦めて思いとどまるべきだったんだ。凶が出てもやるくらいなら、最初からそんな占いやるべきじゃなかった。全く縁起でもないとはこのことだ。 

兵士Ａ　いや忍熊王にすりゃあ、この大凶が大吉に思えたのかもしれんぞ。だって、兄の香坂王という皇位継承のライバルが一つ消えたわけだ。後は大后と品陀和気皇子さえ始末すれば天下は転がり込むのだから。 

兵士Ｄ　おいおい、まだ十四・五の子供だろう忍熊王というのは。子供がそんなこと考えるものかね。 

兵士Ｂ　さあそこが母親や御付の臣下たちの期待があって、その期待に応えないと自分の生きてる意味がないような気にさせられていたんだろう。哀れなもんさあ。まあ我々下々には大王の位の重さなど分からないけどね。 

兵士Ａ　しかし我々は、その皇子の決断の為に命を張って戦わねばならん。哀れなのは我々の方だせ。 

兵士Ｃ　いやあ我々だって勝てば大王直属の兵士で、立身出世は思いのままなんて宣伝文句にまんまと乗せられたんだから、自業自得だよ。 

急に小隊長が現る。 

小隊長　気をつけ、ピシ。前へならえ、ピシ。番号、ピシ。 

兵士Ａ　１、ピシ 

兵士Ｂ　２、ピシ 

兵士Ｃ　３、ピシ 

兵士Ｄ　４、ピシ 

小隊長　ピシ、ピシ言うな、ピシ。ようく聞け。明石での蜂起は敵の策略にかかって失敗し、ここまで退却してきた。だが、ここ山代には将軍伊佐比宿禰様の一族が居られて、兵力の補充はできた。敵は深追いし過ぎて疲れている。こちらは充分に休憩も栄養もとれた。さあ反撃だ。ここで一気に優勢に転じてみせようぞ。エイ・エイ・オー 

兵士たち　エイ・エイ・オー 
応援団の踊りのような剣舞をひとしきり繰り広げ、士気を鼓舞している。そこに敵の一団が押し寄せる。 

押したり、引いたり互角のたたかいを繰り広げる。 

そこに交通巡査の使う笛を吹き、一人の大后側の兵士が告げにくる。 

伝令　建振熊命将軍よりの伝令だ、建内宿禰命より息長帯日売命は既に崩御されたとの知らせがあった。従って戦いを続ける意味はない。直ちに新しい大王忍熊大王に帰順せよ。 

　一瞬両軍の兵士たちは凍りついたようになる。そして大后側の兵士は剣を置き、弓の弦を断ち切り始める。 

兵士Ｃ　ええ？戦が終わった？ウッソー。ええ？本当に？うっわあー、敵さんたち皆、丸腰になっている。本当に本当なんだ。我々が勝ったんだって？ついさっきまで負けていると思い込んでいたのに、戦って本当に分からんもんだな。 

これで勝てば官軍で、俺たちにも運が回ってきたんだ。 

兵士Ｂ　これで筑紫と大和に分かれて戦うことも、大和の中で殺しあうことももうないのだな。忍熊大王の下で本当の平和がきたんだな。平和だ平和だ平和万歳！忍熊大王万歳！ 

四人の兵士が並んで観客席に向かって叫ぶ。 

四人の兵士　平和だ平和だ平和万歳！忍熊大王万歳！ 

を連呼する。そして自分たちも剣を置き、弦をはずして、ホークダンスを踊り出す。 

マイムマイムマイムマイム、マイム、ヴェ・サソン 

勝った、勝った、勝った、勝った、我らが勝った。 

　平和、平和、平和、平和、平和はいいぞ。 

　出世、出世、出世、出世、出世をするぞ。 

　酒、酒、酒、酒、酒はうまいぞ。 

　女、女、女、女、女を抱くぞ。 

すっかり勝利にはしゃいでいるが、大后側の兵士はその間に物陰に集まり髻から隠してあった弦を取り出し、弓につがえ始める。 
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「ギャー！」 

という悲鳴と共に笛がなり、一斉に矢が放たれる。そして完全武装した兵士たちが丸腰の兵士たちを斬殺し始める。生き残りの兵士が逃げ出し、それを武装した兵士が追いかける。 
第九場　住吉大社の落成式

登場人物　  大后　大臣　禰宜津守宿禰　　住吉三神(上筒之男命、中筒之男命、底筒之男命) 
天之御中主神の御子　
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禰宜津守宿禰　ようこそ、皆様住吉大社の落成式にご臨席賜りましてありがとうございます。私は大后より当大社の禰宜を仰せつかった津守宿禰でございます。普段は住之江津の長官をしております。この津は海原倭国が各地に設えました船着き場でして、その中でも現在最も栄えておりますのがこの住之江津です。何しろ倭国西朝が自滅した倭国東朝を統合しまして、大后は大和磐余若桜宮に凱旋されました。そして早速、新羅侵攻と倭国再統合にお力添えいただきました天之御中主神、上筒之男命、中筒之男命、底筒之男命の四柱の神の本宮を建て、住吉大社としてお祭りすることになった次第です。本宮配置を図でしめすとこの様に成っております。
天之御中主神の御子　ちょっと待った、私の父である天之御中主神が祀られていません。第四本宮にはその代りに祀った方の息長帯比売命が祀られているじゃありませんか?

作者　これは失礼しました。つい創建当時のものがWEBで見つからなかったもので、担当のものが後世の差し替えられたものを入れてしまったようです。
大后　住吉大社は私が神々に感謝の気持から創建したもので、私が私をお祀りするのは全く理屈に合わない。後世の者が、私も新羅侵攻に功があったとして後から祀るなら、住吉大社の摂社に祀る筈だ。

作者　でしょう。それで元々は天之御中主神が祀られていてはずでしょう。だって香椎宮の沙庭で憑依されたのは天之御中主神だったことになっていた筈です。ところが二百年後に言いにくいですが、高海原は天空にあったことにされ、高天原だったことにされて、そこの主神も天照大神だったことにされたのです。それで朝廷から住吉大社に神話の改変に合わせて、天照大神に差し替えるように命令してきました。それで禰宜の津守氏がそんな神々を勝手に差し替えるようなことをしたら、大津波が来て住吉大社が流されてしまうからそれは無理ですと断りました。でも朝廷もそれなら住吉大社を取り壊すと脅すものですから、天之御中主神に伺いを立てたところ、天照大神に差し替えられるのは堪えられないが、今まで祀ってくれた息長帯比売命に差し替えるのだったら我慢するという神託がありまして、ギリギリの妥協でこうなったのです。

御子　ますます聞き捨てならん話だな、しかしこれは演劇なので、話を進める。大后が父天之御中主神を祀りたいということで、それは感心だと父は申され、誼を深めるために私を遣わされたのです。

大臣　高海原の若い人材を引き連れてご渡来いただき、これから国家として制度を造り運営していくのに大変助かります。大后もたいそう喜んでおられ、高海原の何倍もいい邸でいい暮らしができるように満足していただけるようにとの仰せです。

御子　それは高天原の若者たちにとったら大八洲ドリームですね。でもほどほどにしないと、高天原の衰退につながりかねません。

大后　さすがは賢明な天之御中主神の御子だけのことはあります。大八洲の繁栄はひとえに大陸の文明、富や技術、文化を仲介してくださる高海原の繁栄があればこそですから、人材養成は大八洲の若者をそちらに派遣して、養成していただくことを主に考えております。

底筒之男命　いやいや、このところ我々もすっかり住之江津に根城を移して、滅多に対馬に戻らなくなっています。
中筒之男命　対馬や壱岐にも大八洲の各地の津から若者が渡ってきて、水運に携わり、元々の対馬・壱岐の人々はこの住吉大社の近辺に立派な家を与えられるので、あらかた移住したのではないでしょうか。
上筒之男命　私が大后と親しくさせてもらっているので、交渉して好待遇をお願いしているのではありませんよ。それに住吉津は統一倭国の中心地として膨大な水運量があるので、海原倭国がこれまで通り、倭国水運を仕切ろうとするとどうしても、住吉津に根城を移さざるを得ないのです。

大臣　別に対馬・壱岐がさびれてしまったわけではないですし、海原倭国は今や統一倭国の中心地の住吉で倭国の中枢を占め、これまで以上に強力で豊かになっているので問題はないでしょう。むしろ海原倭国に統合倭国の心臓部を乗っ取られて、大八洲全体が実質的に海原倭国に乗っ取られたと嘆く者もおります。

底筒之男命　いや、それは上っ面しか見ていないのです。海原倭国と統合倭国はもはや一体化してしまって、我々は優遇されているので不平があるわけではないけれど、結局住吉大社とその周辺は、海原倭国を捕獲する漁網だったのではないかという気もします。

大后　獲った、獲られたなんてどっちでもいいでしょう。それで誰かが不幸になるのだったら、いけないけれど、海原倭国を住吉に移ってもらって、大八洲は水運が発達し、経済や文化が発展していけばみんな豊かになれるのじゃないの。みんなが力を合わせて平和で豊かな国を作って、みんなで幸せになれる国を作ろうというのがヤマトタケルの願いだったのだから。

御子　それなら一つ苦言を呈しておこう、最近は朝鮮半島の資源や文化に目をつけて海原倭国の連中だけでなく、大八洲の連中も鉱山開発や田畑の買い占め迄するものが出てきた。そして先程申したように先進文化を移植するために若手の人材を破格の好待遇で引く抜くものだから、国造りに支障を来すまでに成っている。その上、大八洲の進出を容認して儲けようとする派と、あくまでも高海原として威厳をまもり、大八洲を従来通り統制していこうとする派に分裂させられている。深刻な政争になっていて、このままでは内乱で自滅しかねない。

上筒之男命　海原や大八洲が貴い母国である任那・伽倻に進出し、干渉して、互いに戦うように工作して潰してしまい、大八洲の属国化しようとしているというのですか?それはとんでもない言いがかりです。昔は大八洲はうっそうとした山国で河口に葦原が生い茂る大自然そのものでした。そこに文明をもたらした高海原や海原は、各地に倭人の国を作り、それらを水運で結んで発展を図ってきました。それで指導的な力を発揮してきたのです。いまではどうでしょう。大八洲各地に産業も発達し、国としても一つにまとまっています。もう外から号令をかけて動かせるような存在ではありません。海原倭国は大八洲の中枢地に拠点を移して大八洲と一体化するしかなくなったのです。高海原の人材もこの大国を動かそうとしたら、乗り込んできて統合倭国を導くしかないのです。

大臣　貴い天之御中主神の御子神様、たしかに任那・伽倻に移り住んで大きな商売や鉱山開発をする者もでてきました。でもそれ以上に任那・伽倻から大八洲に進出されている方も大勢おられます。それが大八洲の産業や文化を発展させているわけです。任那・伽倻の政争を心配しているのは我々です。既にたくさんの現人神が内紛で殺されています。もしその内紛をけしかけ任那・伽倻を乗っ取ろうとするようなけしからん大八洲や海原の連中がいるのなら、厳しく取り締まります。

御子　内紛で混乱しているのに乗じて、新羅は敗戦でボロボロになった体制を立て直してきています。ふたたび新羅が台頭してくれば、新羅に飲み込まれる危険も生じてきます。

大臣　大八洲の統合倭国からの常駐兵を増やして、新羅への監視新羅や百済の国境警備などを強化しようとしています。それより心配なのが高海原が内紛で自滅することです。

　　　　　　　 　第十場　大和磐余若桜宮 
登場人物　作者　大臣　イトテ　　息長帯比売大王ー台本では大王と記す。住吉明神(上筒之男命、中筒之男命、底筒之男命)  
宿禰　高額媛　大伴武以連   

土塀に囲まれた宮の門があり、その前に建内宿禰が立っている。そこに作者がインタビューしている。 

作者　私、ただいま神功皇后について、お芝居を書いているのですか、分からないことだらけで困っております。つきましては大臣にいろいろ質問いたしたいのですが、よろしくお願いいたします。 

大臣　神功皇后？そんな名前の人は存じませんが。 

作者　すいません。それは諡と言って後世の人が付けた名前でした。息長帯比売命の物語です。 

大臣　ああ大王のお話ですか。 

作者　やはり大王に即位されておられたのですか。 

大臣　いや正式に即位されたというわけではありませんが、私どもは息長帯比売命のことを大王と思っております。だって先の大王が崩御されてから、ずっと大王の職務を見事にこなしてこられました。それに品陀和気命はまだ幼いので大王の仕事はできません。 

作者　品陀和気命は息長帯比売命が亡くなられてから大王に即位されていますから、やはり息長帯比売命が大王だったのですね。後世の歴史書では神功皇后とか皇太后と呼んで、大王や天皇に含めていません。それは三輪王家との血縁がなかったので、後世の基準では大王や天皇に出来なかったからだと思われます。ところでオオキミという呼び方は王だけでもされます。オオキミの皇子が王と書いてオオキミと呼ばれている場合もあるんですが。 

大臣　最高権力者をオオキミと通称しますが、皇子や地方国家の王もオオキミと呼ぶことがあります。尊敬の念を篭めて呼んだり、実力者や大物ならオオキミと言っておかしくないんです。ですから最高権力者は正式には「天の下しろすめす大王」と呼ぶわけです。その意味での現在の大王は息長帯比売命です。 

作者　建内宿禰大臣は古王朝の第五代大倭根子日子国玖琉命（諡は孝元天皇）のお孫さんにあたられますから、実にこれまで八代の大王におつかえしていることになりますね。いったいお歳はおいくつなのですか。 

急によぼよぼになる。 

大臣　そろそろ三百歳にはなりますか。そんなわけないでしょう。私は大和政権の大王だった若帯比子大王（諡は成務天皇）と同じ日に生まれています。うちは代々建内宿禰を名乗っているのです。 

作者　ところでこの時代の大王の年齢が百歳をこえている場合が多いのですが、本当にそれだけ長く生きられたのですか。 

大臣　この国では長寿が好まれるので大袈裟に表現したのではないですか。 

作者　海の向こうでは春夏秋冬で一つ歳をとるのに、この国では二つの季節で一つ歳をとるように数えていたのではないかという「倍年暦」という年齢の数え方があったという説がありますが。 

大臣　その質問には応えられません。もちろん私はその答えを知っていないわけはないのですか。 

作者　それにしてはヤマトタケルだけは三十歳で崩御されておられて、しかも何人もお子さんがおられるので、倍年暦では話が合わないんですが。 

大臣　もし倍年暦という数え方があったとしたらですが、それは後世の人が、ヤマトタケルが後世の感覚で六十歳で崩御されたのではおかしいと思って、半分に直されたのでしょう。そろそろ宮で品陀和気皇子のお誕生日会が開かれますので、失礼します。 

作者　それは将来大王になることが確定した皇太子になる立太子の式典ではないのですか。 

大臣　皇太子？そういう制度はありません。大王は存命である限り、退位されませんから、息長帯比売大王より先に亡くならない限り、品陀和気皇子が次ぎの大王になるのは確実でしょう。大王が女性ですので再婚でもされない限り、他の皇子がお誕生になることはありませんから。 

作者　それからもう一つ新羅の王子天之日矛伝説では日の神は、女の陰(ほと)を照らして玉を孕ませる男の神なのですが、大和の天照大御神は女神ですね。どうして性がかわってしまったのですか。 

大臣　ええ?日の神は男でしょう。後世で女神になっているとしたら、後世の人々の事情でそうなったのでしょうね。   

土の塀が取り除かれ、宮の内部の場面になる。 

イトテ　大臣おひさしぶりです。加羅・新羅・百済などから沢山の宝物をお土産にただいま戻ったところです。そして筑紫の様子もお知らせしなければと、お尋ねした次第です。大王にはご機嫌いかがですかな。 

大臣　これはおなつかしい。熊曾も大王になつき、新羅征服に成功した上、高海原が内紛で自壊し、大八洲の統合倭国の直轄地になり、筑紫の国もさぞかし活気づいていることでしょう。 

イトテ　ええ、半島からの珍しい文物や技術の流入が飛躍的に増えましたね。ただし半島での武威を誇るには、大和に中心があるのは不便です。これからは半島諸国が巻き返してくるでしょうから、大王に筑紫にいてもらって、重大な局面にはまた海を渡っていただく必要もあろうかと存じます。 

大臣　この豊葦原瑞穂国は、東国支配の安定と開拓の推進という重大課題を抱えていますから、都を西に持っていくのは難しいですね。とはいえ大王は半島からの貢物の魅力にとりつかれておられますから、筑紫遷都にはお心を動かされるかもしれません。　 

新羅から貢物の宝飾を全身にまとい息長帯比売大王が品陀和気命の手を引いて現れる。その後ろには息長帯宿禰と高額媛がついてくる。宿禰は晴れ晴れしいが、高額媛は強張った表情である。これまでの登場人物で大王側だった人はすべて席についている。

大王　本日は皇子の十五歳の誕生日に集まってもらってありがとう。イトテの君もわざわざ筑紫から、この日に間に合うようにかけつけてくれました。本当にありがとう。 品陀和気命、皆さんにご挨拶なさい。お前のために集まってくれたのだから。
品陀和気命:みんなありがとう。吾は今日で十五歳になった、もう祖父の小碓の王子なら熊曾退治に行かされた年齢だ。今は熊曾も蝦夷も大人しくしている。それは熊曾や蝦夷それぞれ統一倭国の中で文明の恩恵を受け、新しい国造りで伸び伸びと活躍できているからだと教わっている。それに反して、任那・伽倻は仲間割れして、現人神たちが殺し合って自滅してしまった。統一倭国の兵士が動いて、新羅・百済の侵攻を防ぎ、倭人の故地を守ったけれど、内輪もめはいけない、話し合って共に知恵と力を合わせて国造りをしなければならない。それには中心になる大王がいて、そのもとにみんなが力を合わせてまとまっていかなければならない。その意味で我が母上息長帯比売命は、倭国の大分裂を切り抜け、熊曾と和解し、新羅を討伐して倭人通商圏を守り、見事に統一倭国を再建された。その力は半島に及び一代にして強盛大国を築き上げられた全く倭国の歴史でこれほどの大事業を成し遂げられた大王はいないだろう。
　私はどうしてか弱い女の身でこれほどの力を発揮できるのは何故だろうと考えたが、大王は決して、ご自分の意見を押し付けようとはされない、みんなに意見を出させ、議論をさせた上で、誰もが納得せざるを得ない結論が出たところで、神々に伺いを立てて、神意を確かめて決定をくだされてきた。つまり己を無にされることで、絶大な力を発揮されたのだ。やがて大王も年を取られるので、今のうち私は大王から己を無にして世界をまとめる魔法をしかと学んでおきたい。でないと一代で強盛大国になっただけに、また一代でバラバラに分解して、崩れ去るだろうから。

万雷の拍手が起こる。
イトテ　われらが美しき大王とわれらが希望の皇子に再びお目にかかれる幸せ、何物にも代え難い感激です。（少し涙ぐむ）先の大王と共に半ば無理やりに筑紫にお連れし、筑紫の危機を見事に救っていただきました。熊曾をまつろわせ、新羅を打ち従わせ、ばらばらになりかけていた筑紫の国を一つに纏め上げてくださいました。ひとえに大王の神々しい威徳の賜物であります。 

大王　イトテの君には本当にお世話になりました。そなたの支えがなければ、何一つ出来ませんでした。 

イトテ　滅相もございません。おなかに子供を孕んでいながら、凛々しくも御出陣本当にみんな感動いたしました。あれで倭国兵士の心が一つにまとまったのです。 

大王　これもヤマトタケルの霊のお導きです。 

イトテ　またおなかの中にありながら母大王と共に新羅討伐におおいなる功績をあげられた希望の皇子にも感謝いたしております。 

品陀和気命:イトテの君、遠路ご苦労さまです。もう私も祖父ヤマトタケルの熊曾征伐の年齢になり、是非生まれ故郷の筑紫を訊ねたいと渇望しています。できれば伽倻にも渡って世界を見てみたいものです。
イトテ　それは大歓迎です。早速、帰りの船でお連れしましょう。でも皇子はかけがえのない跡取りですから、大王がご心配されて、なかなかお許しにならないでしょう。

大臣:大王より我々、家臣の方が皇子にもしものことがあったらと気が気でないでしょう。そのご提案は、皇子にはうれしいでしょうが、きっと重臣会議ではもめることでしょう。

イトテ:いや、ごもっとも、ごもっとも。ところで、半島情勢はなかなか落ち着きません。あれほど懲らしめを受け、大王の温情で生かされておりがら、新羅の新王たちは裏で人質の取り戻しなどを画策しておるようです。いずれ遺恨を晴らそうと、他の半島諸国に取り入ってわが国の半島での覇権を覆す動きにでるやもしれません。 

大王　どうもそれは事実らしい。いずれ懲らしめの為に兵を送らねばならないかもしれない。 

イトテ　どうか大王にはただ大和政権の大王であられるだけでなく、筑紫倭国の大王でもあることをお忘れなく、筑紫にも行幸あられますように伏してお願い申しあげます。 

床に頭をこすりつけている。大王、困った様子。 

宿禰　ここは祝いの席、無礼講じゃ。政治向きの話はまたにしましょうぞ。今日はヤマトタケル様の孫にして、葛城王朝の血を引くホムダワケの十五歳の誕生日だ。この子の中に二つの王朝が恩讐を越えて一つになっている。 

高額媛　これらはすべてヤマトタケルの霊の導けるところです。私があの白鳥の妖しい美しさに心奪われなかったら、比売はヤマトタケルの霊をもっては生まれていなかった。 

大臣　ヤマトタケルの霊も大和に還れて、見事に思いを遂げられましたな。 

大王　まことにそうでしょうか。私が大王になり、その地位をこの子に引きついでいけたら、それでヤマトタケルの思いは叶ったのでしょうか？ 

大伴武以連　今や大和政権は東アジアの強国です。この姿を見ればヤマトタケル様の霊もさぞかし満足されていることでしょう。 

大王　大和に還るということは、大和を強国にするということではなかったはずだ。 

大臣　弱い国ではすぐにどこかに攻め滅ぼされます。 

大王　ただ大和を取るためには筑紫を強国にせざるを得なかったのだ。それで新羅まで出かけて制圧し、その勢いで大和を攻め取った。その結果大和は半島にまで覇を誇る強国となった。 

大臣　いったん強国になればその力を維持しなければ、今度は他の諸国に攻め滅ぼされることになります。 

大王　強国であるためには、属国に対してどうしても強圧的になるし、大和政権内の貧しい人々にもつらくあたるようになる。そんなことで、皆が心を開いて語り合え、協力し合えるような、嘘偽りのない大和の国家づくりができるだろうか。人々の心が打ち溶け合って、協力しあえ、互いに尊敬しあえるような国づくりに成功しない限り、我らは本当の大和に帰ったとはいえないのだ。 

大臣　まことに正論です。大王たるもの民におやさしいお気持をお持ちになることがなにより大切です。大王のやさしさは皇子にだけてなく、我々近臣にも、そして名もない民衆に対してまで行き届いています。さらに熊襲や新羅の民にまで。大王が民を信頼し、民を愛されているからこそ、民衆が為政者を信頼し、互いに信頼し合い、力を出し合おうとするのです。それでこそ倭国の倭は和につながり、大和は大和国とよばれているのです。 

高額媛　老婆心から一言言わせてもらいます。息長宿禰王は麛坂王・忍熊王を支援した大江王の地盤まで手に入れて、近江から山代一帯をも配下に収められ、今や建内宿禰大臣と並ぶ最大の豪族になられました。都や近江に大きなお屋敷をお持ちですが、わたしは河内葛城の旧家を離れる気がしません。河内葛城の我が家も土豪ですが、父も母も土仕事が好きで、そこで民草と共に野良作業で土にまみれて暮らしています。 

　種をまき、肥やしをやり大切に育てた実りを収穫して、それをいただく。自分で育てた生き物から食料や衣料を作り出す。それを互いに融通し、交換して生業を立てる。自分たちで作ったものだから、お互いに感謝し、喜びを分け合ってくらすことができます。そうしてそ、本当の和が生まれ、大和の国ができるのと違いますか。 

大王　お母様、何がおっしゃりたいのです。私が野良作業をしていないから、民草が作ったものを取り上げて、民草を苦しめているとでもおっしゃりたいのですか。 

大臣　この数年間大王のご苦労やお働きは、何万人分いや何百万人分、何千万人分、何億人分ものお働きです。それに比べれば大王の宮殿、お召し物、宝飾類、御召し上がるものはみな粗末過ぎるものです。貧しい民衆から比べると贅沢に見えるかも知れませんが、それも大王としてみすぼらしくするのは国家の威厳に関わるからであります。そこのところをどうか御理解ください。 

高額媛　私は心のことを言っているのです。為政者は建前では民に優しく、徳を及ぼすと言われます。しかし実際は軍事や造作で過酷な負担を民衆に課し、平和に暮らしていた国を宝の国だといって攻め滅ぼし、さんざん災難を与えた挙句、温情で生かしてやったのに貢物が遅れたといっては兵を送って沢山の民草を殺めるのです。 

加羅倭国兵Ａ　それは少し、いや全く間違っています。新羅が半島における倭国の拠点加羅を取ろうとしていたので、大王が身重にも関わらず、命の危険を冒してまでも加羅の民草を救って下さったのです。 

イトテ　倭国の半島経営は、この国での鉄資源と鉄器生産技術や土木、織物、農耕技術等の確保ならびに向上には欠かせないものなのです。もちろん平和的に行われるのが最も望ましいのですが、どうしても国益がぶつかり合い、武力で解決せざるを得ない場合もございます。その際、こちらが非力や弱腰では、半島での拠点を失うだけで済まず、いずれは半島からの武力侵攻を招くことにもなりかねません。 

高額媛　為政者たちはいつも殺さなければ殺されると言って人を殺す。殺人鬼と同じ理屈を使います。侵略されそうになったから侵略したといいます。まるで人殺しの準備と訓練をいつもしていて、相手の隙があればいつでも殺してもかまわないというようなもので、そうでないとこっちが殺されると考えているのです。 

大王　それが現実なのですよ、お母様。 

高額媛　そなたは、現実だといって、自分の祖先の国新羅の民を大虐殺したのですよ。新羅は私たちの祖先の国なのですよ。平和に仲良く暮らしている一般の民衆は、互いに殺意ももっていませんし、怨みも抱いていません。他人を殺す準備も訓練もしていません。仲良く平和に暮らせることを念願しているのです。いつの世も為政者が国家というものを作って、その権益と領土の拡張を虎視眈々と狙い戦争の災いを民衆にもたらしているのです。 

大王　もし国家を作らなければ、他の強力な国家に隷属させられるだけです。 

高額媛　あの忍熊王との戦いもそうです。互いに大王の地位を取られまいと策略で相手をやっつけることばかり考えていたじゃないですか。同じ帯中日子の家族なのに臣下を交えて話し合って、次ぎの大王を決めればよいものを、どうして殺しあわなければならないのです。自分があるいは自分の息子が大王にならなければという権力欲だけで行動するからです。 

大王　私は臣下たちに請われて大王の仕事をしていますが、大王に就任したこともなければ、自ら大王を名乗ったことは一度たりともありません。それに謀略で皇子たちを殺したのではないのです。あくまでも品陀和気皇子の身の安全を図るために、待ち伏せられている恐れを感じて、死んだことにしたまでです。実際あの皇子たちは謀反をおこしたのですから、私の決断で自分の息子の命を守れたのですよ。 

宿禰　わが妻よ、もう止めなさい。大王に対する不敬の言葉は、実の母でなければ死刑になっているところだ。大王、どうかお許しください。為政者の苦労や正義は、民衆には理解できないばかりか、とても罪深いものに思えることもあるということが、これでよく分かったでしょう。 

高額媛　私の言葉が不敬にあたるのでしたら、どうか死刑にしてください。もとより大王に意見する限りは、いかに母とは言え、死は覚悟しているのです。私もヤマトタケルの霊を受け入れた以上、「大和に還る」ということがどういう意味なのかずっと考えていたのです。でも息長帯日売大王の政治はどうもヤマトタケルの願いを叶えているものではないと思えてしかたないものですから、ずっと苦しみ抜いてきました。ですから命に代えても言わずにはおれなかったのです。 

大王　それならとどうしてあなたは白鳥の話などしたのですか。あなたの娘が、十五・六の若さでヤマトタケルの霊を宿し、葛城王家の血を引き継いだ数奇な運命を引き受けなければならなかった苦しみも気づいてくれてもよかったでしょうに。 

高額媛　あの時は、そなたに尊い霊が宿っていることを知らせ、自分に誇りをもって生き、自分を大切にして欲しかったから言ったのです。でも言うべきではなかったかもしれない。 

大王　たとえ神がかりとはいえ、夫に死の宣告をし、身重の体を抱えて熊襲を懐柔し、新羅に出征するのはどんなに怖くて、苦しいことだったか。自らの運命から逃げては、私を生んでくれた両親に申し訳ないと思ったからじゃありませんか。 

高額媛　大王になり、戦争や重税で民衆を苦しめるのが、ヤマトタケルの望みではなかった筈よ。 

大王　こうしてやっと大和に還ったのです。ヤマトタケル様の霊と血を引き継ぎ、葛城王家と三輪王家の血をさらには筑紫王家の血も享けている子をこうして大和に還したじゃないですか。私はこの子を守るためには、どんなことでもします。恐ろしい専制君主にならなければならないかもしれない。でもこの子を立派に育て上げれば、この子に宿っている尊い何かが、きっと夢の翼を拡げて理想に向かって飛び立ってくれる筈です。 

高額媛　内戦と侵攻でどれだけ民衆の命と生活を犠牲にしてきたか、民衆の目の高さから見ることが出来ないそなたには分からないでしょう。私は民草と一緒に土を耕し、共に同じ荷を背負っているから分かるのです。私は本当に申し訳ない気持で一杯でした。その間におまえ自身も本当につらい残酷な思いをしてきたじゃないですか、お願いだから、河内葛城に帰って一緒に土に生きましょう。それがお前にとっても、その子にとっても一番の幸せなのだから。ヤマトタケル様は「愛しけやし　吾家の方よ　雲居立ち来も」と本当の思いを歌われているのですよ。そなたは宮にいてこそ尊いものが輝くと思い込んでいるが、民草の藁葺の家にこそ本当に大切なものがあると歌われているのですよ。 
暗転

真っ暗な中で男女がまぐわっている音だけする。しばらく続いて音が止む。

上筒之男命と息長帯比売命だけがいる。

上筒之男命　私はまた船に乗って、任那に行き、倭国府の様子を見てくることにする。情勢によっては数年かかるかもしれない。できれば品陀和気王子も連れて行って、半島情勢や大陸文化について学ばせたい。いくいくは倭国の大王になるのだから、名君になるにはそれぐらいの経験も必要だろう。

息長帯比売命　それは王子の将来を考えますと、私のそばに置いて甘やかされて育つのはもういい加減にしなければとは思うけれど、そんな重大なことは独断では決められないでしょう。それに海を渡ることだけでも命がけですから、他に跡取りがいくらでもいるのならともかく、愛おしいあなたの血を分けた王子はあの子だけですから、とてもそんな危険な決断はできません。この国は住吉明神の子が未来永劫治めるようにしたいのです。

上筒之男命　一度起こったことは再び起こる。こうして我々が紛れを起こしたように、必ず将来私の血統もまた紛れてしまう。結局紛れてなかったことにして表面的には月讀命の血統が続いたことになる。しかも国の事情が変われば、月讀命が祖先神ではなくて、天照大神や須佐之男命が祖先神だったことにされるかもしれない、だから血統などというものは所詮虚妄なんだ。

息長帯比売命　そんな、私はそのために帯中彦大王の王子たちを殺したのよ。みんなあなたの子を統合倭国の大王にしたかったからよ。

上筒之男命　しかしもし私の子だということが露見すれば、どうなる。せっかく築き上げた統合倭国があっという間にまた砂上の楼閣と化し、崩れ去ってしまうだろう。だから誤魔化しであってもいいから、帯中彦大王の王子だったことにすることが私達の子だという真実よりも強いんだ。その虚妄の上にこそ、強盛大国は築かれるのだ。

息長帯比売命　何を言ってるのよ、あなたが策略をめぐらして、若帯彦大王と帯中彦王を対立させて倭国を東西分裂させ、倭国西朝を作って、新羅侵攻に加担させ、その勢いで東朝を倒して倭国統合を成し遂げさせたのでしょう。そしてあなたここは住みええ、住みええというものだから、住吉大社もできたのよ。その周辺統合倭国の中枢に海原倭国を移して、統合倭国の実権を手に入れたじゃないの。

上筒之男命　そこが息長帯比売命の凄いところなんだ、結局海原倭国は統合倭国に吸収されてしまったし、高海原も今や統合倭国の出先機関にすぎない、うまく周囲に発案させ、実行させてあなた自身の強大な権力を築き上げた。

息長帯比売命　私は何も倭国を東西に分裂させたかったわけではないし、そういう時代に巻き込まれて必死帯中彦と気比に逃げたの。新羅攻めだって押し付けられたものでしょう。熊曾と和解して新羅に攻め、その勢いで倭国再統合を果たした。麛坂王・忍熊王を戦に追い込んで滅ぼしたのも品陀和気命を守りたいという母性本能に駆られたからよ。海原倭国を取り込み、任那・伽倻を領有したのも倭人通商圏を守って、民の暮らしを守るためよ。私が好んで戦をし、人々を地獄に突き落としたとか、母は民衆の立場から非難するけれど、私が権力を握らなかったら、他の人が権力を握ったでしょう。その人の方がみんなを幸せにできたというの。私は私なりにヤマトタケルの夢の翼を追い求め、平和で豊かな国造りを目指してきた。そりゃあ修羅場の連続で、罪深いこともたくさんしたけれど、それは生きた証よ。でもやがて歴史の闇に消えていくのかもれないけれど、千年後、二千年後の人々は息長帯比売命をどう評価するのかしらね。

上筒之男命　さあ、果たして一人の少女がヤマトタケルにあこがれて、波乱万丈の人生を送り、海の向こうまで広がる倭人の大帝国を築いたなんて話、歴史として信用するだろうか、出来過ぎの歴史物語としておとぎ話の一つと見なされるのが落ちかもしれないね。
　幕が降りる。 
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はじめに

すめろぎは聖と俗とを重ね着て孤独地獄に己見つめり

梅原猛著書『海人と天皇―日本とは何かー』（一九九一年、朝日新聞社刊行）は推古天皇から称徳天皇にいたる女帝時代についての歴史評論の名作です。

　梅原は『美と宗教の発見』で和辻哲郎、鈴木大拙、丸山真男、柳宗悦といったそうそうたる日本文化論の権威がみんな宗教的痴呆に陥っていることを指摘していました。その原因は、近代の天皇制による内圧にあるのです。つまり日本文化を万世一系の天皇を中心に据えて捉えてきたのです。それで本来の日本文化の伝統をゆがめて捉えてしまっていたのです。神道も天皇を神性の根源におくような天皇教に偏りました。本来の自然への信仰が天皇中心の信仰に組み込まれ、その支配下に置かれてしまったのです。

　そこから日本でもっとも有力な宗教的伝統であった仏教は、極端に軽視されました。特に神仏習合の文化の伝統はあまり省みられなくなりました。真言密教や天台本覚思想などが正当に評価されていないのです。そして怨霊信仰が日本の宗教文化や歴史を理解する大きな鍵なのですが、歴史学では全く無視されてきました。早良親王以前の怨霊信仰はなかったことになっていたのです。
それを梅原猛は、『隠された十字架』で、法隆寺が聖徳太子の怨霊鎮魂のために再建されたことを暴きだし、『水底の歌』で柿本人麿も水刑になって殺されたので、その祟りを恐れた平城天皇たちが万葉集を刊行したということを明らかにしたのです。

　そして『海人と天皇』では女帝時代を洗い直し、天皇中心の律令国家が完成した時期においても、天皇親政、皇親政治の伝統よりも、象徴的な天皇の伝統の方が強いことを明らかにしたのです。
白鳳・天平時代が専制的な天皇制の時代だったという認識は、近代天皇制イデオロギーに基づいていたというわけです。つまり明治以降の「大教宣布」の元で国家神道ができました。彼らが求める神格化した天皇による絶対的な支配のモデルを、古代律令国家に投影しようとしたのです。しかし白鳳・天平時代にも天皇は国家統合の象徴としての役割が大きかったとみています。それを梅原は、藤原不比等が主導でつくられた律令と、象徴天皇に相応しい女帝たちの活躍にみているわけです。聖武天皇は強引に遷都を試みることによって、天皇の主導権を奪還しましたが、かえって破綻してしまいます。

　そして天皇の神格化についても、天皇の神聖な血統は俗なる庶民の血を取り込まざるを得なくなり、脱神聖化しつつあったという矛盾を指摘しています。卑母コンプレックスから聖と俗のアンビバレンツに天皇自体が激しい苦悩を抱え込まざるを得なくなっていたということです。『海人と天皇』というタイトルがこの内容を暗示していますね。そのことに神ならぬ人間天皇とその家族の苦悩があったのです。特に聖武天皇の生母が海女出身であり、そのことで和製マイ・フェアレディを演じ、皇子出産後暗転して、三十六年もの憂愁の閉じ籠りを経験しなければならなかったのです。このことは、皇族の生活に適応するということが如何に難しいかということですね。現在でも口が聞けなくなったり、落ち込んだりされるそうですから。

　そういう卑母をもったということが、聖武天皇のコンプレックスになり、長屋王や藤原四子や光明子に頭が上がらなくなりますが、自分は直系の嫡子だというプライドもありますので、その葛藤に苦しんだ末に、突然遷都を敢行し、全国に国分寺・国分尼寺を作り、大仏を作るなど仏国土造りに乗り出します。さすがに無茶な遷都計画は財政的破綻と官僚層の大反発で破綻し、平城京に戻った天皇は東大寺に大仏を作ることに専念し、娘に譲位します。
　
　聖武天皇の娘である孝謙天皇は、聖と俗の相克を極点までヒートアップさせます。そして天皇を血統でなく、徳で選ぼうとし、しかも自分の愛人の道鏡を天皇にしようとするわけです。この行動を女性を天皇にしたら私的な感情で皇統を絶やし、国家を潰してしまう例として取り上げる人がいます。それは当時の事情を無視していっているのです。『海人と天皇』によれば、孝謙天皇から皇位継承させようと聖武天皇が遺言で皇太子にした道祖王は、聖武天皇の喪中にホモに耽っているし、これを廃太子して、次に皇太子になった大炊王は、藤原仲麻呂宅に寄生していた今でいうニートのような男でした。つまり血統で選ぶとこういう連中しかいないということなのです。それよりも命がけで自分を朝廷の孤独地獄から救ってくれた道鏡の方が信頼がおけるということです。

　万世一系の皇統を継いでいるはずの孝謙上皇本人が、皇統を否定して、一人の人間としての徳による選定を選ぶということは、これはすごいことですよ。まさしく人間革命ですね。それだけ彼女の中で聖と俗の相克が極まっていたのでしょう。
そしてその地獄から救い出した道鏡の治療が、彼女の幻想の聖性を引き剥がし、一人の人間に目覚めさせたということなのでしょう。これは聖性を徹底的に攻撃しなければなりません。聖性を完膚なきまでに冒涜し尽くすということで、とんでもないことをしたに違いありません。しかし僧として煩悩に苦しんでいる魂を朝廷の孤独地獄から救い出すのなら、自分は死刑になっても、地獄に落ちても本望だということです。ということで、この点では梅原猛よりももっと幻視を膨らまし過激な内容になっています。

　『海人と天皇』への私の読み込みの内容を紹介するにあたりまして、歴史物語の形をとることにしました。物語と言いましても、私が物語る形ですから、講演のような物語のような中途半端なものになりますが、純然たる歴史科学的なものでなく、多分にフィクションを含んだ物語的なものにならざるを得ないのです。

　ですから物語だからといって、単純にフィクションというのではなく、もしこうであったとしたら、リアリティが胸に迫ってくるのではないかという歴史解釈です。解釈だけど、その真偽が明らかになることは原理的に有り得ません。なぜなら過ぎ去った過去は戻りません。自然科学的なものなら再現可能ですが、我々が既に抱いている歴史像からもっともありそうなこととして了解する以上のことはできないのです。

　「物語」とわざわざしていますのは、実証的な歴史科学でないという意味と、「もののかたり」であるという意味を含ませています。歴史的な史料が直接語っていることはごくわずかですが、その史料を他の史料や時代の背景とつき合わせますと、さまざまな人間模様が見えてきます。また「もの」は時代の精神の現れですので、「もの」には霊魂の意味もあります。ですから「もののかたり」は魂のかたりでもあるということです。魂の苦悩を聞き取ることが大切なのです。
それから本書でも精神分析の方法が使われています。精神分析を使って書こうと意識的にしたわけではありませんが、私の人間解釈にフロイト学派の自我防衛機制という心理分析の方法があちこちに見られるようです。この十年間ほどの私の著作は精神分析が大きな役割を果たしているのです。イエス復活の謎解明に精神分析を使い、『評伝　　梅原猛―哀しみのパトス』でも梅原猛の怨霊史観が、生母への想いを昇華していることを分析した際にも使いました。

本書でも持統天皇や聖武天皇、孝謙天皇などの歴史上の人物の心理分析にも、精神分析は大変有効だと思いました。ただこの方法の問題点は、当人に関する史料が極めて少ないのに、自分の結論へと導くために使いますと、どうとでも説明できてしまうところがあります。それで私は心理学を使ったけれど、だから科学的な実証はできたとは言えないと考えています。もしこのように考え、行動する人間だとしたら、納得できるということですから、あくまでもフィクションの域を出ていないような気がしますので、リアリティは感じても物語だというわけなのです。

　歴史解釈については大筋は梅原猛の解釈に従ったつもりです。一つは日本の伝統を、天皇崇拝に基づく天皇親政を中心に考えるより、象徴天皇制をにこそ求めるべきだという視点です。もう一つは『海人と天皇』という題名からも分かりますように、天皇家は聖なるものと俗なるものの相克に苦しんでいたということです。その両極に揺れ動くことで歴史は展開しました。この二つの視点を踏まえている限り、歴史解釈に多少のずれが生じても、私の物語も梅原猛の『海人と天皇』を原作としたものであることを認めていただけるのではないかと思います。なお梅原猛の解釈からずれてしまったところについては注記を入れておきました。
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　　　　　１不在の皇子
父帝(ちちぎみ)の殯の席に在れまさぬ皇子はいずこぞ闇をさまよふ
まず持統天皇について誤解を解いておきたいのです。彼女は自分の子や孫に皇位を継がせるために謀略を働く怖い女ではないかという通念のようなものがありますね。残念ながら、この物語の原作者梅原猛にも、弟の死を見ても平然としていたというような表現がありまして、そういう傾向がうかがえます。

「その苦難のおかげで壬申の乱は大海人皇子側の大勝利に帰し、大海人皇子は天武帝となり、彼女は皇后となった。私は鸕野皇女のことを考える時、「持統紀・称制前紀」にある次の記事に関心を寄せざるをえない。

　秋七月に、美濃の軍将等と大倭の傑豪と、共に大友皇子を誅して、首を傳へて不破宮に詣づ（ 『 日本書紀 』 ）
この文は天武元年七月にある「乙卯に、将軍等不破宮に向づ。因りて大友皇子の頭を捧げて、営の前に献りぬ」という記事と対応する。この首の記事がわざわざ「持統紀」にも再度書かれたのはどういう訳であろうか。私は異母弟の首をながめる彼女の姿が、よほど印象的であったのではないかと思う。彼女は、大友皇子の首に心の動揺を隠さなかった天武と違って、平然とこの己と夫の命を奪おうとした異母弟を見つめたに違いない。おそらくは勝利のほほえみをもって」（梅原猛『海人と天皇上』二〇七～二〇八頁）

このような性格評価は「深沈（しめやか）にして大度（おほきなるのり）有（ま）します」という『日本書紀』の記述の影響があるのです。そこから梅原は「彼女は天智帝より遥かに怜悧に天智帝の残酷さを受けついだといってよい」（同上二〇四頁）と結論づけています。
のっけから梅原猛の解釈とずれが生じて、原作は梅原猛『海人と天皇』だという表看板に反すると思われますか、でも持統天皇の役割を皇子たちや貴族官僚をまとめあげて律令国家を完成させたまとまりの中心という意味で、あまり冷たく怖くないほうがまとまりやすかったと思うのです。つまり恐怖独裁的なイメージではなく、皇子たちや官僚が鸕野皇女の人間的な魅力によって集まってきて、みんなで支えようとしたというイメージの方がピッタリ来るというのが私の解釈なのです。
鸕野皇女は六八六年九月四日、親王以下諸臣川原寺に集まり、危篤の天武天皇の治癒を祈りました。願い空しく九日に崩御されたのです。二十四日に殯の宮にて殯が始まった日に大津皇子の謀反が発覚したようです。これには草壁皇子擁立派の大規模な謀略が働いていたと思われています。連座した連中がほとんど無罪になっていることから、陰謀説が強いのです。
皇后の意を受けた連中が言葉巧みに大津皇子に近づき、謀反をけしかけたり、謀反の嫌疑がかけられていて、今先手を打って起ち上がらないと、偽物の証拠で謀反をでっち上げられて処刑されるなどと、あることないことを言って、謀反に追い詰めたのではないかという解釈ですね。
たしかに大津皇子を排除しようとする勢力が存在して、大津皇子は嵌められてしまったというのは、大いにありえるとも思われます。ただし、その陰謀が前もって帝の死に直面している皇后に知らされていて、皇后の了承の下に行われていたという証拠はありません。

梅原猛の歴史の見方では、その登場人物に成った気持ちになると、自分ならどうしただろうと考えるのです。もし自分が草壁皇子擁立のために、ライバル大津皇子を排除するつもりなら、皇后に相談しただろうかと考えます。すると帝の死に直面しておられる皇后にそんな生々しい話などできる筈はないと私には思われます。

大津皇子の陰謀発覚が二十四日だとしたら、それは殯の席に大津皇子が居なかったという意味ではないでしょうか。大津皇子がいないということで、大騒ぎになったと考えられます。帝の殯に皇子がすっぽかすなど有り得ない話です。余程の重病でない限り出席した筈ですから。「是の時に當りて、大津皇子、皇太子を謀反けむとす」と書紀の「天武天皇下」にあります。つまりこの不在が謀反の証拠のように言い立てる者がいたのでしょう。
大津皇子が捕らえられたのは十月二日、翌三日には死を賜っています。つまりその間に大津皇子は伊勢神宮の斎宮をしていた姉大伯皇女に会いに伊勢に行ったと思われます。父帝の殯の席に出なければ、当然疑いがかけられると分かっているわけですね。それでも行ったということです。もちろん帝の死の前後の緊張で体調を崩して寝込んだことにしたのでしょうが、怪しまれて、屋敷に踏み込まれ留守が露見してしまったのでしょうね。
書紀にはいつ伊勢に行ったか書いていません。ただ姉に会うだけが目的ではなく、東国の豪族と連絡を取り、決起に加わるよう説得に行ったかもしれません。しかしそれなら、帝の殯が明けてからにするはずですね。わざわざ疑われるような時期に行くのはおかしいです。
そこが大津皇子の謀反が実は謀略に乗せられたものだと思われるところですね。だとしたら、すぐにも伊勢で連絡をしなければ、草壁皇子擁立派が大津皇子逮捕に踏み切るのではないかという情報を流したのかもしれません。大津皇子にすれば敵がでっち上げで自分を逮捕して処刑しようとしているのにどう対処するのかという問題だったかもしれません。そして伊勢で東国の豪族と落ち合って、謀反の手筈を整えて大和に引き返したということです。
この東国の豪族というのも実は敵のスパイだったので、まんまとだまされ挙兵しようと大和に戻ったところで、待ち構えていた朝廷の兵士に逮捕されたということですね。姉大伯皇女に会って、大津皇子は何を告げたのでしょう。おそらく密偵が常に自分を追い回していて、自分を罠にはめて殺そうと付け狙っているようだと訴えたのでしょう。そして姉上に会えるのもこれが最後かもしれないと言ったのです。『万葉集』から引用です。

　大津皇子、窃（ひそ）かに伊勢の神宮に下りて上り来ましし時の大伯皇女（おほくのひめみこ）の御作歌（みうた）
　わが背子を　大和へ遣ると　さ夜深けて　暁露に　わが立ち濡れし　　巻二　一〇五　
　二人行けど　行き過ぎ難き　秋山を　いかにか君が　独り越ゆらむ　　巻二　一〇六

　　　　　　２大津皇子の志

下位につきやすからざりし運命(さだめ)なら吾が志太宗にあり
大津皇子と同母姉大伯皇女は鸕野皇女の同母姉大田皇女の子供です。もし大田皇女が生きていれば、大田皇女が皇后になっていて、年齢は一つ下（『懐風藻』では大津皇子が長子です）でも、才覚にすぐれた大津皇子が皇太子になっていたでしょう。大津皇子は漢詩文に優れていまして、日本最初の漢詩文集『懐風藻』の「大津皇子の伝記」にこの時のいきさつが少し触れられています。編者淡海三船は大友皇子の曾孫ですので、むしろ大津皇子に同情的です。ですから大津皇子が謀反を決意したこと自体は追い詰められた結果とはいえ、否定できないでしょう。現代語訳を紹介します。

　「大津皇子は天武天皇の第一皇子である。丈高くすぐれた容貌で、度量も秀でて広大である。
幼年の時より、学問を好み、知識が広く、詩や文をよく書かれた。成人すると、武を好み、力にすぐれ、よく剣を操った。性格はのびのびとし、自由に振舞って、規則などには縛られなかった。
高貴な身分でありながら、よくへりくだり、人士を厚く待遇した。このために皇子につき従う者は多かった。
当時、新羅の僧で行心という者がいた。天文や占いをよくした。僧は皇子につげてこういった。『皇子の骨柄は人臣にとどまっていてよいという相ではございません。長く下位にとどまっておりますなら、恐らく身を全うすることはできないでしょう』と。
この僧のまどわしに皇子は迷われ、とうとう謀反の行為に出られたのである。ああ惜しいことよ、立派な才能を心に抱きながらも、忠孝の道を守って身を保つことをしないで、この悪い小僧に近づいて死罪にあい、一生を終えられた。古人が友人との交際を慎しんだ心は、この一件によって考えてみると深い意味が読みとれる。亡くなられた時の年は二四歳であった。」
　
　おそらく唐に強い憧れを持っていた大津皇子は武人としても文人としても超一流の太宗皇帝（李世民）を最も尊敬していたのかもしれません。李世民は父に挙兵を決意させ，唐建国に重要な役割を果たしました。しかし兄李建成・弟李元吉らと折り合いが悪く、機先を制して六二六（武徳九）年、「玄武門の変」で彼らを殺し、父を幽閉して皇帝に即位したのです。翌年、年号を貞観（じょうかん）として、「貞観の治」と称えられる名天子で通っています。日本の太宗皇帝になるためには草壁皇子や皇后を退けなければならないと機会を伺っていたとも考えられます。
　『懐風藻』では大津皇子の「莫逆の友」と言われるほど親友だった中大兄皇子の皇子川島皇子が、大津皇子から謀反計画を打ち明けられ、友情より忠義を重んじて通報したとされています。川島皇子は大津皇子より六歳年上です。彼も後に触れます「吉野の誓い」に加わっていますから、この誓いを裏切ることはできなかったのでしょう。それに母親は違っても皇后とは姉弟の関係ですから、悪感情を持っていなければ、姉を救わなければと思ったでしょう。
　ただ皇后の弟である川島皇子に計画を漏らすのは不用意すぎるので、川島皇子の方から大津皇子に粛清を逃れたかったら先手を打つしかないとそそのかされて、大津皇子がそうなったら味方してくれと言われ、それで通報されたというのが真相ではないかという解釈も成り立ちます。その場合だと川島皇子も大津皇子をはめる陰謀に参加していたことになります。それだと「莫逆の友」というのも表向きでしかなかったということでしょうか。
３吉野の絆

　汝がために歌ひし歌は遺らねど吉野の絆千代にゆるまじ
歯の浮いたような恋の歌こそ贈らなかったけれど私は、皇后は天武天皇を大変愛していたと思っています。ですから帝の臨終前後に、心痛の皇后に謀略を持ちかけることは有り得ないと考えますが、これに対して、両者は政略結婚だし、それほど愛情は強くなかったという解釈をする者もいます。

実は天武天皇は皇后に歌を贈ったという記録がないのです。それで天武天皇と皇后の関係は極めて冷めていたというのです。さあどれだけの歌が現在まで残っているものなのか、難しい問題です。それに十三歳から妻にしていたので身内意識が強くて歌を贈るような相手ではなかったのかもしれません。つまり恋の歌というのは、妻問いで口説き落とすためのかけひきであったり、ある程度距離感が必要ですが、そういう距離感がなかったのではないでしょうか。
私もこの三年ほど歌を詠み始めていますが、ワイフに恋歌は贈っていませんね。額田王の場合は兄の横恋慕があって、譲らなければならなかったけれど、思い切れない思いが残っていました。そういうような美貌の才女をめぐっての三角関係というような関係ではないわけです。
鸕野皇女は中大兄皇子の娘として生まれ、大海人皇子に嫁つぎました。その為に六七二年の壬申の乱では夫と共に逃げ回ったりしなければならなかったのです。そこで夫や草壁皇子以外の皇子たちとも深い精神的つながりができたと考えられます。

　また壬申の乱では弟大友皇子を殺す側に身をおかなければなりませんでした。その際、平然と弟の遺体を見て、勝ち誇った笑みを浮かべていたでしょうか。梅原猛もそのように解釈しているのですが、私は内心は笑みを浮かべていたとしても、それでは夫も夫の皇子たちも恐ろしい女だと警戒するに違いありません。その当時、女性に期待されていたのは、家族が殺しあわなければならない歴史の運命悲劇の前に、泣き崩れる姿ではなかったでしょうか。

　姉の大田皇女が亡くなった時も、これで大海人皇子の第一夫人に成れたと、内心はほくそえんでいたかもしれませんね。しかし表面では頼りの姉をなくして狼狽する哀れな妹を演じなければなりません。そうでなければ夫や大田皇女の皇子たちに恨まれてしまいます。

　それに皇后が陰謀の首謀者だとしますと、皇子たちから皇后は裏切り者とみなされますね。皇后が既に絶対権力を掌握していたのならともかく、当時は皇親政治の時代です。天皇が皇族を団結させて、要職につけ、朝廷を運営していたのです。つまり皇子たちが皇后を中心にまとまって政治を相談しあって運営していました。

　天武天皇は、天武天皇八年（六七九）年吉野に行幸して、皇后、皇子たちに皇位継承争いを起こさないよう誓わせています。「異腹でも団結して朝廷に尽くす。」と先ず草壁皇子が唱え、他の皇子たちが復唱しました。天皇・皇后も「異腹でも同等に扱う」ことを盟約したのです。これを「吉野の盟約」といいます。この時草壁皇子がリードしたので、六八一年に立太子しました。大津皇子は皇后の姉大田皇女の皇子だったのですが、大田皇女は壬申の乱以前に夭折しています。でも文武に優れていたので大津皇子も有力後継者だったわけです。

　鸕野皇女は皇后になり、天皇にまでなったので、いかにも気丈でいつも堂々としていたように受け取られがちですが、たとえ本質においてそうであったとしても、そのような素振りは微塵もみせなかったのではないかと思います。「ああおいたわしや、義母上は悲しみに堪えて、重い荷を背負ってよくやっておられる」と心から慕われていたのではないでしょうか。

　表面的な演技では、心まで届きません。すぐに本性を見破られてしまいます。だから鸕野皇女は、真情からそう感じるようにしたのではないでしょうか。それは意識的にやれるものではありません。こういうのは無意識の自我防衛機制なのです。それだからこそある意味、彼女は怖い女かもしれません。
私には皇后は天武天皇亡き後、大津皇子の変はあったものの、皇子たちをまとめ、貴族官僚の登用にも成功し、律令国家体制を築き上げていくのに、象徴的なまとめ役として非常にうまく機能したと思うのです。もし彼女が自分の腹を痛めた子や孫のためにライバルを消そうと考えるような残忍な性格なように思われていたら、こんなにスムーズにはいかなかったと思われます。

ですから私は彼女は泣くべきところでは泣き、うろたえるべきところではうろたえた。それは決して利己的な動機でなく、吉野の盟約を守り、国をまとめていく方向で動いていると信頼されていたからです。つまり皇子たちのよき母親を演じ、官僚たちにも人間的に好かれていたからではないでしょうか。その上、本質において芯があり気丈なところがありました。幼いときからの悲劇的な運命に耐えてきたのですから、でもそれで性格が冷たくなったり、残酷になったりしなかったから愛されるわけです。そういうところから「しめやかでおほきなる度まします」という印象になったとも言えないでしょうか。この言葉をいい意味で解釈したいですね。
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　４石川麻呂と遠智媛の死
父がため祖父と母を殺されぬそのトラウマに心ゆがむや

　持統天皇を恐怖独裁の女帝のようにいう根拠に、幼児期の父への愛憎をあげる人がいます。当時は政略結婚というのが皇族や貴族たちの間では盛んだったようです。中大兄皇子は、六四五年の乙巳の変に備えて、蘇我氏分断のために蘇我倉石川麻呂に接近し、遠智媛と結婚しました。それで大田皇女、鸕野讃良皇女が生まれたのです。讃良皇女はクーデターが起こった六四五年に生まれたのです。

　石川麻呂は大化の改新で大活躍し、右大臣まで出世しました。ところが六四九年に政変から四年足らずで異母弟蘇我臣日向（そがのおみひむか）の讒言により自殺に追い込まれたのです。石川麻呂は戦って死ぬより山田寺で自害することで身の潔白を示し、自らの名誉を守ろうとしました。『日本書紀』には彼の最後の言葉が記録されています。

「それ人の臣たる者、いづくにぞ君に逆ふることを構へむ。いづくにぞ父に孝ふことを失はむ。おほよそ此の伽藍(てら)は元より自身(みづから)の故(ため)に造れるにあらず。天皇のおほみために誓ひて作れるなり。今我身刺(むざし)にしこぢられて、横(よこしま)に誅(ころ)されむことを恐る。いささかに望はくは、黄泉(よもつくに)にも尚忠(いさを)しきことを懐きてまからむ。寺にきつる所以は、終の時をやすからしめむとなり」「願はくは我、生生世世に君主を怨みじ」

　翌日三月二六日には一族のもので殉死する者も多かったと言われているのです。山背大兄皇子の抗議の自殺を思い起こさせられますね。もし戦って死ねば、やはり石川麻呂は反逆者だったのかと思われますが、自害して身の潔白を主張すれば、非は忠臣を信用せず、逆臣の讒言を信用した中大兄皇子にあることになります。無実を知った中大兄皇子は石川麻呂を死に追いやったことを後悔して、哀しみ嘆いています。「追ひて悔い恥づることをなして、哀び歎くこと休み難し」とあるのです。でも後悔先に立たずでした。中大兄皇子は豪族たちの支持を失い、改革は進捗しないことになってしまったのです。
山背大兄皇子を蘇我入鹿を中心に皇子たちが排除しようと襲ったことがありますね。梅原猛は中大兄皇子もその時は入鹿の仲間だったとしています。山背大兄皇子は内戦を避けるために一族が自害して抗議の姿勢を示したのです。入鹿たちは皇位継承をめぐる争いと捉え、力で決着をつければよいと考えていたのです。
ところが山背大兄皇子はそうではなかったのです。彼は聖徳太子の遺志を継ぎ、『憲法十七条』に基づく和の国家を作るために皇位継承を求めていました。決して争って皇位を奪おうとしたのではないわけですね。そのことを示すために一族が自害したのです。これで蘇我入鹿たちの求心力がなくなってしまいました。皇子たちは入鹿についているととんでもない悪役になってしまうと考えて、その結果二年後の六四五年の乙巳の変となったわけです。

　もし、蘇我石川麻呂が中大兄皇子を迎え撃って華々しく戦死していたら、ことは権力争いということになります。ところが石川麻呂は蘇我入鹿や蝦夷を滅ぼしたのは決して蘇我氏の中で宗家になるためではなかったのです。あくまでも朝廷を私物化した蘇我宗家を退けるためだったのです。ですから、中大兄皇子とは戦わないで自害しました。もし戦って勝利すれば、かつての蘇我宗家の立場に自分たちが立つことになります。それでは蘇我宗家を滅ぼした自分たちの大義名分がなくなりますね。

これがショックで遠智媛は「遂に心を傷るに因りて、死ぬるに致りぬ」とあります。おそらく、気がふれて死んだのでしょう。自殺したということかもしれませんね。
遠智媛には大田皇女と讃良皇女と建皇子の三人の子がいました。建皇子は母が気が触れたので精神的に発育せずに言葉がしゃべれないまま八歳で夭折したのです。建皇子を不憫に思った祖母の宝皇女(皇極天皇=斉明天皇)が引き取って育てたと言われています。『日本書紀』の斉明天皇の次の歌は夭折した建皇子を偲んでいるのです。

飛鳥河水漲ひつつ行く水の間(あいだ)も無くも思ほゆるかも
山越えて海渡るともおもしろき今城の中は忘らゆましじ

　石川麻呂の死は讃良皇女がまだ四歳だったので、祖父の死を歎き悲しんで母が気がふれ死んでいったことが、幼心に大きな傷となったことは想像がつきます。ただしそこから権力闘争とはそういうもので、権力を守るためには冷徹に邪魔者は消せるぐらいでないといけないということを幼児体験から学び取ったごとく解釈するのはどうでしょうか。もちろんそういう人もいるでしょうが、一概に決め付けるのはどうかと思います。

　二つの戦い方があるのです。一つは権力を奪いあるいは維持し、それを自分の子に継承させるためならたとえ兄弟や叔父甥関係の相手でも容赦なく邪魔者は殺してしまうというやり方ですね。もう一つはあくまでも国家の理念を実現するために、権力の座につこうとし、皇位継承も国家の安定を保障するきちんとしたルールの下に行おうとするやり方です。後者の場合は必ずしも邪魔者は消せでなく平和的な皇位継承が可能だという立場ですから、自分から謀略を行う必要はないのです。
十三歳で讃良皇女は大海人皇子の妃になっています。そして草壁皇子を産んだのは十七歳でした。姉大田皇女が大津皇子を産むより早かったのです。姉妹がともに政略結婚で中大兄皇子のために大海人皇子に嫁いだのです。つまり祖父と母を殺したのも同然の憎しみの対象の筈の父の政略の道具になったのです。

　たしかに父への憎悪はあったでしょうが、事の発端は同族蘇我日向の讒言です。それに騙された中大兄皇子は悲劇的な結末に強く後悔し、激しく嘆き悲しんでいます。蘇我日向の讒言というのが実は中臣鎌足や中大兄皇子の謀略の中に予定済みのことだったのでしょうか。これは大変重大なことですが、少なくとも遠智媛の狂死や建皇子の悲劇を見て、中大兄皇子が己の罪に悶え苦しんだということが、讃良皇女の父への憎悪を和らげたと考えられないでしょうか。

　またこれは大海人皇子の実力の大きさを示しています。そして蘇我倉山田氏がそれだけ中大兄皇子の支配下にあったことを意味していますね。やはりたとえ石川麻呂という一族の長を殺されて、その上多くの殉死者を出しても、中大兄皇子の庇護のもとにしか生きられなかったということだと思われます。

ですから蘇我倉氏と中大兄皇子とは複雑な愛憎関係にあったのです。大田皇女や讃良皇女は、中大兄皇子と大海人皇子の関係をとりもつと共に、蘇我倉氏の生き残りためにも、皇族と結婚して朝廷内に蘇我倉氏の血統を残す必要があったのでしょう。　　
　　　　　　　　５不改常典
兄弟に継ぐは乱の因（もと）なりや親から子へと千代に継がまし

　父中大兄皇子の本当の理想は安定した律令国家体制づくりです。その場合皇位継承は、原則的には、皇后の長子への直系相続でなければなりません。何故なら兄弟相続なら、だれが後を継ぐかで兄弟が争い、それが派閥や党派の争いと結びついて国が乱れてしまうからです。しかし大海人皇子は、大和や東海の豪族たちと強く結びついていて、侮りがたいものがありました。だから天智天皇は即位したときも、次は大海人皇子だと公言していたのです。

　大海人皇子は、兄の直系相続という理想が分っていましたから、兄の息子の大友皇子に皇位継承権を譲って、吉野に引きこもったのです。ところが大友皇子は大海人皇子が恐ろしいから、つい吉野を攻めてしまいました。その時点で大海人皇子は大友皇子を討つ名目ができたのです。おそらく大海人皇子は、そのことを鸕野皇女に語っていたでしょう。

　「律令国家では直系相続が理想で、兄弟相続を続けてはいけないのだ。だから私は、その考えに基づいて吉野に退いたのだ。ところが大友皇子は、そのことを幾ら言っても信用してくれないのだ。この道理が分らないようでは、大友皇子では理想の律令国家はできない。だから私が討たれてやるわけにはいかないのだ」と言って、正当防衛権を行使して、大友皇子を討伐したのではないかということです。

　鸕野皇女が皇后の長子への直系相続にこだわり、この原則を元明・元正の両女帝が「不改常典（あらたむまじきつねののり）」と強調したのも、それが「壬申の乱」の精神だったからです。一見、壬申の乱は直系相続を否定して兄弟相続にしたように見えますね。もしそうなら持統天皇は天武天皇を裏切り、父天智天皇の仇をとったことになります。だがそれでは決して天武の皇子たちの理解を得られないでしょう。

　　　　　　　　６後皇子尊

　御位に就かずに女帝たすけたりこの皇子こそは後皇子尊

　直系相続でいくべきだというのなら、草壁皇子が病没した時点で、何故高市皇子に皇位を継がせなかったのかが謎になります。草壁皇子は天皇にはなれませんでした。直系相続の原則では、皇后も即位はしていなかったので、天武天皇からの継承ですから高市皇子になって当然でしょう。おそらく高市皇子は、大津皇子事件が引っかかっていて、身の危険を感じていたと思われます。高市皇子にも闇の謀略組織がいろんな策謀をして、即位を引き受ければ、テロや騒乱が起こることを予感させたのでしょう。鸕野皇女には高市皇子の即位に反対する理由は何もなかったのです。

　もちろん内心は草壁皇子に継がせられなかったのが残念でたまらず、草壁皇子の死で皇位がころがりこんで喜ぶであろう高市皇子が憎くて堪らなかったかもしれません。殺したいくらい憎かったかもしれないですね。あるいは自分が天皇になる絶好の機会だと思っていたかもしれません。しかしそんな素振りを見せれば、かえって逆効果で、持統天皇は実現しなかったでしょう。

　結論から言いますと、鸕野皇女は、真剣に高市皇子に皇位を継いでくれるように頼んだのです。しかし高市皇子はそれを固辞しました。正体の分らない陰謀団から脅かされ、身の危険を感じていたこともあるでしょう。また中大兄皇子のように皇位を継がないで、実権を振るっているほうが改革政治はやりやすいという気持もあったのでしょう。
そのことを正直に皇后に告げたのです。そして「もし許されるなら、私は太政大臣として思う存分実力を示し、父の皇親政治の理想を実践したいのです」と申し出たのでしょう。自分の父中大兄皇子を手本にしたいと言われれば、鸕野皇女は、それ以上反対できなかったでしょう。「それでは私が天皇になって高市皇子が存分に腕を振るえるように協力しましょう」ということになったのではと思われます。
「その代わり次の皇位は必ず継いでくださいよ」と皇后は念を押すことは忘れませんでした。高市皇子は、「そのお言葉は身に余る光栄ですが、二人だけの話にしておきましょう。臣下である太政大臣が皇太子では格好がつきません」といなして立太子はしなかったのです。
しかし後皇子尊という尊称で呼ばれていたのですから、実質的な皇太子のようなものですね。もしここで立太子をしようと動けば、大津皇子を葬った連中が動いて、高市皇子も闇に葬られたかもしれません。それは皇后の心の奥底にある高市皇子への憎悪を代行しようとする、闇の権力者が動くからです。

　しかしいったん鸕野皇女の即位が実現してしまえば、高市皇子への継承は難しくなるのではないでしょうか。鸕野皇女の直系となればまだ六歳の草壁皇子の子である軽皇子になります。甥である高市皇子は傍系ですね。
今年二〇〇六年九月七日に秋篠宮家に親王が生まれました。皇室で男子が生まれたのは秋篠宮誕生以来四十一年ぶりだそうですね。それまで天皇の孫の世代に男子がいないので、皇室典範を改正して、女性天皇や女系天皇を認めようという動きがありましたが、それが猛然たる反対に合っています。
これまで女性天皇は中継ぎではあったけれど、女系天皇はなかったという議論です。軽皇子は女系天皇ということですが、天武天皇の孫でもありますので、男系も継いでいるのです。でも高市皇子の方が男系だけにこだわれば軽皇子より優先順位は上ですね。でも当時は女系はいけないという意識はなかった筈です。

ともかく軽皇子はまだ六歳だし、孫への継承という先例もありませんでした。高市皇子に皇位継承を要請して断られた上での持統天皇ですから、「私は当面の中継ぎで次はあなたよ」ということでまとまったのでしょう。

　　　　　　　　７聖神女帝の登場

　唐（もろこし）に聖神女帝現れぬ女はもはや代役にあらめ
鸕野皇女は、天武が病床についてからどんどん近江側の人物を復権させています。壬申の乱は、急進的な天智天皇の律令国家形成への反撥の力を、大海人皇子がまとめ上げて成功させたものなのです。しかし時代は後戻りできません。律令国家づくりのためには、近江側の人材を取り込まなければならないのです。恩讐を超えて、復権した近江側の人材には石上麻呂や藤原不比等らがいて、持統天皇即位の儀式には典礼にくわしい彼らが中心的役割を演じたのです。

　高市皇子は、太政大臣として律令国家形成に手腕を発揮しました。そうすると天皇は内心面白くないかもしれません。草壁皇子に継がせることができなかった皇位を自分の直系ではない皇子に持っていかれるのがやはり悔しいのです。彼女はいつも孫の軽皇子を連れていました。目の中に入れても痛くない草壁皇子の忘れ形見です。どうしてこの孫に継がせていけないことがあろうかという思いが日増しに強くなってくるのです。

　持統天皇にとって大変ショッキングな事件は、中国史上、唯一の女帝である聖神皇帝（在位　六九〇～七〇五）の登場です。彼女の名は武照です。唐の高宗の皇后であったので則天武后と呼ばれていました。高宗を「天皇」として祭り上げて、実権は完全に掌握していました。「天皇」という呼称が、日本でも採用されたのは、それ以後の筈だから、日本最初の天皇は天武天皇だという説の論拠はここにあるのです。（梅原猛は推古天皇の時代に天皇号が始めて使用されたという説を採用しています。）

　唐では高宗の死後、則天武后は息子の中宗・睿宗を相次いで即位させましたが、結局これを廃してしまったのです。そして多くの人民に自分の即位を請願させました。こうした下準備を経て六九〇年に国を大周と改め皇帝に即位したのです。
彼女は皇帝としては有能で、密告制度による強権体制を布く一方で、優秀な人材は積極的に登用し、強大な官僚機構を作り上げたと言われています。同年に即位した持統天皇が憧れたのも無理はありません。それで則天文字と呼ばれる新字を積極的に日本に導入したのです。徳川光圀の「圀」も則天文字の一つです。

　倭国は卑弥呼以来、女王の時代にはよく治まるところがありました。ところが、それを男尊女卑の中国から蔑視されていたこともあり、隋に対しては推古女帝を隠していたという解釈もあります。その真偽はともかく、則天武后が聖神皇帝になったということで、日本の女帝コンプレックスは吹っ飛んだのです。

　女が天皇になってもよい、女の天皇というのは男の天皇の代役ではないということになれば、皇位継承に対する捉え方も変わってきます。たしかに草壁皇子の亡くなった時点では高市皇子が最も皇位継承者にふさわしかったかもしれませんが、彼は即位を固辞し、持統天皇が誕生しました。持統天皇から皇位を直系相続するとなれば、それは傍系に当る高市皇子よりも、孫の軽皇子の方がはるかにふさわしいことになります。そのためには高市皇子が行政手腕で実権を振るっているのに対抗して、持統天皇は天皇の神格性を強める方向で権威付けをおこなわなければなりません。

　そのために持統天皇は吉野にたびたび御幸しています。称制をはじめて五年目の六九一年から七〇一年までで実に三十三回も吉野の神仙境に遊び、山の神や川の神と交わって自らも神となろうとしているのです。それで柿本人麻呂を伴って、天皇を神と讃える歌を詠ませています。

吉野の宮に幸しし時、柿本朝臣人麿の作る歌
やすみしし　わご大君　神ながら　神さびせすと　吉野川　激つ河内に　高殿を　高知りまして　登り立ち　國見をせせば　疊づく　靑垣山　山神の　奉る御調を　春べは　花かざし持ち　秋立てば　黄葉かざせり、逝き副ふ　川の神も　大御食に仕え奉ると　上つ瀨に　鵜川を立ち　下つ瀨に　小網さし渡す　山川も　依りて　仕ふる　神の御代かも
　反歌
山川も依りて仕ふる神ながらたぎつ河内に船出せすかも（万葉集）

　　　　　　８天照大神の誕生

　日の神が女神になりて孫神に地上の支配をゆだねたりしや
六九二年、持統天皇は伊勢神宮に御幸しています。伊勢神宮の信仰は外宮の豊受大神の信仰でした。それは大地の作物を生み出す産土(うぶすな)神だったのです。内宮の天照大御神の信仰は、この時に造られたと想像されます。伊勢の二見が浦からの日の出は、大変神々しいものです。その日の神と持統天皇は自らを一体化させたのです。

　日の神が女性なのは、持統天皇が日の神と自己を同一視したからなのです。『古事記』には、新羅の王子「天之日矛」が渡来した記事があります。新羅で日の神が昼寝中の女性の陰を射して、その女性に玉を産ませました。この玉を新羅の王子だった天之日矛が手に入れることになります。この玉が美しい女性に変身して、天之日矛の妻になりましたが、夫に文句を言われた妻は、父である日の神の国に帰ってしまいます。その国は日の神が東から昇るので、新羅からだと今でいう日本だということになります。それで天之日矛は妻を追って、大八嶋つまり今の日本に渡来したのです。

　この神話から日の神は男神だと見なされていたことが分かります。この話は新羅系の説話ですから、別に日の神が大八嶋で女神とされていた可能性はあります。でも物部氏の祖先神はニギハヤヒノミコトです。『先代旧事本紀』では、天照地照天火明櫛玉饒速日尊（あまてる くにてる あまのほあかり くしたま にぎはやひ の みこと）といいアメノオシホミミの子でニニギの兄であるアメノホアカリと同一の神であるとしています。実際に全国にある天照神社のほとんどがニギハヤヒ信仰です。その点からみても日の神を女神とする前に、男神とする信仰があったと考えるのは合理的です。

ということで持統天皇が日の神と自己を同一視することによって、天照大御神が女神であり、皇室の祖先神だという信仰が生まれたという推理は説得力があります。伊勢が天照大御神の国であることを持統天皇に教えたのは、実は夢に現れた天武天皇だったのです。『万葉集』の持統天皇の歌を紹介しましょう。

　天皇崩りましし後八年九月九日、奉為の御齊會の夜、夢のうちに習ひ給ふ御歌一首
一六二　明日香の　清御原の宮に　天の下　知らしめしし　やすみしし　わご大君　高照らす　日の皇子　いかさまに　思ほしめせか　神風の　伊勢の国は　沖つ藻も　靡きし波に　潮氣のみ　香れる國に　味こり　あやにともしき　高照らす　日の皇子 

　持統天皇は天照大御神に皇位継承問題を仮託しました。記紀では、アマテラスは孫のニニギノミコトに豊秋津瑞穂國の支配権を与えることになっています。天照大御神に仮託して、持統天皇は自分から孫の軽皇子への皇位継承のモデルを創作したのです。神話で前例を作っておけば、軽皇子への皇位継承の正当化ができると考えたのではないかと梅原猛は考えたわけですね。それにアマテラスを主神の地位に据える事によって、女帝がこの国に相応しいと思わせることができる効果も期待できます。

　このアマテラス神話は、「高照らす日の皇子」という持統天皇の夢の発想からきたものとしても、神話に具体化するには詩人の力が必要です。それには常に吉野御幸に同行していた柿本人麻呂がもっともうってつけなのです。

　柿本人麻呂は、持統天皇から「日の皇子」としての天皇の捉え方を聞き、草壁皇子への思いや軽皇子への思いを聞いています。たとえ口に出さなくても、軽皇子に対する態度で自分の直系に皇位を継承したがっていることは、分かってしまうものでしょう。そのような女帝の気持に応えようと、人麻呂は、皇孫への皇位継承の神話を創作したのです。

　柿本人麻呂と持統天皇との対話を側で聞いたり、陰で見ている者も、持統天皇の意志が皇孫軽皇子への皇位継承にあるということがはっきりすれば、高市皇子をいつまでも野放しにしておくわけにはいきません。高市皇子が太政大臣としての権勢を用いて、やがて大津皇子を葬った闇の陰謀団を摘発する能力を身に付けるかもしれないからです。

　人麿が高市皇子の生存中に皇孫への皇位継承神話を披露したとしても、持統天皇の明確な指示で行ったものでない以上、その政治的意図を問題にすることは、高市皇子もできません。持統天皇はただ面白そうに微笑んで、拍手を送っていればよかったのです。その政治的意義について論評をだれも加えようとはしなかったでしょう。しかしだれも批難しなかったとすれば、結局それが建国神話に採用されることになりますね。
　　　　　　９藤原不比等

この人に比べて優る人ぞなき女帝たすけて国家つくりぬ

このアマテラス神話などを人麿に作らせたのには実は、藤原不比等が絡んでいると梅原猛は睨んでいます。というのは不比等というのは元々は「史」と書いていたのです。それが比べるものなき秀才ということで「不比等」という尊称が与えられたということらしいのです。史というのは文書や記録を司るということで、もちろん歴史の編纂にも関わっていたと見られます。
梅原説では『古事記』は稗田阿礼が暗誦したのを太安万侶が筆録したことになっていますね。この稗田阿礼を盲目の女性のような暗記力抜群の巫女のようにイメージしていた人もいました。梅原猛は歴史編纂というのは歴史によって現在の権力支配を正当化するためのものだから、その中身は相当権力の実権を握っているものが決定したはずなので、藤原不比等以外に考えられないというのです。

持統天皇の時代にもっとも台頭してきたのは、たしかに藤原不比等です。なんと驚くべきことに持統天皇は『扶桑略記』によれば藤原邸で即位したことになっていますし、六九四年には藤原京に遷都しています。もっとも法然の師皇円が私撰したといわれる『扶桑略記』に書いてあることをどこまで信用してよいかは問題です。
でも都の名前が藤原京というのですから驚きですね。これは藤原氏から付けた都の名ではなく「藤井が原」に造ったので藤原宮、あるいは藤原京と呼ぶわけです。もともと井戸があって傍らに藤の木があったそうです。それで「藤井が原」という地名ができたそうです。でも藤原不比等に特別の好意がなければ、藤井宮、藤井京になっていたでしょうね。

　中臣鎌足が雷に打たれて、病床に就き死ぬ間際に藤原姓を天智天皇から賜ります。壬申の乱では、藤原氏は近江京の大友皇子の側につき、その後天武天皇の親政期には冷飯を食わされていたわけです。藤原史は、六八九（持統三）年、三一歳の時直広肆(従五位下)の高位でデビューしました。同年草壁皇子は薨ずる直前に愛用の佩刀を不比等に遺贈し、息子軽皇子(文武天皇)のことをよろしくと託したそうです。

　元々鎌足のことを天武天皇が尊敬していたということが不比等を重用した理由ですが、それにしては持統天皇の時代になって正式にデビューしたのはやはり、壬申の乱のしこりでしょうか。それにしても早速持統天皇の側近中の側近になったのはどうしてでしょう。もちろん不比等と呼ばれるぐらい頭がよくて、有能だったからですが、それだけでは説明できません。実は不比等は鎌足の実子ではなく、中大兄皇子の御落胤だったという説があるのです。

　『興福寺縁起』によれば母は鏡王女で天智に召され、のち鎌足の正妻となったのですが、鎌足に譲られた際に母は妊娠していて、もし女の子が生まれたら中大兄皇子が引き取り、男の子が生まれたら鎌足の子として育てることになっていたといわれています。そうでないと家族同然のような不比等の異常な重用ぶりは説明できません。つまり不比等は持統天皇の異母ですが、実の弟だった可能性があるのです。あるいはそういうことにして重用したとも考えられますね。藤原不比等は持統天皇に寵愛されていたということで男女関係を想定する人もいますが、わたしは皇子たちをまとめなければならない手前、そんな反発を買いそうなことはしなかったのではないかと思っています。

　わたしはどうも不比等たちは大津皇子の変を陰で演出した張本人ではなかったかと睨んでいます。これには大概の人は異議がないでしょう。鎌足以来中臣氏は謀略はかなりの得意で、組織的に訓練して諜報・謀略の陰の軍団を持っていたと思われます。
中臣鎌足は百済王家の出身だといういう説もありますが、そう云われるぐらい藤原氏と百済系渡来人との関係は親密だったようですから、高度な大陸の諜報技術や組織を使って、情勢を有利にし、勢力を拡大していったようです。脅かし、挑発、偽手紙、替え玉その他さまざまな手を使って追い詰め、すでにいろんな証拠がでっちあげられて謀反の計画が偽作され、先手を打たなければ殺されると思い込ませるぐらいはできたでしょう。

　こんなことをいいますといかにも藤原氏は悪玉と決め付けているようですが、不比等には彼なりの律令国家の理想像があり、その実現のために邁進していたのです。そのやり方はかなりマキャベリストですがね。
彼らにとってなんとしても切り崩さなければならないのは、皇親政治の体制です。天皇中心の律令国家づくりには二つのタイプがあります。ひとつには天皇を中心にその周囲を皇子たちでかためた皇親政治の体制です。これに対して藤原不比等たちは貴族官僚による貴族官僚独裁体制をめざしていたのです。

　皇親政治派にすれば、貴族官僚独裁は有力豪族が実権を握り、天皇を傀儡(かいらい)にして高位高官を独占し、政権を私物化し、腐敗堕落の政治に落ち込むということです。貴族官僚独裁派にすれば、天皇親政は英邁な天皇に当たればいいのですが、そういう例はほとんどありませんから、独善的で思い込みの激しい天皇が国家を台無しにしてしまいます。
しっかりした皇子たちが補佐すればまだましですが、皇子たちは世継ぎ争いを始めてしまい、結局安定しません。それより整った官僚体制を作り上げ、よく教養や才覚を身につけた貴族官僚がしっかり支え、天皇は印璽だけでよいようにしておくのが、一番安定した強大な国家権力を構築できると考えたのです。

　貴族官僚独裁は、太政官中心の政治ということですね。天皇が政治に介入しないように、女性天皇が貴族官僚にとっては好都合なのです。ですから女帝を実現させ、それを維持するのに藤原不比等は大いに陰で支えたと推測されます。また持統天皇も皇子たちにまかせておけない気持ちもありました。賢い皇子たちに牛耳られないように、不比等を相談役にしておく必要があったのです。もちろん持統天皇にはこの路線対立は明確には自覚できていませんから、貴族官僚たちは皇親政治を支えてくれているのだと思っていたわけです。

　天武天皇が病気がちになり、やがて死後、称制になっていく過程で、不比等をはじめとして近江朝の貴族官僚たちをつぎつぎ復権させ、重用していきます。いよいよ本格的な律令国家体制作りが行われたわけですが、この過程を天皇中心の皇親政治の衰退と嘆く人々もいたわけです。柿本人麿の悲劇はこうして起こるべくして起こります。
　　　　　　　10柿本人麿の悲劇
逆鱗に触れしは何の故なりや高市挽歌で日月わすれぬ
六九四年、最初の本格的な都城となった藤原京への遷都が行なわれた翌年、高市皇子は病没しました。これが実は闇の陰謀によって葬られたのが実相なのかどうかは、誰も断定できません。もちろん持統天皇は、高市皇子の妃御名部皇女よりも激しく嘆いたでしょう。身を捩じらせて慟哭したのです。そして「私が代わりに死んであなたを即位させればよかったのに」とまで言って泣き崩れたのです。というのは私の幻視ですが、そうすることが、皇子たちをまとめあげる上で最も効果的ですからね。

　その様子を見て柿本人麿もいたく感動しました。そして高市皇子に捧げる挽歌を作っています。これが柿本人麿の勇み足でつい、高市皇子こそ皇位を継ぐべきだったと言わんばかりの表現になったのです。それが帝の逆鱗にふれたと梅原猛は解釈しています。

柿本人麿は歌人として仕事で天皇を神と謳っているだけでしょうか、それとも本気で天皇が神としての大御心で皇国(すめらみくに)をしろしめすことを理想と考えていたのでしょうか。わたしはやはり歌人はロマンチストですから、天皇は神であって欲しいし、純粋に民の幸せを願って人民を大切にする政治をされる方だと信じたいタイプだと思います。そのように思い込んで心をこめて、天皇を神と讃美していたはずです。

　なのに柿本人麿は持統天皇の逆鱗に触れて、流され、鴨島で水刑にされたというのが梅原猛の『水底の歌―柿本人麿論』です。では天皇を神と讃美していたのにどうして天皇の勘気に触れてしまったのでしょう。

　その原因が「高市皇子への挽歌」だというのです。それは皇太子だった「草壁皇子への挽歌」よりずっと激しくて、哀切です。しかも「やすみししわご大君の天の下申し給へば万代に然しもあらむと」とあります。これは高市皇子が元気で天皇になれれば万代までうまくいったのにという思いが篭められていると梅原猛は解釈します。

　その上、短歌を添えています。
「ひさかたの天知らしぬる君ゆゑに日月も知らず恋ひ渡るかも」
という歌です。地上で天皇になれなかったので、今は天上を支配しているだろうというのですから、これは先になくなった草壁皇子を無視しているともいえますね。だからこれはかなり持統天皇の逆鱗にふれただろうというのです。それに草壁皇子への挽歌で
「あかねさす日は照らせれどぬばたまの夜渡る月の隠らく惜しも」
とありました。日は持統天皇を月は草壁皇子を指しているのですから、「日月も知らず」は「時を忘れて」という意味ですが、持統天皇と草壁皇子のことは忘れてしまったという裏の意味があると取られることになります。わたしはこの裏の意味を意識的に籠めて歌ったのではないと思います。つい書いてしまったのですね。無意識にやっています。皇子への挽歌というのは、非常に重大な意義を持っていたでしょうから、みんな覚えているはずです。意識的に天皇や皇太子をシカトするような挑戦的な歌を詠めるはずはありません。

　ところでこれは公然とは問題になりませんでした。だから『万葉集』にも載っていますし、歴史でもそういう筆禍事件は記録されていません。そういうつもりはなかったと言い逃れられてもなお罪を問うのは、非情すぎると天皇の評判を落とします。ですから梅原猛はなにか破廉恥行為や不倫などで罪を問われたり、不正をデッチ上げられたのでないかという幻視をしています。

　たしかに高市皇子への挽歌は、持統天皇の逆鱗にふれかねなかったかもしれませんが、わたしはそれは決定的ではなかったと思います。なぜなら高市皇子を後皇子尊とまで持ち上げ、半ば公然と次代の天皇のごとく扱っていたのは持統天皇自身です。天皇以外の人がそんな尊号を贈ったとしたら、大問題になったでしょう。だからその突然の死で驚いて、激しい愛惜の想いから草壁皇子への挽歌を忘れて、誤解を与える表現になっても、それほど怒りを天皇は、表せなかったと思います。それより逆に表面的にはこの歌に激しく感動して涙されたかもしれないとさえ思います。

　わたしはあくまで持統天皇は皇親政治のまとめ役のつもりで行動していたという前提に立っています。その場合だれを世継ぎにするのかでもめないように心を砕いていたわけです。皇后の息子で大津皇子より年長だから草壁皇子、次に順番として高市皇子ですが断られたので、その気になるまでの中継ぎで持統天皇、次の天皇のしるしに後皇子尊の尊号、高市皇子没後は持統天皇の直系血族で軽皇子ですから、筋は通っています。そこからは邪魔者は消せということは出てきません。

　　　　11『ヤマトタケル』と皇后の陰謀

　人麿は大津皇子をモデルにし、皇后の陰謀暴きたりしや
ただ高市皇子が死んだショックで柿本人麿が異常なまでの思い入れをしているのが気になりますね。ひょっとして高市皇子の死で人麿は皇親政治の危機に気づいたのではないでしょうか。大津皇子や高市皇子などの文武の誉れ高い皇子が亡くなり、次の皇位は腺病質だった草壁皇子の幼い遺児にいくというので、これでは神としての天皇の大御心による政治にはならないのではないか、高市皇子亡き後は、藤原不比等らの貴族官僚たちが律令国家を食い物にするのではないかと気づいたのです。

　それで結局持統天皇は皇親政治から貴族官際独裁への橋渡しという役割を担っていたと考えました。持統天皇は藤原不比等に利用され、大津皇子や高市皇子に皇位がいかないようにしたことになります。わが子や孫に皇位につかせるためアマテラス神話まで作らせたわけですからね。そこでひょっとして持統天皇は表向きは公明正大のように振舞いながら、実際は陰では有能な皇子たちを葬っていたのではないかという推理がはたらいたのです。

　それで人麿は持統天皇の反応を試すために、ヤマトタケル説話を創作したのでないかというのが私の幻視です。これが実は持統天皇の逆鱗に触れる作品だったのです。もっとも現在は改作されて問題の箇所は残っていませんよ。ただし梅原猛の戯曲『ヤマトタケル』には、皇后の陰謀が示唆されているのです。

　柿本人麿がヤマトタケル説話を創作したしたという確たる証拠はありません、でもあまりに見事な作品です。それにその中の歌がすばらしい
「さねさし相模の小野の燃ゆる火の火中に立ちて問ひし君はも」
とか痺れますね。梅原猛は同時代にそれほどの文学者がそう何人もいないということで、『古事記』の創作部分には宮廷歌人である人麿の役割は大きかったとにらんでいます。

　梅原猛の戯曲が柿本人麿の原作の消された部分とどうして同じだと言えるか疑問でしょう。梅原は人麿に成りきって書いているのです。それで人麿の想いが乗り移っています。戯曲『ヤマトタケル』では兄大碓皇子と弟小碓皇子の兄弟を、彼らの亡母に代わって皇后に納まっている叔母が暗殺しようと企んでいるのです。それでやられる前にやろうと大碓皇子はクーデターをたくらみます。叔母を殺すと父帝に殺されるので、父帝を殺して帝位につこうとするわけですね。小碓皇子はその計画を打ち明けられて協力を断ったので、兄に殺されそうになり、逆に兄を殺してしまいました。それで兄殺しで罪を問われて熊襲征伐を命じられるという筋書きです。

　この叔母と叔母の勢力の陰謀というのは現在の『古事記』にはありません。あったかもしれないけれど削除されたのです。梅原猛が創作で復活させたわけです。彼が柿本に成りきって当時の世を憂えて書けば無意識にそうなってしまったわけです。

　つまり叔母の皇后は鸕野皇女で、兄大碓皇子は大津皇子、弟小碓皇子は高市皇子をモデルにしているのです。兄弟の年齢などは実際とは逆ですが、露骨にそのままにすればあてこすっているとだれでも気づいてしまいます。それでは不敬罪に問われやすいですね。持統天皇は柿本人麿にこの話を聴かされたときには気づかなかったと思います。彼女は私の推理では全く陰謀には加わっていませんから、でも一緒に聴いていた藤原不比等は皇后をあてこすっているのだと気づいたのです。だって彼がいろいろ陰謀を陰でやっているのですから。それで不比等は持統天皇に、この物語はそういう持統天皇をあてこする意図があるのだと解説したわけです。

　これにはさすがに持統天皇も頭にきますよね。まったくの濡れ衣、冤罪です。人麿はそんな疑いの目で自分を見ていたのかと思うと怒りは収まりません。おそらく別の破廉恥罪か、不倫の罪、あるいは不正事件にひっかけて流罪にしたのでしょう。

　もちろん持統天皇も人の母です。わが子がかわいい、孫に継がせたいと思わなかったことはないでしょう。でも天武天皇の志を守り、皇親政治をまとめ、不改常典に則る皇位継承を貫いてきたわけで、後ろ指を差されなければならないことはしていないわけです。でも藤原不比等をあまりに信用しすぎたので、実際には貴族官僚独裁体制としての律令国家の方向へと変質していったわけで、人麿の恐れていたとおりになってしまったのです。

　　　　　12葛野王、議を制す

神代より子孫相承天位継ぐ兄弟継がば乱の因たり
さて高市皇子が亡くなった以上次の皇太子を決めることになります。もちろん持統天皇は軽皇子にしたいのですが、孫に皇位継承するというのはあまり前例がありません。まだ十三歳で他の皇子たちに比べれば頼りない感じがします。そこで群臣に相談させました。衆議紛々でなかなか決まりません。その時、大友皇子の第一皇子である葛野王が次の言葉で大勢を制したのです。『懐風藻』にある葛野王の小伝より引用します。

　「我が国家の法と為る、 神代より以来、 子孫相承けて、 天位を襲(つ)げり。 もし兄弟相及ぼさば則(すなわ)ち乱此より興らむ。 仰ぎて天心を論らふに、 誰か能く敢えて測らむ。 しかすがに人事を以ちて推さば、 聖嗣自然(おのづから)に定まれり。 此の外に誰か敢えて間然せむや」（「わが国では神代の昔から、皇位の継承は直系相続でやってきました。兄弟相続にしますと乱が起こってしまいます。天下は天の意志で決まるものだから、天の意志はこうだと言って、互いに主張し合えば、天意を知っている人はいませんから、結局剣で勝負をつけようということになってしまうのです。直系で親から子へ、子から孫へと受け継いでいくことにすれば、世継ぎ問題は自然に定まりますから。世継ぎ問題で戦争や内乱などで殺しあわなくても済むのです。」）

　こうして持統天皇の思いは貫かれました。直系相続の原則がここで確立したかに思われるかもしれません。そして持統天皇が大友皇子も大津皇子も高市皇子も自分の権力欲と肉親愛の犠牲にして抹殺したように見えるかもしれません。もちろん持統天皇に、そのような権力欲や息子のライバルの皇子たちへの殺意がなかったかといえば、それは完全には否定できないでしょう。しかしそれは持統天皇のあくまで心の闇の部分です。それを見抜いた闇の陰謀団があって、律令国家形成を自分たちの都合が良い方向に捻じ曲げていったのです。

　だから事は兄弟相続か直系相続かが本質的な問題ではなかったのです。天武の皇子たちは決して兄弟相続を求めていたのではありません。親子相続でもいいのです。彼らが求めていたのは天皇を皇子たちで補佐して皇族が国家を集団指導する皇親政治の体制でした。

　それに対して持統天皇と結びつき、文武天皇、元明天皇、元正天皇、聖武天皇、孝謙天皇を実現していった勢力が目指したのは、直系相続でもなんでもありません。天皇の権力を象徴化し、皇子たちの活動を学問や芸能に限定し、藤原氏を中心にする貴族が官僚機構の上層部を独占する体制だったのです。
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 　　　　　　　　１千手観音の奇跡
四十路にて授かりし娘のいとしきに髪が生えぬは前世の祟りか
 九海士（くあま）の里というのは現在の和歌山県御坊市にありました。時は昔、白鳳時代のことなのです。そこに早鷹と渚という海人の夫婦が暮らしていました。九海士という地名はなかなかゆかしい響きですね。

　西暦でいいますと四世紀末ごろでしょうか、息長足媛(神功皇后)といえば新羅を征服したことでよく知られていますが、なにしろ第二次世界大戦後は『古事記』の話はほとんど教えられなくなっていまして、そのことを知っている人は少なくなってしまいましたね。

　新羅征服の勢いをかって、大和朝廷を滅ぼし、亡き仲哀天皇の遺児忍熊王との戦いで、先に武内宿禰に連れられてきていたまだ赤子だった誉田別皇子と当地で落ち合ったことがありました。そして九人の兵士を当地に残していったという由来なのです。それから三百年の月日が過ぎ去りました。この夫婦もおそらくはその九兵士の末裔の海人でしょう。それでこの夫婦は八幡宮を氏神としていたのです。といいますのが、八幡宮は誉田別皇子（応神天皇）を御祭神に奉じていました。
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　夫婦は八幡宮に、なにやらひたすら祈願していました。四十過ぎても子宝に恵まれないのです。その祈願が天に通じたのでしょうか、白鳳八（六七九）年にめでたく女の子を授かったのです。それはもう大変なよろこびようでした。そしてその子に「宮」という名をつけたのです。それは八幡宮から授かったからです。ところが高齢出産が祟ったせいでしょうか、女の子なのに、かわいそうに宮の頭には髪の毛が一本も生えてこなかったのです。夫婦は宮を目の中に入れても痛くないほど可愛がり、大切に育てていました。もちろん両親は、いつまでも宮の髪が育たないことに心を痛めていたのです。

　ある年、九海士の浦は不漁が続きました。その原因はどうも海底からさす不思議な光のようなのです。しかし誰も、恐ろしくて怪しい光の正体を確かめにゆこうとはしなかったのです。そこで宮の母、渚が勇気を振り絞って、村の危機を救おうと、自己犠牲を買って出たのです。

　渚はそれが罪滅ぼしになればと考えていました。もちろん渚は何も罪になるほどのことをしたわけではありません。まだ本格的な浄土教信仰が広まっていない時代でしたから、漁師が魚を獲るのも殺生には違いないから、罪になるということまでは思い至らなかったのです。またたとえそう思っていても、すべての漁師が魚を獲っていましたから、自分だけが罰を受けるいわれはありません。

　つまり渚は自分の娘に髪が生えないのは、母親である自分の前世の報いだろうと考えたのです。前世の自分が何か恐ろしい罪を犯し、その報いが、この何の罪もない娘に、あわれにも髪が生えないという罰を与えたと受け止めたのです。もしそうなら「罪滅ぼしをすれば、この子の髪が生えるかも」と思ったのです。たとえその怪しい光に近づいて、我が身は死ぬようなことになっても、それで罪滅ぼしができればと思いつめました。この子に恐ろしい親の因果が報いることがなくなれば、それで何の悔いもない、そう思い定めて、渚は海に入ったのです。
　

怪しい光を確かめに海へ

   夫早鷹は小船の上で心配で胸が張り裂けそうでした。海人の夫婦は夫が船頭、妻が海女と役割分担が決まっていて、潜水技術では渚にはとてもかなわないので、その日だけ代わってやるわけにもいかなかったのです。ただおろおろしながら、八幡神に加護を祈願するしかなかったのです。

　渚は、髪に光るものをつばりつけて帰ってきたのです。その光の正体はなんと小さな黄金の観世音菩薩だったのです。海から光が消えたせいか、大漁が続きました。人々は渚に感謝し、その勇気を褒め称えたのです。渚は黄金仏を庵に大切に祀りました。そして浦人のために毎日礼拝しました。普通ならその際、宮の髪が生えますようにとお祈りするところですが、それでは罪滅ぼしにならないと思ったのでしょう。ひたすら浦人の幸せを祈願したのです。

　そのことを哀れと思し召されたのでしょうね、ある夜、「補陀洛浄土の観世音なり」と渚の夢にきんきらりんの仏が現れました。そして渚の願いを直接尋ねられたのです。渚は、「髪は女の命なのに、髪の生えない娘が不憫でなりません」と訴えました。すると「美しい髪など、かえって女の憂いのもとですよ」と観世音は優しく諭されたのです。

　「女に生まれたからには、女としての幸せを掴んで欲しいのです。頭に毛がなくては、言い寄る男もいません。それが母としては不憫でなりません」と母渚は切に訴えました。「髪が生えると、言寄る男ができるだろうが、それがその子を幸せにするかどうか分らないよ」と観世音菩薩は応えて消えました。それでも渚は、夢から醒めても、ひたすら宮に髪が生えますようにと祈り続けたのです。

　すると、不思議や不思議、宮に緑の黒髪が生え始めたではありませんか。そして髪は日に日にのび、ついに肩を越え、腰に届いてもまだ伸び続け、身の丈よりも長くなったのです。とうとう七尺あまりの美しい黒髪となった宮は、「髪長姫」と呼ばれるようになりました。
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　２髪長姫探し

髪長き思いも深し傾国の憂いならずや浜の乙女は
　宮の髪は観音様からの賜りものだと、抜けた髪も捨てずに大切に木の枝にかけていました。ある日、一羽の雀が飛んできました。雀さえ物珍しいと思ったのでしょうね、木の枝にかかった長い髪をくわえて飛び去ったのです。なんとその髪の毛は藤原の都まで運ばれたのです。

　宮廷の軒端に雀の巣がありました。そこから、長い髪が垂れ下がっているではありませんか。それがなんと七尺余りもあるのです。衛士たちが取り除こうとしている時、偶然にも、右大臣の藤原不比等が参内してきたのです。右大臣はこの有様を見て驚きました。「七尺余りもある黒髪の女はさぞかし美しいに違いない」と不比等の胸は高鳴ったのです。

　不比等は、この世で最も長くて美しい髪を持つ女を鄙で埋もれさせておくのはもったいないと考えました。この髪の持ち主を宮仕えさるというのはいい思い付きではないか、不比等は自分の思いつきで三国一の髪長美人が、宮中で男たちの目を独り占めしている光景を想像して悦に入っていたのです。

　さてどうして見つけ出そうか、藤原氏の力で見つけ出せればそれに越したことはないのですが、藤原氏にはまだまだその力はなかったのです。六七二年の壬申の乱の後十年間ぐらい、天武天皇が実権を振るっていた頃は、藤原氏は、近江方として冷飯を食わされていたのです。
それが天武帝が病で床に就かれ、実権が皇后に移ってから、近江側だった人々がにわかに重用されだしたのです。それは律令国家体制がじょじょに整い、巨大な官僚機構を実務的に切り回せる貴族官僚が不足していたからでした。それに高市皇子など天武の利発な皇子たちに対抗する必要からだったのです。だから不比等が重用されるようになりまして、まだ十二年ほどしかたっていなかったのです。やはりこのことを帝に申し上げて、勅命で探し出すしかあるまいと不比等はつぶやいておりました。

　時の帝は 持統天皇(鸕野讃良皇女)という女帝でした。持統天皇も孫の軽皇子を喜ばせてやれるかもしれないと思って、諸国の国司に髪長美人の情報を集めて報告させたのです。そして粟田真人に勅命を賜り、諸国を尋ねさせることになったのです。やがて紀の国から待望の情報がもたらされ、真人の一行は九海士の浦にたどり着いたのです。そして宮に出会って、思わず息を呑みました。そこには身の丈の二倍はありそうな麗しい髪の乙女がいるではありませんか。

　その美しさは、とてもこの世の者とは思えません。傾国の美女西施もこれほど美しくはあるまいと思ったのです。もし真人がもう十歳若かったら、宮をさらって新羅にでも逃げたかもしれませんね。でも真人にはそんなことをしても、きっと新羅の王に宮を奪われるはめに陥るだけだと分っておりました。真人は、その比まれなる麗しき髪を是非とも見せてほしいという帝の勅命を伝えたのです。

　早鷹と渚は、宮と別れるのは身を引きちぎられるほど切なかったのです。でも娘にとってそれが一番の幸せかもしれないと思い、これを受け入れたのです。それで宮は都へ上ることになりました。
でも海人として育った宮は、イルカのような野性の少女だったのです。殿上での言葉も知りませんし、文字の読み書きもできませんでした。それに殿上での立居振舞もまるでわからないことだらけです。ですから、そのまま宮中にあげるわけにはいかなかったのです。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　３スター誕生

ぴちぴちの鄙の乙女に雅なる仕草躾けてマイ・フェアレディ
都で宮は、ひとまず藤原不比等の養女として迎えられたのです。宮の名は宮子と改められました。そして不比等の妻の一人だった賀茂比売に預けられました。宮子は、不比等と賀茂比売の娘として、和製マイ・フェアレディに大改造されたのです。
養父母は、宮子に対して実父母に負けないぐらい愛情を注ぎ、熱心に指導しました。不比等は、公務や学問また政界工作で大変多忙でしたが、宮子の父に成りたかったので、直接文字の読み書きから国家の仕組みまで、そして不比等がどんな理想を抱いて国造りを進めているのかまで教えたのです。

　賀茂比売は不比等との間に子供ができていなかったので、やっと子供を得たという喜びと、その娘を殿上で堂々と輝いていられるようにしなければならないという責任感で、宮子の大変身に熱中したのでした。

　宮子もそれに応えようと素直にしたがっておりました。宮子は好奇心旺盛で、負けん気の強い少女でした。傍目からは、海女から貴族の娘へ大変身に元気に、喜んでチャレンジしているように見えたのです。しかしそれはあくまで表面的なことですね。宮子は逃げ出すと、九海士の両親に迷惑をかけ、心配させることになるので、辛い、さびしい気持を健気にも必死に抑制していたのです。自由に魚と泳ぎまわっていた少女が、殿上での固苦しい決まりだらけの生活にいつまでも耐えられる筈はありませんでした。

　　　　　４祖母から孫への皇位継承
帝には子はすでになし孫なれど常の典なり継げや御位

　この海女を貴族の姫にする国家的プロジェクトは見事に成功したように見えました。折しも文武元（六九七）年八月に、軽皇子は持統天皇から譲位されて天皇になったのです。その儀式に養母賀茂比売と共に参列したのが、いわば宮子姫のお披露目ということになったのです。新しい御門は、宮子姫を一目見ただけで自分が天皇になってしまったという憂鬱を、吹き飛ばすことができたのです。

　軽皇子を天皇にしようとしたのは、天武天皇の皇子たちの手前決して公言はしませんでしたが、秘められた祖母持統天皇の執念だったようです。軽皇子にすれば、祖母の期待を叶えるために天皇にならなければなれないことは、大変気の重いことだったのです。皇位を巡る血なまぐさい争いの中で、立派に天皇としての威厳を保ち、職責を果たせるか、それを考えると、軽皇子には全く自信が持てなかったのです。宮子も軽皇子も周囲の期待に押しつぶされそうであり、新しい境遇に不安で一杯だったのです。

　自分の子に皇統を継がせたいという思いは、天皇の妻になれば誰しも願うことでしょう。特に第一夫人である皇后にしてみれば、その沽券にかけても、他の夫人の皇子に皇位を持っていかれるのは許せないことだったかもしれません。その思いは鸕野皇女（後の持統天皇）にもあったはずですね。しかし「吉野の誓い」で異腹の皇子たちも自分の子として平等に扱うことを宣誓していましたので、特に自分の子を推すような言動は口が裂けても言うまいと心がけていたのです。

　鸕野皇女（後の持統天皇）は自分の子供が天皇に成れるかどうか不安でした。なぜなら天武天皇には、大津皇子や高市皇子などの利発で徳の高そうな皇子たちがたくさんいたからです。天武天皇は、皇子たちをうまくまとめ上げ、彼らを政権の中枢に据えて、皇親主導の皇親政治を行っていたのです。

　それまで皇位継承者は大王が生前に非公式に指名する形で決まっていました。それがなければ、群臣の合議で決まったのです。つまりわざわざ皇太子であることを宣言するような立太子はなかったのです。それを皇后は草壁皇子の立太子を正式な儀式として天武天皇に行わせたのですね。なにしろ天武天皇の皇子たちは粒ぞろいで、前もって決めておかないと、天武天皇の崩御の後、皇位継承争いが起きることがとても心配だったのです。

ところが天武が崩御した時、皇太子は二四歳で既に成人していたのですが、腺病質で病気がちで、気が進まないと逃げ腰だったのです。特に大津皇子の謀反の企みが露見したという驚天動地の事件が起こりました。そして真相が分からないまま、大津皇子が処刑されてしまったのです。そのショックで草壁皇子は床に臥せってなかなか顔を出さなくなったようです。しかたなく当面は、天皇は置かず、皇后が天皇の職務を執る称制を採用しました。

　ところが三年後草壁の皇子は夭折してしまいました、「夭折」というのは若死のことです。皇后は涙が枯果てるまで泣きました。そしてもう皇太子の成長を待つという理由での称制を続けられなくなったのです。そこで、年長だが卑母で皇太子になれなかった高市皇子に皇位は継承されるべきであるというのが衆目の一致するところであったのです。

鸕野皇女は、彼女はまだ当時満七歳だった軽皇子に皇位を継がせるまでは中継ぎとして自分が天皇になっておこうと決心したという解釈をする人が多いですね。梅原猛を含めてです。しかしこの執念や決意も露骨な形で主張したのではなかっただろうと思われます。それは潜在的な衝動として働いたかもしれませんが、おそらく彼女も高市皇子に即位を勧めたのではないかと私は解釈しております。

　何故なら皇位継承には一定のルールがあるのです。天智天皇の時に「不改常典(あらたむまじきつねののり)」が定められたといわれています。それは要するに兄弟相続は乱の因だから親子あるいは直系相続にすべきであるというルールです。鸕野皇女は称制を行っていたとはいえ、皇位は継いでいないのですから、天武天皇の皇子から選ぶのが順序なのです。一足飛びに孫の軽皇子にいくことは有り得ません。

高市皇子は卑母だったので草壁皇子が立太子しましたが、彼が夭折し、大津皇子もいないので、高市皇子が順当でした。だから高市皇子が辞退したと考えるべきでしょう。その理由はまた後でじっくり検討いたしましょう。

この高市皇子も六九六年に謎の急死を遂げたのです。翌年二月、持統天皇は直系の孫である軽皇子の立太子を群臣会議の結果を受けて決定しました。そして八月に即位を実現させたのです。持統天皇の意志は、決して自分の口には出されなかったものの、皇孫である軽皇子に皇位を継がせることを熱望していたと思われます。 
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　　　　　　　　５宮子姫の里帰り

　一身に愛を集めて輝ける花の哀しみ人知れずして
満十五歳で文武天皇が即位した同じ月に宮子姫は、満十八歳で文武天皇の夫人となりました。まさに天皇即位を記念した婚儀ですね。即位のご褒美かもしれません。同時に紀竈門娘と石川刀子娘の二人も妃となりました。もし宮子姫が不比等の実子であったら、彼女も夫人ではなく、妃として迎えられた筈です。宮子姫が養女だったので、出身が海女だということで夫人にしかなれなかったのでしょう。
　
　宮子姫のお陰で、妃たちは影が薄くなってしまいました。御門はすっかり宮子姫に夢中です、それで他の妃には目もくれなかったのです。

 宮中の宮子（左） 髪が長く美しい
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  宮子は海女から雲上人となりました。多くの侍女にかしづかれ、きらびやかな衣服を身にまとい、最高の料理をいただくことができたのです。それは厳しくて貧しい海女の生活から比べれば、さぞかし夢のような生活だったでしょう。

　何不自由ない暮らしのようですが、宮子にとっては、それは自分の意志で選び取った暮らしではありませんでした。それでも御門や養父母のやさしさに包まれて宮子は幸せの絶頂のようにみえたのです。本人もそう思い込もうとして、明るく振舞っていました。事実新婚の三年間は、夢のように過ぎていきました。しかし破綻は幸せの絶頂が不幸のどん底に急転する形で襲ってきたのです。

　大宝元（七〇一）年、婚姻して四年目で宮子は文武天皇の皇子を身ごもりました。なにしろ初めての皇子の懐妊です。宮中はこぞって喜びに溢れました。しかし初産ということもあり、宮子はつわりもひどく、大変な不安に陥りました。すると当然のことながら、激しいホームシックに陥ったのです。

　しかし宮子は、母渚の性格を引き継いだのか、父母が恋しい、九海士の里に帰りたいとは、口が裂けても言えなかったのです。そんなことを言えば、父母が苦しい立場に追い込まれるとけなげにも遠慮していたのです。それで宮子は「粗末な祠にお祭りしている黄金の観世音菩薩が雨風に打たれてないか心配だ」と訴えました。
「観音様のお陰で、こんな夢のような生活を与えていただいたのに、観音様のことを忘れていて、とても罪深いことです」と大粒の涙を流して語りました。「つわりがこんなにひどいのも、御仏を蔑ろにした私の罪の所為です。だから一度里に帰ってみてくることをお許しください」と頼んだのです。

　ことが仏教信仰のことになりますと、『憲法十七条』に「篤く三宝を敬え、三宝とは仏・法・僧なり」とありますので、御門も、太上天皇も妊娠中の危険を理由に、この申し出を無碍に扱うことはできません。八月に『大宝律令』が完成した後、九月十八日に紀伊行幸が行われたのです。

　おそらくこれは朝廷あげての行幸となったのでしょうね。文武天皇、持統太上天皇、宮子姫、藤原不比等、粟田真人等主だった人々が、紀伊国司でもある大納言紀麻呂（道成）に案内されて九海士の里を訪れました。ミニ黄金仏に参拝するためです。
黄金仏は、朝廷から早鷹・渚夫婦がいただいた御褒美のほとんどをつぎ込んで造られた、小さなお堂に祭られていたのです。早鷹と渚の家は、お堂の側にこぎれいに建て替えられていましたが、他の海人たちに遠慮して、質素に作られていたのです。

　太上天皇と御門はたいそう夫婦の信心をお褒めになり、紀道成に命じて、九海士の里に観音像を安置する勅願寺を建てることになりました。紀道成はこの寺院建設の資材を筏に組み、日高川を運搬しましたが、その途中に事故であえなく殉職してしまったのです。そこで紀道成は紀道神社に祭られ、寺院も完成しました。そして道成の名をとりまして道成寺と呼ばれるようになったのです。寺の本尊には千手観音が祀られていましたが、その胴の中にミニ千手観音が安置されていたのです。
　
　この道成寺の縁起話は、道成寺の格を上げるための寺の作り話と思われてきましたが、近年行われました発掘調査で創建時の遺構が明らかになり、その規模が壮大だったので、梅原猛は髪長姫の伝説はただの作り話ではなさそうだと手ごたえを感じたのです。

（以上がいわゆる道成寺に伝わる「髪長姫」伝説を歴史物語に直したものです。梅原猛の原作『海人と天皇』と共に以下のサイトを参照しました。
http://www.asukanet.gr.jp/cha-san/densetsu.htm
http://www.aikis.or.jp/~s-r1997/kaminaga.htm「和歌山県の民話」より
したがって民話・伝説の域を出ません。もちろん確かめられた歴史的事実ではありません。梅原猛の解釈では、髪長姫として評判の海女宮を紀麻呂が見出し、紀竈門娘が文武天皇の妃として入内した時に、その侍女として従ったのではないか、ところが紀竈門娘に子供ができなかったこともあり、藤原不比等が宮中で女官を仕切っていた橘三千代と結んで、宮を養女にした上で、天皇の夫人にして、首皇子を生ませたのではないかということです。）
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１暗転

肌白し生死彷徨い生みし子に心怯えて会ふ事も得じ

　髪長姫の悲劇は、めでたい筈の首(おびと)皇子の出産によって起こりました。初産ということもあり、ことのほか、難産で苦しんだのです。なんとか首皇子は助かったものの、宮子は激しく衰弱し、出産後三日間は生死の境をさまよいました。意識が戻っても何かに怯えて、動物のように喚くばかりで、赤ちゃんを見せても怯えるばかりです。とても母親としての自覚を持てそうもありませんでした。

　一時はそのまま心身ともに衰弱して死んでしまうのではないかと、宮中では皆心配しましたが、もともと海女として肉体的には頑強でした、それで次第に回復してきたのです。しかし心の病は完治しません、自室に閉じこもって、御門にも会おうとはしなかったのです。ましてやわが子首皇子にもかたくなに会うことを拒否していたのです。

　心の病に陥った宮子を、御門は、故郷の両親の元に帰してやろうとはしなかったのです。御門も精神的に不安定だったのでしょう。首皇子が生まれたものの、宮子はノイローゼで塞ぎ込みました。その上、最も頼りにしていた祖母持統太上天皇が病にかかり翌年崩御されたのです。元々御門は権力闘争に勝ち抜いて、地位を得たわけではありません。祖母の期待を担って天皇に据えられたのですが、権力闘争の渦まく朝廷で、自らを守れる自信がないのです。その意味では俄仕込みの天皇夫人の宮子の憂愁は痛いほどよく分る筈ですね。でもそれだけに、宮子への執着が強くなり、九海士に帰すと二度と会えない気がして帰せなかったのです。

　もともと神経の図太いほうではない御門は、精神が不安定になるとどうしても病気がちになってしまいます。風邪をこじらして長い間寝込んだり、胃腸の具合が悪くなって、床に臥すことが多くなりました。こうして七〇七年に藤原宮で崩御されたのです。そのような情況ではとても宮子が故郷に帰される筈もなかったのです。

　２不比等と三千代の恋
この女（ひと）は口説き言葉は言わずとも間の持つ女よ身のある故に
　首皇子は、母宮子から離なされて乳母に育てられました。乳母になれる人はその時、ちょうど自分にも子供ができて、しかも母乳がよくでる女であることが、必要です。それがぴったりの女性がいました。それがなんと藤原不比等の妻犬養三千代だったのです。彼女は、安宿(あすかべ)媛（後の光明子）を産んだばかりだったのです。
つまり首皇子と安宿媛は、行く先十六歳で結婚するのですが、生まれてすぐに一緒に同じ母乳を呑んで暮らした体験があったのです。

　犬養三千代は美努王との間に葛城王（後の橘諸兄）など三人の子供をもうけていましたが、美努王が太宰帥となって筑紫に赴任している間に、藤原不比等とねんごろになってしまったのです。不比等は三千代の後宮での絶大な権力に目をつけていたのです。三千代は軽皇子の乳母として後宮に迎えられてから、持統天皇の篤い被護を受けていたのです。

　不比等は、養女宮子が後宮でうまくやっていけるようにと、三千代に接近したのでしょう。もちろん最初は付け届けなどをして、宮子の立場が悪くならないようにとよろしく頼んでいただけだったのですが、宮子の改造の苦労話や、後宮での失敗談などついつい打ち解けて話し込んでしまったと想像されます。

　二人は互いに陰の権力者同士として相手を陰険な奴だろうと思っていたでしょう。三千代からみればどうせ宮子と陰で怪しげな関係があって、外戚関係を作るために政略結婚させようとしているのだろうと勘ぐっていたのです。ところが、意外に純情な養父ぶりで、宮子に対する親心がとても誠実なのに感動させられたのです。

　不比等からみれば、夫の美努王を筑紫にやっても平気で後宮での権力に執着している女は、さぞかし堅物で人情味のない怖い女ではないかと思っていましたが、事情を聞けばそうではなかったのです。子煩悩の優しい母親で、筑紫にいかないのも、自分の権力を保つためではなく、葛城王(諸兄)・佐為王・牟漏女王の三人の子供たちを都で育てたいからだということだったのです。

　「つれあいと遠く離れられて、さぞかしおさびしいことでしょうな」と不比等がねぎらうと、「ええ冬の寒さはひとしお身にしみますわ」と三千代がもらしたときに、少し涙をこらえているように見えるところなど、もう三十路半ばを越えているのに、意外に可愛い女にも思えたのです。
　それに不比等は、三千代とは男と女という関係以前の人間と人間として話ができたのが、新鮮な感動でした。持統天皇は別格として、相手が女だとくどき言葉を言わないと、間が持ちません。すぐに話題がなくなってしまうものですね、それが三千代とは宮子の事でなくても、話が弾むのです。つい政治のありかたや宗教政策のことなど難しい話をしても、三千代はそれなりの見識を持っていて、実のある話ができるのです。

　実際、不比等は政治家としても学者としても、その才覚は比べる者はいない程の人物でしたから、頭の中には政治や学問のことで一杯なのです。そういう話は、しかしなかなか話し相手になってくれる者はいないものです。男どうしだと腹の探り合いがありますから、不用意な発言はできませんね。また、女を相手にでは興ざめということになってしまいがちです。その点三千代こそ、なんでも話せるかけがえのない女ではないかという気がしてきたのです。

　三千代にしても不比等が、自分を女だからといって、見下すような様子はなく、一人の人間として自分の考えをまともに聞いてくれるのに感銘したのです。決して取り入るためにおもねたり、心にもない御世辞を言ったりしないで、じっくり意見を聞き、心から感心したり、不十分だと思うところは、分りやすい理由を示して、きちんとまともな批判を返して来るのです。

　夫の美努王は、敏達天皇の血を引くという誇りがありました。それだけで自分には別に何のとりえもないのに、人を見下しているようなところがあったのです。また与えられた職務には勤勉で、誠実に生きているものの、そこで個性を発揮しようという創造的なところはまるで感じられません。自分の頭で考えた理念や政策も持っていませんし、また人との対話によって自分を高めようとする気持も欠けていました。ましてや妻の考えを聞いて参考にしようとするようなことは、一切ない男だったのです。正直、太宰帥になった夫について行く気がしなかったのも、そのせいもあったと思われます。

　「ちょっと待て、そんな不比等と三千代の会話の内容までどうして分かるのだ、その史料を示せ」なんて野暮なことは言わないでください。そんな史料がきちんとあって証明できるのなら、歴史物語ではなくて、実証的な歴史学になってしまいます。限られた史料に矛盾しない範囲で最大限の想像力を駆使して、歴史の真実に迫ろうというのがこの歴史物語の試みなのです。

　不比等は、宮子に関わる後宮対策についての相談という口実で三千代に話しをすることが度重なるようになりました。そこはふたりとも大人ですから、噂にならないように細心の注意を払いましたが、当人同士が互いに意識しあうようになりますね、どうしても。それで五度目についに手紙をわたしたのです。

　「決して狂おしく燃え盛る、若者のような恋心ではありません。でもこのまま、ただのお知り合いのままで終わってしまうのは、とてももったいないのです。私にはあなたのような語り合える女性が必要です。そしてできれば意見の合うことでは一緒に力を合わせてやっていけるような女性が、いや誤解しないで下さい、あなたの力を利用したくて言うのじゃないのです。一緒に辛苦を共にしても、あなたとなら励ましあっていけます。あなたが側にいてくれればとても気持に張り合いができると思うのです。またあなたも私となら、あなたの力が存分に発揮できて、きっと人生に輝きを増すことができる気がします。本来なら、歌に思いを託すべきでしょうが、歌にすれば、どうしてもずれてしまうので、あえて歌にしません。決して思いが薄いからではないのです。」

　首皇子の出産の時期に合わせて、不比等が三千代に安宿媛（後の光明子）を産ませ、乳母役を見事に射止めたという見方も考えられますが、これには少々無理がありますね。なぜなら宮子が妊娠してから、三千代を妊娠させたのでは、間に合いませんし、少し先に安宿媛を懐妊したのでは、予め宮子の懐妊時期を予知できなければならないことになります。ただ不比等にすれば、入内三年目で、そろそろ宮子が懐妊するのでないかと思って、三千代に求婚した可能性は否定できません。なにしろ三千代は軽皇子の時に乳母役を務めているのですから、その子首皇子の場合も、母乳さえ出れば、乳母役に就ける可能性は高かったでしょうから。

　三千代も三十七・八歳にはなっていましたから、当時では相当の高齢出産です。さぞかし出産はきつかったでしょう。もし不比等がそのことを承知で、計算高く、三千代に子を産ませようとしていたのなら、相当残忍な男だということになります。三千代はもうこの歳になって出産はごめんだという気持も当然あったでしょうね、でも宮中での大スキャンダルで結ばれた仲でしょう、不比等の妻たちの中で確かな存在感を持つ為にも、産めるものなら産みたいという気持も強かったと思われます。それにもちろん当時は妊娠してしまえば、堕胎は技術的に無理でした。幾ら危険が高くても産むしかなかったのです。
　　　　　　　　
　　　　　　　３三千代の左右の乳房
うまれつき左右の乳房分け合って共に育ちぬ首と安宿

　二・三ヶ月安宿媛の方が早く生まれました。新生児の場合は一月でも違えば相当発育に差が出ます。その上、首皇子は母親が死にかかったほどの難産だったので、新生児の中でも小さな方だったでしょう。この二人の赤ちゃんを並べて寝かして育てたのです。どうしても安宿媛が首を圧倒しがちて、太った手足で、首の比較的ほっそりした体を突き飛ばしたり、押しのけたりしていたと想像できますね。それは二人の将来の関係を暗示しているかのようではありませんか。

　不比等と三千代夫婦は、この二人の赤ちゃんが可愛くてたまらなかったでしょうね。安宿媛は危険と特別の苦痛を伴っての高齢出産の子であり、三千代にとって何物にも代えがたい宝もののような気がしていましたし、首も養女宮子が生死を彷徨い、精神のバランスを崩してまで生んでくれた不比等の孫です。元気に育てないと天皇家にも九海士の実家にも申し訳が立ちません。

　この二人は生まれついての夫婦のように不比等・三千代夫婦には思えたはずです。夫婦にすれば、安宿媛をわざわざ別の男に嫁がせるのは極めて不自然のような気がしたのです。そして安宿媛が首を尻に敷いている様な関係まで、それがきわめて自然であるかのような気がしていたのです。それは藤原氏が天皇家を圧倒するという、考えようによっては不敬極まりない図ですが、藤原氏が天皇家をしっかり支えている図と捉えれば、名誉なことですね。

　その後も、後宮を三千代が押えていたとすれば、安宿媛と首は叔母と甥ですが、姉弟に近い形で一緒に育てられたことが想像されます。藤原氏の朝廷工作の戦略目標は、これできまりですね。首皇子を皇太子にすること、そして安宿媛を首皇子に嫁がせること。首皇子が天皇になれば、安宿媛を皇后にし、二人の子供を皇太子にすることです。そうすれば朝廷内での藤原氏の地位は確固としたものになるにちがいありません。

　この戦略目標は見事に達成されるのですが、ここに二点ほど問題点があります。一つは首の母宮子の出自が賤しいとされた海人だったことです。その為に首の即位はなかなか実現しませんでした。そしてそのことが首皇子の出自コンプレックスを生むことになります。安宿媛に対しても本当に頭が上がらなくなってしまうのです。
もう一点は、二人が生まれつき一緒に育ちすぎたことです。つまり安宿媛は首皇子を弟分のように見下すように扱ってきました。運動能力でも学問でも実際にはどうか分りませんが、安宿媛は首皇子より自分の方が優れていると思い込んでいたのです。それに余り身近すぎて、恋愛の対象にできませんでした。恋愛の対象にするのはやはり、距離があって憧れる要素が必要ですから。

　安宿媛も女である以上、男に憧れ胸を焦がす恋愛がしてみたいはずです。両親からは可愛がられ、甘やかされて育てられてきただけに、この恋愛願望だけは、とても我慢することとなどできるものではありません。これが彼女の人生だけでなく、奈良時代の歴史に大きな波紋を惹き起こすことになるのです。
　　　　　　第四章　中継ぎの女帝たち　
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１阿閇皇女からみた経緯
草壁は大津の変で落ち込みて世をはかなみて床をはなれず
　文武天皇は、病弱でした。宮子の憂愁が彼にとっては生きようとする意欲に決定的なダメージを与えたのです。それでも祖母の愛情に支えられて、その期待に応えようとしましたが、胸にポッカリ空いた空洞には冷たい風がいつも吹き抜けているようでした。首皇子は、文武天皇と宮子をつなぐたった一つの存在なので、天皇は首皇子にしばしば会いたがったのです。それで不比等や三千代との繋がりが、とても強くなったと思われます。

　文武天皇の最大の精神的な支えは、祖母の存在でした。しかしその祖母持統太上天皇が七〇二年に藤原宮で崩御したのです。祖母は宮中で輝いていました。皇子たちはみんな祖母を慕い、祖母を支えて立派な国を作ろうと張り切っているように見えました。
その祖母が、軽皇子には特に優しく、祖母に抱かれていると、みんなの尊敬のまなざしが自分に注がれているような気がして、誇らしかったのです。その祖母が亡くなったということは、宮中から太陽の光が消えたようなもので、あれほど華やかだった宮中が暗く沈み、生気を失ってしまった様に見えたのです。

　軽皇子の母の阿閇(あへ)皇女も、鸕野皇女の生存中は彼女に精神的に依存していました。 阿閇皇女の父は天智天皇で、母は蘇我倉山田石川麻呂の女姪娘(めいのいらつめ)でした。だから鸕野皇女とは異母姉妹にあたります。姉の息子の草壁皇子に嫁いで軽皇子を産んだのです。鸕野皇女にすれば息子と結婚して、孫を産んでくれた妹でしたから、特別に親密にしていたのです。阿閉皇女にしても自分の夫や息子の後ろ盾になってくれ、皇位継承が叶うようにしてくれるのは持統天皇の徳の力でした。だから阿閉皇女は持統天皇にひたすら従順に仕えていたのです。

　 阿閇皇女は夫草壁皇子の即位をひたすら待っていました。天武天皇の死によって皇太子だった草壁皇子に皇位が回ってくるかに期待していましたが、病弱を心配されて皇后が称制することになり、本当に体が心配だっただけに、ホッとしました。そして姉が他の皇子に皇位が回されるのを止めてくれたのだと感謝したのです。

　大津皇子の謀反には本当に胆を潰しました。天武天皇の下で皇子たちは固い結束を誓っていただけに、最も高潔で知性的な大津皇子がそれを裏切ったということは、とても信じられませんでした。案の定、大津皇子に連坐していた人たちはほとんど無罪です。これは大津皇子を偽りの謀反計画に嵌めて、殺す謀略だったのではないかという噂が立ちました。それでは誰の謀略なのか、皇子たちの中で互いに疑心暗鬼がはしったのです。

　大津皇子の才覚を恐れて、草壁皇子がライバル視して謀略を仕組んだのでないかという疑惑が流れました。 阿閇皇女は、とても兄弟思いで心の優しい夫が、そんな謀略を考える人間ではないことはよく分かっていました。それでもそういう疑惑を持たれて、深く傷ついた夫が、元々病気がちだったのが寝込んでしまい、ついに大津皇子が死を賜って三年後に病没してしまったのは、なんとも哀れでした。

　草壁皇子が亡くなったとなれば、いよいよ皇太子は高市皇子で決まりで、そうなればすぐにでも高市皇子が天皇になるとだれしも思いました。すると大津皇子を嵌めた謀略を仕組んだのは、高市皇子ではなかったかという疑惑が、胸に浮かんでくるのを抑えられませんでした。若しそうなら、恐ろしい人を天皇にすることになります。 阿閇皇女は姉である皇后とふたりきりで話したときに、その疑惑の気持を打ち明けたのです。

　「高市皇子、草壁皇子、大津皇子のこの御三人を措いて皇位を継承できる御方はございません。今生き残ったのは高市皇子御一人です。どうしても高市皇子に大津皇子の事件で謀略の疑惑がかかってしまいます。そんな時に正式に皇太子になられたり、御門になられたりすると、とても皇子たちをまとめ上げたり、臣下の信頼をえられません。それではお気の毒ですわ。」

　皇后は少し微笑んで、応えました。「私は高市皇子を信じています。あの方はとても高潔な方です。母君が胸形君徳善の女、尼子娘でそれで第一皇子なのに皇太子になれなかったのですが、そのことで少しもひがんだところはありません。かえって御門にならない方が、実力次第で出世したり、やりたいことができると思っておられます。私はこれまで何度も皇位を継がれるように頼んでいるのですが、『私はとても天皇の器ではありませんし、性に合わないことはやりたくないのです。それに皇子たちの間で疑心暗鬼が渦まく中で、御門を引き受けることはとてもできません』とはっきり断られたのよ。」

　結局、皇后が皇位を継がれることになり、その次は高市皇子というのが宮中では暗黙の了解になっていました。それで後皇子尊(のちのみこのみこと)という尊称を与えられていたのです。その高市皇子が太政大臣になって七年目に急死したのです。病気で死んだことになっているものの、何者かが毒をひそかに盛っていたのではないかという疑惑は捨てきれません。
高市皇子の急死から半年余りで、息子の軽皇子が立太子させられ、さらに半年後には持統天皇が譲位して、十五歳の文武天皇が誕生しました。阿閉皇女は、この事態の急展開に驚くだけで、ただ持統太上天皇の指図に従っていくしかなかったのです。

　息子はまだ少年で、自分が天皇になる心の準備も躾もほとんどできていませんでした。しかし持統天皇からしっかり後見をするからと納得させられましたが、本人もおどおど不安げにしていたにも関わらず、お膳立てだけが進んでいったのです。そのうえ、即位のお祝いのように二人の妃と一人の夫人がその月のうちに嫁いできました。神経質で病弱な感じの少年には、三人の妻をどう扱ってよいかも分からなかったのです。

　それでも髪長姫宮子にたちまち夢中になった文武天皇は、明るく元気な宮子に触れて、見違えるように陽気にふるまい、ぎこちなさはあるものの、太上天皇の指導に従って健気に職務を遂行するようになり、母親として少しはほっとしていたのです。

　　　　　　２息子から母への皇位継承
女帝には女帝の化粧があるといふくすめる女も光輝く

　ところが四年目の待望の皇子の誕生が、文武天皇の短い人生を暗転させました。難産で苦しんだ宮子が産後ノイローゼに苦しみ、閉じこもってだれにも会わなくなったのです。それで文武天皇も精神が不安定になり、翌年太上天皇が亡くなってからは、病弱で床に就く事が多くなりました。母親である 阿閇皇女しか、文武天皇を支えるものはいくなったのです。

　文武天皇が病弱となれば、宮中は 阿閇皇女が看病の傍ら仕切るようになりました。もちろん後宮は首皇子の養育係りでもある犬養三千代が仕切っていました。そしてなにかと政治向きのことは、藤原不比等に相談して処理していくことになったのです。

　宮子と首皇子を介して、不比等と三千代は今や天皇家族の一員のごとくになってきたのです。そうなると、天皇が病弱なので、首皇子の成長を待って、次の天皇にすることが、この家族の最大の目標のように意識されるようになりました。

　ついに懼れていたことがやってきました。首皇子が生まれて七年目の七〇七年六月十五日に文武天皇が崩御したのです。首皇子はまだ数えで七歳です。とても皇位継承は無理です。天武の他の皇子に継がせれば、首皇子が皇位を継承できる望みがなくなってしまいます。 阿閇皇女は三千代に相談しました。三千代は、少し困った表情をして遠慮げに応えました。「私などがそのような国家の大事を相談されて、お応え申し上げることは、道に外れます。」

　そこで 阿閇皇女は「これは気づきませんでした。家族のように暮らしているものだから、ついなんでも相談してもよいような気になって、でも私の頭ではどうすればよいのやら途方にくれます。病気ばかりで御門として何もできなかった息子の悔しい気持を考えると、せめて孫が息子ができなかった分をやり遂げることができればと思っているものだから、では世間ではどう考えているのか、参考までに聞かせてくれないか、これは相談ではないから。」

　「私も大切に御育てしました首皇子の将来に係わることですから、とても心配です。夫とどうなされば無事首皇子への皇位継承ができるのか話しておりました。これは天皇の母君からの御相談にお応えしているのではありませんよ。あくまで夫婦の会話を聞いて参考にしたぐらいに受け止めてください。」
「ええ、もちろん」
「夫が申しますには、『直系相続という意味は、本来、天皇家の血筋が直系的に連綿と続くという意味だそうです。天武天皇→草壁皇子→軽皇子→首皇子へと皇位が継承されるようにするのが、直系相続ということだそうです。でも年齢的な理由などで直接この通り行かない場合がありますね。そんなときには、持統天皇の例にもありますように、皇統に連なる女帝を中継ぎに立ててもよい筈だと申していました。」

　 阿閇皇女は困った表情になり、「しかしそのような適当な方はおられますか」とたずねたのです。すると三千代は思わず吹き出しました。
「ホ、ホ、ホ、ホ、ホ、ホ、ご冗談を、 阿閇皇女は天智天皇の第四皇女であらせられます。それに持統天皇の妹君ではございませんか、これ以上相応しい方は考えられません。そして軽皇子の母君だから首皇子への継承も確実に保証されます。」

　しかし 阿閇皇女ますます困った表情になりました。「私には姉上のような輝きがない。こんなくすんだ女が天皇になるなんて、天皇の御位を汚すようなことは恥ずかしくてできない。」三千代は呆れ顔で言いました。
「皇女、皇后、天皇、皇太后とそれぞれ化粧法が違うのです。後宮の専門家にお任せください。 阿閇皇女は美しさに於いても、気品においても、素材的には持統天皇に優るとも劣るところはないと断言できます。」

　「とんでもない、私は平凡な女です。それに母親が息子の後を継ぐなんて、順序が逆というもの」と驚き慌てた口調でいいました。

「軽皇子から首皇子へ確実に皇位を継ぐためですから、この場合の順逆は方便として許されるのです」当たり前のように三千代は平然と言いました。
「そんな議論が皇子たちの間で受け入れられるとは考えられない。」と 阿閇皇女は頭を抱えました。

「ですから、帝から直接、以前から病気を理由に母君に皇位を譲りたいと懇願されていて、今際の際にも頼まれて断われなかったので、引き継がれたという宣命をお書きになればいいのです。それで決まりです。」
「宣命など書いたことがありません。」
「不比等はその道の達人ですから、下書きを書いてくれるでしょう。」

　　　　　　３持統天皇の甦り
すめろぎは死に打ち克ちて甦り、千代の栄えの皇統守りぬ
七月十七日宮中に百官が集められました。儀式用の大広間は正面が北になっていて、少し高くなっています。そこに天皇が南面して座るようになっていました。天皇の前には御簾がかかっています。百官と呼ばれた主だった官人たちが整列していました。そこでしめやかに雅楽が演奏されていました。そして天皇の席にだれかが入っていく気配がしたのです。しかし天皇は崩御されて御遺体は殯の宮に安置されている筈です。やがて雅楽が終わり、石上麻呂が御簾の前に立ち、深々と礼をしました。すると御簾が静かにあがっていきます。、そのとき百官に期せずしてどよめきが起こったのです。

　五年前に亡くなられた筈の持統太上天皇が、天皇の時のお姿で南面して凛々しく立っておられるではありませんか。「鸕野皇女は甦られたのだ、神だ、すめろぎは現人神だ！」とだれかが、叫びました。あちこちで同じ叫びが起こりました。そしておごそかな雅楽の調べが流れ始めます。すると百官は我先にとひれ伏しはじめました。だれひとり神々しいすめろぎのお姿を仰ぎ見ることは恐れ多くてできないという空気が式場を制したのです。驚愕のあまり全身がぶるぶる震えている者も少なからずいたのです。

　「勝った」と、最後にひれ伏しながら、不比等は呟きました。石上麻呂は御前に進み出、片膝をついて、宣命をいただき、そのままの姿勢で五メートルほどすり下がって、振り向き、ひれ伏したままの百官の頭上に宣命の御言葉を厳かな低音で響かせました。

「あきつ御神と大八洲国しろしめす倭根子天皇（持統天皇）が詔のりたまふ、親王、諸王、諸臣、百官たち、天下（あまのした）公衆もろもろ聞こしめさへとのりたまふ。
この食国（おすくに）の天下の業を草壁皇子の嫡子、今天下とるかけまくもかしこき藤原宮に天下しろしめしし倭根子天皇、丁酉八月にしろしめしつる天皇（文武天皇）に授けたまひて、並びいましてこの天下を治めたまひとのべたまひき。
こはかけまくも近江の大津宮に天下しろしめしし大倭根子天皇（天智天皇）の天地と共に長く、月日と共に遠く、改めまじき常の典と立てたまひ敷きたまへる法と受けたまはりまして行ひたまふ事と、もろもろ受けたまはりて、かしこみ仕へまつりつらくとのりたまふ大詔を、もろもろ聞こしめさへとのりたまふ。
かく仕へまつりはべるに、去年十一月に、かしこきかも我が大王吾子天皇（すめろぎ）（文武天皇）の詔のりたまひつらく、朕、御身つからしくますがゆえに、暇間えて御病治めたまはむとす、この天つ日嗣の位は、大命にませ、おおましまして治めたまふべしと、譲りたまふ大命を受けたまはりまして、答へまをしつらく、朕はたへじといなびまをして受けまさずある間に、たびまねく日重ねて譲りたまへば、いとほしみかしこみ、今年六月十五日に、大命は受けたまふとまをしながら。

　この重（いかし）位に継ぎます事をなも天地のいとほしみいかしみ、かしこみまさくとのりたまふ大命をもろもろ聞きたまへとのべたまふ。
かれここをもて親王を始め、王（おおきみ）、臣、百官人等の浄き明き心もちていや務めに、いやしまりにあななひまつりたすけまつらむ事によりして、この食国の天下の政事（まつりごと）は、平けく長くあらむとなもおもほします。また天地の共に長く遠く改めまじき常の典とたてたまはる食国の法も、傾く事なく動く事なく渡り行かむとなもおもほしめさくとのりたまふ詔をもろもろ聞きたまへとのりたまふ。
遠き皇祖（すめろぎ）の御世と始めて、天皇（すめらが）御世御世、天つ日嗣と高御座（たかみくら）にまして、この食国の天下となでたまひめぐみたまふ事は、辞立（ことだつ）にあらず、人の祖（おや）のおのが弱児（わくご）を養ひたす事の如く、治めたまひめぐみたまひくる業となも、神ながらおもほしめす」（元明天皇御位に即きたまふ時の宣命］『続日本紀』巻第四、元明天皇より）

　こうして超法規的に死の間際に、二十五歳の天皇が直接四十六歳の母親に譲位したという、宣命が罷り通ったのです。この譲位の事実は確かめようがありませんね。しかし元々文武天皇は主体的に天皇をしていたわけではありません。母子一体でしたので、この事実を否定する根拠も見つけることはできません。
そしてこの儀式で神を見たという心理的体験は、この皇位継承に異論を唱えることを抑圧しました。神聖なものを汚す気がして憚れたからです。しかし神聖なものを汚したのは、この儀式を仕組み、「鸕野皇女は甦られたのだ、神だ、すめろぎは現人神だ！」と叫ぶように密かに指示していた者の方ではなかったでしょうか。それにしても化粧次第で地味な控え目の暗いイメージだった 阿閇皇女が、見事に華麗なる持統天皇に変身したのです。

　そんな度肝を抜くような演出の即位式があったのなら、歴史に記されている筈だ、物語にしても飛躍しすぎだと、ブーイングが聞こえそうですね。こういう離れ業の演出で皇位継承を切り抜けたというのは伏せられていたのです。でも宣命は残っているわけですから、子から母への密室での皇位継承が行われて、宣命を読み上げる形で事後承諾されたことは事実ですから、そこで猛反発されないような演出は必要だったということです。何かこの物語とはまた別のアイデアがありますか。私は持統天皇が蘇えったように見せることで、元明天皇を誕生させたとしたら、すごくリアリティを感じます。

　　　　４都の華か、象徴天皇
すめろぎは燦ざめくかな陽を浴びて華と香りぬ奈良の京の
この変身で自分が姉のように美しく、華やかで、神々しくまで見えることを知って、元明天皇は明るくなりました。全くの中継ぎのつもりで引き受け、宣命にもそのことを強調しておいたのに、自分が天皇として、それも華やかで神々しい憧れの女帝として輝いていられることがうれしくて堪らなくなったのです。

　この変身を演出してくれたのは不比等と三千代夫妻です。早速翌年には、即位にあたって功労のあった石上麻呂を左大臣に、不比等を右大臣にしています。不比等を左大臣にしないのは、不比等の希望でした。トップの地位につくとどうしても批難の矢面に立たされます。それよりナンバー・ツーやスリーの方が実力さえあれば、彼の考えにだれも反対できないので、存分にやりたいことがやれるという考えだったのです。そして三千代には元明天皇は橘宿禰の姓を賜わったのです。

　名演出家を得たスターのように、元明天皇は不比等の描いた律令国家確立の大仕事に夢をもって取り組んでいきました。その中でも平城京の建設には特に熱心でした。姉の持統天皇が藤原京に熱心に取り組んだのに対して、潜在意識の中で対抗していたのかもしれませんね。唐から帰った留学生や留学僧が異口同音に長安の都の巨大さ豪華さ、そこに展開している文化がいかに多彩で、国際色に富んだものかを意気込んで話すのを聞くと、天皇の胸の中で長安への憧れはどんどん膨らんでいったのです。
天皇が目を輝かし、胸をときめかせて聞いてくれるものだから、つい留学生たちは藤原京では狭すぎる、貧相だ、もっと大きな都を、長安のような都を造りましょう、というように盛り上がっていったのです。即位の翌年二月には平城京遷都の詔を出しています。

　そしてたびたび平城京の建設の進捗状況を視察して、はっぱをかけているのです。そして銅が出たのを記念して「和同開珎」を出した時でも、首輪にして身に付けてはしゃいでいました。そしていよいよ遷都となり、この巨大な都を作った時の天皇であることに誇らしげな幸福感を胸いっぱいに味わったのです。

　不比等たちが作成した大宝律令では、天皇は詔勅や宣旨にサインするだけで、その内容の吟味は一切する必要がないように作られていました。天皇を頂点にする律令国家と言いながら、すべて太政官の合議で決裁されて、天皇の権限は象徴化されていたのです。それは日本の天皇が女性である場合があるので、いちいち天皇に裁断を仰がないほうが、天皇にも面倒がなくて喜ばれたのです。そういう不比等の配慮のお陰で、律令国家の広告塔的な役割を女性天皇が荷なうこととなったのです。そして元明天皇はその役割を自ら楽しんで演じていたのです。

　古代の律令国家は天皇中心の中央集権国家なので、天皇の専制支配体制であったかに受け取られがちですが、実際には天皇は国家の人格的表現でしかなかったのです。国家の運営は太政官がおこなっていて、天皇の権限は象徴的だったそうです。そこが唐の律令と日本の律令の違いであると梅原猛は強調しています。

　赤い柱や青い屋根がカラフルな平城京への遷都のあとは、この国家がどういう謂れに基づいてに成り立っている国家なのかということへの自覚が必要になってきました。そこで建国と発展の歴史の物語を作って、自らの国に誇りを持たせようという、国史編纂事業に熱が入ったのです。このことでも元明天皇は大いに興味を示しました。

　天皇が宮中に不比等と太安万侶を呼んで、小部屋で御前で不比等に歴史物語を語らせました。それに対して物足らないところは充実させたり、都合の悪い所は削ったりの議論をしたのです。そこには三千代も参加したかもしれませんね。不比等邸で行なわれた可能性もあります。子供が聞いても胸がわくわくするところなどは、首皇子や安宿媛にも聞かせていたかもしれません。太安万侶はその日の議論を踏まえて、書き直して不比等に原稿をあげ、さらに不比等は加筆修正したのです。

　やはり元明天皇が最も興味を示したのは、柿本人麻呂が原作だと思われる天照大御神が孫のニニギノミコトに統治権を与えるところです。女神が主神で、孫に国を始めさせたとなれば、日本が女帝の国であっても当然です。それに直系相続の改めまじき常の典（不改常典）に基づく皇孫への皇位継承が正当であるとがよく分かるだろうと喜んだのです。

　　即位後すっかりのぼせ上がって、我を忘れていましたが、『古事記』が出来上がった和銅五（七一二）年には、もう五十一歳を迎えていました。本当に皇孫首皇子への皇位継承を考えなければなりません。しかし首皇子はまだ十三歳ですし、その上、虚弱な体質でとても当分は天皇になれそうもありません。無理に天皇にしてしまいますと、父文武天皇の時の様に夭折させてしまうことになりかねないのです。

　それに文武天皇の即位に際して、妃になったのは紀竈門娘と石川刀子娘であり、首皇子の母宮子は夫人になったのでした。しかし七〇一年の大宝律令では妃は皇族出身に限られました。それで二人の妃は嬪に格下げになりました。それでもまだ安心できません。石川刀子娘には二人の皇子があり、紀竈門娘にも皇子があったかもしれません。ともかく宮子の方が身分が低いのでは皇位継承の障害になるのです。それで翌年和銅六年にこの二人の嬪をさらに格下げして、嬪を名乗れないようにしたのです。

　もちろん石川でも紀でも皇子は元明天皇の孫であることは変わりないのです。その意味では首皇子と同格ですね。しかし元明天皇が天皇に成れたのも、天皇として輝いていれたのも、全て不比等と三千代夫婦の演出の賜物です。そしてこの二人を敵に廻せば元明天皇は一日たりともやっていけないのです。だから皇位継承も首皇子以外にはありえないのです。

　　　　　　５元明天皇から元正天皇へ
年食わば一年一年勝負なり中継ぎ女帝も継投のとき
　元明天皇は、氷高皇女と吉備皇女を呼び、夕餉の後、親子水入らず女三人で話をしました。

　「私は息子の軽皇子から皇位を継承するなんていう、離れ業をして何とか無事ここまでやってきましたが、もう五十二歳でそろそろ限界になったようね」と溜息まじりに洩らしました。吉備皇女は意外な様子をして言います。

　「お兄様から皇位を引き継がれた時は、本当に信じられませんでしたわ。あの時、私にもお母様は持統太上天皇の甦りに見えたのです。あれ以来、地味でどちらかといえば暗い印象のお母様が、明るく女神のように輝いていらして、ほんとうに元気にやっておられます。もし御位をどなたかにお譲りになられたら、急に老け込まれるのではないかと心配です。どうかやめるなんておっしゃらないでくださいませ。」

　氷高皇女も驚いて言った。「皇位継承の宣命で、お母様は中継ぎ宣言をされたわけでしょう。首皇子が大きくなられるまでは、お元気で頑張っていただかなくては、あの宣命はなんだったんだと後ろ指をさされますわ。」

　「そりゃあ分かってるわよ。でもね五十を過ぎると一年、一年が勝負なのよ。『来年のことを言うと鬼が笑う』という通りよ。元気そうに見えても、時折めまいがしたりして、ともかくもしものことがあった場合のことを考えておかなくてはね、それこそ無責任だと思われるわ。」

　吉備皇女は釘を指すように言いました。「まだ首は無理よ、十四歳でしょう、そんなことをすればお兄様と同じことになってしまうわ、可哀想だわ。」
　氷高皇女はすぐに返します。「それじゃあ、おまえが継いであげたら、おまえなら花があるわ、天皇はお似合いよ。」
　「お姉さまをさし措いて私が継げるわけがないでしょう。家を継ぐのとわけが違うのよ、国家のてっぺんの御位をつぐのよ。群臣の納得が得られませんわ。」

　元明天皇は頷きました。「それはそうね。継ぐなら、あなたよ、氷高皇女。」
　氷高皇女は、一瞬箸を落として、強張ったのです。「そんな、そんなの嫌です。結婚できなくなってしまうわ。」吉備皇女は微笑んで言いました。「あら、お姉さまは一生結婚なんかしたくないとおっしゃっていたじゃないですか。」

　元明天皇は苦笑いした。「正式にだれかの妻になるというのはできないかもしれない。でもお前も大人の女なのだから、いい人ができれば大人の関係を結んでもいいのよ。大周の聖神皇帝はたくさんの若い男性を七十過ぎまでかこっていらしたそうよ。」
　吉備皇女は吹き出した。「へえー、それじゃあお母様も、どなたかいい方がいらっしゃるのですか。」
氷高皇女「これ、御門に対してそのような失礼な口を聞くものではありません。」

　元明天皇は笑って流しました。「今夜は母と娘だから何でも聞いておくれ、私の場合は、そなたたちの父君草壁皇子をお慕いする気持が、いまでも少しも衰えていないものだから、他の男には関心が湧かないのよ。でも氷高皇女は夫を持った事がないのだから、だれにも気兼ねをすることはないわ。」
　氷高皇女「まさか本当に私が天皇になるって話が決まっているわけじゃないでしょうね。天皇になって男を後宮に囲うようなのはいやよ。それよりいい人を見つけて、結婚するから、それから吉備皇女に天皇に成ってもらった方がいいわ。それまでもう二・三年待ってください。」

　元明天皇は言いずらそうにしながら、「それがね、高市皇子と私の同母妹の御名部皇女の長男長屋王が内親王（天皇の皇女のこと）と縁付きたいと申し入れて来たのよ。守りが堅くて直接文を送っても、受け取ってもらえないからね。」

　吉備皇女は驚いて、「いままで男が言寄ってこないと思ったら、後宮がしっかり抑えていたのね。」元明天皇は慌てて、「そりゃあそうでしょう。あなたたちが勝手に相手を選んで、関係ができたら、そこにつけ込んで皇位を窺ったり、権力を握ろうとするでしょうから」と言い訳をしました。そして「もし姉の氷高皇女を長屋王に嫁がせたら、長屋王が皇位継承を狙っていると思われるでしょうね。それではかえって長屋王の立場も我々の立場も危うくなるわ。」と付け加えたのです。

　氷高皇女は怪訝な顔をして言いました。「右大臣藤原不比等が怖いのね、さんざん不比等の世話になっておきながら、今更そのライバルを育てようとするわけね。そりゃあ右大臣は表面は大人しそうだけど敵に回したら、恐ろしいって評判よ。」
これに対して吉備皇女が反論した。「右大臣や橘三千代の世話になりすぎたのよ。あまりに藤原氏にべったりだと天武天皇の皇子たちや他の豪族から、反撥されて、孤立してしまうわ。」

　元明天皇は頷きながら、「その通りなの。最近は不比等と私の間に怪しげな関係があるという噂を流されているわ。確かに不比等はすごい男よ、私がここまでやってこられたのは不比等のお陰だわ。これからも天皇家は藤原氏の力を頼らなければやっていけないでしょう。でもそのために皇親勢力や他の貴族勢力から孤立すれば、蘇我蝦夷・入鹿との関係に深入りしすぎた皇極天皇の二の舞になってしまうんだよ。だから長屋王の申し出は快く受け入れておこうと思うわけ。」

　吉備皇女はあわてて、「そんなことをすれば藤原氏に恨まれるのでしょう」と突っ込みました。「不比等も婆さま天皇とのあらぬ噂には、ほとほと困り果てているようよ。もしここで長屋王と内親王との縁談が破談になれば、どうせ御門とつるんだ不比等の横槍だろうといわれて、ますます不比等の立場は悪くなる。そこでその事情を考えて、長屋王は三千代を通して申込んできたのよ。それで不比等と三千代は、氷高皇女なら長屋王の皇位継承ねらいがみえみえだから反対するけれど、吉備皇女ならあえて反対しないということなの。」

　氷高皇女は怪訝な表情になりました、「もし私が天皇になったら、藤原氏からみれば首皇子の即位を引き伸ばそうとする長屋王の策謀に乗っていると勘ぐられない？」吉備皇女も心配そうに言いました。「私の長屋王との縁談と、お姉さまの即位を結びつけて、当分首皇子の即位ができないようにし、首皇子がひょっとしてお兄様のように夭折してくれるのを待つ企みとみられないかしら。」
元明天皇は頷きながらおもむろに言った。「それは鋭い見方だね。長屋王にはそういう狙いはあるかもしれない。しかし私にすれば、軽皇子のようなかわいそうな目に会わせたくないからね。しっかり成人してから、首には即位して欲しいんだ。
軽皇子の夭折の原因は早すぎた即位なのよ。首を夭折させないためには、即位を引き延ばした方がいい。そのことは三千代にもよく説明しておくよ。藤原氏にしても首皇子の夭折だけは避けたいだろうから、長屋王の引き延ばし作戦というのがあるのなら、それに乗ってやろうじゃないかってことなの。結局藤原氏にとっても即位を急がないほうが得策だってことなの。」
「藤原氏と長屋王の両方に気を使わなければならないのね」吉備皇女はそう言って頷きました。「お姉さま、どうせ首皇子が成人するまでの辛抱よ。立派に成人させれば、首皇子の即位には抵抗はないのでしょう。お母様のあの宣命が効いているし。」
元明天皇が吉備皇女に念を押しました。「だから吉備皇女は長屋王に嫁いだら、首皇子の立派に成人してからの即位に反対しないように長屋王を牽制して欲しいんだ。それが不改常典を貫く朝廷の立場だからね。」

　吉備皇女は思い切ったように、「それじゃあ私もお姉さまの縁談がまとまらないうちに、長屋王に嫁いでしまうわ。お父様やお兄様と違って、長屋王は頑丈そうだし、頼りになりそう」と話を纏めにかかったのです。
氷高皇女は悔しそうにしながら言いました。「それじゃあ長屋王が私の即位や首皇子の即位にあたって反対しないことを条件に、吉備皇女との結婚を纏めてください。それから不比等と長屋王は互いに協力しあって、私や首皇子のまつりごとを支えることを約束してくれないと、絶対に即位はしませんから。それからお母様もお元気な間は太上天皇として働いてください。」

　元明天皇はホッとした表情になりました。「親孝行な娘たちだよ。その条件なら私も譲れないと思っていた、ちゃんと約束は取り付けておくから。もちろん元気な間はお前が困らないように、私も頑張るから安心しておくれ。それから長屋王の動きにはある程度警戒が必要だから、氷高皇女がいつでも吉備皇女を訪ねらるようにという口実で、小さな氷高皇女の宮を長屋王の大邸宅の敷地内に建てさせよう、それも条件に加えておくよ。」

　こうして吉備皇女は長屋王に輿入れしました。氷高皇女も長屋王の大邸宅の一角に住んでいたのです。七一四年に十四歳の首皇子の立太子が行なわれ、七一五年には元明天皇から氷高皇女への譲位が無事おこなわれました。元正天皇の誕生です。その時の様子を『続日本紀』には「生れながらに心が広く、しとやかで美しく、朝廷の人々こぞって推戴し、その徳をたたえた」とあります。この譲位の時の詔勅は和文の宣命体ではなく、漢文で書かれたのです。おそらく根まわしが周到だったので、くどくど譲位のいきさつを弁明する必要はなかったのでしょう。

（梅原猛『海人と天皇下』二〇頁～二二頁に「吉備内親王は氷高内親王即ち元正帝の同母姉である。」とあります。おそらく氷高内親王の宮が長屋王の邸宅内にあったことを示す木簡がでたので、吉備内親王が長屋王に輿入れした際、妹の氷高皇女を連れて入ったと解釈したのでしょう。姉を連れて妹が輿入れするのは不自然ですからね。しかしこの作品では、天皇家としては姉を長屋王に輿入れさせるのは、藤原氏との関係で難しいという見解を重く見ました。）
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１広嗣の注進
広嗣は皇后（つま）の不倫を注進すああありがたや観音法説く

  「朕、意（おも）ふ所あるに縁（よ）りて、今月の末、暫く関東に往（ゆ）かんとす。その時に非ずと雖も事やむこと能（あた）はず。」

   この詔勅は七四〇（天平十二）年十月二十六日に書かれています。時まさに藤原広嗣の乱の真最中でした。こんな国家の危急の時に都を捨て、太宰府とも反対の方向に行くとは、いったいどういうことなのでしょう。広嗣の乱の最中にも係わらずといいましたが、実は広嗣の乱の最中だったからこそ、聖武天皇は都にいたたまれなくなったのです。

　広嗣の乱に関する話しを聞くたびに御門の胸は痛みました。そしてあの忌まわしい光景が頭をかけめぐります。それは忌まわしいというよりも、凄まじいと言った方がいいかもしれませんね。その情景を見て怒りも悲しみも起こらなかったのです。
それは全く次元が異なっていました。たしかに皇后とは若い頃はよく同衾して夫婦の営みを交わしていました。しかしそれはかなり国家的な事業を遂行しなければならないという、使命感に基づくものだったのです。皇位継承者をこの世に生み出すというのは、皇位についている者にとって最大の国家的事業なのです。

　全く同じ行為なのに、それはまるで違っていました。それはもちろん子供を作る行為などではありません。あるいは単純に快楽を貪る行為でもないのです。快楽の果てにこの世の全ての煩悩を突き抜けた、涅槃の世界があります。そこに達して恍惚の海に漂っている表情をしていました。そして、慈悲の光が全身から放たれていたのです。ふたりとも、観音のようでした。
ああ、これが御仏の世界なのだと御門は思ったのです。広嗣はこれに優る重罪はないと、姦淫の罪を喚きたてましたが、御門はその光景に圧倒されてしまったので、それを罪として追及する気にはなれなかったのです。かえって広嗣を太宰府に左遷して事を収めました。
２天皇と律令
詔帝おもむろ日を入れて最後にさっと可を書けばよし　

　広嗣は人一倍正義感が強い男でした。御門の為に吉備真備と僧玄昉の二人の排除を要求して乱を起こしたのです。その場では圧倒されて足がすくみましたが、御門も一人の男です。時折あの光景が目に浮かんでは、気分が落ち着かなくなり、無性にいらいらして腹立たしくなりました。その場では嫉妬すら感じなかったのにです。皇后との姦通は国家に対する反逆罪でしょう。本来なら広嗣が忠臣で、僧玄昉は希代の悪僧のはずなのです。八つ裂きの刑にされても仕方ないぐらいの罪なのですよ。

　大宝律令は天皇にとって極めて安直にできています。詔勅は全部中務省が文書を作成するのです。もちろん太政官会議の合議にもとづいてですが。天皇は「日」を入れて、最後に「可」を書くだけです。気に食わなければ「可」を書かなければよいのですが、なにしろ詳細な審議に関わっているわけではないので、よほどのことがない限り、「可」と書くしかないのです。

　大野東人を大将軍として広嗣追討に派遣する詔勅に「可」を書くときは、さすがに御門の手が震えたでしょうね。しかし乱が起こった以上鎮めなければなりません。広嗣の要求を容れれば、吉備真備と僧玄昉を左遷しなければなりませんが、そうすれば当然、姦淫事件を認めたことになりますので、皇后の処分もしなければならなるのです。どうしても御門には皇后を罰することはできなかったのでしょう。

　 広嗣に皇后の姦通を報告されて、それが観音に見えたのも、皇后を罪人にしたくなかったからです。それは普通の夫婦とは大いに違っていますね。妻の裏切りに直面しすれば、普通の夫なら離縁するかどうかは別にして、夫は妻を叱責する筈です。そして張り倒すぐらいの事はするでしょう。まさか観音様だと手を合わせるようなことはする筈がありません。いかに仏教に深く帰依していても、これはそういうことじゃないですからね。

　それに観音に見えたというのは、後世の『源平盛衰記』の作者の幻視も入っていますから、実際はどうか分かりません。とにかく聖武天皇は光明皇后に対して姦通の現場に居合わせても何もできなかったような関係だったのです。

　　　　　　　　３首皇子と安宿媛

　吾が背子は命に代えても支えたしただ憧れの星にはあらめ
　二人は生まれたときから一緒に育てられていました。そしてどちらかといえば、安宿媛の方が首皇子より、体格的にも、利発さにおいても圧倒し、姉御的に振舞っていたのです。そして二人は幼い頃から夫婦になるものとされていましたから、互いに他人としての意識はまるでなかったのです。

　首皇子は、先に成長していく安宿媛をまぶしく見上げていました。それだけに憧れや執着は強かったに違いありません。その点、安宿媛は首皇子と結婚し、生涯連れ添わなければならないのは、宿命と納得させられていました。
一緒に育てられただけに姉が弟を愛するようには愛していたでしょう。自分のありったけの力を発揮して、首皇子を立派な男にし、御門としても自分の命に代えても守ってあげようとは思っていたに違いありません。しかし首皇子は憧れの対象にはなり得なかったのです。ましてや、胸を焦がして恋焦がれるような恋愛対象にはならなかったのです、残念ながら。

　光明皇后は『楽毅論』の臨書作品によく現れていますが、男勝りで、大変情熱的な性格ですね。この光明皇后の『楽毅論』は近代の書道界では大変魅力的な作品としてよく臨書されています。
聖武天皇にも『雑集』という仏教詩文の書写作品があります。これはまことに端正な美しい作品でして、芸術性としても大変水準が高いものです。真面目で信心深い性格がよく出ています。また繊細で神経質な性格が見て取れます。あまり豪快とか、男性的という感じはしませんね。二人の書を比較してもその性格の違いがよく分かります。

　そして二人とも仏教の信仰も熱心です。聖武天皇のことは後で詳しく考察しますが、光明皇后は、菩薩行として悲田院・施薬院などの救癩施設を作り、癩病患者の膿を吸い取ってあげるという献身ぶりを示したという伝説的な話まで残っているのです。
つまり単に仏教信仰を示すために、造寺造仏を行ったという次元ではなく、皇后などという身分や地位などかなぐり捨てて、衆生済度の最前線で実践していたということです。ですから唐で活躍した僧玄昉に憧れ、皇后の宮に呼び寄せ、身近にありがたい話を聞いているうちに、気持が高まって、恍惚とした表情になっていたことは充分に考えられますね。
４宮子の憂愁治療

　　夢みるは九海士の海か胸焦がす磯の岩場の夏の陽射しか

　当時唐は玄宗皇帝の盛唐時代でした。玄昉は、この華麗な長安の都で、智周大師について、法相教学の奥義を学んだのです。その俊才ぶりは長安でたいそう評判を得ました。なにしろ、玄宗皇帝から紫の袈裟を賜ったくらいですから。帰国後三年にして僧玄昉は大僧正となり、皇族たちの帰依を集めていたのです。
そして彼が光明皇后のいわば熱狂的な帰依をかちえたのは、天皇の生母である宮子の病を治したことによります。そのお陰で宮子は産んだっきりで、会ったことのない首皇子つまり聖武天皇に対面できたのですから。実にその間、三十六年が経過していました。まさしく仏法の奇跡ですね。

　法相宗は唯識論です。唯識論では意識の根源性を体験するために、意識が身体を自由に動かせるヨガの修行を行なっていました。特別の呼吸法を会得させ、独特の体の姿勢に導き、意識と肉体の関係を変革させるのです。
これをメランコリー(鬱病)の治療に応用したらどうなっていたでしょう。宮子の意識をノイローゼから解放させてあげられるようにするため、手とり足取り、必要とあれば体を交合させるまでして、宮子の精神に活を入れたのです。

　草壁皇子、文武天皇、聖武天皇の三代は腺病質です。自分の与えられた天皇になるという栄光を素直に喜んで、大いに理想を燃やして国家づくりに野望をたぎらせるというようなところがなかなか表に出てきません。つまり自分はそれができる人物だという自信がもてないで喘いでいたのです。自分に課せられた重荷から逃れたいともがくタイプなのです。病気になりがちなのも、病気に逃げる事で面倒な権力争いから逃避しているのです。

　彼らは宿命的に天皇に成らされているという被害者意識から抜けきれません。だから妃や夫人に対しても、自分を天皇にさせる道具立てや演出家として懼れていました。あるいはその懼れを否定しようとして過度に執着しようとします。
性生活も世継ぎを産むという国家的事業ですから、何か追い立てられてしているような気がして、真剣なのに気が乗りません。それでそういう気持に反撥して、身勝手な楽しみ方をしようとしたりします。ともかくそういう性生活では御門自身も疵付きますが、相手にされる女性はたまったものではありませんね。

　文武天皇は宮子には優しかったし、互いの孤独な魂が慰めあって、その執着的な愛はある意味で純粋でした。宮子も妊娠するまでは、御門の愛で救われていたのです。しかし御門は精神的には宮子に執着するものの、肉体的にはまったくおざなりなように宮子には感じられました。それは御門にとって国家的事業であるというプレッシャーのせいでもあったのですが、ともかく燃え上がるようなものは宮子には、少しも感じられなかったのです。御門は自分の孤独を癒すために宮子を必要としているだけでした。宮子は王宮という檻に閉じ込められ、御門の慰め者にされて、世継ぎを産まされるだけの存在だということに、次第に堪えられなくなったのです。

　宮子は、九海士の青い空と海、たくましい海人たちと魚たちの世界、そこで思う存分跳ね回って燃えるような恋がしたい。この檻から逃げだしたい。そう切実に思いました。でも家族の暮らしや立場が苦しくなる事はとてもできません。妊娠で御門の足が遠退くと精神が不安定になりました、つわりもひどく、出産も生死を彷徨うほどの難産になったのです。そして長くノイローゼに陥って、御門にも、自分が産んだ皇子にも面会を拒絶していました。彼女は光明皇后宮の中の法華寺の中の小さなお堂にひたすら閉じ篭ったのです。

　七三七（天平九）年僧正に任命された玄昉は、御門から生母宮子の治療を頼まれました。それも興福寺の中の四恩堂という小さなお堂での治療でした。玄昉は、九海士の里に連れて行って療養させるのが最もよいとは思いましたが、それはいけないと釘をさされたのです。天皇の母が哀れな姿を民の前に曝すのは、貴族社会全体が許さないのです。それに宮子は既に五十四歳でした。海に戻されても、今更海女にかえれるわけではありません。また御門の母が、たくましい海人と恋に落ちるわけにもいきません。それを考えると、玄昉も無理に帰郷させても成功の見込みはないと思ったのです。

　玄昉は、私の幻視では、九海士の里を訪れ、宮子の親族や知人に昔話を聞きこんできました。そして四恩堂で二人きりで話しをしたのです。食事を運んでくる以外はだれも近づけなかったのです。始めは宮子は脅えていたでしょう。全く何を言っても反応はありません。近づけば脅えてぶるぶる震えていたのです。九海士の話しをしても全く聞いている様子はありません。髪長姫伝説にも反応しなかったのです。それに今では昔の面影はありません。だって髪は自殺予防で短く刈られていたのですから。

　玄昉は自分の生い立ちを話し始めました。彼は大和の生まれで、阿刀氏の出身だったということです。子供の時に寺にもらわれました。厳しい修行に耐え、見込みありとされ、岡寺の義淵上人について、法相唯識論を学びましだ。そしてとうとう義淵の弟子の中でも行基、良弁等と共に、七上足の一人とされたということです。
しかし宮子にはほとんど自慢話はしなかったでしょう。実は貧しい農民の出身だが、里長から利口な子なので、お寺に入れて修行させれば出世するといわれ、寺に入れられましたが、幼かったので失敗ばかりで、小坊主たちからさんざん苛め抜かれたという苦労話をしたのです。無理に話しを聞かせようとすれば、脅えて聞かないものです。「聞きたくなければ聞かなくてもいい、勝手に自分で思い出にふけっているだけだから」と言って、自分で子供時分の失敗談をしたり、唐での苦労話や女性体験などを、話しだしたのです。

　彼はしまいに宮子が側にいることなど忘れてしまっているように、失敗したときのことなど腹の底からゲラゲラ笑い、悔しかったことでは相手もいないのに、本気で怒鳴りつけました。寺で飼っていた犬が死んだ話では、目に一杯涙を溜めてしみじみと語ったのです。宮子は自分に向かってきている時は脅えて話など聞かなかったのですが、彼がまったく彼自身に向かって話しているように見えたので、安心して眠りました。しばらく眠っていると、夢か現か分かりませんが、彼の話が聞こえてきたのです。特に唐の国で辛い修行に耐えながら故郷の母を思って泣いた話などは、自分の身につまされてもらい泣きしてしまったのです。
　
　そこまでくるのに十日かかりました。それから玄昉は、宮子の生い立ちなどを聞き始めたのです。宮子は自分のことになると口を詰むぎましたが、玄昉は、宮子の幼馴染から昔話を聞きだしていたので、誘導尋問のような形で話しを引き出しました。宮子と仲がよかったらしい、従兄弟の名前を出すと、宮子は激しく泣き出したのです。そしてとうとう都に行く前の日に宮子の方から呼び出して、海岸の岩場の陰で激しく抱き合った話しをしたのでした。

　いつしか宮子は玄昉の胸の中で泣いていました。宮子の体は温かかった。温かくて震えていたのです。怯えて震えているのではありません。興奮して震えていたのです。玄昉の体の奥から慈悲の心が溢れてきて止めようがありませんでした。それは気のようなもので玄昉の体から流れ出して、宮子の鼻や口から入り、体中の穴から流れ出していました。皮膚からも染み出しているのです。二人は確かにまぐわりましたが、それは止めようがない仏の慈悲の営みでした。宮子の哀しみが体の中から野草のような芳香を放って部屋中に溢れ出たのです。

　　　　　　　　　５藤原四子と長屋王
　　　　　　
　　藤原の四人の兄は何故に疫病神の餌食となれりや

　一月近い治療ですっかり正常に戻りました。十二月二十七日宮子は、三十六年たって始めて自分が産んだたった一人の息子、聖武天皇と面会したのです。宮中こぞって喜びに感涙したことは言うまでもありません。御仏の慈悲による奇跡として聖武天皇も光明皇后も信仰の心が深くなりました。
特に光明皇后は、その年に藤原四兄弟を天然痘で相次いで亡くしており、激しい哀しみと失意のどん底にいたのです、だれか自分を救ってくれる人はいないかと思っていただけに、僧玄昉の法力の凄さに強く憧れたのです。

　それからというもの、皇后はよけいに悲嘆に沈み込み、体調を崩しては皇后宮に閉じ篭るようになりました。心の苦しみから来る病を治すには、御仏の力を借りるしかあるまいと思った聖武天皇は、これこそ僧玄昉の出番だと玄昉に治療を頼んだのです。そうでもないといかに僧とはいえ、皇后の寝室にまで堂々と入り込めるわけがありませんね。玄昉に皇后は、苦しいから早く宮子にしたような治療をして直してくださいと頼んだのです。

　しかし玄昉はこう返しました。「話を聞くのが宮子皇太夫人にしてさしあげた治療でございます。どうか皇后陛下の胸の中にわだかまる哀しみをすべて語って、胸のつかえを降ろしてください。」

　すると皇后はつまらなそうに言いました。「私がどんな境遇なのか、みんな知っているでしょう。私は藤原不比等と橘三千代の娘です。首皇子と生まれたときから一緒に育てられて、一生御門をお支えする役目を背負ってきました。」

　玄昉はうなずいて言いました。「それは尊いお役目です。」

  「ええ存じています。でもそれは藤原氏が家族ぐるみでお支えしてきたからこそ、できたことです。父不比等が亡くなってからは大変でした。やっと基皇子が生まれて立太子までしたのに、誕生日まで持ちませんでした。」

　「それは御辛かったでしょう。」

　「それがなんと基皇子は長屋王に呪い殺されたという話なんです。まさかあれほどのお方が御謀反を企てられるとはね。私の立后になにかと異議を唱えられ、どうも様子はおかしいとは思っていたのですが、長屋王には吉備皇女様が嫁いでおられ、太上天皇も一緒のお屋敷にお暮らしだったのに、もうどなたを信じて支えにしたらよいのやら、途方にくれました。」

   「皇后陛下のお兄様方がご活躍なされて、立派にお収めになられました。」

　「それでやっと私が皇后になれたばかりの時に、お母様が亡くなられて、あのころから全てがはかなく思え、生きるはりがなくなってきたのです。それで体調を崩すようになったのです。」

「『親孝行したいときには親はなし』と言います。」と相槌を打った。

   「それでもお兄様たちがいましたから、まだまだ藤原の力をまとめてことにあたれば、哀しみにも堪えていけるし、御門のお力にもなれるものを、その兄たちが今年になって天然痘という疫病神に次々と倒れられ身罷ってしまわれたのです。四月十七日に次男房前が、七月十三日には四男麻呂が、そのすぐあと七月二十七日には長男左大臣の武智麻呂が、そして八月五日には三男の宇合までも疫病神の魔の手から逃れられなかったのです。これは何かの祟りでしょうか。」

  「確かによりによって四人が四人とも倒れたというのは、何か恐ろしい妖気が藤原氏を包んでいるのかもしれません。私の弟子の行信にその正体を突き止めさせ、対策を考えさせましょう。藤原氏もここまで権力の中枢に入り込めたのには、それなりにご苦労があったのでしょう。ご先祖の中には深い怨みを買われている方もおられるかもしれません。こちらには全く身に覚えがない事でも、自分たちが不幸な目に遭っているのは、あいつらの謀略の所為に違いないと、逆恨みされている場合も多多ありますからね。」

　　　　　　　６長屋王の怨霊説
長屋王うらみ抱きて果てねども怨霊たりとは認めまじきを

  「それじゃあ世間で言われているように長屋王の怨霊の祟りだったといわれるのですか。」玄昉はうっかり口を滑らして、このデリケートな問題で言質をとられてはまずいと思いました。長屋王が基皇太子を呪殺したと密告されたのは、基皇太子が亡くなった翌年になってからです。神亀六（七二九）年二月十日、左京の人漆部造君足・中臣宮処連東人等が長屋王の謀反を密告したのです。「私(ひそ)かに左道を学びて国家(みかど)を傾けんと欲」すというのです。左道とは道教の呪術のことです。

　早速その夜、式家の藤原宇合らが兵を率いて長屋王邸を囲んだのです。実はこの密告は「誣告」だったのです。「誣告」とは旧刑法第一七二条［誣告］によれば、「人をして刑事又は懲戒の処分を受けしむる目的を以て虚偽の申告を為したる」事です。おそらく誣告者のバックには藤原房前がいたでしょう。
神亀五 (七二七)年には、基皇太子が亡くなっただけでなく、聖武天皇と県犬養広刀自の間に安積皇子が誕生したのです。藤原氏にすれば光明子の子供をどうしても天皇にしたい、したくてたまりません。それには光明子の立后が不可欠となりました。しかし長屋王は皇族以外からの立后は認めそうにありませんでした。
天皇の生母宮子を「大夫人」と称する勅令に、長屋王が令に合わないとクレームをつけ、「皇太夫人」と改称させられていたのですから。出身身分にこだわって天皇の母の意味に限定しているのです。それで長屋王を抹殺する必要に迫られたのです。
そうでなくても長屋王は太上天皇（氷高皇女）との強いつながりを利用して、引っ込み思案の天皇に成り代わって権力を振るい始めていたのです。このまま長屋王の政権が続けば、天皇が何かの際には、安積皇子が皇太子にでもなっていれば、幼少ということで長屋王が天皇になる可能性すらあったのです。

翌日、知太政官事舎人親王・大将軍新田部親王という存命していた二人の天武天皇の皇子に窮問使として長屋王を訊問させました。この二人の皇子は首皇太子の養育に関わらされて、藤原氏に取り込まれていたのです。その翌日に長屋王は自尽に追まれました。哀れだったのは長屋王の正妻吉備内親王とその四人の子供たちも自殺したことですね。もっとも『日本霊異記』によれば、王は自ら子孫に毒を飲ませた上絞殺し、その後服毒自殺したということです。

　藤原氏の狙いは、長屋王だけではありませんでした。その皇子たちも含めて抹殺することだったのでしょう。生かしておけば数十年後には、また強力な対抗勢力となったり、藤原氏に対して報復する危険があります。それで長屋王にすれば、一族を殺すよりも、一族には生き残って、王の怨念を晴らして欲しいと考えたに違いありません。一族にまで毒を盛ったのは、だから藤原氏の可能性が強いですね。

　しかし一族まで死に追いやっていれば、長屋王が怨霊となって藤原氏を苦しめることになると藤原氏が考える筈ですね。柿本人麻呂を神社に奉ったように長屋王を神として祀ったり、聖徳太子の怨霊を再建された法隆寺に閉じ込めたように、長屋王の怨霊を寺に封じ込めたりしなければならないはずです。そこまでしていないところをみると、藤原氏から見て長屋王の所業が随分凶悪にみえて、一族含めての征伐は当然と考えたのか、それとも一族の死はやはり長屋王の意志だったのかはわかりません。
ただ一族が一緒に死ぬという点だけみれば、山背大兄皇子の一族の死、蘇我石川麻呂と一族の抗議の死(もっとも全員ではありませんでしたが)を想い起こしますね。一族が一緒に死ぬことで、冤罪であったことを訴え、藤原氏の謀略を世間にアピールする意図があったかもしれませんし、怨霊信仰に基づくならば、怨霊としての祟り力を増幅する効果があると考えられていたのかもしれませんね。

　　　　　　　７光明皇后の信仰
憧れははげしき渦か哀しみの近づきかたしや貴女の理想に

　玄昉は話題を変えました。「長屋王の野望は潰えました。その野望を挫いて国家（みかど）をお守りしたのが藤原氏ではありませんか。あるいは長屋王の怨霊の祟りで兄君たちが倒れられたにせよ、それは尊い犠牲です。いまは冥福をお祈りしましょう。ひたすら御仏にお仕えし、善行を積まれれば良いのです。
[image: image8.png]


皇后陛下が菩薩として修行を積まれ、慈悲の行に励んでおられれば、兄君たちの行いはこの国を仏国土にするのを妨げた悪人を取り除いたことになります。藤原氏の行ないも皇后陛下の行い次第では、藤原氏が国を我が物にして食い潰すようなことにもなりかねませんし、御門を中心にまとまって御仏に帰依する理想の国にもなるのです。」

「しかし私など未熟者でどのようなことをすればよいのやら分かりません」と皇后は言いました。
「なんとご謙遜を。悲田院や施薬院などを設けられ、癩で苦しむ患者に献身的なお世話をなさっているとのこと、まるで観世音菩薩のようだと評判です。」
　皇后は首を振りました。「私の中には哀しみや不安が一杯なのです。それを忘れたくて、御仏に頼っているのです。慈悲行もそれで自分の哀しみや不安を忘れる為に行なっているのです。とても衆生に対する慈悲などという気高いものではありません。」

　「修行の中で自己を忘れるという境地は、高い境地です。慈悲行を行なっていますと、自分は己を犠牲にして行なっているのに、どうして御利益がないのだと不満に思いがぢてす。これでは結局御利益目当ての自分の為の慈悲ですから、少しも慈悲などではないのです。
やがてそういう自己欺瞞に気づきます、これは利他行ではなく利己行だと。そしてひたすら自己を忘れて利他に没頭します。するとまたこれは自分の中の苦しみ哀しみから逃れようとしている利己行だという思いになるのです。もっと続けていれば利己にも利他にもとらわれなくなります。利他の行いが利己になっても別にいいわけですから、大切な事は、ある行いが利己か利他ではないのです。」
  「利己か利他はどうでもよいとはどういうことですか。」と皇后は聞き返した。

　「慈悲の行いで救われるのは、慈悲を受けた人で、救った側はその犠牲になったように捉えてはいけません。体から膿や爛れをきれいにふき取ってあげても、かえって苦しむばかりで病気がそれですこしもよくならないとしたら、それでもふき取りますか。」
　「いいえ。患者さんがそれで大変救われた気持になられ、少しは元気になられるので、ふき取るのです。」
　僧正はうなずいた。「その時陛下はとてもうれしいお気持になられるでしょう。」
　「ええ、救われます。」
　「それで自分の中の哀しみや不安まで薄らぐのではありませんか。」
　「ええ、それで自分の苦しみから逃れるために行なっているのだと感じたのかもしれません。」

　「救われた側が、救われたことによって、救う側に入れ替わっています。そして救う側が救われているのです。こうして御仏は慈悲行を行なう者の中にも、慈悲を受ける側にもいて、世界は御仏の慈悲に包まれ、我と汝の区別から解放されるのです。あなたの哀しみは私の哀しみになり、私の喜びはあなたの喜びになります。」

   「では僧正様には私の哀しみがお分かりになるのですか。」

　「陛下、あなたの哀しみは私には受けとめられません。あなたの哀しみは海のようなので、私はその中で溺れてしまいます。あなたの求める理想にはとても近づけません。それをどなたかに求めておられます。それが叶えられないのが、あなたには堪えられないのです。あなたの中で鳴門の渦のように、激しい憧れが渦を巻いています。」

　その言葉を聞きながら、光明皇后の中で何か熱いものが渦を巻き始め、意識が薄らいでいったのです。玄昉は、崩れ落ちる光明子を抱きとめました。もともと寝室の床でしどけない姿をしていただけに、豊満な肉体から立ち上る芳香に玄昉の感覚もしばし麻痺状態に陥ったのでしょう。それはほんの一・二分だったか、数十分だったか、定かではありません。その姿を誰かが、部屋の外から覗き見たら、あるいは激しい交合の末の桃源郷のようにみえたかもしれないのです。

　　　　　　　　８帝の決意
この国は皇尊（すめらみこと）の意のままにまつりごとする皇国（すめらみくに）ぞ

　光明皇后は藤原四兄弟を失った穴を埋めるため、天平一〇（七三八）年、同母異父の兄橘諸兄を夫聖武天皇に推挙し右大臣に就任させました。これが諸兄政権の出発です。橘諸兄は留学生だった吉備真備と僧玄昉を重用しました。藤原広嗣は、聖武天皇への忠誠心から僧玄昉と光明皇后の姦淫事件を注進したのに、かえって太宰少弐に左遷されたのです。それでも正義感に燃えていましたので、次のような上表文を天皇に寄せてきました。

「一．玄昉は正道に反し紫の袈裟を着、僧であるにも関わらず財を積み、香華で身を飾り女色に愛著する。遂に今、金身丈六の仏眼に涙を流さしめ、下賎の女子を矯しめて偽りて弥勒と称す。
二．金光明経にある通り、天子は諸天の護持を必要とするが、賢臣良将を用いる代わりに悪人に親近している。疫病流行などはこの故である。
三．新羅・蝦夷・隼人らの侵略の危険性を説き、軍備縮小政策（前年五月の諸国兵士の停止）を批判。
四．玄昉は天皇皇后を騙し秘かに宝位を狙っている。諸国兵士の停止も実は「大唐の相師」を帝位に即かせんがためである。また外道真備は玄昉と契って国を転覆させようと企んでいる。この両者を除かなければならぬ。」（『松浦廟宮先祖次第并本縁起』（『本朝文集』に所収）から）

　これは単なる意見書ではありません。天皇は「これは謀反じゃ。直ちに広嗣を召喚せよ」と詔勅を出しますが、広嗣はこれに従わず直ちに挙兵しました。広嗣の独善的な上表文は、あまりに居丈高で天皇を馬鹿にしているような内容ですね。とはいえ玄昉は皇太夫人宮子と皇后光明子の双方と姦淫しています。ただし「金身丈六の仏眼」とは光明皇后を指し、「下賎の女子」とは皇太夫人宮子を指しているのかもしれません。
だとしますと、皇后との関係は宮子より以前からあったことになります。梅原も沿う解釈しているようです。この姦淫を罰しないで、それを告発した式家宇合の子広嗣だけ罰するのはどうにも間男された当人として体面が悪いでしょう。胸が痛むんだはずです。しかし精神的なストレスで悩んでいた妻の治療を頼んだ以上、その治療方法で咎めるのは気が引けるところです。それに母宮子を三十数年の憂愁から救ってくれた恩人でもあるわけです。宮子への治療にもそういうことがあったかもしれませんが、それしか方法がなければ、だれがその行為を批難できるでしょうか、光明子の場合もおなじことなのかもしれません。

　「しかしこの胸の痛みは何だ。元々、自分は天皇などに向いていないのだ」と聖武天皇は思いました。「本当の天皇なら、あの傲慢な広嗣め、天皇を馬鹿にしたような上表文を送ってよこしただけで、充分打ち首にしていいのだ。少しもうろたえる必要はない。」周囲にだれもいないのを確認してから、聖武天皇は刀を抜いて、空を斬り、打ち首の様子をしました。

「玄昉もつけあがって、分も弁えず皇太夫人と皇后と治療を口実に姦淫するとは、言語道断だ。天位を汚す行為として股裂きの刑にしてもいいのだ。皇后だって天皇をこけにしたのだから、自分の手で成敗するぐらいでないと、天皇として体面が立たない。」
狂ったようにあたりかまわず刀を振り回し、ぜいぜい息切れしました。

　「しかし自分はつい相手の気持を思いやってしまう。自分の言葉で疵つくのではないかと思ってしまう。それでかえって人の気持や言葉に疵つけられ、振り回されてしまう。このままでは駄目だ、皇后や大臣たちの意向に追随するのではなく、自分自身の意向に皇后や大臣たちを従わせなければならない。自分の描く理想に従わせ、自分の気分や思いを皇后や大臣たちが思いやるようにさせなければならないのだ。」

　そこで聖武天皇は、「朕思うところあって東国にいかんとす」といって都を捨てるという暴挙に出たのです。いかにももう平城京にはいたたまれないという、家出少年のようなパフォーマンスですね。だって平城京にいたのでは常にだれかにイニシアティブを取られてしまいます。長屋王や藤原房前、武智麻呂、あるいは光明皇后に振り回されるのです。橘諸兄政権だって、そのうち吉備真備や玄昉が皇后とつるんで天皇の意向も考えず、我が物顔に振舞うようになるのも目に見えています。

  しかし聖武天皇のエスケープは、もし藤原不比等が存命中ならできたでしょうか。あるいは四兄弟が健在なら、または長屋王がいたとしたら、御門が都を捨てるのを実力で阻止したかもしれませんね。光明皇后も阻止したかったでしょうが、なにしろ広嗣の乱の原因には僧玄昉と光明皇后の姦淫事件が絡んでいるだけに事を穏便に収めるためにも、ついていくしかなかったのではないかと忖度できますね。そして光明子の兄、橘諸兄にはまだ天皇に対して実力行使するだけの力はなかったのです。

  橘諸兄はあきれ果ててものが言えませんでした。御門というものは、こんなにもわがままなものなのか、如何なる無理難題でも聞かなければならないのか、しかしここで御門に抵抗してみても余計に御門がかたくなになられるだけだろう。むしろここでは精一杯、御門の御意向に従うふりをしておこう。そのうち都はそう簡単にどこにでも作れるものではない、やはり平城京が一番いいということに気づかれるに違いない。橘諸兄は、この機会を捉えて七四〇（天平十二）年自分の領地に近い恭仁京への遷都を実現しようとしたのです。諸兄の狙いは、平城京ではどうせ藤原氏が再び勢力を盛り返して、権力を独占しようとするに違いないので、橘氏の勢力圏に遷都して、しかも都の規模を何分の一かに縮小することで、イニシアティブ(主導権)を確立できるのではないかと考えたのです。

　　　　　　　　　９仏国土造り

　紫香楽の山の聖都におわします盧遮那仏こそ朕(わ)が心かな
聖武天皇はとにかく遷都したことで、貴族官僚を天皇の意のままに動かす事ができました。象徴天皇からの脱却です。しかしその事で天皇として偉大なことが何かできたわけではありませんね。彼がしたことは貴族官僚を引き回し、不便なところに都をつくって莫大な国費を無駄遣いしただけです。もっと立派なことをしなければと思いました。理想主義者の光明皇后もあこがれるようなすごいことをやるんだと意気込んだのです。早速橘諸兄に相談したのです。

　「光明子は仏教に随分熱を入れていますから、造寺造仏をすれば感心するでしょう。新しい都の近くにこの国で一番立派な寺院でもぶったてましょう。」諸兄は光明皇后の兄だけに自信ありげに言いました。すると聖武天皇はニヤリと笑って、肩をすぼめました。「どうせそんなことしか言わないだろうと思っておった。日本国中に御門の権威を知らしめるのには、全国津々浦々の国衙の近くに国ごとに護国の寺を建てるのだ。全国各地での不作や疫病の流行を考えるとき、都にばかり寺を建てるのはあまりありがたみがない。」

　諸兄は度肝を抜かれて、脚に力が入らなくなりへたり込みました。「それはものすごい計画です。しかし国ごとに建てるとなったら国家財政が持ちません。」御門は笑ったのです。「そなたは都を移すことにも賛成してくれたではないか。都を造るには大変な金が要る筈だ。都が造れて、国毎に寺が建てられない事はないだろう。」

　諸兄は首を傾げました。「だから両方一遍はとても無理だと思われます。都はやっと内裏ができただけでこれから本格的な造営にはいるのですから、とても国ごとの寺にまでは手が回りません。」

　「都は平城京のように巨大なものにする必要はない、巨大な建物や雑踏などはかえってそこに住む人間たちを萎縮させる。また天下の富が都に集まりすぎるということは、地方の方が干上がってしまうというではないか。だから、朕は逃げ出したかったのだ。せっかく奈良から逃げ出したのに、恭仁京を奈良にするのか。今、天下の状況を見るに、内乱あり、疫病あり、凶作ありで心ある者は皆胸を痛めておろう。こういうときこそ天下こぞって御仏に護国の祈りを捧げるべきだ。国ごとに護国の寺を建てる事こそ優先させるべきなのじゃ。」

　そこに光明皇后が入ってきました。「あらお兄様、いらしていたのね。なにやら御門とお話が弾んでいたようだけど。」諸兄は大仰に礼をして「これは皇后陛下、ごきげんいかがですか。ただいま陛下より、素晴らしい国造りの御計画を伺い、あまりに有り難いお話なので、陛下を拝みもうしあげていたような次第です。」

　光明皇后は驚いて、「ええ、平城京に帰れるのですか、それはすばらしい。陛下こんな中途半端な遷都は人も財も大変な無駄遣いになりますよ。それにこんな鄙びたところを都にすると皆気が滅入ってしまいます。善は急げ、早速準備に入りましょう。」

　御門はあきれた顔をしました。「おいおい、気が早いな。朕はここが気に入っておる。帰りたければ皇后一人で帰りなさい。」

　諸兄は、皇后が何か言い返す前に、口を挟みます。「陛下の御提案というのは、全国各地の国衙の近くに、護国を祈願する寺院を建てよというものです。皇后陛下の望んでおられる理想の仏国土の建設がいよいよ開始されるのです。」皇后はびっくりして目を丸くしたのです。

　少し照れ気味に御門は口を開きました。「最近の内乱、疫病、不作は聖徳太子の『篤く三宝を敬え、三宝とは仏・法・僧なり』と言われた『憲法十七条』を軽んじたからと思う。全ての国で護国の寺を作り、この国の平安を祈願させるのじゃ。」

　皇后はさかんに頷いていました。「陛下、それは素晴らしいですわ。恭仁京計画の何万倍も素晴らしい。これで陛下は聖徳太子以来、仏教をこの国に盛んにされた菩薩天子として、未来永劫に歴史に残ります。」

　天皇は素直な笑顔になっている。「これで朕もすこしは天皇らしいことができる。今まで自分で考えたことを、決定し、実現することができなかった。いつも誰かの意見に振り回されていただけのように思う。朕の意志によって国家を動かすということは、遷都によって実行された。これからは朕の理想によって国家を動かすことを実行するのだ。」

　「それは素晴らしいことです。しかし陛下、陛下御自身の意志や理想は、良き輔弼の臣の言葉によく耳を傾ける事によってはじめて、正しく形成されるのです。願わくば、護国の寺の造立計画に、尼寺の計画も加えていただくようお願いいたします。国の乱れも、疫病も、不作も結局は罪の報いだといいます。護国の寺と組にして尼寺を建てて、私ども衆生の罪の滅罪を祈っていただくのです。そうすれば御門の惟神(かむながら)の政(まつりごと)も輝かしいものになるに違いありません」と皇后は付け加えました。

　聖武天皇は恭仁京を造営しながら、そこからもっと辺鄙な山奥に入った甲賀の里に紫香楽宮という離宮の建設を命令したのです。しかも七四三年にはそこに大仏を造立せよとの詔を出しました。紫香楽宮は宗教的な聖都として構想されたと思われます。政治的な都とは別に、清らかで静かな山中に菩薩天子である天皇がいて厳かに神仏に鎮護国家の祈りをささげるという場所として構想されたのです。

　しかし天皇は年中、山に籠もるわけにはいきませんね。それで、天皇を仏像にした廬舎那仏が聖都にいて、天皇に代わって鎮護国家の祈りを捧げるというイメージなのです。聖武天皇は理想国家造りがいよいよ本格化してきたので、興奮していました。彼はこの廬舎那仏を天皇の権力で作ったのでは駄目だと考えていました。民間から浄財を集め、人民の信仰の結集が巨大な廬舎那仏となって、現れる姿を夢見たのです。

　　　　　　　　10山が燃えている
紫香楽の山の都が燃えている帝の哀しみくべているらし

　というのはこの大仏発願のきっかけは、実は三年半前の天平十二（七四〇）年二月にあったのです。天皇は河内の知識寺でそこの盧舎那仏を参拝しました。そしてそれが民間の勧進によって造られたものであることを知りまして、いたく感動したのです。そこで聖武天皇は、禁止され、弾圧されていたにもかかわらず民間に布教していた行基を大僧正に任命し、大仏造立の勧進を行なわせたのでした。紫香楽宮の造営と大仏造立のアイデアは実は行基の発案ではなかったかという解釈をする人もいるようですが、それは大いにあり得る仮説ですね。
　梅原猛『海人と天皇下』三八～四〇頁で『日本霊異記』では、聖武天皇は聖徳太子の生まれ変わりであり、行基は文殊菩薩の生まれ変わりと解釈されていると紹介されています。これは聖武天皇にはうれしい解釈でしょうね。彼は『憲法十七条』の理念を実現しようとしたわけですから。
　行基は法相宗の僧侶でしたが、やがて寺を出て山林修行で霊力を身につけて、山を降り民間で布教するようになりました。公田から逃亡し、流浪していた人々が行基のもとに集まって私度僧になったと言われています。彼らを組織して、墾田開発やさまざまな土木工事を行ったと言われます。都の近くで一万人の民衆を集めて集会を開くなど侮りがたい存在に成長したのです。
行基は恭仁京に泉橋院という名の寺院を構えていました。聖武天皇は恭仁京に来て、三月目にその寺院を訪れて、行基とじっくり話しています。この泉橋院は泉橘院とも呼ばれるので、そこから橘諸兄と行基の深いつながりが想像されています。それで遷都の情報が前もって伝えられていたので、行基は恭仁京にいち早く寺を構えられたのだと梅原猛は解釈しています。ともかく橘諸兄の仲介で聖武天皇と行基は膝を交えて話し合い、意気投合したのです。

　日本では仏教は鎮護国家の仏教であり、国家や豪族が寺院を管理してきました。僧侶の仕事は祈祷と仏典の解釈に限定されていたのです。そして民衆への布教は禁止されていたのです。池や橋を作り、病気の治療をするかたわら、民間に布教していた行基たちの活動も、国家の統制がきかないので、うさんくさく思われていたのです。それが大仏造立に際して、一躍大僧正に抜擢され、諸国の勧進に大活躍する事になったのです。
実は聖武天皇の行基抜擢にこそ、賎なるものの中にこそ、聖なるものがあるという仏教の平等思想の現れがあるのです。聖徳太子は、行き倒れの乞食に自分の衣服を与えましたが、実はその乞食こそ仏だったという説話や、光明皇后が悲田院で癩病患者の膿を吸い取って治療したが、その患者こそ観世音菩薩だったとか、こういう説話には聖なるものはもっとも賎なるものの中にこそあるという発想があります。

　聖武天皇は、僧の中で最も尊い大僧正に、最も賤しい遊行僧を抜擢したのです。寺に籠もって祈祷や経典解釈ばかりしている官人僧では、いざ大仏造立の大事業を全ての公民を総動員して行なうというような仕事はとてもできないのです。行基のように民衆の中に入り、その病を治し、その地域の抱えている事業に民衆を組織し、民衆に知恵と情報と勇気を与える僧こそ、大仏造立事業の指導者に最も相応しいのです。

　甲賀の山奥に聖都を建設するという紫香楽宮構想は、その崇高な理想を行基以外にはだれも理解できなかったと思われます。それは全く聖武天皇の道楽としか思えなかったでしょう。実際、そのために莫大な国費を浪費し、中央貴族官僚が山奥にくぎ付けになる事により、国政の遅滞ははなはだしく、彼らの不満は我慢の限度を超えたのです。

　恭仁京と国分寺・国分尼寺の建設、紫香楽宮の建設で財政破綻すると、恭仁京構想は御破算になり、急に難波宮への遷都が決まりました。難波宮の再建は、すでに神亀三年（七二六年）聖武天皇即位から二年後に開始していたのです。聖武天皇が難波宮の再建を進めたのは、われこそは天武直系の天皇であり、難波に副都を築くという天武朝の事業を継承するものだということをアピールしたかったからだといわれています。
　
　 七三二年頃には難波宮は完成に近い姿となっていました。恭仁京の建設破綻で天平一六（七四四）年に、ここ難波宮がいったん首都に定められました。ところが聖武天皇は難波宮を留守にし、紫香楽宮に籠もってしまいます。そして、紫香楽宮が都だと宣言したのです。これは明らかに聖武天皇が 聖都構想に固執していたことをしめしているのです。しかし難波宮と紫香楽宮は離れすぎていて両立できません。
 
　紫香楽宮の東の山が燃えています。つい十日ほど前にも大仏造立中の甲賀寺の東の山が燃えたところです。難波宮に移ってからも紫香楽宮建設は続けられました。そこで反対派はついに実力行使に打ってでたのです。天平一七（七四五）年四月のことでした。この動きに呼応するのかように五月に入ると地震が頻発したのです。

　聖武天皇は元々自信家ではありません。天皇の意志によって国を動かすということも、人民の支え、天地の支えがあって始めてできるのです。このまま放火が続けば紫香楽宮は、遠からず灰燼に帰してしまうことは、火を見て明らかです。本来なら国家権力の総力を挙げて犯人を追及し、治安を維持すべきところですが、むしろ権力の中枢にいる連中が放火させているかもしれないのです。橘諸兄だって本音では紫香楽宮には反対でしょうし。光明皇后だって平城京に戻りたがっていたのですから、怪しいものです。

　放火を見て、卑怯なやり方に怒っていた聖武天皇も、地震には怒りのやり場がありません。恐怖に足ががくがく震えていたのです。「天地までも紫香楽宮を見放しているのだ」と聖武天皇は落ち込んで床から起きてこなかったのです。

　五月二日に、官人たちは意見を求められました。ずばり、「都をどこにすべきか」です。やはりこぞって「平城京」と答えました。その三日後、聖武天皇は、紫香楽宮をあとにしたのです。五月一一日、聖武天皇は歓呼に迎えられ、平城京にもどりました。そして六月一四日には、平城京が首都であると正式に表明されたのです。そして大仏造立も平城京の東に隣接する地域で行なわれたのです。

　平城京に都が戻った天平十七年十一月、聖武天皇は遂に僧玄昉を左遷しました。僧玄昉は相変わらず、下半身スキャンダルの震源地だったらしいのです。その噂を聞く度に、聖武天皇は虫唾が走っていました。それで僧玄昉は、筑紫の観世音寺に遣わされることになったのです。観世音寺の建設は、斉明天皇の追善のため天智天皇の頃からはじまっていましたが、いまだに未完成だったのです。その仕上げと、落慶の大導師を務めるためという名目でした。

　さすが玄昉だけのことはあり、彼が赴任してから観世音寺の完成は、半年もかからなかったのです。ところが天平十八年六月十八日、落慶法要の大導師を務めた玄昉は、法会の場で急死しました。その死の真相は、黒雲が俄かに立ちこめて、激しい落雷があり、雷に打たれてショック死したということらしいのです。しかしそのような数奇な死に方をすると、話に尾ひれがつくものですね。すぐに怨霊の祟りだということになってしまいます。もちろん藤原広嗣の怨霊ですよ。

　赤い衣を着て冠を被った怨霊が玄昉を掴んで空に上がり、彼の体を散々に引きちぎって落としたのです。それで玄昉の弟子たちがそれを拾い集めて葬ったというのです。そういう空恐ろしい怨霊話が伝わると、その話の続きが作られました。翌年の六月十八日、玄昉という銘を書いた枯髑髏が、奈良の興福寺の庭に落とされました。その時、二・三百人が虚空でどっと笑う声がしたというのです。その髑髏は頭塔に葬られているという話です。

　怨霊は神として祭ることによって、祟らなくなり、かえって祭る人を守護してくれるとされています。唐津市の鏡山には鏡神社があります。その主神は神功皇后ですが、別殿の祭神が藤原広嗣なのです。奈良市高畑町の新薬師寺西南にその分社があるということです。

　さて聖武天皇は、天皇としての自らの意志で国家を、自分の理想に従って導くという大実験を行ないました。しかし遷都の試みは大失敗に終わり、国家財政に甚大な被害を与えたのです。その結果、深い挫折感が聖武天皇を襲ったらしいことは想像に難くありませんね。そこで彼の心の支えになったのは、大仏造立事業をやり遂げる事です。平城京に戻ってから更に七年の年月が大仏開眼供養までに費やされています。
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　　　　　　１光明子と藤原仲麻呂
傷心の帝に代わりて凛々しくも政する女（ひと）支えたし
聖武天皇が、天皇の意志で国家を動かせるかという大実験を試みたのは、自らの出自に対するコンプレックスがあったからかもしれません。自分が聖なる天皇であるという証しが、聖武天皇にとっては、理念の上では、自らの意志で国家を動かせるということだったのです。その意味では、平城京からの逃避行の時期は、天皇としての自己を存分に確認できた時期であったと言えます。　

　しかし結果として遷都は惨めな失敗に終わりました。結局、聖武天皇は天皇としての資質に著しく欠けていたことを自覚して、政治への意欲を喪失して、落込まなければならなかったのです。そうなれば政治の実権は光明皇后に移ることになります。

　橘諸兄は恭仁宮への遷都事業を率先して行なっていただけに、発言権に衰えが見えてきました。そんなときに藤原武智麻呂の長男仲麻呂が台頭してきました。この逞しくてきらきらした甥を光明皇后は、大いに引き立てました。光明皇后は、聖武天皇がふさぎこみ、しきりに体調不良を訴えて、公務に就こうとしないので、やむを得ず天皇の代わりに執務していたのです。

　光明子と仲麻呂は六歳しか離れていません。仲麻呂にすれば、夫の聖武天皇が理想の追求に燃え尽きて、挫折したので、夫に代わってけなげに凛々しく執務している皇后を支えたいと思っていました。父の世代の藤原氏はすべていなくなっていましたし、房前の子広嗣は乱を起こし、征伐されてしまっていたので、藤原氏を代表して仲麻呂が、光明皇后を支える必要があったのです。皇后の異父兄である橘諸兄も深刻な挫折感に見舞われていたので、仲麻呂はよけいに使命感に燃えていました。

　光明皇后には傷心の聖武天皇を支える責任があったのです。聖武天皇が平城京を捨てた原因は皇后と玄昉との不倫です。あれほど気の弱かった御門が、急に断固として都を飛び出したのです。あれほど聖武天皇に対して強かった光明皇后がこのときばかりはオロオロと従う他なかったのです。
　　　　　　　　　　　
　　　　　　２聖武天皇から孝謙天皇へ
すめろぎの直系の血を享けたればおみななれども御位につけ
しかし傷心の聖武天皇は天皇を続ける気力などありませんでした。叔母である元正太上天皇（氷高皇女）が天平二〇（七四八）年に亡くなられてから、聖武天皇の心はよけいに大仏造立のことばかり考えるようになりました。そして翌年には、大仏造立の勧進で中心になって活躍した大僧正行基が亡くなりました。行基菩薩が橋を架け、池を掘り、道普請などの土木工事や、病気の治療、加持祈祷などをして全国にめぐり仏の功徳を施してきたからこそ、大仏造立が進んできたのです。いよいよ大切なところにきて行基菩薩の死は、聖武天皇にとって両手両足をもぎ取られるような気持だったでしょうね。とはいえ行基は既に八十一歳の大往生です。これまでの働きに感謝するしかありません。

　行基没後二十日目に陸奥の国から大仏鋳造のための黄金が献上されてきました。これも行基菩薩の功徳です。これでやっと大仏造立は目処がたちました。聖武天皇は四十九歳で三十二歳の娘の皇太子阿倍内親王に譲位したのです。皇太子になってから十一年目のことでした。譲位したのは天皇の仕事が、つまりこまごました儀礼が面倒になったからです。聖武太上天皇はひたすら御仏に帰依したかったのです。
この譲位を梅原猛は政治の実権を掌握していた光明皇后と藤原仲麻呂による強制と解釈していますが、既に実質的に政治からは身を引いていたので、強制されなくても譲位したかったのではないでしょうか。

この譲位の時に「王を奴と成すとも、奴を王と云ふとも汝のせむまにまに」と言われたと、後に孝謙上皇は主張しています。おそらくそれに近いことを云われたに違いないでしょう。そうでないと孝謙上皇の高慢極まりない振る舞いは理解できませんから。
「不改常典」といわれる（草壁皇子）→文武天皇→聖武天皇→孝謙天皇と直系相続されてきた皇位を格別に神格化して、淳仁天皇の皇位を軽視し、上皇として専制権力を維持できたのも、この父帝からの特別の言葉なくしては考えられません。
不改常典に基づいて聖武天皇が実現しましたが、光明皇后の長男基皇子は誕生日までもちませんでした。それで七三八(天平一〇)年基皇子の姉であった阿倍内親王が皇太子となり、七四九(天平勝宝一)年に皇位を継いだのです。孝謙天皇の誕生です。女帝ではありましたが、直系の男子への中継ぎではありません。彼女自身が直系の相続者なのです。中国で則天武后が聖神皇帝になったことにも影響されたのかもしれませんね。ところが彼女は結婚していませんから、次へ直系相続できないという矛盾にぶつかりました。
　　　　　　　３道祖王の廃太子
先帝の喪にあらざるや道祖王侍童に通じて帝位のがせり
七五六年に聖武天皇は亡くなりましたが、遺詔で新田部親王の皇子道祖王(ふなどおほきみ)を皇太子にするように指示していました。それで道祖王は皇太子になったのですが、翌年孝謙天皇は、道祖王が太上天皇の喪中にも関わらず侍童(じどう)と密通して、民間に機密を漏らし甚だ不行跡であるとし、廃太子を議したといいます。

聖武上皇にすれば道祖王を孝謙天皇と男女の関係にし、その子に皇位継承すれば直系相続ができると思ったのでしょう。その旨を道祖王に示唆していたので、道祖王は孝謙天皇にモーションをかけたと想像されます。ところが孝謙天皇はプライドが高いのでセクハラとしか感じなかったのです。表向き侍童と密通ということで問題にしましたが、裏にはどうもそういうことがあるようです。侍童と密通とはいわゆるお小姓とのホモ・セクシュアルです。
　孝謙天皇は自分を抱けるのは最高の男性でなくてはならないと思っていた筈です。当時最高の男といえば男ぶりからも知恵からも権力からみても南家武智麻呂の次男藤原仲麻呂しかいないわけです。仲麻呂は皇太后を支えて権勢を振るっていました。皇太后より五歳年下でした。皇太后は挫折して政治から身を引いた聖武天皇に代わって仲麻呂を使って朝廷を切り回していたのです。兄の橘諸兄も現役でしたが何しろ遷都の失敗で、諸兄の権威も失墜していましたから。

　ところが孝謙天皇が嫌がってセクハラということになってしまったのでしょう。仲麻呂と既に男女の関係にありましたし、孝謙天皇も男性に対する理想が高かったのです。かつて吉備真備に帝王学を習っていたことがあります。その時には胸にときめきがありました。やはり学者や高僧に惹かれるところは母親の影響でしょうね。そのものさしから道祖王の性急な迫り方は、帝位を冒涜する行為だととても不快に感じたのでした。実権を握っていた藤原仲麻呂と光明皇太后にとって、このセクハラ事件は絶好のチャンスでした。道祖王は橘諸兄の人脈に属していたので、仲麻呂には気に入らない存在だったのです。
　　　　　　　４仲麻呂をめぐる母と娘

　　仲麻呂に娘のこともよろしくと頼む母なり皇太后は
仲麻呂は光明皇太后と孝謙天皇の将来について、相談していました。光明皇太后には仲麻呂を独占したい気持ちがありました。でも娘のことを託すには他に適当な人物がいなかったのです。もっとも頼りがいのある仲麻呂に任すしかなかったのです。

玄昉と光明皇后との間の不倫は、多分にノイローゼやヒステリーの治療とからんだものであり、藤原広嗣が乱を起してまで問題にすべき内実があったかどうか疑問が残ります。それに対して藤原仲麻呂と光明皇太后との関係は、本格的な不倫であったと思われます。

光明皇太后が聖武天皇にかわって朝廷での実権を握ったのは、聖武天皇の遷都の企てが完全な失敗に終わって、天皇自身が権力をふるって理想を実現しようとする気力はなくなってしまったからです。ですから甥の藤原仲麻呂が皇后と親密になり、権勢を誇るのは、聖武天皇にとって批難すべきいわれはなかったのです。

光明皇后は聖武天皇を支えることを使命と考え、それで権力をふるってきたのですが、平城京に戻ってからは、聖武天皇は政治的には引退したも同然だったので、光明皇后の意識の中に聖武天皇を命がけで支えるという気持ちは消え去っていました。聖武天皇に成り代わって、光明皇后が朝廷を取り仕切っていたのです。だから以前なら玄昉にあこがれても、聖武天皇の命がけで支えるというアイデンティティがあってのことで、多分に抑制されていました。それが藤原仲麻呂に対しては、聖武天皇の存在をほとんど意識する必要がなかったのではないでしょうか。

仲麻呂にすれば気位の高い孝謙天皇に性的に奉仕するのは、あまり気の進まないことであったかもしれません。しかし権勢を持続するためには光明皇太后から孝謙天皇にじょじょに乗り換えざるを得ません。そこで孝謙天皇に自分の養子格だった大炊王を皇太子とさせ、そして譲位を実行させたのです。

母の勧めもあり、仲麻呂に身を任せることにしたものの、孝謙天皇は仲麻呂に自分の求めるものを見出すことはできませんでした。美男子という点で、仲麻呂は貴族たちの中で群を抜いていましたし、教養や頭脳明晰という点でも吉備真備に決して引けを取らない男だったのです。しかし彼の行動はすべて計算ずくで、利用されているという感じです。何か冷たいのです。仲麻呂が熱い思いを孝謙天皇に寄せているのなら、孝謙天皇も燃え上がるものがあったでしょうが、胸が熱くはならなかったのです。

四十歳の孝謙天皇は、もう出産はあきらめていたでしょう。藤原仲麻呂に頭の上がらない仲麻呂の娘婿大炊王を皇太子にしました。橘諸兄が亡くなったばかりで、藤原仲麻呂は橘諸兄の息子奈良麻呂派を厳しく排除し、弾圧していたのです。この対立が厳しくなっていまして、この時期には孝謙天皇は母光明皇太后にまったく逆らえなかったようです。ロボット的な天皇では我慢できなかったので、新しい皇太子が決まって一年余りで孝謙天皇は譲位しています。
孝謙上皇はロボット天皇を引き受けた淳仁天皇を見下し、まともな天皇として認めていなかったのです。彼女も、もう四、五歳若ければ、皇位は自分の子供に継がせたいと思っていたでしょう。しかし未婚で子供がいないのだから仕方がなかったのです。
七五八年に孝謙天皇が四十歳で淳仁天皇に譲位してから、藤原仲麻呂は天皇から「恵美押勝」の名を贈られています。これは美しさに恵まれた、押しに勝れた人物という意味です。仲麻呂を見ると光明皇太后がおもわず微笑むというところからきたらしいのです。しかし聖武上皇が亡くなって四年後の天平宝字四（七六〇）年、光明皇太后もなくなったのです。　　

　　　　　　　　５宿曜秘法
黒髑髏いかに使いて行うや宿曜秘法で病癒えるや
仲麻呂は淳仁天皇と孝謙上皇の保養のために保良宮を造営しました。そして七六一年に、天皇と上皇は保良宮に保養にでかけました。そこで道鏡禅師も従って、孝謙上皇の病を癒したと言われています。『続日本紀』には「看病に侍してやうやく寵幸せられる」とあります。孝謙上皇の病はメランコリー（鬱病）です。吉備真備が「宿曜秘法」という占星術で治療にあたりましたが、孝謙上皇は体のあちこちのを抑えながらもがくばかりだったようです。

孝謙上皇は母をなくしてから、無性に孤独感に苛まれました。父母以外に結局自分を心から愛し、支えてくれる者はいないということが、身に沁みて分かったのです。仲麻呂は親身になって心から打ち解けてはくれない。ただ義務感から仕えてくれているに過ぎないのです。本当の燃え上がるような恋をしたこともなく、あたら齢を重ねてもう四十五歳になりかかっていました。早く自分も父母のいる天寿国に迎えいれて欲しいと切実に願うこともあったようです。

でもこのまま空しく人生を終えるのは納得がいきません。そう思うと胸が塞ぎ締め付けられるようで時折苦しくなったのです。食べる物が喉を通らず、嘔吐がして胃液まで吐くこともありました。夜床に就くと、寝入りばなに何者かに押さえつけられ、首を締められるような圧迫感にも苛まれました。もがき苦しみの声が寝室に響き渡ったのです。女官たちはその度にオロオロしていました。

道鏡は金襴の袈裟を纏い、大きな杖を持っていました。そして苦しんでいる孝謙上皇の床の前に台を置き、そこに大きな黒い髑髏を祀っていたのです。そうして香木を焚き厳かに経文を唱えはじめたのです。その異様な鬼気迫る表情に孝謙上皇は圧倒されて頭を抱えたままじっと蹲っていました。その状態で二時間ほどが過ぎました。道鏡は一心不乱に呪文を唱え続けていたのです。道鏡も表向きは宿曜秘法を使って治すと言っていましたが、占星術で治るよう状態ではありません。あくまでもそれらしい道具立てに使ったのでしょう。
　　　　　　６物の怪調伏
上皇の孤独と哀しみ固まりて物の怪となり体蝕む

上皇はその二時間の間時折、かすかなうめき声をあげていましたが、突然体をうねらせ始め、「ギャー―――」とわめき声を上げました。「物の怪が悲鳴をあげた」道鏡はつぶやいたのです。「物の怪に乗り移られてはいかぬゆえ、お供の方はお下がりください」と叫び、部屋を密室にしてかんぬきを外からかけさせました。「物の怪などではない、」上皇はそう叫びたかった、「孤独の風が体内を吹きぬけ、哀しみが間欠泉のように悲鳴となって出てくるのだ」そう訴えたかったが、声になるのは「ギャーー」という悲鳴だけだったのです。

「物の怪調伏！物の怪退散！」と叫ぶと道鏡は、閻魔のように恐ろしい形相をして杖で上皇の体を打ち始めました。驚愕に顔を歪め上皇は逃げようとしますが、恐怖に足が竦んで一歩も動けません。したたかに打っているようですが、それほど怪我にはならないように、手心は加えていました。十発ぐらい打ち据えられて、上皇は動けなくなったのです。「ううううう」と低いうめき声が泣いているようでした。

道鏡は上皇を手荒く突き倒し、仰向けに寝かせました。そこで黒髑髏を手に持って、眼前に近づけのです。「物の怪調伏！物の怪退散！」と唱えながら。上皇の恐怖は極点に達し、したたかに失禁し、意識は朦朧としていました。なおも道鏡は容赦しないという勢いで、仰向けに寝かされている上皇に覆い被さるようになり、黒髑髏で顔面を撫で、さらに体中を衣服の上から撫でまわしました。「物の怪調伏！物の怪退散！」という呪文を早口で繰り返すので、それは「うわう、うわう」という唸り声にしか聞こえません。上皇は恐ろしい獣に陵辱され、食べ尽くされているという感情に襲われたのです。ぶるぶるぶるぶる小刻みに体が痙攣して止まりません。

「しぶとい物の怪じゃ。上皇様の孤独と哀しみが固まって物の怪になり、上皇様の体を食い尽くそうとしている。上皇様、ご安心下さい。道鏡めの命に代えて、あなた様の物の怪となった孤独と哀しみを追い出してしんぜましょう。」

やにわに上皇の衣服を剥ぎ取り、失禁した尿と下痢便の混ざった汚物をそれになすりつけ、また「物の怪調伏！物の怪退散！」と叫ぶや、その激臭のする汚物を上皇の裸身に塗りつけ始めたのです。「無礼な、打首にしてやる」と上皇は叫ぼうとしましたが、「ああああああ」と言葉にならない無力で情けない声をあげるだけだったのです。

「物の怪め、まだ参らぬか」と言うや、道鏡はぬっくと立ち上がり自分の股を広げ、前をはだけたのです。そこにはすりこぎのような巨根が怒ってビクビク震えていました。上皇の眼は飛び出しそうになりました。「これでもくらえ」と叫ぶと、滝のように上皇の顔面に放尿したのです。「わわわわわ」と呟くばかりで抗議もできません。放尿は体中になされ、上皇の汚物を洗い流すようでした。それが杖で叩かれて蚯蚓腫れになっているところに沁みてヒリヒリと痛みが走ります。「ヒクヒクヒク」としゃくりあげる様な声を挙げたのです。

「どうじゃ物の怪、苦しかろう、この道鏡が命に代えて、全身全霊で上皇様をお守りするからには、もはや上皇様の体内にお前の棲家はないのじゃ。上皇様の体内から、孤独の虫も哀しみの虫も永久に追放じゃ、ワハハハハ。上皇様、今物の怪には止めをさしますから、ご安心を」というなり、激臭と汚物にまみれた上皇の裸身に自らの裸身を重ね、怒りの巨根を上皇の陰部（ほと）に挿入したのです。

孤独と哀しみで上皇の陰部は、ぽっかり大きな空洞になっていたのです。仲麻呂に抱かれてもその空洞は埋まりませんでした。道鏡の巨根は、上皇の空虚を埋めたのです。これは実際のサイズの問題ではありません。伝説では蜂に刺されて巨根になったということですが、たとえどんなに巨根であっても、上皇の精神的な空虚を埋めることはできません。たとえ短小であっても、上皇の空虚を埋めることができたのなら、精神的には充分巨根なのです。

一介の禅師が上皇を杖で叩き、裸身にして汚物を塗りたくり、強姦したとなると確実に死刑ですね。道鏡はもとより命を投げ出して、失敗すれば死刑だと覚悟した上で、上皇の病を癒したのです。その命がけの思いが孤独地獄にもがき苦しんでいた上皇の魂を激しく揺さぶったのです。仲麻呂は自らの美貌と英才で光明皇后の心を掴みました。しかし彼はあくまでも自分の権勢のために光明皇太后や孝謙天皇に奉仕しただけでした。道鏡のように命がけで、孤独地獄から孝謙上皇を救い出そうとはしなかったのです。

　　　　　　　７聖性への攻撃
糞尿も慈悲の光に照らされて黄金に輝き芳香放てり
道鏡の熱いものを受け容れながら、上皇は毘蘆遮那仏の声を聞いていました。「糞尿にまみれよ。地上で最も尊い筈のそなたでも、自らの体内は最も穢れているとされる糞尿に満ちているのだ。糞尿すら御仏の慈悲の光に照らされれば黄金に輝き、どんな香料よりも芳しく匂うのだ。御仏の慈悲の前では、御門も奴もないのだ。ただの裸身の女にかえり、生まれたままの命にかえってこそ、命の喜びが躍りだすのだ。愛を知れ、そなたのために命を投げ出して、全身全霊でそなたとまぐわっている男を愛するのだ。」悲鳴とも嬌声ともつかぬ声をあげながら、上皇は幾度もオルガスムスに達したのです。
それにしても著者やすいの解釈はあまりにえげつないのではないか、道鏡と上皇の関係は下半身スキャンダルはあるとはいえ、それは決して同時代史料に基づくものではない、平安末期になってからのもので、実証性に乏しい、それに奈良時代は鑑真の厳しい戒律で僧になったわけだから、僧は厳しくセックスを禁欲していたはずで、ふたりとも僧籍にあったのだから、そういう関係は有り得ないという説も有力です。坂口安吾も純愛説を唱えていました。
梅原猛も下半身スキャンダルを詳しく紹介した後で、性豪伝説は興味本位のもので、二人の関係は純愛だったと見ています。ただし梅原によれば純愛であることは男女の性愛関係がなかったことを意味しないようです。二人は大人の男女であり、結婚していないわけですから不倫でもないわけで、精神的に深い関係になれば、別に男女関係があってもいいではないかと見ているわけです。

しかし玄昉による宮子と光明皇后への治療にはセックス治療を認めている以上、道鏡の孝謙上皇への治療もその可能性は大いにあると考えるべきでしょう。しかも治癒後孝謙上皇が道鏡とベタベタして目に余るものだから淳仁天皇に注意されて激昂していますから、そこからも治療にそういう要素があったことを伺わせますね。しかも見事に完治し、治してくれた道鏡を天皇にしようと画策し、そのために天皇に返り咲いたりしているわけです。それらをどのように受け止めるかです。
阿倍皇女は朝廷の中で聖武天皇や光明皇太后との関係においてのみ存在価値があったわけで、そこにこだわる限り、本当の人格的な人間関係を取り結ぶことなどできないのです。ですから道鏡は彼女が天皇であったこと、上皇であることを棄てさせなければなりません。あらゆるしがらみや過去を断ち切って、一人の女としての自分に立ち返って、そこから生き直す覚悟が必要だったのです。


そんなことはあり得ない。彼女は太上天皇だから、それをやめることなどできっこないと思われるかもしれません。たとえ現実的にはそうでも、自分の中で上皇であることを棄てたと納得できればいいわけです。しかし自分の聖性に強いアイデンティティがある以上それはできません。だから道鏡は治療で彼女の太上天皇としての聖性を徹底的に否定し、陵辱しなければならなかったのです。しかし上皇の聖性を陵辱すれば、道鏡は不敬罪で死は免れません。もちろんそんなことは承知の上で、命がけで徹底的に彼女を陵辱したのではないかと思われます。

　それが杖で打ち据えられ、失禁した糞尿を塗りたくられるという冒瀆ですね。徹底した聖性の否定です。そうして初めて太上天皇の聖性から解放されるのです。でもそこまでやれば完全に死刑ですね。しかし僧たるもの本当に孤独地獄に苦しんでいる魂を救えるなら、自分は死刑になったっていいですよね。地獄に堕ちても本望のはずです。上皇だって糞尿の塊にすぎないわけです。何を天武天皇や持統天皇の直系だとふんぞりかえっているんだ、このウンチの塊！というわけです。ついでにこれでも食らえというわけで、自分の小便をぶっかけます。もちろん相手は「物の怪」です。上皇の体に憑依している「物の怪」にぶっかけるのです。


これだけでははっきりいって余計に上皇の精神を破壊するだけで、救うことはできません。道鏡自身も糞尿にまみれ、自分の命にかけて上皇様をお救いすると、殺し文句をいいまして、強姦するわけです。ここまでやらないと愛のメッセージになりません。相手に通じないわけです。朝廷という地獄から魂を救い出すということですね。それには一人の女に返してやらなければならない、徹底的に聖性の仮面を剥がし、素っ裸の糞尿にまみれた女に返して、それを仏の慈悲で抱きすくめなければならない、そのために不邪淫戒に触れたとしてそれがなんでしょう。別に死刑になっても、地獄に落ちてもいいんだぞということです。

もちろん私のようなえげつない幻視をしなくても上皇が治癒し、かつ道鏡に天皇位を授けようとする気持ちにさせるような方法が見つかるなら、いつでも撤回します。私もこんなことは書きたくなかったのです。でも、聖と俗の矛盾をとことん究極まで追い詰めていくと、そこに聖性への徹底した冒瀆のパフォーマンスが浮かび上がります。糞尿すら御仏の慈悲に黄金に燦ざめくのです。そこに仏教的絶対平等の世界が広がります。血統ではなく、徳によって皇位を継承すべきという革命的な結論がそこから実感されたのです。
　　　　　　８孝謙上皇のクーデター

生意気に朕（われ）に意見をいうのなら国家大事は朕行はむ
保良宮ではすっかりノイローゼから快復した孝謙上皇は、片時も道鏡を離そうとしなくなったのです。人前でも道鏡とべたべたするので、淳仁天皇は「宮中であまりに淫らなお振る舞いは、いかがなものでしょう。お控えください。」と注意を与えたのです。「何を言うか」と気色ばんで上皇は天皇を睨みつけました。あわてて道鏡は上皇をなだめました。
この情景は七六二（天平宝字六）年の六月三日の次の宣命から思い浮かんだものです。

「太上天皇の御命を以て卿たち諸に語へと宣りたまはく、朕が御祖大皇后の御命以て朕に告げたまひしく、岡宮御宇天皇の日継はかくて絶えなむとす。女子の継ぎには在れども嗣がしめむ、と宣りたまひて、此の政行ひ給ひき。かくして今の帝と立てすまひくる間に、うやうやしく相従ふ事はなくして、とひとの仇の在る言のごとく言ふまじき辞も言ひぬ。為まじき行もしぬ。凡かくいはるべき朕には在らず、別宮に御坐しまさむ時しかえ言はめや。此は朕が劣きに依りてしかく言ふらしと念し召せば、愧かしみ、いとほしみなも念ほす。またひとつには朕が菩提の心を発すべき縁に在らしとなも念にす。是を以て出家して仏弟子と成りぬ。但し政事は常祀小事は今の帝行ひ給へ。国家大事、賞罰二柄は朕行はむ。かくの状聞きたまへ悟れ、と宣りたまふ御命を衆聞きたまへよと宣りたまふ。（ 『 続日本紀 』 ）

この宣命から天皇は上皇に道鏡のことで注意したのは確かです。このことで出家の機縁となったと開き直っていますから、道鏡とのことをとやかく言われたことで、二人が仲がいいのは仏弟子同士だから問題はないというのでしょう。もちろん当時の戒律では性的関係は僧侶の間では厳禁でした。なお鑑真和上が来日して最初に戒を授けたときに両親とともに孝謙天皇も受戒しています。でもそのときは出家はしていません。

上皇と天皇の関係は日本独特です。上皇は天皇の隠退者であるが、正式には太上天皇と呼ばれ、「天皇」の一種のごとく表現されています。これは上皇になっても天皇に対して臣下の立場に立つことはなく、親としての権威で命令できることを意味しています。でも孝謙上皇は淳仁天皇の親ではありません。しかし皇太子に任命しましたので、その意味では親と同格の地位にあると考えていたのでしょう。それに自分は「不改常典」の直系の尊い血筋なのだという誇りがあります。仲麻呂の娘婿ごときに舐められてたまるかという意気があったのでしょう。

道鏡によって孤独地獄から救われた孝謙上皇は、恵美押勝の美称で正一位につき、並ぶところない権勢を誇っていた藤原仲麻呂に敵愾心を抱くようになります。仲麻呂の権勢はあくまで光明皇太后の寵愛によって得たものであり、その権勢を維持しようとするのなら、孝謙上皇に対して誠を尽くさなければならない筈です。しかるに仲麻呂はノイローゼに陥って苦しんでいる上皇を面倒がり、自分の権勢を強めようとばかりしてきたのですから。

仲麻呂は、橘諸兄が亡くなってからは、道祖王をはじめ橘諸兄ゆかりの皇子たちを死に追いやり、橘奈良麻呂も乱に追い詰めました。孝謙天皇に迫り、淳仁天皇に譲位させたのも仲麻呂独裁を狙ったものでした。仲麻呂から道鏡に乗り換えた以上、孝謙上皇にすれば、もはや仲麻呂の専横を許すわけにはいかないのです。手を拱いていると、遠からず上皇を惑わすものとして道鏡が弾圧されることになるでしょう。

孝謙上皇も道鏡も意志が強く、いかなる迫害や苦境に立とうとも、戦い抜く気概は持っていましたが、なにぶん政治的なセンスや謀略の才がありません。そこで孝謙上皇が頼りにしたのが、聖武天皇によく仕え、阿倍内親王（後の孝謙天皇）に帝王学を教え、橘諸兄に重用された吉備真備です。彼は六九五年生まれだから六十六歳にもなる長老でした。吉備真備なら朝廷内での反仲麻呂勢力を結びつけて、仲麻呂追放のクーデターを企てることができるかもしれないと思ったのです。

吉備真備によれば、淳仁天皇とのつながりで恵美押勝の権勢があるのだから、まず淳仁天皇の権限を奪ってしまうことが肝要だということでした。日本の律令はその点、上皇と天皇の関係が曖昧なので、相手から排除される前に、こちらから先手を打って相手を排除しておくことが大切です。それと平行して藤原氏の中での反仲麻呂勢力との連係を図って、仲麻呂の孤立化を図ればよいということです。

天平宝字六（七六二）年の六月三日ついに孝謙上皇は先ほどの宣命で淳仁天皇から権限を奪うクーデターを敢行しました。この宣命に対して、仲麻呂―淳仁帝ラインは抵抗した筈ですね。もし朝廷内で太師（太政大臣）であり、正一位でもある仲麻呂が絶大なイニシアティブを発揮できれば、逆に孝謙上皇が捕らわれていたでしょう。それができなかったということは、朝廷内で反仲麻呂の動きが高まっていたからです。それは道祖王の廃太子にはじまる橘氏排除や、皇太后や天皇との性的結合を足がかりにした実権掌握のやり方は、藤原氏の内部にも強い反感をかっていたのです。孝謙上皇が道鏡とつるんで仲麻呂に反旗を翻したことに対して、ざまあみろという気持ちで受け止めていたのです。

たしかに大炊王を立太子させ、皇位につけるのは、これまでの「不改常典」に執拗にこだわってきた経緯を考えると、あまりに皇位を軽くしてしまっている印象を受けます。それだけに孝謙上皇が淳仁天皇を見下して、「政治上の常の祀りや小さなことは今の天皇が行いなさい。国家の大事、賞罰の二柄は私がやります」と宣告しても当然のような空気が朝廷内にあったのでしょう。

この時、孝謙上皇は聖武天皇の血が騒いだのです。彼女は天皇だったときには、光明皇太后や仲麻呂の傀儡(かいらい)にすぎませんでした。自分で何か重要な政治決定をする能力も意志もなかったのです。道鏡に救われて愛に目覚めてはじめて、彼女には自分の意志が生まれ、それを貫くために権力欲がふつふつと湧いてきたのです。それにしてもこの宣命では、道鏡との関係に口出しをしたり、邪魔をいれたりしたことに怒って、天皇の権限を奪ったことがはっきり宣言されています。そんな私的な感情に振り回されて、政変が起こってしまったのですから、本当に驚き呆れ果てますね。

　　　　　　　９恵美押勝の乱
仲麻呂は押が勝ちすぎ藤原の親族からも鼻つまみかな
仲麻呂は自分の権力が藤原氏全体の力を代表していると思い込んでいたのです。ところが、この宣命がでると藤原恵美氏を除く藤原氏は、みんな気迫に押されて孝謙上皇に従ってしまいました。形勢不利と見た太政大臣恵美押勝は、太政官から引上げてしまったのです。

そして密かに謀略を練り、二年間の準備を経て仲麻呂は道祖王の兄塩焼王を皇位につけて、乱を起しました。天平宝字八（七六四）年九月のことです。仲麻呂は淳仁天皇を担いで乱を起したかったのだが、吉備真備の指図で、天皇の身辺は監視の目が張り巡らされて、大極殿からどうしても脱出できなかったのです。

この乱は仲麻呂が二年間かけて準備したものでしたが、その間に上皇側も吉備真備の指令で仲麻呂の乱を予測して、鎮圧の準備をしていたのです。そのために内偵を送り込み、情報は筒抜けでした。だから乱を起そうとしたときには、既に官軍に取り囲まれていたのです。

吉備真備と道鏡は宿曜の秘法を行い、朝敵調伏の呪いを行いました。上皇は、あのかつての独裁者仲麻呂をあまりにたやすく敗死させたものだから、これは道鏡の宿曜の秘法の威力だと思ったのです。道鏡の朝敵調伏の呪いは、密室でだれも入れずに行われました。戦が始まる頃から三時間ばかり密室に篭って呪文を唱え続けたのですが、道鏡の篭った部屋からは悲鳴やわめき声がし、物が倒れる音などがしたそうです。とても一人とは思えなかったのです。しかしいかなる物音がしても三時間は空けてはならぬとされていました。三時間後物音もなくなり、部屋をあけると袈裟が引きちぎられ、血まみれになって道鏡が倒れていたのです。

一時間ほどして意識が回復した道鏡は、仲麻呂の生霊と戦っていたというのです。そして仲麻呂を調伏したと叫び、奴は死んだ筈だと断言しました。後から調べてみると道鏡の仲麻呂の生霊を仕留めた時刻と、戦場で仲麻呂が敗死した時刻はほぼ一致するという話なのです。

上皇にはこの二年間の吉備真備を中心にする朝廷側の対仲麻呂対策がいかに緻密であったか、その苦労など理解できる筈もなかったのです。それに藤原氏内部で藤原恵美氏を排除する動きが、この時期に活発化したことも忘れてはなりません。上皇は道鏡と組んで、ふたりで仲麻呂を倒したという、勘違いと驕りにかられて破綻への道を歩み始めるのです。

上皇と道鏡コンビは、仲麻呂の怨霊が祟るのを恐れました。それで西大寺の造営を思い立ったのです。そして「百万塔」を作成させました。これは「無垢浄光陀羅尼経」を納経した小さな三重塔を百万基造ったものです。陀羅尼経というのは、真言（サンスクリット）の呪文である。「無垢浄光陀羅尼経」とは塔を造る功徳について書かれたものなのです。百万基も造ったのだから、怨霊の祟りを鎮めるのにさぞかし効果が期待されていたのです。ちなみにこの「無垢浄光陀羅尼経」は大量印刷されたものとしては現存する世界最古のものといわれていましたが、最近では新羅の仏国寺のものの方が古いとされています。

仲麻呂の乱の直後、孝謙上皇に対する謀反を理由に淳仁天皇は天皇を廃されました。親王に貶められて、淡路に幽閉されたのです。もう淳仁天皇には後ろ盾がいません。そして孝謙上皇にとっても利用価値はありませんね。放っておいても謀反を企てるだけですから、退位させてしまったのです。翌年の天平神護元年十月、逃亡を計りましたが捕らえられたのです。そしてその翌日変死しています。まだ三十三歳の若さでした。

　　　　10王を奴と成すとも、奴を王と云うとも
　　　朕こそは聖武帝の日嗣ゆえ王を奴に奴を王に
淳仁天皇を廃して、孝謙上皇は復位しました。称徳天皇です。この天皇の最大の目標は、道鏡を天皇にすることです。これは聖武天皇が阿倍内親王を孝謙天皇に即位させるにあたって語った言葉の実践なのです。「王を奴と成すとも、奴を王と云ふとも汝(いまし)のせむまにまに」という言葉です。この言葉の前半は、淳仁天皇の皇位を剥奪して、淡路に幽閉し、殺してしまったことで実現しました。今度は、この言葉の後半を、どこの馬の骨かわからない禅僧の道鏡を天皇にすることで実現しようとしたのです。

もちろん聖武天皇はこの言葉を「不改常典」に基づく天皇の権威の絶対性の比喩として使ったと思われます。だから称徳天皇はみずからの権威の絶対性を、聖武天皇の言葉どおり実践しようとしたのです。しかし「不改常典」の元来の意味は、皇后の長男に皇位を継承させるべきだという原則の筈です。まさか「どこの馬の骨かわからない者」にでも皇位を継承させる権利のことでは有り得ません。その意味では称徳天皇の目論見は、とんでもないことです。彼女は全国に国分寺・国分尼寺を作り、東大寺と大仏を作った父聖武天皇を日本を仏国土にしたもっとも偉大な天皇と感じていたのかもしれませんね。その日嗣だから自分には「王を奴に、奴を王にする」権限があると思い込んでいたのかもしれません。
もし天皇位を道鏡に継がせても、自らが皇后に納まり、道鏡の子を産んで、その子に皇位を継承させることができるとすれば、道鏡の皇位も「不改常典」の実現のための中継ぎということになります。しかし既に四十台半ばに達していた称徳天皇が子供を生んで、母胎が大丈夫なのかという問題があります。ひょっとしたら、父方の曾祖母も母方の祖母三千代も高齢出産だったので、自分も大丈夫だと思い込んでいたかもしれませんね。

一介の僧を天皇位につけるということは、これは血統による身分制度に対する根源的な否定です。それは仏教的な平等思想の影響かもしれません。あるいは、仏教に深く帰依していた称徳天皇のことですから、日本を理想の仏国土にするには、もっとも高徳な僧を天皇に据えるべきだという、至極もっともな発想があったかもしれません。しかしこれは天皇制というシステムの実質的な否定です。もし道鏡が継げば、その後の皇位継承は高徳の僧でなければならないことになり、もう実質的には「天皇」ではなくなってしまうのです。

天皇制に対する怨念のようなものが称徳天皇の血統の中に受け継がれていて、それが天皇制を実質的になくしてしまおうとさせていたのかもしれません。祖母の海女出身宮子の悲劇があり、母宮子の出自からコンプレックスを抱えた聖武天皇が破滅的な行動に出たのです。これらの伏線から考えると、天皇制そのものを危機に追い詰める彼女の行動は、称徳天皇の中の「俗なるもの」が衝動的に求めているのです。元々「聖なるもの」は一人一人の「俗なるもの」の中にこそあります。しかし「俗なるもの」は、「聖なるもの」に憧れますが、なかなか自分の中に自覚できません、それで誰か一人を「聖なるもの」に選んで、みんなの中にある「聖なるもの」をそこに対象化したものなのです。

天皇制で「聖なるもの」とされる原理が血統なのは、いちいち吟味しなくてもいいからでしょうね。しかし血統にはどうしても「俗なるもの」が混ざってしまいます。海女だった宮子が俗なる血として出自コンプレックスを持ち込みました。その精神的重圧は「聖なるもの」から解放されたいという潜在意識を植え付けます。あるいは聖なるものを否定して俗に還ることに抑えがたい衝動を感じるのです。そのことを孝謙上皇は目覚めさせられたのでしょう、道鏡のあの瀆聖的な治療によって。それが彼女の身分制と天皇制への挑戦の底にあったと思われます。

実際、称徳天皇は、天平神護元年に最も低い身分の姓のなかった安房国平群郡人壬生美与曽・広主の二人に「平群壬生朝臣」が与えられました。天武期に制定された「八色の姓」があり、真人（まひと）、朝臣（あそみ）、宿禰（すくね）、忌寸（いみき）、道師（みちのし）、臣（おみ）、連（むらじ）、稲置（いなぎ）の八つに整理されていました。真人は近しい皇胤に、朝臣は臣のうち勢力のあるものに、宿禰は連のうち勢力のあるものに与えられました。なお忌寸は十一氏族に与えたのち廃止され、道師と稲置は与えられなかったのです。臣は景行天皇以前に分かれたとされる皇裔に、連は有力な臣下に、それぞれ与えられていました。称徳天皇はそういう原則を無視したのです。朝臣、宿禰という尊い姓をどんどん乱発しました。約六年間の間にこの改変で千数百人が恩恵を受けたそうです。 
天平宝字八（七六四）年、藤原仲麻呂の乱を平定した道鏡は大臣禅師に任命され、翌年太政大臣禅師に、その翌年は聖徳太子に倣って法王に任命されています。この時藤原永手が左大臣、吉備真備が右大臣に任命されました。そして法王宮職を設置したのです。道鏡が法王の位にあって行ったことは、西大寺の創建と、国分寺の堂塔の修理だけでした。道鏡はしたがって、なにか政治的な見識を持ち、自らの国家構想をもっていて、その実現のためになにかをするような政治家ではなかったのです。だからあくまでも称徳天皇が自分が愛し、尊敬している道鏡を天皇にしたいと思っていただけだったのです。道鏡自身は、称徳天皇を色仕掛けでたぶらかして、皇位を手に入れようとしていたのではなかったのです。 
　　　　　　　　　11血よりも徳で

御位を血にて選ばば変態ニート徳でえらばば徳高き僧
道鏡を天皇位につけるという称徳天皇の願いは、あまりに歴史的な皇位継承の伝統を無視したものです。しかし子供のいない称徳天皇にすれば、天皇位をどうせ譲るのなら、愛する道鏡に譲りたいという思いは抑えがたいものがあったのです。そこで困ったときの神だのみという手をつかいました。かつて孝徳天皇が即位したばかりの頃、大仏造立の為に宇佐八幡神が上京したことがありました。その宇佐八幡神の権威を借りて、道鏡を天皇にしようというのです。 
宇佐八幡神は豊前の土地の八幡神に、大和三輪の大神比義が応神天皇の神霊を持ち込んで、合体させたものなのです。だから皇室の祖霊にあたるわけです。皇室の祖霊が道鏡の皇位継承を認めるのなら、文句はないだろうということで、宇佐八幡神の意向を伺うことになったのです。 
和気氏出身で葛木戸主の妻であった広虫は、称徳天皇の御側に長く仕えていました。称徳天皇は気心の知れた広虫になんでも悩み事を打ち明けで相談していたのです。 
「広虫や、御仏の前では天皇も奴もない。父聖武天皇は、自分は『三宝の奴』だと申されていた。」
「聖武天皇はこの世界を仏国土にしようと、生涯を御仏に捧げられましたからね。ほんとうにもったいない御言葉です。」
「私が御位について三年目、大仏開眼供養があった。父も母も祖母もいっしょだった。都中が祝賀に沸きかえり、盛大な供養だった。」
「ええ、天竺からこられたインドの偉いお坊様、波羅門僧正・菩提僊那（ぼだいせんな）が開眼の導師をつとめられました。一万人を超える人々が儀式に参列されました。」
「まったく夢心地だった。あの時を生きたのと、生なかったのとでは全ての物事がまるで違って感じられる、そんな大きな出来事だった。」

「そうでしょうとも、陛下は唐・天竺の舞楽の後で、久米舞を見事に舞われました。羽衣の天女もあれほど美しくは舞えないと思うほどでした。」
「へつらはずともよい。自分の舞の程度は自分がわかっておる。」
「何をおっしゃいます。やはりすめろぎの舞には神々しさがありました。」

「アハハハハハ、血で舞が舞えるというのか、血で舞が舞えぬように血では国は治められぬ。なまじすめろぎの血統に生まれたために何の徳も智恵も才能もないのに御門にならなければならず、民草を苦しめ当人も悪い臣下に振り回された不幸な帝も多かった。」
「しかし血の権威がなければだれも国に従いません。」 
「それなら天智天皇や天武天皇の血を引く親王たちのなかで、この国を御仏の国にできるお方はおられるのか、そんなお方がおられたら、喜んで御位を差し上げるものを。道祖王は聖武天皇の喪中にお小姓との同性愛にのめりこみ、大炊王は藤原仲麻呂邸に寄生していたニートじゃないか、そういうのしか皇太子の候補にはいなかったのだ。」
「どなたもご立派に見えましたが。」
「御仏に心から帰依している者はおらぬ。これでは聖徳太子の目指された仏法の国には程遠くなってしまう。私は御位も血ではなく、もっとも徳の高い御方に継いでいただきたいのじゃ。」
「やはり道鏡法王に御位をとお望みなのですね。でも血統を否定されてしまわれますと、皇孫たちが納得しませんし、皇孫の血を引いたり、お仕えすることで地位を保っていた貴族たちも黙っていますまい。」
　　　　　　12宇佐八幡の御神託を

道鏡が皇位につかば天下太平宇佐八幡の御神託なり
「それで何かいい思案はないものかと。そなたにも相談しておるのじゃ。よいか、わが国が全てにわたって手本にしている大唐の国では、天子の徳が衰えれば徳の高い人に御位をお譲りするのが当然とされているそうじゃ。聖神皇帝は唐の高宗の皇后だったが、息子たちに徳がなかったので、天下万民の推戴の声に押されて御位に就かれたというではないか。」

「それはまったくその通りでございますが、一介の僧が法王はおろか天皇にまで成り上がるとは、とても常軌に逸しております。」
「一介の僧？一介の僧とは無礼な言い方だ。厚く三宝を敬え、三宝とは仏・法・僧なりと『十七条の憲法』にあるのを知らないのか、仏国土を作るには徳の高い僧が御位に就かれるのがもっともふさわしいとは思わぬのか。」
「そうでございますね、やはり道鏡様が御位に就くのが相応しいと存じます。でも百官の納得を得るのは難しいかと。」
「それ故何か妙案はないのかと聞いておるのじゃ」
「そんなことを言われましても、私にはそんな国家の一大事に口を差し挟むことはできません。」
「それは水臭い、広虫と私の仲ではないか、私のために妙案を考えておくれ。」
「それでは困ったときの神頼みで、氏神さまにでもお伺いを立ててみましょう。妙案を教えてくれるかもしれません。」
「それだ、それだ。道鏡を御位につければ、天下太平という神託をもらって、それを口実に譲位するのだ。ただしそこらの氏神では駄目だ。皇室の祖先神である伊勢大神でなければ。」
「それはまずいですわ。伊勢大神は藤原氏の意向に忠実ですから、反対されるに決まっています。」

「それでは宇佐八幡神がよい。宇佐八幡神が大仏造立の応援にきていただいた折は、大いに盛り上がった。あれなしには大仏殿の完成は難しかったと父聖武天皇が言っておられたぐらいだ。それに八幡神はオキナガタラシヒメ（神功皇后）の息子応神天皇の御神霊をお祭りしていいるのだから、効き目は格別だ。というのは、天智天皇と天武天皇の父敏達天皇はオキナガタラシヒロヌカと呼ばれ、オキナガタラシの血統を引いておられるのだから。」
「宇佐八幡神はそんないい神託をくださるでしょうか？」
「それは大丈夫だ。太宰帥には道鏡の弟弓削浄人を任命してある。宇佐八幡神の宮司もその人脈で固めてあるそうな。万が一にも道鏡に不利な神託を出すことはあるまい。」

「それじゃあ、何かはじめから話が出来ているという感じで、反発されるのではないでしようか。」
「では、こうしよう。私の夢に八幡神が出て、道鏡に位を譲れば天下太平になるというお告げがあったことにするのだ。それを確かめる為に八幡神に神託をいただきに行くというのでは。」
「そんなご自分に都合の良いお告げなど、信用されません。」
「それではこうしよう。広虫、悪いがそなたが夢で道鏡に位を譲れば天下が太平になるという夢のお告げを受けたことにしてくれないか、そして私の夢には反対に皇位は皇統を守れというお告げがあったことにする。そしてどちらが正しいか分からないからと言って、直接八幡神にお告げを聞きに行ってもらうのだ。」
「さすがは陛下、なかなかの妙案でございます。それでは宇佐八幡宮には、気心の知れた私の弟の和気清麻呂に神託を取りに行ってもらうことに致しましょう。」

この妙案は実行されることになるのですが、この話を聞いた道鏡は、待ったをかけました。先に宇佐八幡宮の支持を前もって取り付けておくべきだと思ったからです。それで弟弓削浄人を通して、宇佐八幡の宮司をしていたと思われる太宰主神習宜阿曽麻呂に「道鏡を御位に就けたら天下太平ならん」という神の教えをでっちあげさせたのです。こうして、先ず阿曽麻呂の神託が報ぜられ、広虫こと法均が夢のお告げを告白し、その上で御門の夢が報告されて、道鏡がそれでは和気清麻呂に神託を確かめに行かせようと提案したのです。

　　　　　　　13和気清麻呂朝廷を救う
　　清麻呂は八幡様の信託を自ら作りて、皇統まもれり
姉は清麻呂に直前まで打ち明けていませんでした。清麻呂が果たして賛成してくれるか自信がありませんでしたし、反対された場合、御門が広虫にしたような見事な説得ができる自信もなかったからです。突然の重責に清麻呂は動転しました。神勅を伺ってくるだけなら、そこに清麻呂の裁量の余地はないのですが、事が事でしょう。清麻呂がもたらす返事次第で、朝廷の皇統は絶え、新たな王朝になるのです。こんなことが、夢のお告げや、地方の神のお告げで決まっても良いのか疑問ですね。そのお告げをもたらす自分も朝廷を覆す大罪人ではないのかと思うと体の震えが止まらなかったのです。

姉から清麻呂は、御門が道鏡に譲位したい理由が皇統に徳が衰え、高徳者への禅譲の時期がきたこと、御仏の国を造るには僧として最も優れている道鏡こそ御位にふさわしいという論理を聞かされていました。確かにそれも一理あります。徳の衰えた皇統は有力豪族の傀儡になり、国家は私物化され、皇帝はみじめな飾り物の境涯に置かれがちですから。

しかし日本は「和の国」ですね。皇帝の個人的能力によって国は治まるのではなくて、集団的な協力体制によって国を保ってきたことになっています。皇帝の資質の欠陥は集団によって補えるのです。むしろ皇帝に求められるのは、集団的な結合のシンボルとなることです。それには尊い血が受け継がれているという幻想としての血統が大切になるのです。

問題は、道鏡にもあります。道鏡に果たして皇帝が務まるのか、清麻呂にはそれも大いに疑問です。彼には仏法以外に知識も技術もないじゃないか、また政敵に対抗して謀略をめぐらす政治力もないようだ。ただ女帝に取り入って、寵愛を独り占めにできたにすぎないじゃないかという印象を受けていたのです。たとえ一時御位を極めても、すぐに老獪な貴族たちに引きずりおろされるに違いないと思われました。その時道鏡を天皇にした責任は清麻呂にも回ってくるに違いありません。

道鏡は、清麻呂を九州に向かわせる際に、良い返事をもたらせば、官爵で報いるからと、人事面での厚遇を約束しています。道鏡政権では清麻呂は宰相にまで出世するかもしれません。ということは道鏡が失脚したときは、自分も最後だということ意味しているのです。しかも道鏡政権はそう長くは続かないでしょうから、道鏡にかけるわけにはいかなかったのです。　

清麻呂は以前に道鏡の師である路真人豊永が、「もし道鏡が天位についたら自分はその臣とならなければならず面目が立たない。そうなれば私は今日の伯夷になろう。」と言っていたことを思い出しました。つまり道鏡といえども天皇の臣下にすぎず、臣下が主君に取って代わるのは不義だということです。
伯夷は武が殷王を打倒しようとしているときに、臣が君に取って代わることの不義を訴えたので有名です。そんなことをすると世の秩序が崩壊してしまうのです。それでも世が混乱を極め、朝廷の機能が麻痺して、国を根本から立て直すべき時期なら、止むを得ないかもしれません。今の事態は御門が自分の恋しい人に帝位を継がせたいという私的感情によって、引き起こされたことにすぎないのです。

しかし清麻呂は御門や道鏡を恐れていました。もし道鏡に都合の悪い内容の神託をもたらせば、死刑にされる可能性は極めて高いのです。その時は姉も殺されるかもしれません。「かといって道鏡に都合の良い神託をもたらしたら、一時的には宰相にまで上り詰めることができるかもしれないが、半年も持たないうちに政権は崩壊するだろう。その後に待っているのはやはり死刑である。同じ死刑になるのなら、後世の人に清麻呂は大義を貫いて、義のために死んだとほめられるほうがいい」と考えました。それなら道鏡を斥け、皇統による皇位継承の伝統を守る側についた方がいいと判断したのです。

人間ならだれしも殺されるのは覚悟の上で、行動しなければならないことがあるものです。その時に堂々と命を投げ出してこそ、自分の存在価値を歴史に主張できるのです。清麻呂は今こそその時なのです。「清麻呂の時が来た、見事に死んでやろう」と覚悟したのです。

清麻呂は宇佐八幡宮に行って、和気清麻呂を名乗り、道鏡に天位を授けるべきかどうかを伺いました。かねての手筈通り、「道鏡が天位を継げば、天下太平」という託宣を巫女は語ったのです。これで清麻呂はおとなしく引き下がれば、道鏡は天皇になれたかもしれませんね。しかし和気清麻呂は納得しませんでした。「これは国家の大事です。道鏡が位を継げば、皇統は絶えてしまいます。とても納得いきかねます、直接神意をお聞かせください。」と叫んだのです。

これには巫女は仰天し、うろたえました。その時神殿から、神の声が響いたのです。

「われこそは八幡神なり。我が国家は開闢より以来、君臣定まりぬ。臣を以て君と為すこと未だこれあらざるなり。天つ日嗣は必ず皇緒を立てよ。旡(無)道の人は宜しく早く掃除すべし」（『続日本紀』）
おそらく和気清麻呂は予め忍びの心得のある従者を、神殿の中に潜ませていたに違いありません。

法均尼と和気清麻呂は御門に報告に訪れました。法均尼は神託の内容を書いてある紙を一気に読み上げたのです。
「我が国家は開闢より以来、君臣定まりぬ。臣を以て君と為すこと未だこれあらざるなり。天つ日嗣は必ず皇緒を立てよ。旡道の人は宜しく早く掃除すべし。」
それを聞いて称徳天皇は絶句しました。「その神勅は偽物じゃ、本物には『道鏡に譲位すれば、天下太平』とあったはずじゃ」と質したのです。

清麻呂は落ち着き払って答えました。「たしかに巫女は、そう託宣しました。しかしその後、急にあたりは暗くなり稲妻が走り、落雷がありました。そして大声で『われこそは八幡神なり。我が国家は開闢より以来、君臣定まりぬ。臣を以て君と為すこと未だこれあらざるなり。天つ日嗣は必ず皇緒を立てよ。旡道の人は宜しく早く掃除すべし』と八幡神のお怒りの声が響いたのです。」
「そのような作り事、誰が信じるものか。」
法均尼はきっぱりとした口調で言いました。「よかったではございませんか。やはりこの国は大唐国ではないのです。たしかに道鏡様は徳が高い方ですが、徳だけで国は治まりません。尊い血筋のスメロギをみんなで盛りたててこそ成り立ってきた国です。その血筋を離れてしまいますと、勝手な判断で我こそは天より選ばれた天子だという者たちで争乱がたえなくなります。」

　　　　　　　14称徳天皇の敗北
血によらず徳にて帝位決めるには相応しからずや血で得た女帝
「血よりも徳で選ぶべきだという朕の考えを納得したのではなかったのか。」
「あの時は確かに陛下のお考えが正しいと思いました。しかし此処一月あまりの朝廷内の動きを見ていますと、とても道鏡様が即位して平和に収まるような雰囲気ではないのです。藤原氏の有力者たちは道鏡即位を実力で阻止するための準備を整えています。ここで無理に道鏡様への譲位を決行されますと、道鏡様も陛下も捕らえられて、闇のうちに殺され、別のお方が急遽即位されることになるでしょう。」
「そなた裏切ったのか」
「いいえ、陛下のお命をお助けしたい一心で申し上げているのでございます。ここは悔しいでしょうがお引きください。」

「だれも朕の心の苦しみは分からなかったし、分かろうともしなかった。仲麻呂のように家柄もよい、顔も良い、最高の知識と智恵と権勢を誇っていても、何一つ心の中には入ってこなかった。あやつはただ自分の権勢を伸ばすことしか頭にない。そんな人間が国を治めて、果たして人を救えるのか。
皇統や家柄やにしがみついて、生きていこうとする連中は、人の心を見ようとはしないのだ。この不改常典の血統を引く最後の皇帝たる朕自らそういうのだから、間違いない。結局、だれにも渡したくない、皇統を何時までも独り占めしていたいだけなんだ。しかし権力を握っても自分のことしか考えない、人の心など分からないそんな心の狭い者が御門の衣を着、冠を被って、いったい何になるというのだ。誰も救われない、誰も救えないのだ。」

「いえ、すくなくとも私は、陛下によって救われています。陛下のやさしいお心遣いで、どんなに生きることの喜びを感じたことでしよう。」
「朕は道鏡によってはじめて心の中にある哀しみを知り、愛されることの意味、愛することの意味を知った。道鏡は朕を命を投げ出して救おうとしてくれた。そこには血統も身分も地位も権勢もすべて超えて、本当の心と心として結び合う喜びに出会ったのだ。朕も本当の自分に戻るために全てを投げ出し、命がけで愛に生きるべきだと思う。」

「それは素晴らしいことですが、道鏡様を帝位におつけになられると、そのことでかえって縛られてしまって、本当の自分を失ってしまわれるのではないでしょうか。」
　「帝位というものは恐ろしい、人間を歪めてしまう。だからこそおいそれと他人に譲れないものなのじゃ。道鏡は無欲で野心がない。たとえ帝位についても、無心の心は保たれるお方だと朕は見込んでいる。」

和気清麻呂が口を開いた。「道鏡法王の高潔なお人柄は、かねがね敬服いたしております。しかしながら法王の取り巻きは弓削氏ゆかりの者を重用され、宗教界を仕切りつつあります。これで天皇になられますと、新興弓削氏や物部氏ゆかりものの台頭が起こり、藤原氏との確執が強くなって、どんな内乱にならぬとも限りません。」
　「そのようなことそなたに言われずとも、すでに道鏡は心をいためておることじゃ。藤原氏とか蘇我氏とか物部氏とかの豪族の抗争の時代を終わらせ、天皇も庶民も皆三宝の奴となり、御仏への帰依の許で、みんなが心を一つにして菩薩行に励む、そんな国づくりの理想を抱いているのが道鏡じゃ。その国づくりの理想のもとに譲位を考えておるのに、みんなよってたかって朕の理想を台無しにしてしまうのか。」

「もとより万人平等の仏国土を築こうとされる陛下の高いお志には、熱く心打たれます。しかしそれは今の時代には受け入れられません。譲位を押し通そうとされれば、間髪を入れずに陛下も法王も命奪われる仕儀にあいなりましょう。」
　「朕を脅迫して、理想実現を阻むとあらば、そなたたちの命もうばわねばならぬ。」
法均尼が天皇の前に跪いて言った。「もとより陛下と法王様のお命をお救いするためなら、私たち姉弟の命は喜んで差し上げます。これまでの陛下のご恩に報いることができれば、この世になんの未練もないのです。どうか私たちの命に代えて、ご譲位の件は踏みとどまってください。」

称徳天皇の眼から大粒の涙が溢れました。そして「臣下たるもの朕の意を体して忠勤に励むべきものを、嘘の神勅まで作って、朕の理想の国づくりを妨害した。誠に許しがたい、流罪にする。清麻呂は今後は穢麻呂と名乗れ、また法均は広虫ではなく狭虫と名乗るのじゃ」と凛々しく言い放って、唇を噛み締めました。これは持統天皇が柿本人麻呂を流刑にしたときに、「人麻呂」を「佐留」と改名したのにまねたのでしょう。この世にいう道鏡皇位覬覦事件は神護景雲三（七六九）年九月二五日のことでした。

その後も称徳天皇は、都を平城京から道鏡の根拠地、河内の由義宮に移そうと画策しました。翌月由義宮に行幸し、そのまま由義宮に住み着いてしまったのです。そして翌年六月由義宮で重い病気に落ちて、八月に平城京で亡くなっています。一説には藤原百川らが治療をさせずに死なしてしまったといわれているのです。事の真偽はともかく、称徳天皇の存在は藤原氏にとって道鏡と共に一日も早く消え去って欲しい存在ではあったのです。

もちろん道鏡の権力は瞬時にして費えてしまいました。その月のうちに造下野国薬師寺別当に左遷されたのです。そして二年後、道鏡はそこで没しています。（完）

　　　　　　　　　あとがき

　本書は『評伝　梅原猛―哀しみのパトス』の執筆の過程で書き溜めていたのを書き直したものです。梅原猛著『海人と天皇―日本とは何か』(朝日新聞社刊)を私なりに物語化したものですが、何故小説家でもないのにそんな無謀なことに挑戦するのだと言われるかもしれませんね。
『評伝　梅原猛』では扱えなかったのですが、梅原はスーパー歌舞伎を誕生させた戯曲『ヤマトタケル』をはじめ短編小説やスーパー狂言の戯曲なども発表しています。正直に言いまして、梅原猛の文学作品は大変おもしろく読み応えもあり、十分後世まで読み継がれるであろう名作なのです。それで私は『評伝　梅原猛』の続編として『梅原文学の世界』を書いているところです。
梅原文学を理解するには、彼の歴史理解が登場人物の内面に肉薄し、怨念などの感情を重視しているところに注目する必要があります。つまり彼の歴史は生きた人間が躍動する世界なのです。それで歴史を論じていてもすごくドラマティックなので、読んでいるとこちらがエキサイティングしてくるのです。梅原がすばらしいドラマが書けるのも当然かなと思われます。それで梅原文学を論じるにあたって、彼の歴史研究から歴史物語を創作することによって、梅原文学の秘密に近づけるのではないかと考えたのです。

　ただ、読者によれば、この作品は文学作品というよりは、歴史記述ではないのかと思われるかもしれませんね。史料なども使っていますし、他の解釈の批判も入っています。原作者の梅原猛への批判まで入っていますから。しかし歴史を語る方法はたぶんに想像力に頼っています。
それに個々の解釈は学説として打ち出せるような実証的なものではありません。たとえば持統天皇は怜悧な性格だったという解釈に対して、優しい女性だったという解釈は文学的なものであって、科学的に実証できません。道鏡の孝謙上皇に対する治療の仕方については、特にそうですね。でも文学的にしか迫れない真実もあるということです。ですからあえて「歴史物語」という表現で、私なりに梅原猛著『海人と天皇―日本とは何か』を素材にして迫ってみたわけです。
ではなぜ歴史小説にしてしまわないのかという疑問もあるでしょうね。それは著者の歴史解釈を展開することによって、単なるフィクションではないリアリティを出そうという狙いです。それに講演形式にすると書きやすいということもあります。
(あとがきは未完)
　　　　　　　　　　　　　
第三篇　西周(にしあまね)物語ー鴻飛の人
ー青雲篇ー　　 
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　　　　　　一、青天の霹靂 

「御用ノ義之有リ候ニ付明日辰ノ刻父子同道ニテ御用席ヘ罷出ツヘキ旨申ツケル」藩庁からの突然の呼び出しであった。嘉永元年（西暦一八四八年）二月朔日（一日）壽專（周の青年名、実名は時懋）は後二日で二十歳になる。まだ瘍科（外科）医修行中の身故、用件に見当などつかめない。父壽庵（実名、時義）は、藩の百石取りの瘍科医である。 

当職の大岡平助は先ず改まってお達しを読み上げた。「其許　壽專儀御思召被爲在一代還俗被仰付候尤儒學修行可仕候（そこもとせがれじゅせんぎおぼしめしなされるありいちだいげんぞくおうせつけられそうろう、ことにじゅがくしゅぎょうつかまつるべくそうろう）」
一瞬父子はあっけにとられ顔を見合わせた。即刻出る筈の「あり難き幸せ」という言葉がすぐには出ず、壽專は心無しか顔を引きつらせている気配だった。
　そこで大岡は破顔して「壽專良く聴け、殿より直々の御思召しじゃ、一代還俗して、儒学修行仕るべしとのな。そなたの才覚が認められたのじゃで。めでたいことよなあ。士は己を知る者の為に死ぬと言う。殿の恩義に報いる為に学問に励まれよ。」　　 

「父上、良いのですか、私が家業を継がずとも。」帰り道、壽專は父壽庵に尋ねた。壽庵は鼻高々で上機嫌だったのだ。「流石はまだ二十四歳の若さで英主の誉れ高き茲監様じゃ。学問を盛んにして藩政の建て直しをなさろうとのお心に相違ない。家業の事などもう気にせずともよいぞ。壽丸に継がせればよいのだから。」
「まだ生まれて丸三年も経ってませんよ、壽丸は。」
「なあに壽丸が医者に向いてなければ、養子を貰う手がある。わしも森周庵の息子覺馬だが、十歳で西家四代当主時雍つまりお祖父様の養子になり時義と改め、今は瘍科医をやっておる。そなたの母方のお祖父様、正敏様も西家三代当主時榮の息子だったが、医業を継ぐのがお嫌で簗田家の養子に入られた。ま、そんなことよりそなたは自分の才能を信じて、主君の期待に応えてくれれば、それが何よりの親孝行じゃ。」 

このところ母兼は四十過ぎの高齢妊娠のせいか疲れ易くて、脚がだるそうだ。母も朗報だと「經太郎（壽專の幼名）が学問の道に進めるなんて、お祖父様が幼い經太郎に、なかなか筋がいいと、『孝經』や四書五経をお仕込みになった甲斐があったというものです。あれは何歳の時でしたっけ。」
「まだ四歳の經太郎が甲高い可愛い声で、『身體髪膚之ヲ父母ニ受ク、敢ヘテ毀傷セサルハ、孝之始メ也。身ヲ立テ道ヲ行イ、名ヲ後世ニ揚ク、以テ父母ヲ顯スルハ、孝之終リ也。』とすらすら素読するものじゃから、父上はほんに調子に乗られて、六歳の時には四書の素読をさせるだけでなく、堯舜や孔孟について蘊蓄を話して聞かされる、それを經太郎は背筋をピンと伸ばして、瞳を輝かして時々頷きながら拝聴していたものじゃ。父上が生きておられたらさぞかしお喜びに・・・・。」父は言葉を詰まらせた。母も苦労の甲斐があったと涙を溜めている。　　　　　 

　「でも壽專は今では瘍科医に成りたいのです。医者の子は医者に成るしかないのが世の定めと、やっと儒学への憧れを断ち切って、どうせなら瘍科の一世の宗に成るんだと心に決め、医術の修行に一心不乱に打ち込めるようになったのに、今更儒学の道に進めとは・・・・。」壽專は顔を強張らせている。歯を食い縛って言葉にできない思いを噛み締めているようだ。 

壽專の反応は父には到底解せなかった。「なんと埒も無い。百石取りの医師の家業がどんなに苦しいものか、お前もよう分かっていよう。そりゃあ医術も立派な業じゃよ。父もお祖父様も仕事には誇りを持ってきた。西家は元々瘍科医が本業じゃが、時雍様は井關家から養子に入られたので、親元の本科の仕事も兼ねられて十石加増されたのじゃわしも十代で京に遊学し、古医方を吉益先生に、瘍科を堤先生に教わった。その為に並み大抵の苦労じゃなかった。医者という稼業は、特に藩医は、幾ら新しい技術を身につけたところで百石取りは百石取り、それでこの貧乏から抜け出せるわけじゃないのじゃ。」 

「同じ医業でも瘍科は軽んじられていて、私も幼い頃は、我が家の本業が瘍科だというのが、とても引け目に感じておりました。でもみんなが本科ばかりだと怪我人を治療したり、手術の上手い医者がいなくなります。瘍科が軽んじられているために、瘍科医で名を馳せた大家はいません。オランダでは瘍科も本科に同様重んじられているそうではありませんか。私は漢方だけでなく、蘭方も兼修して、両者の長所を継ぎ足して総合したような瘍科医学を打ち立てるのです。幸い同じ思いの友を見出し、一緒に勉強会を作って、励まし合い切磋琢磨し合って、自分達の進むべき大道に志を堅くしているのです。」と「青雲の志」を語った。 

母は浮腫んだ脚を摩るのを止め、正座して言う。「壽專、それでこそ西家の長子です。人の道はその心掛けでなければなりません。今の言葉を聞いて母はそなたを本当に頼もしく、誇りに思います。
　でもね壽專、そなたは医師である前に津和野藩の藩士です。主君がそなたを見込まれて学才が朽ちるのを惜しまれたのですよ。その期待に応えようとするのが忠義というものでしょう。いや主君だけではありません。そなたの学才や学問好きはこの津和野では知らない者はだれもいません。父母も親族も亡きお祖父様も、津和野中の人々がみんなそなたが学問を成就できることを祈っているのですよ。」息が切れてきて、母は疲れを訴えたので、父はその夜は早く母と妹と弟を寝かせた。母はこれまで父より早く寝たことはついぞなかったのだが。

二、聖人への道  

壽庵は、壽專が幼いときには、壽專の教育には関与しなかった。先代壽庵即ち時雍が直々に孫に仕込んだのだ。先代にとっては養子も孫も学問上では自分の門弟である。養子には医学を孫には儒学を徹底的に鍛えたのである。そして養子の嫁には三代時榮の孫娘を簗田家から迎えて、西家の血脈にも配慮した。　　　　　  

壽庵は義父の早期教育を、内心おもしろくは感じていなかった。時分の子は自分で教育したい。それに小さい子供に正座させ、居敬法など仕込んで何の役に立つのだろう。經太郎はどうせ医師になるのである。儒学に邁進させても、そのうち医者にどうして国を治める学問が必要なのかと、反発されるに違いない。
もっと実際的な薬草の見つけ方や栽培法とかさまざまな養生についての幅広い教育、それに歌舞音曲・和歌・俳句など趣味のある豊かな人生を送るための教育をしたかったのである。ところがこうして義父の教育が効を奏する結果となった。たしかに貧乏医者に終わらせるのは不憫である。是非とも儒学者として大成させてやりたいものだ。父としてはそう思うのが当然である。 
「本当は私はお祖父様が怖かったのかもしれません。」
「何を言う、お祖父様がそなたを叱ったところなど見たことがないぞ。」
　四十を過ぎてから酒量が減ったようだが、壽庵は義父が亡くなってから晩酌を欠かさなくなった。壽專も十八位から少し付き合って飲むことがあった。今夜は父と子でひとつじっくり話し合い、壽專の屈折した胸の思いを聞いてやらねばならない。それには酒は欠かせない。 
「確かにそうでした、それは叱られるのが怖くて先手を打っていたからです。お祖父様には、『居敬法』だと言って、いつも胸をぴんと張って不動の姿勢でないと精神まで曲がってしまうと、禅のようなやり方で躾けられました。山崎闇斎先生の流れを汲む崎門学派の、慎みが内にあれば義が外に現れるという『敬内義外』の一点張りなんです。小さい頃 にばあやにだっこされて、薪の上に登らされ、正座させられた覚えがあります。」「が、そなたは決して嫌がったり怖がったり、泣いたりわめいたりはしなかったのう。むしろ決然として自分自身を鍛えるような凛々しい態度で向かって、それを楽しんでいるようにすら見えた。末頼もしい子じゃと、いつもお褒めに預かっていたものだ。」 

少し沈黙してから、勧められた杯を飲み干し、壽專は躊躇いがちに語った。「お祖父様には、やる気見せていれば御機嫌が良いのです。少々厳しい修行もありましたが、根はお優しいのでそれ程無理はおっしゃいません。
　それに学問上のことでしたら、お祖父様が繰り返し強調される肝心要の筋を押さえていれば、瑣末な事はお祖父様自身がこだわられないので、割りに楽でした。父上のご様子を窺っていると、どんな場面にどんな行動を取れば、お祖父様は御機嫌斜めで、どんな風に振る舞えば御機嫌が良いか要領が分かっていましたので、私は狡く立ち回っていたのです。」
　「じゃがお祖父様がそなたが九歳で亡くなられてからも、そなたは偏屈な程学問一筋で頑張っていたじゃないか。わしは大してそなたには構ってやれなかったのに。」 

「父上は本当は崎門流はお好きじゃない。父上は学問というものを決して精神の錬磨とは捉えておられませんでしょう。むしろ学問というものを疑問にぶつかったら、自分でじっくり考えてみる、その糧と受け止めておられるのでしょう。だからお仕着せの学問や躾やきりっとした姿勢などにそれ程、重きは置いておられない。それで私を遠ざけて、他人に学問を学ばせになられたのでしょう。」息子が父に詰問するなどそれまで想像だにできなかったことだ。父は少したじろいた。 

「いやあわしは一介の医師に過ぎん。儒学を儒学として学ぶ姿勢はなかった。あくまで医学に必要な教養として学んだだけで、そなたのような秀才に教えるのはやはり立派な儒学者でないとな。それでも十一歳まではそなたの学問に付き合ったじゃないか。医学では教えることはあるが、儒学はやはり藩黌養老館で学ばせんとな。そなたの才覚に惚れ込んで、山口愼齋先生、叔父さんの森秀庵先生、小野寺藤太郎先生、瓜生重藏先生、村田要藏先生みんな喜んで教えて下さっていたぞ。」とても懐かしそうに語った。 

「みんな崎門流のゴリゴリの朱子学でした。周囲の期待が強いので私も大志を抱いて、てっきり聖人君子に成れるつもりで、学問に打ち込みました。そして朱子学が基準になって生活をするのが正しいことだという思い込みが染み着いてしまっていたのです。」
　「そういえばそなたは堅物で通っていて、少しでも礼に外れるようなことはしなかった。連れと悪ふざけをするような事も一切無かったのう。もう少し融通が効かないものかと、これはお祖父様の躾が効き過ぎだと、わしも不憫に感じておった。じゃがここ二年位は伸び伸びしてるようじゃな。連れと遊ぶこともあるんじゃろ。少しは酒もたしなめるようになったし。」　　 

「私は十二歳には四書五経は終えて、朱子の『近思録』に入っていました。瓜生先生には詩を賦すことも教わりました。漢籍が読めて、その意味がたとえ先生方の受け売りでも納得できて、しかも漢文を書くことができる、それだけで、自分はすっかり聖人君子の心持ちだったのです。ですから聖人気取りで大言を吐き、さも偉そうに郷の人まで教え諭そうとするものですから、一体何様のつもりだと鼻つまみ者でした。
いまから思うとませたこ憎たらしいわっぱだったと気恥ずかしい限りですが、当時は人々を蔑んでは嘆かわしいと思っておりました。
　無論、飲み、搏つ、買う、猟をするなど下賤な遊びは一切拒絶して、高尚なことしかやりませんでしたから、本当に気の置ける友というのもできませんでした。心中とても孤独で淋しかったのですが、それも聖人君子の道故と納得しようとしていました。」 

「それが瘍科医に成るしかないと悟って挫折し、それで堅さが取れたのか。それは気の毒なことよなあ。」
　更に一献、父は哀れな息子に酒を注いだ。息子は注がれた溢れそうな酒を暫く凝視したまま、沈黙を守っていた。飲まずに杯を置くと、「父上、私はやっぱりもう朱子学はやれません。もうこりごりです。このお話し、折角の殿の思し召しですが、断わらして下さい。」と言い切った。　　　　　 

父は拳を握りしめて、身震いし、いきなり壽專を殴り付けた。「たわけを申すな。学問は己の身勝手でするものではないわ。世を憂い、国を救い、民を安んじる為にするものぞ。それをこりごりなどと、そなたはただ己が褒められんが為に学問をしてきたのか。そんな知識は百害あって一利無し。そんな根性で医者になるつもりなら、父は断じて許さんぞ 。」
　壽專はこれまで父から殴られた事はついぞなかったので、仰天したが、すぐにきっぱりと言い返した。
　「正しい学問ならもちろん喜んでお受けしますが、朱子学は根本的に間違っております。ですから節を枉げる事はできないのです。」 

「何と生意気な口をきく奴じゃ。確かにそなたはおつむは良いかも知れぬが、朱子学が間違っているなどと言い切れる程、学を極めたのか。朱子学が間違っていると思うなら、それこそお引き受けして、その間違いを正すべきじゃろうが。」間髪を入れず壽專は大声で言った。
　「それができる位なら、お断りは致しません。崎門学派の面々は、朱子学に疑問を呈すること自体、罪悪と決めつけてしまうのです。すぐに破門に成ってしまい、一門の恥では済みませんよ。」
　意外にもこの言葉に、父はニヤリとしたのだ。
　「壽專、そなた青いのう。青い、青い。一体誰の事を考えているのか知らんが、崎門学派に属していても、それは係累上のこと、随分柔軟な先生も沢山おられるものじゃ。異端書を感心して読まれたり、和歌を嗜まれたりで、風流を好まれる先生もおられる。決して堅物ばかりじゃない。京遊学の折りは、そんな先生に良くお目に掛かったものじゃ。が、どうしてまた朱子学の過ちとやらに気付いたのだ。」 

儒学の事はまるで門外漢の顔をしながら、壽庵が崎門学派の裏まで通じているような言葉に壽專は気を呑まれた。 

　　　　　三、十七年の大夢   

「十八の時です、回心したのは。とても恐ろしいことのような気がして、今まで伏せてきました。私はそれまで朱子の居敬惺々の法を絶対視して、禅僧のように座り込んで精神統一に励んでいて、それで道を尽したつもりでした。 

私は四書五経を読んだ上で、朱子学を本格的にやりました。古学派は『論語』『孟子』と宋学との擦れを問題にして、孔・孟に戻そうとしたのです。確かに擦れがあるんです。その際、どちらを取るべきかが問題になりました。私には『論語』『孟子』は要するにまごころやおもいやりという仁愛を大切にして、それに基づいて王道政治を行え、という趣意に受け取れました。確かに立派な考えです。でも、じゃあどうしたらその立派な考えが実現できるか、そこからが学問の筈です。　　　　　　　　　　　　　　　 

朱子は、身を慎んで私利私欲や感情に囚われず、物事を虚心に捉えよ、と説かれています。物事の理を捉えようとすれば、それを写し出すべき心が濁っていては駄目なのです。いかに慈悲深い人でも己が寄り掛かっているものにどうしても左右されてしまいます。先ず身を慎むこと、即ち居敬が肝心です。
　でも古学派は、『論語』『孟子』では居敬など書いてないと貶します。あの朱子の精密な学問の成果を、自分がよく理解できないものだから、自分の痴愚を棚に上げて、貶していると思い、仁齋・徂徠の弟子達はぶん殴って顎の骨をへし折ってやらなければと思っていた程です。」

「こりゃまた物騒な話じゃな。」父は合の手を入れた。壽專は大きく息を吸い込み、もう一献注いで貰い、それを静かに飲み干してから、おもむろに話しを再開した。 

「十八の時、風邪をこじらせて、父上から数日間の安静を命じられとことがありましたね。」
　「あった、あった。そなたは父の命にも従わず、何やら書物を寝床で横になって読んでいたのう。そなたらしくない行儀の悪さじゃったな。」

「あれはね徂徠の『論語徴』を読んでいたのです。」
「それはわしが京で買い求めたものじゃ。」
「やはりそうでしたか。お祖父様は徂徠の書など、下等だと言って、手に取ることも避けたでしょうから。」 

 壽庵はさもありなんというようなニヤリとした表情をした。

「四書五経や程朱の書ならば、当然居住まいを正して、正座して読まなければ礼に失します。でも異端の書なら寝ころんで読んでも不敬とは言われないでしょう。ところが低級の筈の徂徠の書がなかなか骨があり、究極の所、すんなりとは読み取れません。で、発憤して読みました。解釈が三転四転した末にやっと趣旨が掴めました。その意味するところをよく察してみますと、なかなか味わいがあるのです。それでやっと古学派の諸家が全く間違っていて、程朱は全く非のうちどころがないというわけじゃないことが分かったのです。」

「そりゃあそうじゃろ。朱子学の先生だけが本気で、古学派の先生は冗談半分のいい加減な気持ちで学問をなさっておられるわけじゃあない。みんな命懸けで取り組んでなさるのじゃ。それに気付いたのは成長じゃな。」 

「早速、徂徠集を手に入れて読みました。半分も読まないで、朱子崇拝の〔十七年の大夢〕から一晩で覚醒してしまったのです。」

「というと今度は物（荻生）徂徠の側に味方して、崎門派をやっつけようという立場に転んだのかな。わしのような門外漢には、どうも学派というのは納得がいかぬわ。朱子学に対する徂徠派の批判が当たっていても、古文辞学派にもそれなりの間違いっていうものがあるじゃろう。そしてお互いに間違いを指摘し合い。納得がいけば、批判してくれて有り難うと素直に反省し合って、共存共栄でいけばいいではないか。ま、それはそれとして、〔十七年の大夢〕から覚めたという位、重大な間違いなのかのう。」

        四、朱子学から徂徠学へ   

「先程『論語』『孟子』は仁愛による王道政治を行うべしと説くが、じゃあどうすれば良いかが学問だと言いました。それを朱子は居敬窮理として説いたと言いましたね。でもそれも結局座禅のようなものに過ぎません。私利私欲を去って、心を清めたからといって、それでじゃあどうするんだという疑問にぶつかります。これは仁愛を政治に現わすにはどうすれば良いのかと同じ疑問です。確かに純粋至善の心を持つことは大切です。でも修身の事と政治の事はきっちり区別してかからないといけない。朱子学も精神主義に陥っている点では旧態依然だということが先ず挙げられます。」

「ちょっと待ってくれ。」壽庵は腕組みをして暫く考えた。「どうも納得いかんのう。わしが勝手に思い込んでいたのじゃが、政というものは放っておくと為政者の利権争いや勢力闘争で目茶苦茶にされてしまう。それでは民百姓は大変な迷惑じゃ。故に為政者の心掛けを正しくする為に、聖人や賢人は仁愛とか居敬の大切さを説いたのじゃろう。そなたは政治のやり方や技術を儒学に求めておるが、儒学というのは元々こころがけの学問ではなかったのか、徂徠先生もそなたも儒学に無いものねだりをしていないかのう。」

 壽專も腕組みして少し考えた。「孔子は弟子に禮・樂・射・御（乗馬）・書（読み書きから文献研究まで）・數（計算から会計まで）の六芸を教えました。ですから儒学は元々礼楽刑政の全般にわたっての学問だったのです。それが世が乱れたり、複雑になればなる程、礼楽刑政の一つ一つの中身は問われなくなって、道義とか忠恕とか仁愛とかの精神主義に偏ってしまったのです。そして宋儒となると天理や性情などの机上の空論と結びついて、やたら深遠で難解な屁理屈に堕してしまったのです。」 

「学問をやろうという人物が、端から空論だの、屁理屈だのと相手を決めつけて馬鹿にしたような口の聞きようをするのは、聞く耳には不愉快じゃ。かえって説得力が無くなるぞ、そなたの説く議論に。」

 確かにそうだ、だがここで朱子学の誤りを全部説明するには、どうしても論証抜きの決めつけの羅列になってしまう。儒学嫌いの筈の父上が私と儒学論争をして、私を打ち負かし、崎門学派に戻そうとされているのか。壽專は壽庵の意図を計りかねた。　　 

「私は四書五経を読んでから、宋儒の書を読んだと言いましたが、四書五経の解釈は実は朱子の解釈の受け売りだったのです。朱子の誤りは今の世の言葉の意味を秦漢以前の時代に当てはめて、自分達の学説に都合良く解釈したものだったのです。ですから本当に四書五経を読んでいたとは言えません。時代と共に言葉の意味も変遷しています。先ず秦漢以前の書から『古言』の意味をしっかり確定した上で、はじめて四書や六経（書経・詩経・易経・樂記・禮記・春秋）の解読ができるのです。それで徂徠先生は『古文辞学』を提唱されたのです。 

我々は宋儒の書に慣らされ、それを真理の基準にしてから、宋儒の言語宇宙で捉えられ、宋儒の価値観で評価できる四書五経しか知らなかったという徂徠先生の発見は、天の日が地の回りを回っていると考えていたのが、地が天の日の回りを回っていると分かった時のような衝撃を私に与えたのです。」いままで十七年間信じ込んでいた宋儒の世界が大音響と共に崩れ去り、まるでうたかたの夢が覚めるように、新しい真理の世界が拓けたと壽專には思われたのである。 

「徂徠先生の偉い事はよう分かっておる。確かに古典解釈は言葉の意味の変遷に注意しなければならんの。これは国学の本居宣長も強く主張しておる。賀茂真淵は『万葉集』の研究で有名だが、彼は本当は『古事記』の研究をやりたかったそうじゃ。が、古い時代の言葉の意味がよう分かっておらぬと、的外れの解釈になってしまう。先ず『万葉集』の解釈から入ったのだ。結局『古事記』の研究はやれず、宣長に託したそうな。松坂の一期一会の宿での。京での、宣長を崇拝してた連れからの耳学問じゃな。ま、それはそうだが、古典の解釈が多少おかしいところがあろうとも、だからといって理気二元論や居敬窮理の学説まで間違ってることにはならんじゃろう。」　　　　　　　　　　 

父の津和野での生活は貧乏瘍科医の印象が強い。医者としての腕は確かで門弟もいたが、台所はいつも火の車であった。それでも歌を詠む風流心はあって、時々息子にも披露したことがあった。
こういう風雅を育てた京遊学の頃の父はきっと若き春を満喫したに違いない。壽專は養子の父が、崎門派の堅物の義父の許でどんなに窮屈な思いをしていたか、 それだけに京遊学の解放感はひとしおだったろうと思うと、心なしかほっとするものを感じた。　　　　　 

「理気二元論ですが、朱子学では、世界はことわりを表す『理』と材質を表す『気』の二要素から成る、と考えます。でも実際は『気（材質）』が在るだけでして、『理』はいつも気の理に過ぎません。」

「そういやあ、王陽明は『理』を見ようと庭の竹を鋭く切って、その切り口を十日程じっと眺めていたが見ることが叶わなかったので、理と気を分けて考えるのは間違いだと言ったそうじゃ。しかし物はたしかに何かの固まりとして考えれば気として在るんだが、同時に何らかの根拠があって、それなりの関わり合いで、なんらかの形や仕組みをもって在るわけじゃろ。その面を見れば理が在っての気ということもできるんじゃないかのう。」 

「父上、何でもものは言いようです。物事の理を明らかにすることは大切で、何事も理があって成り立っていることも確かです。でも、朱子学は先ず理想的な理があって、それが気を纏って現れると考えるのです。そして気質の濁りや汚れで不完全なものになります。ですから気質を変化させたり、無化させたりして純粋至善の理に戻す『復初』が主張されます。 

人の心も、『理』の面は純粋至善の心なんです。これが元々の『本然の性』つまり『性』だとします。いわゆる『性即理』ですね。『気』の面は、欲望や衝動など身体的な気に影響される『気質の性』つまり『情』に当たります。そして気質の性が強すぎると、濁ったり波立ったりするものですから、物事を正しく心に映し出せなくなるというのです。そこで気質を変化させ、人欲を無化して『本然の性』である理に戻れば、物事の理と一つになれますから、天理を身に受け、物事の理を窮めることができるというのです。」父は頷きながら聞いていた。

「一々尤もな道理じゃないか。『明鏡止水』というか、心に少しでも濁りや迷いがあったり、欲望に囚われていては、物事の道理が分からないというのじゃろう。これはどんな学問をするときでも心得ておかねばならん態度じゃ。特に医者の仕事は少しの気の迷い、心の動揺も許されないぞ。なにしろ医者の指先一つで患者が三途の川を渡ってしまうことも、途中で引き返して来ることもあるのだからのう。」
そうだ一々尤もだ、それで居敬法なるものをやらされて、いかにも偉くなったつもりでいるが、それでどんな立派な政が行えたというんだ。貧乏な下級武士からも禄高の一部を取り上げて、藩財政の建て直しを計るなどする他は考えつかないじゃないか。だがこれは父上に申し上げる事でもあるまい。

「蛙の子は蛙、お玉杓子はドジョウには成れません。気質を変えられるなどと考えるのが、身勝手な思い上がりに過ぎないのです。まるで道教の仙人術のような発想です。それにだれでも聖人に成れたりするわけはないのです。それを座禅をすれば仏に成れるという仏教の物真似みたいな居敬法で聖人に成れるなど、今にして思えば、子供騙しのようなものです。

それに居敬法で人欲の無くなった人が政治を行うとします。果たして良い政治ができるでしょうか。為政者自身は寡欲な人に成っていますから、民百姓は随分欲のつっぱっ連中に見えるでしょう。そこで為政者はつい民百姓に贅沢を止めて、倹約に励むよう説くことになります。それこそ寡欲な人が指導するのですから、極貧の生活でも結構贅沢に見えるでしょう。為政者はすっかり『聖人の治』を行っているつもりかもしれませんが、民百姓にはとんでもない苛政になる恐れがあります。人は欲があるから働く、そうでしょう。腹が減るから飯を食いたい。この人欲を充たす為に田を耕します。やはり人欲があってこそ人は人であるのですから、人欲こそ生まれつきの本質、即ち性なのです。これを浄盡するどとんでもないことなのです。」

「たしかに朱子は人欲を無にしたら、誠立ちて明通ず、と述べておるが、そのままそこだけ切り離して字句通り受け止めるのは、揚げ足取りじゃないのか。朱子のいう人欲の無化はあくまで居敬つまり身を慎むということじゃろ。例えば、腹が減っても断食して、飯を食わないことが人欲の無化じゃなかろう。そんなことでは目を廻してしまうから、かえって物事を冷静に凝視することになるまい。人欲の無化はだから欲に惑わされないという意味じゃろう。まさか欲望を無くすことは意味しないだろう。」
　「じゃあ、そういう表現をしなければよいでしょう。」

　
　壽庵は議論の喜びを思い出している。津和野では崎門流なので、一方的に教え込むだけだ。時雍にはとても異論など言えなかった。壽庵にも門弟がいるが、みんな受け身で議論の火花は飛ばない。京の議論はおもしろかった。無論専門の医術の事も議論したが、政治向きのことも。儒学、仏教、国学、歌論、どんな女が良いかなどでも飲み明かしながら議論した。それで知らず知らずに議論に強くなっていたし、互いに啓発し合えたので、いろんな書物を廻し読みしたものである。　

壽庵は決して朱子学を支持して、徂徠学を排斥するつもりはない。また息子に儒学者の道を歩ませる為に朱子学を庇っているのでもない。息子が薄弱な根拠で一方の学派から他方の学派に移ったり、薄弱な議論を鵜呑みにして相手を論難する態度を批判しているのである。だが壽專は、父に無理やり議論でやり込められて朱子学者にさせられることに反発して、本気で議論し始めている。それに自他共に認める英才が、儒学嫌いの筈の壽庵に議論で負けるのは沽券に係わるのだ。

「それはのう、壽專、時世じゃ、時世がそうさせるのじゃ。そなたも宋儒の書をそれこそ反吐が出るまで読んだ口だから、分かるじゃろう。宋は金に圧迫されて淮河の南に追いやられていた。その上、金に毎年の莫大な贈り物を強制され、亡国の危地に瀕しておった。そこで朱熹等憂国の志士達が尊王攘夷を掲げ、富国強兵策を取って、金を万里の長城の北に追い払おうと働きかけていた。その為には挙国一致で窮乏生活に耐え、軍備を整え、兵を訓練しなければならんのだ。そこで欲に流されることを堅く戒めた考え方が、受けたんだよ。だから文意を正確に受け止めるには、その文章の書かれた時世の動き、時世の課題からつまり時代背景からきちんと読み取らなければならんのだ。」　　　　　

なるほど父上は今の御時世も次第に宋に似てきていると仰りたいのだな。それで宋の時世の危地が生んだ朱子学にも学び直すべき点があるということか。一般論としては拝聴しておこう、と壽專は心の中でつぶやいた。　　　　　

「居敬窮理は『正心誠意』すれば『格物致知』つまり物にいたりて知を致すという『大学』の名文句と結びついています。つまり『居敬』すれば『窮理』し、物事の道理が分かってしまうという構造になっています。徂徠先生に言わせれば、これでは物事の道理を物事の働きによって説明する学問は不要です。そして『理』と『気』は別ですから、どんな気つまり材質の人であっても、理を窮め聖人に成れるのです。それならばみんなに居敬を勧めれば済みます。いかに礼楽刑政を行うかの学問など要りません。」更に続けようとした壽專を壽庵は制止した。

「待て、暫く。どうもおかしいぞ。次元の違うことを混同していないか。朱子は身を慎み、心を透明にしておかないと物事の理は正しく捉えられないという。そこまでは正しい筈じゃ。その事と、ではその上で、物事の道理を物事の働きに即して知るにはどうしたらよいかという学問は別な筈じゃろ。徂徠は朱子がその二つを一つの事として説いているから誤りだという。でも朱子にすれば前の事しか言っていないと弁解するかも知れぬではないか。

それからだれでも聖人に成れるわけではないのはその通りじゃが、だれもが聖人に成れる可能性は秘めているのではないかのう。逆に徂徠の言うように特定の人だけが材質によって聖人に成れるとすると、その聖人の定めた礼楽刑政は完全無欠だということに成ってしまうじゃろう。ところが実際は、どうじゃ。完全無欠じゃないから、廃れてしまったのじゃないのかのう。

つまりこれは聖人とは何かをどう約束するかで決まる。礼楽刑政を定めるのが聖人というのなら、だれでも努力次第である程度立派な礼楽刑政を定められるじゃろう。つまりだれでも聖人に成れる可能性はあるのじゃ。じゃが何時の時代に成ってもそこに帰ればよいような完全無欠の礼楽刑政を定めるのが聖人というのなら、それはまだ出現してはおらぬし、全く特別の材質を備えたお方であろうな。」聖人論はたしかに徂徠学の急所だ。壽專は隠されていた父壽庵の学才を改めて見直した。

議論が酣(たけなわ)になったがどうも家中が騒がしくなった。壽專より四歳年下の妹ミネが、母上の容体がおかしいと駆け込んで来たのだ。どうもミネが寝かしつけていた壽丸が夜尿をし、濡れたままで母カネのところへ訴えにいったらしい。それをミネもまだ十歳の妹ノブも、寝入っていて気付かなかった。母カネは壽丸をあやしつけて、着替えさせているうちに、腹部に痛みを覚えてうずくまり、壽丸が大声で泣き出したのである。もはや議論どころではない。

  　　　　　　五、国家の用材

あくる日、儒学の師である村田要藏、壽庵の親友であるる侍御太夫の小池勝茂が、壽專が一代還俗を仰つけられたとの報せを聞きつけ、祝いに酒を持ち杉片河の西家を訪れた。カネは夜中に産気づいたかにも思われたが、夫に摩られている内に収まっていた。身重の主婦に気を遣って、客はすぐ帰ろうとしたが、壽專のことでたっての相談があると引き止められ、持参の酒を汲み交わした。

「奥方は高齢出産で大変だが、壽專は万々歳ではないのか。」勝茂が言う。
「それが壽專は瘍科医に成ると言ってきかんのだよ。」父壽庵が苦汁切って口を開いた。要藏は少し首を傾げて、こう言った。「それは親孝行な事だが、壽專は瘍科医で終わるような玉ではない。本気で学問をすれば、この御時世で随一の儒者にでも成れよう。津和野で随一じゃないぞ。日の本での。」
「いいえ、私にはとてもそんな器量はございません。瘍科医になら分相応で、蘭方と漢方を兼修して、創意工夫を凝らせば功名を挙げることも叶いましょう。」

要藏は少し不機嫌になって、「壽專、そなた儒学の修行におじけついたのか。あれほど大言壮語して、威勢のよかった經太郎は何処へ行ったのじゃ。」
　「瘍科医の跡継ぎに生まれたのも私の天命、それを全うするのが、人の道でございましょう。それに瘍科医は軽んじられておりますが、命を救う大切な役目を担うものです。今後は更に蘭方医学がどんどん入ってきて長足の進歩を遂げるのは必定、決して後悔は致しません。」確信ありげに壽專は見えを切った。

勝茂はいぶかしげな表情になり、「主命をなんと心得おる。儒者に成れという主命が下ったのも、そなたの天命じゃ。そなたの才量がそれだけ認められたが故の主命なれば何の臆することのあろうや。これを断れば、不忠者のそしりは免れんぞ。それに草場の陰で時雍様もさぞかし嘆かれることじゃろう。」
「そうじゃ、そうじゃ」と要藏は相槌を打った後、おもむろに言った。

「実はな壽專、この話しはのう、茲監公の儒学を振興して、人材を登用しようという直々の御発案じゃが、藩黌養老館に逸材を推挙せよとの御諮問があったのじゃ。それでこのわしが、小野寺藤太郎先生や瓜生重藏先生に根回しして、山口愼齋先生にそなたを御推挙下さるようお願いして戴いたのだ。もしそなたがどうしても断るということになれば、わしは諸先生に大変なご迷惑をおかけしたことになり、合わす顔がない。」
　壽庵は驚いて要藏に言った。「それはかたじけのうございます。一言みどもに言うてくだされば、壽專にも言うて聞かせておくこともできましたものを。」

「いやあ壽庵殿、私は西家にとっては家運がこれで開ける良い話しじゃと存じましてな。何分最後の御決断は茲監公で、推挙しても決まるかどうか分かりませなんだので、ぬか喜びは良くないと存じまして。まさか壽專がごねるとは思いもよりませなんだ故。」と困り切った顔をした。

「実は先生、壽專めは物徂徠に惹かれよりまして、朱子学は誤り故、節を枉げるわけにはいかぬと申します。先生の御教授を受けながら、まことに申し訳ないことでござります。」要藏の顔色を窺いながら壽庵は打ち明けた。だが意外に要藏は平然としていた。
「なるほど、なるほど。それでごねているのでござるか。お父上、学問の道に迷いや回心はつきものですぞ。それだけ壽專が成長したということじゃな。なあにかつては古学派が流行った折りは、みんな一度は流行り病のように徂徠にこったものじゃ。それも一時のことやがて朱子学の本道に戻りましょう。」要藏は照れ隠しのように笑い出した。自分の指導が到らなかったのを恥ているようでもあった。

　「壽專も頑固な性格故、すぐには朱子学に回心し直す事もありますまい。しかし津和野藩では古学をやりたいと言っても容れらますまいて。」壽庵は愚痴っぽく呟いた。
それで要藏が言った。「実はわしも若い頃に二・三年だが、徂徠学に惹かれたことがあってな、それを誰にも打ち明けられず、苦しんだことがござった。その内、修行を続けていけば朱子学の本当の善さが分かるじゃろう。」だが壽專は間髪を入れずに言った。「壽專は隠れキリシタンのような真似は出来ません。ですから瘍科医になると申しているのです。」

 勝茂は苛立って言った。「それがならぬから、こうして思案しているのじゃ。うーむ、考えていても埒が開かぬ。三・四日の内に、わしがひとつ直々に茲監公にお伺いを立ててみよう。その上で主命に従うのなら、壽專が徂徠学に惹かれていることを公言した上でじゃから、たとえ朱子学をやることになっても潔かろう。」
「それはかたじけない。よろしくお願い申す。」壽庵は渡りに船と侍御太夫の小池勝茂の申し出に縋った。壽專は不満そうな顔をしていたが、何も言えないで俯いたままだった。

 七日に小池勝茂はすこぶる上機嫌で首尾の報告にきた。
「カネ殿そなたの苦労は報われますぞ。茲監公はな、ことの他壽專殿をお気に入りでな、殿直々に是非にという事で壽專殿の成功をお望みなのじゃ。」勝茂は玄関に迎えた身重のカネに先ず話し掛けた。
「それは身に余る幸せです。この度はお骨折りいただき誠に済みません。」「
なに、こんな嬉しい骨折りならいくらでも歓迎です。」と笑った。

「壽專、殿のお話しでは、そなたについては養老館から推挙がある前から、既に決めておられたそうじゃ。そなたが十七歳の折りに、茲監公の読書会でそなたがなかなかの英才ぶりを発揮しておったので、それがお眼鏡に叶われたそうな。」
　それを聞いて、母は目を潤ませた。父も、感激して言った。「壽專、よかったのう、本当にそなたはよい主君を得たものじゃ。家臣の才を生かすも殺すも主君の才覚一つ、この機会を逃すでないぞ。」

 しかし壽專はもじもじして躊躇っていた。そしておそるおそる「古学修行の許可が降りたのですか。」と尋ねた。　　　　　　　　　　

「同じ日に増野それ某とかいう者が、家業を改め儒者と成るよう仰せつかったのを知っておろう。そなたの場合は一代還俗じゃ。それは瘍科の家を絶やすわけにいかないのも一つの理由だが、そなたの場合はの、ただの儒者にする為のお取り立てじゃないからなのじゃ。つまり儒学修行で立派な人物となれば、『国家の用』に取り立てようとのお考えからなのじゃよ。納得したかな。」
「何と、国家の用とは、壽專に藩政に当たらせるということでござるか。」
「そういうことじゃろう。ゆくゆくは側用人にでもお取り立てになろうとのお心づもりの御気色だったぞ。」
「そりゃあすごい、そりゃあすごいぞ、壽專、津和野藩の命運がお前の肩に掛かっているのだ。頑張ってくれよ。」　　　

壽專はなおも苛立って、「それで古学修行は認められたのですか。」と大声で訊ねた。
「それは叶わぬ。叶わぬがよいのだ。そなたの思いは伝えておいたからな。」勝茂は宥めるように言った。壽專は泣きそうな顔をして「それで殿は何と仰せだったのですか」と畳かけた。

　勝茂は改まって言った。「よし、では良く聞け、『此度渠に蓄髪を命せしは、あなかちに儒師たらしめんとにはあらず、異日學就り徳邵くならんには、國家の用をなさしめんとのみ、素り古宋學のけちめなし、同じく脩身治國に止まるのみ、といへとも我藩従来宋學を尊信すれば、渠もまた宋學をなさんことをねかふなり』（『家譜略』より）と仰せられたのじゃ。」壽專は父壽庵共々ただ畏まって両手と頭を畳につけて承っていた。

「節を枉げて学問をするのは儒者の義に悖ります。義に悖る学問をして忠義に適うとは思えません。」頭を畳に擦り付けたまま壽專は抵抗を示した。
　勝茂は「何とそなたは主君を愚弄するのか。」と怒鳴り、刀の柄に手をやった。
　驚いた壽庵は「壽專にはみどもが責任をもって冠礼までには覚悟させます故、よろしくお願い申し上げまする。」と嘆願してその場を収めた。

  　　　　　六、天に日無き

壽專は「狼狽恍惚」としていた。自分がやっと聖人への道を断念して、「瘍科の一世の宗」への道に邁進し始めたと思っていたのが、突然の君命で、また儒学へと引きずり戻された。しかも自分が誤りに気付いて克服した朱子学者にならなければならない。父は何度か説得しようとした。しかし壽專はとてもまともに話せるような状態ではなかった。当分は冷却期間をおくのが賢明とそっとしておくことにした。
母は壽專が「儒者の義」を口にした以上、これは拗れれば生来が一徹な性格の壽專のこと故、切腹でもしかねないと不安になった。しかし何といって諭したらよいか学問に疎い母には見当も付かない。あまり心配している様子を見せつけて壽專に心の負担をかけてもいけないと思ったが、自分の心の不安は募るばかりだった。夜中に何度も目を覚まし、壽專の様子を窺っていた。

二月十日、カネは梅の満開という話を聞き、仕事が手に付かない壽專を見兼ね、近所の神社に家族で梅見に行こうと切り出した。壽庵は自分は仕事で手が離せないが、壽專にはいい気分転換になるだろうと言った。ただ妻の体を気遣ったが、本人はこのところだるくて余り体を動かしていないので、かえってお産の為には歩いた方がいい、今日は気分も良いのでと微笑んだ。ミネとノブもその日は習い事や寺子屋は休みだったのでにぎりめしを作って、嬉々として出掛けた。普段の二倍以上の時間がかかったが、それでも近くだったので小半刻で神社に着いた。

おにぎりで満腹してから、妹たちは壽丸をあやしながら神社の境内を駆け回ってはしゃいでいた。壽專はつくづくと言った。「たとえどんなに貧しくても、両親が健在で、兄姉妹が沢山いる。これにまさる幸福はありませんね。」
「ほんとにそうですとも。どんなに裕福でも、また身分が尊くても、家族に不幸があれば、それを償うことは出来ませんからね。母は子の幸せ以外に何の望みもありませんよ。」ミネは壽專の目を見て、優しく微笑んだ。

壽專は張り切っている母の腹を見て言った。
「母上元気な男の子を産んでください。私が一代還俗をすれば、壽丸しか跡を継げませんから、二人男子がいればどちらか継げるでしょうから。」
「それじゃあ一代還俗は承知してくれたのだね。」壽專は暫く黙っていたが、「主君に見込まれて、断るという事はとてもできる世の中じゃありません。ここで私が己を貫いたら、それこそ父上や家族に迷惑がかかることになりましょう。」壽專は唇を噛み締め、空を見上げた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「そなたは家族の為に、枉げてはらない義を枉げるというのですか。男には女には分からない義というものがあるのでしょう。その為には家族の幸福や自分の生命さえ犠牲にしても惜しくないような。もしそなたが己自身や己の家族の為に武士として、儒者としての道を踏み外すことは断じてできないと思ったのなら、自分の信じる行動を取ってもよいのですよ。そなたに義を踏み外させてまで幸福でいようとは思いませんから。」
母は静かにでもきっぱりと言った。それから少し緊張し過ぎたせいか、ゴホン・ゴホン・ゴホン・ゴホン・ゴホンと、四・五回激しく咳き込んだ。壽專が背中を摩りながらこう言った。

「母上、そこまで思い詰めてくれていたのですか。相済みません。相済みません。決して母上を困らせる結果にはしませんから、今暫く心の整理をさせて下さい。」母の背中を壽專のこらえきれぬ涙が濡らした。

その言葉で母は気を取り直し、少し微笑んで「梅の香りが体に一番いいのですよ。」と踵を立てて、背を伸ばし、梅の花びらに鼻を付けて匂いを一杯に吸い込んだ。壽專は一瞬母の脚の浮腫みがひどいことに不安がよぎった。その時、突然母は胸を痛そうに押さえて、崩れ落ちた。

産前の妊婦は栄養が壊れがちで脚気になり易い。その脚気が心の臓を襲っての突然死である。この十日程、壽專の事が気掛かりで充分睡眠が取れないことが、疲れを酷くし体の抵抗力を弱め、脚気が急にひどくなったのかもしれない。ともかく煎じ薬も食餌療法も何の手の施しようもなかったのだ。医師でありながら何の手当てもできないで、病魔に負けてしまったことが、壽庵も壽專も悔しかった。

 通夜の夜、壽庵は妻の亡骸から離れずに放心していた。娘たちはおいおい泣くばかりだ。事情のわからない壽丸はすやすや寝ていた。壽專は人前では気丈に振る舞って通夜を仕切っていたが、夜更けて家を抜け出し、裏山で身悶えして烈しく慟哭した。君命による「狼狽恍惚」は、母の死によってその極に達したのである。　　　　　　　　　　

百石取りの藩医の家庭だと、一人年間の米の消費量が一石として六人家族で助手をしていた門弟が三・四人住み込んでいたとしても十石あれば済む。残りを換金すれば、充分生活費は賄えた筈である。ところが実際に西家は貧困に陥っていたらしい。杉片河の家は六畳・四畳・三畳・三畳・三畳・二畳・台所・玄関・土間の間取りで、医療器具や書物を置き、門弟やばあやもいたとすると大変狭い。

現金支出で考えられるものは、江戸詰めの時に何かと物入りであったということ。遊学に息子を出すとかなり掛かっただろう。それから医師としての研究費・医療器具・設備費など最先端を競うと物入りだったかもしれない。
その他一般に幕末になればなる程、商品経済化が進み、生活費が高騰したようだから、次第に台所事情が悪化したのかもしれない。それに藩財政自体が窮乏化すると、上米と称して、禄高の一部を藩に返上させられた。もちろん百石以下の武士も沢山いたのだから、西家よりもっと窮乏化した武士も多かっただろう。

それに借財が溜まって窮乏化が加速されることもある。借財が溜まって返済不能になり、謹慎処分を受ける窮乏武士も増えてくる。西家も母の死後二三年の内に二度も謹慎処分を受ける羽目になった。そんな実態だから、母は嫁入り以来、金銭的な苦労が絶えなかった。しかし一日だって辛いと愚痴を零したことはなかった。舅・姑によく仕え、夫の世話を甲斐甲斐しくやき、子供の養育に心を砕いた。自分のことはいつも後回しで、自分はいつも古い残り物を食べていた。そしてつぎのあたっていないまともな衣服は自分用には一つも持っていなかった。

母は体は至って丈夫で全くの病知らずで、いつも笑顔を絶やさず明るく振る舞ってきた。どんなに落ち込んだり、辛いことがあっても、母の笑顔や優しい言葉で立ち直れたものである。

　そしていつかは志を遂げて、母の苦労に報いようと思ってきた。そう思うとどんな辛い修行でも耐えられないことはない。壽專はたしかに人の何倍も学問に頑張った。建前では、世の為、人の為に役立ちたいからだが、本音では、母への報恩の想いがそれだけ熱かったからである。その母が思いがけなく忽然と消滅したのである。天から太陽が忽然と消滅して暗闇に覆われたのだ。一体自分の今までの人生は何だったのか。

壽專は、母に心配ばかりかけて結局寿命を縮めてしまった自分の大罪を思うと、母への孝行が出来なくなった自分に何の未練があろうかと思った。できることなら母の後を追って殉死したいと思った。だが父や兄弟姉妹をのこしそんな無責任なことはできない。母も、自分が元気を取り戻して、父に孝養を尽くし、妹や弟を立派に育て上げてくれるように草場の陰で祈ってくれているに違いないのだ。

　七、主命と信念

壽專は、父の手伝いから次第に外されていった。主命は還俗して蓄髪せよということであり、端的に言えば医者を辞めさせろという命令である。いつまでも医師の手伝いをやらせていることは主命を軽んじることになる。それに母の死後は、壽專は夢幻の中を彷徨っている感じで、とても仕事にならなかったのである。　

　三月三日桃の節句に、壽專が酷く落ち込んでいると聞きつけて、瘍科医学研究の若手勉強会のメンバーが励ましにきた。一人は吉次靜泰である、彼は後に森家十一代当主森伯仙の養子になり、森家十二代当主になる。彼の息子が森家を継ぐ軍医森林太郎（鴎外）である。そしてもう一人は壽專の妹ミネが後に嫁ぐことになる水津光信である。

壽專は、初七日が過ぎてから毎日、母の倒れた悲しい思い出の神社を訪ねる習慣が出来ていた。それは母が「家族の為に義を枉げないでよい」と言ってくれた言葉を反芻する為でもあった。そして何より母の最後の鮮烈な印象が彼を惹きつけて熄まないからである。
母が微笑みながら背伸びして梅の香りを嗅いでいた、あのうっとりした表情が、壽專がかつて見たこともない、母の女らしい姿だったからである。今日は梅に代わって桃の花が咲き匂い、桜の蕾も膨らんでいた。

「壽專よ、おぬし主命で儒者に成れと言われたのに、瘍科医に成るんだって頑張ってくれたそうじゃないか。その話を聞いて、おぬしの瘍科医学に対する志に感銘しているところだ。靜泰も拙者もおぬしの志は決して忘れず、大志をもって瘍科医学の発展に尽くすよ。おぬしが儒者に成ってしまうのは、確かに瘍科医学にとっては大損失だが、やはり、おぬしは瘍科医で終わらせるわけにはいかん、それだけの器量があるんだ。」光信がこう切り出した。　　　

「買い被らないでくれ。儒学は漢・高麗・本朝に五万と学者がいる。重要な研究の内容を知るだけでも大変だ。その上に何か貢献をなそうとすると、拙者のような小人にはとても手に負えんのだよ。それより医学の中でも瘍科医学は、前途洋々たる未来がある。拙者はその可能性に賭けてみたいんだ。」壽專は未だ瘍科医への夢を捨てきれていない。

 靜泰は静かに諭すように言った。
「若手勉強会はこれからも続けていくさ。壽專も時間があったら参加してくれていい。だがな壽專、瘍科医は怪我人は救えても、その原因になる揉め事は収められない。藩や幕府は今後ますます舵取りが難しくなっていくんだ。良い人材を登用して改革を進めていかなければ、結局藩や幕府が破産して拙者たちが路頭に迷うことになる。おぬしには貧乏な下級武士を守ってもらう為にも、是非とも儒者に成ってもらわなければならないんだ。」
「そんな『蛙の子は蛙』医者の子は医者にしか成れぬ、いつまでも儒学にばかりかかずらわってないで、本気で瘍科医学をやってみないかと拙者を誘ったのは靜泰、おぬしの方だぞ。」

靜泰は苦笑して、「そんなこともあったな。だが主命が降りて風向きが変わったんだよ。」光信が口を挟む。「壽專、おぬし古学をやりたいとごねたそうじゃないか。その問題はもう解決したのか。」壽專は「他人事のようで悪いが、拙者に君命を覆すだけの器量も、力もある筈はないだろう。」と不満げに答えた。

 光信は呆れて、「壽專、おぬし勘違いしていないか、ここは京ではないんだ。津和野だぞ、こんな小藩で朱子学と徂徠学と二つの学派が並び立って対抗し合ったら、どうなると思う。政略的な派閥争いに利用されるだけじゃないか。それを茲監公は懸念されての宋学を尊信せよとのお達しなんだ。決して徂徠学を排斥されてのことじゃないだろう。」
　「確かに『素り古宋學のけぢめなし、同じく脩身治國に止まるのみ、といへとも我藩従来宋學を尊信すれば、渠もまた宋學をなさんことをねかふなり』とのお言葉だったな。しかし拙者はもうあのいんちきくさい居敬法にはうんざりなんだよ。あんなもの尊信しても仕方無いじゃないか。」

靜泰「そんなことを言えば徂徠学だって、聖人の礼楽刑政を持ち上げているが、英吉利が阿片を清国に売りつけて戦争になり、香港を分捕った時代に聖人の礼楽刑政なんか果たして参考になるのか。そういうのを『目糞、鼻糞を笑う』と言うんだ。」
　光信「アッハッハ、その通りだ。学派などにこだわっていたら、ますます儒学そのものが時世の役に立たなくなる。今おぬしに拙者達が期待しているのはな、今まで信じてきた漢・本朝の学問が、どれだけこの時世に通じるものか、はっきりさせて欲しいという事だ。」壽專は儒学の上では、彼らをはるかに見下していたつもりだったのに、ぐさりと心の臓を突き刺すような鋭い批判に唖然として返答できなかった。

靜泰も光信も、儒学はそれ程熱心な方ではない。壽庵同様、医学の教養として学んでいる口だ。だから学派の論争にも深入りせずに単刀直入に評論できるのだろう。光信は更に言った。「それに茲監公は、論争で相手学派を完膚なきまでにやっつける論客を求めておられるのではない。今の時世に藩やわれわれがいかに対処すべきか、の問いに答えてくれる賢人を求めておられるのだ。その答えの内容は古学か宋学で違ってくるわけではないだろう。だって古学か宋学かは、学問の仕方の違いで分かれたわけだから。」

「それはそうかも知れぬが、すぐに外面的な態度や姿勢で口やかましくいう連中だし、何かと学風で文句を付けられるんだよ。何せ崎門学派だからな。」
靜泰はすかさず追求した。「そういうおぬしこそ、崎門学派の盲信者だったじゃないか。そして今は徂徠学の信者か、来年当たりは陽明学にぞっこんじゃないのか。徂徠学が正しいというのは今のおぬしにとってであって、十七歳のおぬしにとってではない。だったらどうして二十五歳のおぬしにとって正しいと言い切れるのだ。」

光信は、深く頷いて「そう言えば『論語』に『四十にして惑わず。』とあるな。孔子のような聖人でさえ、四十まで迷ったのだから、おぬしがもう惑わないというのなら、自分を孔子以上の聖人だと主張していることになり、不遜の極みだぞ。」「何も拙者は将来惑わないとは言ってない。」と壽專は抗弁した。

「それならこれから本格的に儒学修行をする若造が、偉そうに朱子学が間違っていて、徂徠学が正しいから古学をやらせてくれなどと注文をつけるな。素直に藩の命じる修行をすれば良いじゃないか。そして修行した上で、もう一度きちんと勉学した結果として、各学派の正誤・優劣を論じて報告しろよ。そうすればだれも文句は無いさ。」と靜泰は説得した。

そして次の殺し文句を付け加えた。「正直言って、おぬしが主命に対して自分の信念を守り抜こうという態度には、驚いたよ。これはなかなか出来ることじゃない。偉いよ。本朝では主命は絶対だからな。主命の絶対に対して信念の絶対、これじゃ埒が開かない。貫こうとすれば、腹切りだ。そこが恰好良いとも言えるが、それでは　みんな困るんだ。おぬしの思いもそれで遂げられるのか。」

これには壽專もなるほどと頷く他はなかったのだ。「たしかに拙者にも思い上がりがあって、正しいとなったら盲信して突き進む癖があるようだ。茲監公が拙者を認めてくれたことは、死ぬほど嬉しかったさ。何といっても拙者は幼い時分から、聖賢の士に憧れ、大きく羽ばたいて雄大な偉業を成し遂げようと『鴻飛の志』を抱いてきたのだからな。その拙者に出番を与えてくれたのだから、その恩には命懸けで報いたいという気持ちはあるんだ。だが自分の信念を枉げるのは、儒者の義に悖る行為だ。義に悖っては、主君に対しても忠信に背くと苦しんできた。　　　　　　

しかし自分の信念を絶対視することは、実は逆に学問に外れるんだな。信念の内容だって、諸学の内容だって、実は、これからその真理性を懐疑の精神をもって吟味すべき相手なんだということが良く分かったよ。」　　　　　

　かくして「狼狽恍惚」の苦闘の末、「懐疑の精神」で実証的に物事を認識するべきだという、西洋近代の実証主義・功利主義の哲学受容の土壌がこの時、形成された。五月朔日（一日）蓄髪した壽專は、小池勝茂を賓と頼んで、冠礼の儀式を行い、儒者としての修行が始まった。壽專はその通称を脩亮と改めた。時はペリー来航の五年前であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　青雲篇終わり　

参考文献　大久保利謙編『西周全集』宗高書房刊より第一巻より

「一　徂徠學に對する志向を述べた文」　　　

第三巻より
「一　西家譜畧（自叙伝）　三　西家系圖　参考　森家系圖

　四　西家系譜　　　五　家譜略　　十三　西時義墓碑銘」
森鴎外著『西周傳』（鴎外全集第七巻、全集刊行會刊）
蓮沼啓介著『西周に於ける哲学の成立』神戸法学双書20」

小泉仰著『西周と欧米思想の出会い』三嶺書房刊
第四篇　短編ファンタジー「新しい天使」
　　　目次
１ワープ女との出会い………………………………………141
２死へのはなむけの話………………………………………147
３『新しい天使』……………………………………………151　

　ベンヤミンの「新しい天使」………………………………152
この短編小説は一九九五年頃に書かれたものです

１ワープ女との出会い

　榊周次は今夜も安眠できない。「うーーーん」彼は激しく圧迫されて目覚めた。

 部屋の空気が寒天状になって全身に覆いかぶさってくる。満身の力を込めて跳ね返さないと心臓がつぶれてしまいそうだ。

もう何十年も週に一度はこんな体験を襲われる習慣になっているのだ。でも今夜ばかりは跳ね返せないかもしれない。寝返りを打とうにも全身が痺れて動けないのだ。ぐいぐい締めつけられる。

彼はワイフの名を呼んでいるつもりだが声になっていないらしい。「た・す・け・て・く・れ」と叫んだまま奈落に落ち込んでいるのを感じていた。それがどの位の時間だったか定かではないが、深い井戸の底にある水の中に叩きつけられて沈んでいく感覚で目が醒めた。

しかしそこは彼が寝ていた部屋ではない。  

昼間の榊が週一回勤めている大手予備校の二百人用の教室に立っていた。受講生はだれも居ない。ベルはとっくに鳴った筈だった。これはまずい。こんなことでは来年はお払い箱である。それでなくても浪人全体が激減しているのだから。

ああ予備校からの収入がなくなれば自称哲学者にして、大学非常勤講師の身では、生計はまるで立たない。もう少し待てば一人くらいは来るかもしれない。事務室で聞かれているかもしれないから授業は始めておこう。

「倫理」の講義である。彼はおもむろにテキストを開いた。そして目を上げたら、いつのまにか一人の女子受講生がいるではないか。

「君がそこに存在するのは、私にとっては感覚的現実だ。」彼女は頷いた。いいぞ、そういえば二三度五月の前半に見かけたことがあった気がしてきた。

「私がここにいると君には見えているだろうが、それも感覚的現実だろう。本当に感覚しなくても存在すると言

えるかどうかは断定できない。ひょっとしたら君は君の夢の中で私の授業を受けているかもしれないじゃないか。」これがミュージカルなら井上陽水の「夢の中へ」を歌いだすところだ。

「いいえ、夢じゃないんです。でも現実とも言えないわ。だって私は今まさに死につつある、死に向けてまっさかさまに落下しつつある存在なんですもの。」

 咄嗟にこいつは気が触れているなと覚った。

 倫理の授業を担当していると何年かに一人はノイローゼか分裂気味の受講生が居て、講師室に来てなかなか帰してくれないことがある。こいつは本格的な症状だ。

でも貴重なお客様である。こちらから逃げだすわけには行かない。

「そうだ、その通り。素晴らしい比喩だね。人間は『死に至る病』だとキルケゴールは絶望の意義を説き、ハイデガーは『死への先駆的決意性』として人間の実存を説明している。これらは頻出だ。」内心は圧倒されて舌がもつれてきたが、平静を装っていた。

「話をフッサールに戻そう。フッサールの現象学は直接は出題されていないけど、現代思想の背景として重要だし、現代文の解釈にも必要な場合があるんだ。ハイデガーの『存在と時間』の前提には、ユキスキュルの環境世界論とフッサールの現象学があるんだ。」

いけない！こんな説明ではきっとチンプンカンプンだ、ここは大学ではない、予備校なんだ。今時大学でもこんな説明の仕方をしては、学生に逃げられてしまう。

「ああ、君は久しぶりに来たんだし、今日はお客様は君一人だけだから、特別に今日は君の聞きたい範囲をやろう。」

 彼女は榊の目をじっと見つめて、小声で囁いた。「私はもう受験生じゃないの。だってビルから飛び降りてしまったんだもの。だから後、数秒で死んじゃうのよ。そんな私にはなむけになるような講義を聞かせてください。」

こいつは完全に自分の世界に閉じこもっているな、榊は二の句が継げなかった。

「彼に騙されていたの。私には彼が全てだったから、こうするしかなかったのよ。でもね、落下しはじめて二・三秒経ったかしら、目の前で塵が極彩色に輝いたのよ。そしたら先生の『華厳経』のお話を思い出したの。

『法身仏である毘盧遮那仏は、一にして全であり、宇宙の全ては毘盧遮那仏の現れなのだから、そう捉えれば塵だって御仏なんだから極彩色に輝くんだ』ておっしゃったでしょう。

まさか本当にそんな体験をするなんて思ってもみなかったけど、死の間際の刹那になって極彩色に輝く塵を見たのよ、ああこれで納得して死ねると思ったわ、でもその瞬間、先生に会ってもう一度講義を聞いてみたいと切実に思ったのよ。そしたらほら、その瞬間ここにワープしていたの。」

「そりゃ教師冥利に尽きるよ、ありがとう。でもまるで、『ドラエモン』の『どこでもドア』みたいじゃないか。」

「信じてくれないのね。そんなこと言ってるうちに、私は地面に叩きつけられて死んでしまうのよ。」

割に無表情に感情を交えないでよくこんな事が言えたもんだ、もうからかうのもいい加減にしてくれ、榊は少々苛立っていた。

「何を言ってるんだ。もうだいぶ経ってるじゃないか、君が現れてから。本当に飛び降りたのならとっくにお陀仏しちゃってるよ。」

「信じてもらえなら仕方ないけど、彼は医学生でね、私は国文科の学生だったの。だけど、彼は医者同志でないと結婚したくないって言うのよ。私も医者に成れたら結婚してもいいって言ったから、私は退学して医学部に入り直す為に予備校に入ったのよ。

でもね、彼がそういったのは私と別れるためだったの。彼は以前から二股をかけていたのよ。それで私を棄てて、他の女についていったのよ。きっとあの女は体で誘惑したんだわ。私はせめて二十歳になるまでは純潔でいたかったの。そんなことにこだわったのが間違いだったのね。」

結局彼女は恋愛相談に来たんだな、榊は少し落ちついた口調で語りだした。

「君は素晴らしいよ。純潔にこだわるのは流行らないみたいに言う人がいるけれど、そういう問題じゃないんだ。安易に肉体で結びついちゃうと、本当の心の深いところでの結びつくことはできない。結婚まではハートのつながりを深める事に集中するのが大切だな。それで敢えて、肉体関係を持たないようにしようとする君の愛は、純粋で美しいよ。しかも命懸けの愛なんて、アンビリーバブルなぐらい凄いよ。今時、女子中学生でも援助交際とか言って、簡単に体を売ってしまうのもいるっていうじゃないか。」

「やっと信じてくれたのね。だからお願い。私の死を飾るのに相応しい感動的なお話を聞かせて。」

榊はそんなことを信じる筈もなかったが、これは話を合わせておくしかないと観念した。だって相手は気が触れているんだから。

「君の話が本当なら、君のその体は生の肉体じゃなくって、心霊学によると、幽体だってことになるね。いわゆる死の直後によく起こるって言われている幽体離脱だ。  幽体離脱は『源氏物語』に出てくる六条の御息所の生霊の例もあるように死の以前にも起こりうると言われている。

それからほんの数秒の刹那が、幽体の体験では数分にも数時間にも成りうるというのは、なかなか興味深い現象だ。私は元来科学的な人間だから、心霊現象もオカルトも一切信じないが、そのことは棚上げにして、思考方法のチャンネルを現に起こっている事態に順応させることにしよう。その方がずっと面白いからね。

ほらいつか何か信じられないような不思議な体験がわが身に起こらないかと誰だって期待しているじゃないか。ＵＦＯがいつか現れるのをみんな密かに期待しているようにね。遂に今、こうして君というお化けみたいな存在が現れた！実に記念すべき瞬間だ！時間の相対性理論をこうやって体験できるなんて、やはり私は選ばれた存在だったのかもしれない。」

「それが私の死へのはなむけの講義なの、あまりピンとこないわ。もっと胸が熱くなるような話が聞きたいのよ。」

そりゃあそうだが、何の準備もなしに、今死につつあるうら若き女性にはなむけの講話を突然思いつくわけがないじゃないか。そんなの文学部唯野教授でも無理だ。何か言い訳を考えなくちゃ。

「大丈夫だよ、大丈夫。」

「あと数秒しかないのに大丈夫はないでしょう。」

「君は私の素晴らしいはなむけの講話を聞きたいという一心でワープしてきたんだから、それをさせたのは君自身の能力じゃないだろう。君は元々そういう超能力者だったのか。」

「いいえ、普通の女の子よ、みんなはわたしのこと神秘的で美しいって言うけど。」

「最近視力が衰えているから、ここからだと君の美しさがよくわからなくて残念だな。ともかく君をワープさせた力の存在は認めなくちゃいけないよ。すると、君の願いが叶えられないのに、君が死んでしまうというのはその力ある存在にとっては、自己の無力を示すことになってしまう。」

「そんな言い訳、してもいいわけ？」

「おいその駄洒落はこっちの十八番だよ。」

「ともかく回りくどいけれど、神さまが先生の素晴らしいお話が終わるまで私を死なせないってことね。」これが今死につつある者との対話だとはとても思えない和やかなムードになってきた。

「死に際というのが、人間にとって一番肝心な時なんだが、既に何もできないし、辞世の句が作れたら、それがベストとしなくちゃいけない。浄土教で時宗の一遍上人は、常に今を『臨終の時』と心得ていたんだ。すると『南無阿弥陀仏』を唱えるしかないじゃないか。だから一遍上人にすれば人生は『南無阿弥陀仏』の五文字に尽きるわけで、それ以外に真実の言葉なんてないからといって、自分の著作を全部燃やしてしまったんだよ。

阿弥陀仏は無量の慈悲の光という意味でもあるんだ、だから君が極彩色に輝く塵を見たのも阿弥陀仏に包まれて浄土に行こうとしていたのかもしれないね。」

突然、彼女は眉間に皺を寄せて、語気を強めた。

「無責任な慰めは要らないの。人生は一回限りだから、実存が成り立つのでしょう。死んでも浄土や楽園で生きていたり、地獄でもがいていたり、生まれ変わったりできたら、本当に死んだことにならないじゃなかった？

自分は浄土なんて信じてもいないくせに、今死んでいく者に浄土を説くなんて、罪深いことだわ。」

こりゃやられたな。じゃあたった一回の人生簡単に投げ出して死んでしまうのはどうなんだ、罪深くないのか？

とはいえ、飛び降り自殺やワープなんてどうせ嘘に決まってるし、もし飛び降りたのなら、それなりの深刻なわけがあるんだから、今更説教するわけにもいかない。

「そうだな、確かに。だから親鸞は、法然上人の話は、みんな絵空事で阿弥陀仏も浄土も幻想かもしれないが、自分は法然上人に騙されてもいいから専修念仏に従うと言ったんだ。それは弥陀をひたすら信仰して念仏三昧をしていると、生死から離れられずに煩悩に苦しむ生き地獄の只中で阿弥陀様に包み込まれ，抱擁される自然法爾の境地が味わえるんからなんだよ。その境涯では、おそらく時間も空間も溶けてしまって、過去や未来なんてどうでもよくなる。時というものが消えてしまうんだな。」

幽体かもしれない女は今度は神妙に頷いた。

「塵が極彩色に輝いた刹那は、ひょっとしたらそれに近かったのかな、私も。それで時間がほとんど止まってしまっている状態なのかもしれない。」

　榊は不安をかき消すように念を押した。

「この空間ではちゃんと現実の時空はあって、時間も普通に経っているんだ。でも君が落下している生身の空間ではその間に何万分の一秒しか時間が流れていないということだな。」

「それじゃあ、人生は一睡の夢というのも単なる例えじゃないのね。」

話を女の妄想に合わせているうちに、榊周次は自己の存在に不安を覚えはじめていた。もしこの女の投身話しが本当なら、幽体が飛び込んできたこの次元は、落下しつつある身体の現実の次元の数万分の一秒が何時間にも当たるような次元だということになる。

そんな世界が同じ地球上に同時に存在し得るだろうか。ひょっとして彼女の幽体が飛び込んできた瞬間にこの時空は、それまでの時空間から極端にずれてしまったのかもしれない。おいおい、これが小説なら筒井康隆の多次元宇宙論の二番煎じになっちゃうじゃないか。

「もし君の話が本当なら」

「あらまだ疑ってるんだ。」

「だって幽体にお目に掛かったのはなにしろはじめてだからね。簡単に信じたら馬鹿だと思われるよ。」

「じゃあどうしたら信じてくれる。」

「もしいやじゃなかったら、握手させてくれる？幽体の感触というものは独特だろうと思うんだ。」

「そんなこといって私の体に触れたいのじゃないの？」

「おいおい、そういう言い方はよしてくれ、嫌な思い出があるんだ。去年の事だけど、質問に来た女性のシャーペンを借りたときにどうも指に誤って触れてしまったらしいんだ。そしたらその数週間後になって、突然セクハラだったってその女性が言い張って、それから半年以上も悪戯電話攻撃をかけられた苦い思い出があるんだ。それですごく疵ついたんだから。」

精神を病んでいるのは、この幽体を気取る女性も、セクハラ被害妄想女も同じだ。榊はぞっとして表情を強張らせた。

「あら女性恐怖症になったの。可哀相だから握手させてあげるわ。」

「あくまで幽体感触検査だから変にとらないでくれ。ーーーなんだやっぱり普通の感触じゃないか、柔らかい女性の少し冷えた感触だけど。」

「それで幽体でないことは断定できるの？」

ここで怒らせてはまずい、また尾を引きそうだ。あくまで相手は精神異常なんだから、うまくかわさないと。

「もちろん断定は禁物だ。足が有れば幽霊じゃないという証拠とは言えないのと同じだ。幽体も目に見えたり、触れたら感触がある場合もあり得るんだ。それなりにパワーを持っているからね。」

自分で何を言ってるのか、分からなくなりながら、榊はどうやってこの気の毒な恋で気の触れた女をおとなしく帰らせるか思案していた。

「来週まで待ってくれないか、それまでにきっと、君が納得して死ねる話をまとめておくから。」

「そんなーー、もう後零点数秒しかないのよ、私の命は。それまでに死んだらどうしてくれるのよ。」

なんて事を言うんだ、勝手に飛び降りておいて、本当に知ったことじゃないよと榊はいらいらしていたが、そんな気持ちを気取られないようにしながら、

「じゃあ明日は大学の授業に穴を開けて、午後三時半に出てくるよ、君のためだけにとっておきの話をかんがえておこう。」

そういうなり、さっとドアの所へ行き、「じゃあね。」と言って、ドアを開けた。

　　　　　　２死へのはなむけの話　　　　　　　　　　　　　　

するといきなり眩しい真っ白い光に包まれて、空中に浮き上がり、体全体が光の中で消えていくのを感じて、恐怖の余り、目を醒ました。目を醒ましたとたんに全ては忘却していて、普段の月曜日の朝を迎えていたのだ。

「あなたこわい夢でも見ていたの？うなされていたわよ。」

すごく疲れていたが、何も覚えいないので、

「ヘェー夢のなかでも悪戦苦闘してるんだな、きっと。せめて夢ぐらいは楽しい思いをしたいよ。ところで今日は何曜日だった？」

「昨日は月に一度の学習会で日曜日だったでしょ。だから月曜日。」

今日は緑地の大手予備校の講義だ。受講生が減っていなければよいが。午後三時半からの講義の直前までまったくいつもと変わりなかった。しかし教室のドアを開けたとたん、白い光が差して目が眩んだ気がしたが、それは一瞬で、教室には一杯の受講生で溢れていた。

十月のこの時期に四月と変わらない数である。一体どうしたんだ、教室を間違えたのかなと思ったが、みんな倫理のテキストを出していた。  

「ええーと、ハイデガーからだったね。ハイデガーと言えば、筒井康隆を思い出す。ほら断筆宣言で話題になった、そうだ『時をかける少女』なら知ってるだろう。

彼は、ハイデガーが好きでね、ハイデガーについての講義をテープに吹き込んでるんだ。彼の作品にかなり評判がよかった『文学部唯野教授』ていうのがある。その主人公の唯野教授は作中で見事な文学理論の講義をするんだ、それも軽い東京の若者言葉の乗りでね。きっと予備校で唯野教授が講義をすれば、バカ受けするに決まっている、超人気講師で年収億を超えちゃうかもしれないなんて。それでね、その作者の筒井が講義すれば、さぞかしハイデガーもおもしろいだろうと思って、そのテープ買って聞いたんだ。

そしたらそれが別に大しておもしろくもないんだ、やっぱり唯野教授の講義もフィクションだからおもしろいんだなということ。それでぼくがね、筒井康隆の『虚航船団』という最高傑作を論じた論文の中にそのことを書いておいたんだ。それが掲載された雑誌を本人に送ったんだけど、反応無かったな。まあいいか。」

あれ、この話し、去年までは爆笑を取ったのに、今年は駄目だな。白けてるよ、みんな。

「『現存在』という言葉は、現に今ここにある存在ということなんだ、どんな物でもそうなんだが、そのことを自覚的に意識するのは人間だけなんだ。チョークや机か犬が現存在についてその意味を考えたりしないね、分かります？

それで現存在はどういうあり方をするかっていうと『世界ー内ー存在』というあり方をするんだ。これは世界が容れものみたいに、先ずあって、その中に人間が入っていくというんじゃないんだ。世界がこの教室だとすると、外からこの世界に入ってくるというんじゃないんだ。常に世界と共に有るというあり方なんだ。

分かりにくい？じゃあ、やってみようか、こういうのじゃないということだよ、ハイデガーは。教室から出て、入ってくるよ。」

こんな授業の展開だとますますこんがらがらせるだけかな、と後悔しながら、教室からいったん出て、また入ってきた。すると、また真っ白い光で目が眩んで、今度は急に暗くなった。脳卒中かなにかの発作かなと思ったが、教室の中は薄暗くなり、だれもいない。確かにさっきまで満員でザワザワしていた受講生はどうなったんだ。ええー、自分の勘違いかな、白昼夢でも見ていたのか、だが全員欠席というのはおかしい、せめて十人はいる筈だ。ともかくもう少し待つしかないな。

何気なくテキストに目をやった瞬間、一人の女子受講生が座ったままこちらを見つめていた。一人でも授業を続けよう。

「君だけだから、君のリクエスト授業ということにしよう。」

「先生、約束よ。私だけの為の死へのはなむけのお話し、考えてきてくれたんでしょうね。」

その瞬間夢の記憶が生々しく蘇ってきた。あまりの事態の展開に気が動転して、榊周次はその場にへたり込んでしまった。だって夢の世界が現実の世界に闖入してきたからである。

今朝目覚めた時には忘れていたが、それ以前に見た夢で出会った女である。投身自殺の最中にワープしてきたなんて言っていた、気が触れた女だった。確かに目覚めた筈なのにまだ夢の中だったのか、あんなに現実と思っていた日常だって夢だっていうことになると、いったい何時から自分は夢を見つづけているんだろう。

「君は、後零点何秒で地面に激突して死ぬ筈だったのに、まだピンピンしてるじゃないか。」

「だから早くして、もう時間がないわ。」

「あれから夢から醒めて全部忘れていたから、何も考えてないよ。それにどうせこれは現実なんかじゃなくて夢なんだから、別にいいじゃないか。」

するとワープ女は絶叫した。「先生にとって夢かもしれないけれど、私にとっては紛れもない現実なのよ！」

高が夢のくせにそんなに真剣になるなよ、と言い返したかった。

「そんなにわめく位なら、男に捨てられたくらいでビルから飛び降りるなよ。今更、最後の言葉だなんて生にこだわることはないだろう。どうせ幻想の生なんだ、君の存在も、君の死へのダイビングもみんなぼくの夢の中の意識に過ぎない。そうだと分かったんだから、君の死へのはなむけの言葉なんかもう思いつけっこないよ。」

榊は、夢の中では道徳的義務感や他人への同情心で行動する必要はない、自分のきままで好きなように過ごせばいいのだと思っていた。夢の中まで誠実でいい人なんてやってられないのだ。

「あーら、げんきんなのね。先生が現実だと思っていた今日の出来事も、全部夢だと分かったのでしょう。だったら夢と思っていることが、現実だってこともある筈よ。」

「それがね、夢と現実ははっきり違うんだ。現実だと受講生がみんなパッと消えたり、ワープ女が突如登場したりするわけがない。それに夢は意識にすぎないけれど、現実は生の事物を基盤にしている。飯も食わなければならないし、経済的な稼ぎも必要だ。つまり肉体と生活を維持していく営みを果たさなければならない。夢だったらそういう因果関係にはお構いなしに事態が転変していくんだ。つまり現実だと客観的な事物の連関、社会関係、人間関係を対象化して、その法則性に基づいて行動しなければならないんだ。」

ワープ女はこの言葉を待ってましたとばかり、意気込んで語気を強め、たたみかけてきた。

「でも現実だって、見込み違いするじゃない。既成のやり方でこれでいけると思っていたことが、急に通用しなくなることだって、しょっちゅうあるでしょう。それにね、客観的な事物だって、意識として現れているわ。人間が意識しているものは、夢と同じで、人間の意識でしかないんじゃないの。」

なかなか現象学的にはまともな議論をする。

「フッサールによれば、たしかに意識だが、現実だと客観的事物についての意識だという確信があるんだ。夢だと、それはぼんやりしていて、たとえば君は突然出現したり、消えたりする。それは私の意識でしかないからなんだ。」

ワープ女は議論好きなのか生き生きしてきた。

「あーら、変な理屈ね。だって、夢の意識がぼんやりしたものだったら、そんなに夢の中で先生が理屈をこね回せるというのは、夢と矛盾しているじゃないの。それに夢の中だって、直面している現実が、本当に現実かどうか疑っていない場合も多いんじゃないかしら。たとえこの現実が夢だとしても、夢みている間は現実として引き受けないと、先生は現実でもいいかげんな上に、夢でもいいかげんだということになるんじゃない。」

なんと生意気な、ワープ女だ。「おいおい喧嘩を売るつもりか。俺だって精一杯頑張っているつもりなんだ。そりゃ情けない気持ちになることもあるさ。いつまでたっても定職には就けないし、予備校でだって、ベテランになるとリストラの対象にされちゃうのだからね。」ああ、夢の中でまで落ち込んでいるようじゃやりきれない。

「もしこれが先生のおっしゃるように先生の夢だったとしたら、私が先生の意識の中に現れたのは、先生自身のピンチに陥っている、先生の現実を救うためかもしれないじゃないの。今まさに後、零点何秒で死ぬかもしれない人を感動させ、納得させて死ねるような話ができなければ、先生自身のピンチは救われないのよ。」

さすがに榊自身の夢の中で登場人物だけに榊に対する説得力がある。

「ということは、投身して今まさに死につつあるというのは君という他人の事だけではなくて、己自身の状況でもあるということなんだ。だから夢は夢であって、同時に夢ではなく、生々しい現実の意識でもあるということか。なる程弁証法的だ。まさに夢みている意識も身体や生活する主体の意識であって、現実の意識の置き換えなんだ。」

それはそうだが、今まさに死につつある俺様が、今まさに死につつある人を感動させる話をどうして考えつくことができるんだろう。

「そのお話しちょっと身につまされるけれど、いかにも同情を誘って哀れみっぽくて、感動を呼ぶってとこまではいかないわ。」

「違うよ、これは別に感動させるための話じゃない。」

３『新しい天使』

急に意識が白けてきて、眩しい光に目覚めた。  

なんと榊周次は路上で寝ていた。あーあ、俺も落ちるところまで落ちたんだ。

これは上原隆『友がみな我よりえらく見える日は』の世界である。元芥川賞作家だってローソンで残飯漁りをやっているそうだ。榊は自分が何時からこんな生活に落ち込んだのか、まるで覚えがなかった。髭はぼうぼうだし、三つ揃えのスーツも真っ黒でぼろぼろである。

過去に覚えがないというのは、ひょっとしたらこれは現実ではなく、夢なのかもしれない。彼はそれを確かめるために家に向かって、十キロほど歩いた。寒さが身に沁みるし、空腹がこたえ、足が重くて引きずるようだった。それらはみんな生々しい現実の証である。古い五軒長屋の借家があったところには大きな新築マンションに変わっている。

そういえば建て替えで追い出されたのだったな。また都心への道を引き返した。途中でゴミ箱の残飯を漁る。まるで乞食犬みたいだが、その手つきが馴れているのに我ながら幻滅している。家の事を覚えていたのだから、家族がいた気がするが、もう名前はもちろん、顔すら覚えていなかった。

俺はいったい何者なんだ。自分の名前も過去の職業も何もかも忘れていた。きっと忘れないとやりきれないからだろう。生きているのは辛いな、死にたいよと呟いていた。でも死ぬ前に一度だけでもいい、自分の生と死を納得させてくれる感動的な話しを聞きたいものだと切実に思った。

ああ、この空気が極彩色に輝いて、俺を荘厳してくれないかなと心底願った。その時沢山のイチョウが風に舞って榊に吹きつけられてきた。なんとイチョウがキンキラキンに輝いているではないか。  

「先生、早く！もう時間がないわ。」ワープ女が叫んだ。榊は教室でへたり込んでいたのだ。

ハッと我にかえって呟いた。「白昼夢を見ていたんだ。イチョウがキンキラリンに輝いていたよ。」

「何訳の分からないこと言ってるのよ。私はどうなるの。」

「大丈夫、大丈夫、どうせ全てが消えてなくなるだけだから。時がすべてを解決してくれるよ。君は塵が極彩色に輝くの見たんだろう、よかったね。君自身もその塵の一つで一緒に極彩色に輝いていたんだ。

ベンヤミンの『新しい天使』の話しを贈るよ。今のぼくにはこれが精一杯だ。

天使には沢山の種類があってね。永遠の昔からいて、永遠に生きつづける天使は、ミカエルとかガブリエルとかいう大天使だけなんだ。

神様に創造されて、その役割を果たすとすぐに消滅してしまう無数の新しい天使が作られては、次の刹那に消滅するんだ。中には神を讃える合唱の為に作られた天使もいてね、たった一曲歌い終わると、お終いなんだな。

でもね、その新しい天使たちは熱い熱い思いを込めて命の限り、神様への讃えの歌を歌い終わると、自分の命が全うでき、自分が精一杯輝けたことで至福に満ちて消滅していったんだ。

君も君の思いを貫いて、自分の恋に燃え尽き、輝いたんだから、思い残すことはないんだ。」

投身女は目にいっぱい涙を溜めて、少し微笑んだ。(了）

　
ベンヤミンの「新しい天使」

ベンヤミンの「新しい天使」について読者より疑問が出されました。次を参照してください。

「ベンヤミンは若い頃、『新しい天使』というタイトルの雑誌の刊行を計画していた。結局は実現しなかったのだが、彼が書いた予告にはこんな一節がある。「天使は毎瞬に新しく無数のむれをなして創出され、神のまえで讃歌をうたいおえると、存在をやめて、無のなかへ溶けこんでいく。そのようなアクチュアリティーこそが唯一の真実なものなのであり、この雑誌がそれをおびていることを、その名が意味してほしいと思う」（ベンヤミン著作集13『新しい天使』晶文社）。理性崇拝に翳りがさすと<天使>があらわれる」（週刊読書人　一九八八年十月十日）
私の短編小説「新しい天使」は、この文章を踏まえています。しかし「歴史哲学テーゼ」の「歴史の天使」を「新しい天使」として受け止めている方も多いようです。

次の文章は、ベンヤミンのいわゆる「歴史哲学テーゼ」である。
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「新しい天使」（アンゲルス・ノーヴス）と題されているクレーの絵がある。それにはひとりの天使が描かれており、天使は、彼が凝視している何ものかから、いまにも遠ざかろうとしているところのように見える。かれの眼は大きく見ひらかれていて、口はひらき、翼はひろげられている。歴史の天使はこのような様子であるに違いない。
かれは顔を過去に向けている。ぼくらであれば事件の連鎖を眺めるところに、かれはただカタストローフ（破局）のみを見る。そのカタストローフは、やすみなく廃墟の上に廃墟を積み重ねて、それをかれの鼻っさきへつきつけてくるのだ。

たぶんかれはそこに滞留して、死者たちを目覚めさせ、破壊されたものを寄せ集めて組みたてたいのだろうが、しかし楽園から吹いてくる強風がかれの翼にはらまれるばかりか、その風のいきおいがはげしいので、かれはもう翼を閉じることができない。
強風は天使を、かれが背を向けている未来の方へ、不可抗的に運んでゆく。その一方ではかれの眼前の廃墟の山が、天に届くばかりに高くなる。ぼくらが進歩と呼ぶものは（この）強風なのだ。

出典：今村仁司『ベンヤミン「歴史哲学テーゼ」精読』（岩波現代文庫）　　
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